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小
さ
な
集
落
で
あ
り
な
が
ら
、
中
央
を
貫

街
道
の
中
継
地

く
か
つ
て
の
街
道
筋
に
寺
や
共
同
井
戸
、

共
同
墓
地
、
石
塔
群
な
ど
が
き
ち
ん
と
揃
っ
て
い
る
、
と
い
う

み
ず
く
ぼ

ぬ
ま
づ
お
や
ま

印
象
を
受
け
る
の
が
水
窪
で
あ
る
。
県
道
沼
津
・
小
山
線
の
開

通
に
よ
っ
て
主
要
道
路
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
沼
津

ご
て
ん
ぱ

と
御
殿
場
を
結
ぶ
旧
道
沿
い
で
、
中
継
ぎ
場
の
役
割
を
担
っ
て

い
た
と
い
わ
れ
る
。

き
せ

お
お
せ
ぎ

し
か
し
、
黄
瀬
川
に
最
も
近
く
、
ま
た
大
堰
と
い
う
重
要
な

堰
を
か
か
え
て
お
り
、
水
害
と
水
争
い
に
苦
労
し
て
き
た
様
子

も
う
か
が
え
る
。
ま
た
黄
瀬
川
に
架
か
る
橘
は
、
山
を
持
た
な

い
水
窪
の
ム
ラ
に
と
っ
て
、
山
資
源
を
得
る
た
め
に
愛
雁
山
に

通
う
古
く
か
ら
の
重
要
な
橋
で
あ
る
。

水
窪
は
裾
野
市
の
南
西
端
に
位
置
し
、
南
北
約

位
置

一
・
二
六
悔
喰
東
西
最
大
幅
約
四
六
○
脚
の
広
さ

く
ぼ
た

い
ず
し
ま
た

が
あ
る
。
北
と
東
は
久
保
田
川
を
境
に
し
て
伊
豆
島
田
と
、
南
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な
が
い
ず
み
か
み
と
が
り
な
め
り

は
長
泉
町
上
土
狩
と
納
米
里
に
接
し
、
西
は
黄
瀬
川
を
隔
て

み
な
み
い
し
き

て
長
泉
町
南
一
色
に
対
し
て
い
る
。

地
形
と
土
水
窪
の
基
盤
は
富
士
山
の
溶
岩
流
で
、
そ
の
一

地
利
用
部
が
黄
瀬
川
の
河
床
に
露
出
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
溶
岩
流
の
上
に
富
士
山
の
土
石
流
、
黄
瀬
川
の
氾
濫

に
よ
る
堆
積
物
が
厚
く
覆
い
、
し
か
も
全
体
に
北
か
ら
南
に
向

か
っ
て
緩
く
傾
斜
す
る
台
状
地
形
と
な
っ
て
い
る
。
黄
瀬
川
畔

は
浸
食
崖
が
連
続
し
て
お
り
、
ま
た
伊
豆
島
田
の
境
と
な
っ
て

い
る
久
保
田
川
は
、
か
つ
て
黄
瀬
川
の
分
流
の
一
つ
で
あ
っ
た

自
然
河
川
で
、
西
側
に
小
規
模
な
棚
状
の
河
岸
段
丘
が
形
成
さ

れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
全
域
が
水
田
で
、
黄
瀬
川
か
ら
取
水
さ
れ
た

大
堰
用
水
に
よ
っ
て
灌
概
さ
れ
て
い
る
。

集
落
は
県
道
沼
津
・
小
山
線
の
西
側
、
黄
瀬
川
東

集
落
あ
し
が
ら

岸
の
沼
津
か
ら
足
柄
峠
を
越
え
た
か
っ
て
の
街
道

に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
県
道
沼
津
・
小
山
線
か

ら
黄
瀬
川
に
架
か
る
新
愛
縢
橋
を
渡
っ
て
国
道
二
四
六
号
に
抜

け
る
道
が
、
集
落
を
二
つ
に
分
断
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ

１
中
世
以
前

ふ
じ

一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年
、
富
士
特
設

水
窪
高
田
遺
跡

道
路
（
米
国
軍
用
道
路
、
現
在
県
道
沼
津
・

小
山
線
）
建
設
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
水
窪
踏
切
東
側
の
字

た
か
だ

高
田
で
土
取
工
事
中
、
表
土
下
の
マ
サ
層
（
堆
積
層
）
か
ら
須
恵

器
の
高
台
付
長
頸
壺
一
個
体
と
同
破
片
、
木
炭
が
発
見
さ
れ
た
。

須
恵
器
は
形
態
か
ら
見
て
七
世
紀
代
後
半
の
も
の
で
あ
る
。
遺

ゆ
い
れ
ん

の
道
か
ら
北
に
は
公
民
館
や
庚
申
塔
、
唯
念
の
名
号
碑
な
ど
が

建
ち
、
新
愛
麿
橋
脇
に
は
共
同
墓
地
も
あ
る
。
そ
の
向
か
い
側
、

ち
よ
う
き
よ
』
う
じ

道
の
南
に
は
山
の
神
が
ま
つ
ら
れ
、
長
教
寺
、
水
窪
神
社
な
ど

の
宗
教
施
設
が
あ
る
。
ま
た
、
集
落
の
東
端
の
県
道
沿
い
に
道

祖
神
と
地
蔵
が
、
西
端
の
黄
瀬
川
沿
い
に
馬
頭
観
音
が
対
称
的

に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
節
歴
史
概
要
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わ
た
な
く
く
ら

一
五
七
○
（
元
亀
元
）
年
、
北
条
家
朱
印
状
に
よ
る
と
渡
辺
蔵

ん
ど
の
す
け

人
佐
は
水
窪
で
一
八
貫
文
の
知
行
分
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

か
ず
ら
や
ま

の
文
書
に
よ
る
と
、
水
窪
は
葛
山
氏
が
支
配
し
て
い
た
が
、
同

氏
が
退
去
の
あ
と
は
北
条
家
領
（
直
轄
地
）
と
な
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
渡
辺
蔵
人
佐
は
葛
山
先
方
衆
で
、
前
記
の
渡
部
兼

盛
の
一
族
で
は
な
い
か
と
す
る
。
こ
の
水
窪
長
教
寺
所
蔵
の
北

条
家
朱
印
状
は
、
長
教
寺
先
祖
が
所
持
し
て
い
た
も
の
で
あ
る

と
し
て
い
る
（
『
静
岡
県
史
料
』
一
輯
）
。
長
教
寺
由
来
碑
に
よ
れ

ば
、
開
基
は
渡
辺
蔵
人
と
い
い
、
武
田
家
の
家
臣
で
家
来
一
族

と
当
地
に
落
ち
の
び
、
堂
を
建
て
て
長
教
寺
を
興
し
た
と
い
う
。

み
し
ま

こ
ゞ
）
は
地
理
的
に
み
る
と
三
島
と
沼
津
へ
往
来
す
る
分
岐
点

構
は
不
明
だ
が
、
古
墳
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

渡
辺
蔵
人
中
世
前
半
ま
で
は
資
料
が
な
い
の
で
不
明
で
あ

さ
の

と
長
教
寺
る
が
、
『
駿
河
記
』
等
に
よ
る
と
佐
野
郷
で
あ

わ
た
な
べ
ご

っ
た
と
す
る
。
一
四
五
八
（
長
禄
二
）
年
、
水
窪
の
住
人
渡
部
五

ろ
う
じ
ろ
う
か
ね
も
り

郎
次
郎
兼
盛
は
、
紀
伊
国
熊
野
那
智
社
に
願
文
を
奉
納
し
て
い

る
0

２
近
世

支
配
は
、
’
六
三
二
（
寛
永
九
）
年
以
降
小
田

支
配
と
村
高

原
藩
領
、
一
七
○
八
（
宝
永
五
）
年
以
降
幕
府

領
、
一
七
一
六
（
享
保
元
）
年
以
降
再
び
小
田
原
藩
領
、
一
七
七

八
（
安
永
七
）
年
以
降
沼
津
藩
領
と
な
り
明
治
維
新
を
迎
え
て
い

る
。
村
高
は
、
正
保
郷
帳
で
は
一
六
四
石
余
、
元
禄
郷
帳
で
は

一
六
五
石
余
、
天
明
高
帳
で
は
一
八
四
石
余
、
天
保
郷
帳
で
は

一
八
五
石
余
で
あ
る
。

す
ん
と
う

一
七
四
五
（
延
享
二
）
年
の
「
駿
州
駿
東
（
郡
）

戸
数
と
寺
社
み
く
り
や
こ
い
ず
み

御
厨
小
泉
庄
水
窪
村
言
上
銘
細
帳
」
に
よ
れ

ば
、
家
数
三
○
軒
と
比
較
的
小
村
で
は
あ
る
が
、
そ
の
内
訳
は

で
も
あ
る
。
渡
部
兼
盛
が
熊
野
へ
願
文
を
奉
納
す
る
だ
け
の
財

力
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
北
条
家
が
直
轄
領
に
し
た
こ
と
は
、
中

世
以
来
、
水
窪
が
人
馬
・
物
資
の
継
ぎ
場
（
中
継
地
）
的
な
性
格

を
持
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
水
窪
は
、
後
北
条
支
配
の
あ

と
徳
川
氏
支
配
と
な
っ
て
近
世
を
迎
え
る
。
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第13章水 窪

名
主
一
・
組
頭
二
・
本
百
姓
五
・
無
田
一
六
・
地
借
六
と
町
場

的
要
素
も
見
え
る
（
『
市
史
』
三
‐
五
一
号
）
。
村
内
に
は
、
浄
土

ざ
お
う
ご
ん
げ
ん
し
や

真
宗
浄
（
常
）
水
山
長
教
寺
（
除
地
六
斗
五
升
）
と
蔵
王
権
現
社
（
除

地
四
斗
二
升
）
が
あ
る
（
『
駿
河
記
」
下
巻
）
。

継
ぎ
場
と
十
水
窪
村
は
三
島
宿
・
沼
津
宿
か
ら
甲
州
・
相

分
一
役
所
州
へ
向
か
う
通
路
の
要
衝
に
当
た
り
、
御
用

や
商
人
の
諸
荷
物
を
継
ぎ
送
り
す
る
継
ぎ
場
（
中
継
地
）
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
こ
ゞ
）
に
は
伊
豆
島
田
村
と
と
も
に
十
分
一
役
所
が

置
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
山
方
の
村
か
ら
沼
津
へ
竹
木
・
薪
な
ど

を
輸
送
・
販
売
す
る
際
、
十
分
の
一
の
税
を
徴
収
す
る
も
の
で

あ
る
。
居
宅
は
一
軒
で
、
長
さ
五
間
・
横
二
間
半
、
三
方
に
二

尺
余
の
庇
を
そ
な
え
た
二
間
・
九
尺
の
「
曲
ヶ
座
敷
」
が
あ
り
、

一
｝
ゞ
｝
が
「
御
拾
分
一
銭
御
改
所
」
で
あ
っ
た
。
敷
地
は
三
畝
二

歩
の
高
外
地
で
あ
る
。

こ
の
十
分
一
役
所
に
関
す
る
人
足
を
水
窪
村
が
勤
め
て
い
る

た
め
、
村
高
の
う
ち
か
ら
六
二
石
余
を
諸
役
を
勤
め
る
際
引
か

れ
て
い
る
。
な
お
、
居
宅
は
当
初
東
西
二
軒
で
あ
っ
た
が
、
一

七
○
三
（
元
禄
十
六
）
年
に
二
人
の
役
人
が
相
次
い
で
小
田
原
へ

召
還
さ
れ
、
こ
の
と
き
に
東
の
居
宅
が
廃
止
さ
れ
て
西
の
居
宅

一
軒
の
み
と
な
っ
た
。

役
所
に
お
い
て
徴
収
さ
れ
た
十
分
の
一
役
（
税
）
は
、
水
窪
・

伊
豆
島
田
の
役
人
が
毎
月
小
田
原
ま
で
出
向
い
て
納
入
し
て
い

た
。

ふ
か
ら

下
郷
と
し
て
水
窪
村
は
、
深
良
用
水
掛
か
り
の
村
の
一
つ

の
水
窪
村
で
あ
る
。
井
組
三
郷
と
い
う
水
利
組
合
の
う

せ
ぎ
ぱ
ら

‐
し
弧
Ｕ
）
」
一
う

ち
、
大
堰
（
堰
原
大
堰
）
か
ら
取
水
す
る
下
郷
に
属
し
て
い
る
。

大
堰
か
ら
取
水
さ
れ
た
用
水
は
、
そ
の
下
流
の
三
俣
堰
で
さ
ら

に
三
本
の
水
路
に
分
け
ら
れ
る
。
水
窪
村
は
、
ゞ
）
の
う
ち
の
西

川
（
西
堀
）
と
呼
ば
れ
る
水
路
か
ら
取
水
し
、
田
地
用
水
と
飲
水

に
利
用
し
て
い
た
。

一
七
四
五
（
延
享
二
）
年
の
村
明
細
帳
に
よ
れ
ば
、
水
窪
村
の

水
田
は
地
水
掛
か
り
が
一
七
○
石
余
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
箱

根
湖
水
の
掛
か
り
高
は
一
石
一
斗
余
・
反
別
一
反
四
畝
余
の
み

で
あ
っ
た
（
『
市
史
』
三
‐
五
一
号
）
。
言
）
の
た
め
、
一
七
○
七
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か
み
ご
う
な
か
ご
う

（
宝
永
四
）
年
に
始
ま
る
上
郷
・
中
郷
・
下
郷
の
大
規
模
な
水
論

に
際
し
て
も
、
水
窪
村
は
井
組
に
属
し
な
が
ら
寄
合
や
水
論
な

ど
に
は
ほ
と
ん
ど
参
加
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
一
七
七
○
（
明
和
七
）
年
と
そ
の
翌
年
の
旱
害
に
ょ

写真3 56 大堰

っ
て
起
こ
っ
た
水
論
を
き
っ
か
け
に
、
水
窪
村
も
深
く
関
わ
る

よ
う
に
な
る
。
一
七
七
六
（
安
永
五
）
年
に
下
さ
れ
た
裁
許
状
に

よ
っ
て
、
上
郷
村
々
の
特
権
的
な
用
水
慣
行
は
否
定
さ
れ
、
水

配
人
は
地
水
・
湖
水
に
か
か
わ
ら
ず
す
今
へ
て
の
用
水
を
管
理
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ゞ
）
の
後
、
地
水
掛
か
り
の
田
に
も
湖
水
掛

か
り
同
様
の
諸
負
担
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
水
窪
村
も

一
七
二
石
一
斗
余
・
反
別
一
三
町
八
反
六
畝
余
と
水
掛
石
高
・

反
別
が
著
し
く
増
加
し
た
。

野
田
の
穴
一
六
七
三
（
延
宝
元
）
年
に
、
掘
り
抜
き
元
締
め

の
だ

堰
と
水
論
に
よ
っ
て
水
窪
村
の
野
田
と
い
う
所
に
掘
ら
れ

あ
な
せ
ぎ

な
か
と
が
り
し
も
と
が
り

た
穴
堰
は
、
納
米
里
・
上
土
狩
・
中
土
狩
・
下
土
狩
の
四
か
村

に
用
水
を
引
く
重
要
な
堰
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
穴
堰
は
、
横

二
間
（
約
三
・
六
Ｍ
）
ほ
ど
長
さ
一
二
間
（
約
二
一
・
六
脚
）
の
割
堀

に
、
高
さ
五
尺
五
寸
（
約
一
・
六
五
僻
）
、
長
さ
一
四
八
間
（
約
二

六
六
脚
）
の
燧
道
を
、
水
窪
村
か
ら
納
米
里
村
へ
と
掘
り
抜
い

た
も
の
で
あ
る
。

宝
永
・
安
永
期
の
二
度
に
わ
た
る
用
水
争
論
の
後
、
水
利
慣
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行
が
制
度
的
に
は
確
立
し
た
が
、
近
世
後
期
に
な
る
と
井
組
各

郷
内
部
の
対
立
が
目
立
っ
て
く
る
。
下
郷
で
は
、
三
俣
堰
の
取

水
を
め
ぐ
る
水
上
・
水
下
の
村
々
の
対
立
が
頻
発
す
る
。
一
八

一
四
（
文
化
十
一
）
年
に
、
水
上
の
水
窪
・
伊
豆
島
田
ほ
か
、
納

米
里
・
上
土
狩
（
以
上
長
泉
町
）
の
村
々
は
、
水
下
の
中
士
狩
・

た
け
は
ら
ふ
し
み
し
ん
し
ゆ
く
し
み
ず

下
土
狩
（
以
上
長
泉
町
）
、
竹
原
・
伏
見
・
新
宿
（
以
上
清
水
町
）

の
村
々
に
訴
え
ら
れ
る
。
ま
た
一
八
五
二
（
嘉
永
五
）
年
に
は
、

水
上
村
々
が
水
下
村
々
へ
の
分
水
を
阻
止
す
る
た
め
穴
堰
と
三

俣
堰
を
破
壊
し
、
関
係
者
が
沼
津
役
所
か
ら
手
鎖
の
処
分
を
受

け
て
い
る
。
穴
堰
は
、
水
下
村
々
と
納
米
里
・
上
士
狩
村
と
の

掛
合
堰
な
の
で
あ
る
。

３
近
現
代

行
政
単
位
水
窪
も
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
の
町
村
制

の
変
遷
施
行
ま
で
に
は
、
市
域
の
他
の
村
々
と
同
様
、

そ
の
所
属
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
き
た
。

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
大
区
小
区
制
の
導
入
に
よ
っ
て
第

一
大
区
二
の
小
区
へ
と
編
入
さ
れ
、
七
四
（
明
治
七
）
年
の
大
区

小
区
制
の
再
編
に
よ
り
、
現
在
の
長
泉
町
域
の
一
○
か
村
と
清

水
町
域
の
一
二
か
村
と
と
も
に
第
一
大
区
二
小
区
に
編
入
さ
れ

た
。
市
域
で
は
、
水
窪
村
だ
け
が
別
の
小
区
に
編
入
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
水
窪
村
は
伊
豆
島
田
村
と
の
合
併
を

前
年
十
二
月
県
に
願
い
出
た
。
そ
し
て
、
一
八
七
四
年
八
月
に

願
の
通
り
聞
き
届
け
る
と
の
指
令
が
お
り
る
。
し
か
し
、
村
名

は
伊
豆
島
田
村
の
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
、
水
窪
村
が
村
名
変
更

を
願
い
出
た
が
許
可
さ
れ
ず
、
大
区
小
区
制
の
時
期
、
水
窪
村

は
「
伊
豆
島
田
村
ノ
内
元
水
窪
村
」
と
し
て
三
小
区
内
に
あ
っ

た
。
の
ち
に
ゞ
）
の
合
併
自
体
が
解
消
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
）
の
大

区
小
区
制
も
、
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
の
郡
区
町
村
編
制
法

に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
、
再
び
近
世
以
来
の
水
窪
村
に
民
選
の
戸

長
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
一
八
八
四
（
明
治
十

七
）
年
に
は
戸
長
公
選
制
を
廃
さ
れ
、
戸
長
の
官
選
と
戸
長
役

場
管
轄
区
域
の
改
定
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
黄
瀬
川
を
境

に
市
域
は
東
西
に
二
分
さ
れ
、
水
窪
は
「
佐
野
村
ほ
か
一
二
か
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村
」
の
区
域
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
「
佐
野
村
ほ
か
一
二
か
村
」

い
し
わ
き

ふ
た
つ
や
し
ん
で
ん
く

は
、
石
脇
・
佐
野
・
伊
豆
島
田
・
水
窪
・
ニ
ッ
屋
新
田
・
久

ね
く
も
み
よ
う
い
な
り
ち
や
ぱ
た
け
む
ぎ
っ
か
ひ
ら
ま
つ
し
ん
で
ん

い
わ

根
・
公
文
名
・
稲
荷
・
茶
畑
・
麦
塚
・
平
松
新
田
・
深
良
・
岩

な
み波
の
一
三
か
村
で
、
戸
長
役
場
は
佐
野
村
に
置
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
、
市
制
町
村
制
の
公
布
に
よ
り
、

す
や
ま
と
み
お
か
ふ
か
な
み

翌
八
九
年
に
須
山
村
・
富
岡
村
・
深
浪
村
・
小
泉
村
と
い
う
四

つ
の
行
政
村
が
誕
生
し
た
。
佐
野
村
ほ
か
一
二
か
村
で
は
、
深

と
み
ざ
わ

良
・
岩
波
の
二
村
で
深
浪
村
、
ほ
か
二
か
村
に
富
沢
村
を
加

え
た
一
二
か
村
で
小
泉
村
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
行
政
村
内
部

の
旧
村
間
の
確
執
は
容
易
に
解
消
せ
ず
、
こ
と
に
茶
畑
所
在
の

広
大
な
林
野
に
関
係
す
る
村
落
で
は
、
財
産
の
所
有
・
利
用
が

重
要
な
意
味
を
持
っ
た
。
そ
の
た
め
、
小
泉
村
で
は
町
村
制
施

行
後
初
め
て
の
村
会
で
、
茶
畑
・
久
根
・
公
文
名
・
麦
塚
・
平

松
・
稲
荷
の
六
大
字
の
分
離
が
決
議
さ
れ
、
一
八
九
一
（
明
治

い
ず
み

二
十
四
）
年
十
月
に
県
の
認
可
を
得
て
泉
村
が
分
立
す
る
。
こ

の
後
、
水
窪
は
小
泉
村
の
一
大
字
と
な
る
。

戦
後
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
小
泉
村
と
泉
村
が
合

併
し
て
裾
野
町
が
誕
生
す
る
。
さ
ら
に
、
一
九
五
六
（
昭
和
三

十
一
）
年
に
は
深
良
村
が
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
に
は
須

山
村
と
富
岡
村
が
裾
野
町
に
合
併
し
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十

六
）
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
、
現
在
の
裾
野
市
と
な
る
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調

戸
数
と
人
口

査
」
に
よ
れ
ば
、
家
持
三
○
戸
・
社
一
座
・

寺
一
軒
、
人
口
一
四
七
人
（
男
七
五
人
・
女
七
二
人
）
と
な
っ
て

い
る
。
一
八
八
九
（
明
治
二
十
三
年
頃
の
「
分
合
見
込
町
村
調

書
（
新
小
泉
村
）
」
で
は
、
三
五
戸
、
一
九
○
人
（
男
一
○
○
人
・

女
九
○
人
）
で
あ
る
（
『
市
史
』
四
‐
三
四
七
号
）
。
ま
た
「
小
泉
村

の
人
口
動
向
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
に
は
二
七

三
人
、
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
に
は
三
○
五
人
と
な
っ
て
い

る
。
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
に
は
戸
数
四
五
戸
、
人
口
三
六

三
人
と
な
っ
て
い
る
（
『
市
史
』
五
－
七
九
六
号
）
。

一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
二
三

世
帯
、
四
八
四
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
八
七
五
年
の
統
計
に
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図表3－54水窪の字図表3－55水窪の字一覧

幾ノ木(イクノキ）

一町田(イッチョウダ）

高田(タカダ）

竹ノ下(タケノシタ）

道場山（ドウバヤマ）

野田（ノダ）

半ノ田(ハンノタ）

宮田（ミヤタ）

向田(ムカイダ）

横田（ヨコタ）

富窪（ト ミクポ）

道
場
山

頚
幾
ノ
木

幾
ノ
木

竹
ノ
下 向

田

｜
町
田

宮
田 高

田

横
田

野
田
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比
ゞ
へ
る
と
約
三
倍
の
増
加
で
あ
る
。
ま
た
一
九
九
五
年
に
は
、

二
三
五
世
帯
、
六
九
八
人
と
な
り
、
二
○
年
前
に
比
尋
へ
る
と
世

帯
数
が
二
・
一
倍
、
人
口
が
一
・
四
倍
の
増
で
あ
る
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調
査
」

生
業

の
職
分
表
で
は
、
農
一
○
五
人
、
僧
一
人
と
な
っ

て
お
り
、
農
業
主
体
で
あ
る
ゞ
｝
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
分
合

見
込
町
村
調
書
（
新
小
泉
村
）
」
に
よ
れ
ば
、
水
窪
の
耕
宅
地
九

町
四
反
、
山
林
原
野
雑
種
地
二
町
七
反
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

内
訳
は
、
田
四
町
二
畝
一
四
歩
、
畑
四
町
三
反
四
畝
一
七
歩
、

宅
地
九
反
八
畝
一
二
歩
、
山
林
二
町
四
反
六
畝
二
四
歩
、
原
野

一
反
一
○
歩
、
雑
種
地
一
反
四
畝
一
六
歩
で
あ
る
。

な
お
、
水
窪
が
御
殿
場
と
沼
津
を
結
ぶ
街
道
筋
の
中
継
地
に

あ
た
る
た
め
、
駄
賃
つ
け
な
ど
を
副
業
に
す
る
家
も
あ
っ
た
。

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
学
制
が
頒
布
さ
れ
、
水

学
校

窪
は
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
に
富
沢
村
な
ど
と
協

力
し
て
映
雪
舎
を
開
校
し
た
が
、
七
五
（
明
治
八
）
年
に
は
伊
豆

せ
ん
き
ゅ
う
し
や

島
田
・
堰
原
新
田
・
ニ
ッ
屋
新
田
と
と
も
に
洗
旧
舎
を
創
立
す

る
。
翌
七
六
（
明
治
九
）
年
に
は
、
茶
畑
・
麦
塚
・
平
松
新
田
の

じ
ゆ
ん
し
ん
か
ん

お
ん
ち
か
ん

潤
身
館
と
統
合
し
て
温
知
館
と
な
る
。
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）

年
、
県
の
布
達
を
受
け
て
県
内
の
学
区
が
大
幅
に
統
合
さ
れ
る

か
ん
し
ん
し
や

か
ん
せ
い
し
や

こ
と
に
な
り
、
貫
信
舎
（
岩
波
・
深
良
・
久
根
）
、
甘
静
舎
（
公
文

せ
い
き
ゅ
う
し
や

さ
の
は
ら

名
）
、
温
知
館
、
誠
求
舎
（
石
脇
・
佐
野
）
が
統
合
し
て
佐
野
原

小
学
校
と
な
る
。

そ
の
後
、
い
く
度
か
の
制
度
変
更
、
名
称
変
更
を
経
て
、
現

在
の
裾
野
市
立
西
小
学
校
と
な
る
（
第
一
○
章
佐
野
参
照
）
。

戦
後
の
水
窪
の
農
業
は
、
「
農
業
セ
ン
サ
ス
」

農
業
の
変
化

に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
九

六
○
年
と
三
○
年
後
の
一
九
九
○
年
を
比
較
す
る
と
、
総
戸
数

は
五
三
か
ら
二
一
三
と
四
倍
も
激
増
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
総
農
家
数
は
四
五
か
ら
二
七
と
半
数
近
く
減
少
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
都
市
計
画
に
よ
っ
て
住
宅
が
増
え
、
農
家
が
減
っ
た

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活
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た
め
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
作
物
類
別
収
穫
面
積
は
、
稲
が
一

六
・
六
か
ら
四
二
・
五
〃
夕
に
増
え
た
の
に
比
ゞ
へ
、
麦
類
・
雑
穀

が
三
一
・
一
か
ら
一
・
六
腸
タ
に
減
り
、
い
も
類
が
一
五
・
二
か
ら

一
四
・
七
腸
夕
に
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
野
菜
類
が
一

三
・
○
か
ら
四
四
・
七
腸
夕
に
、
花
き
類
が
○
か
ら
一
七
・
五
吟
タ

に
増
え
、
施
設
園
芸
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ

れ
る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
牛
・
豚
・
に
わ
と
り
を
飼
育
す
る
農

家
は
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
て
い
る
。

内
部
区
分
と
近
世
末
期
に
三
○
戸
ほ
ど
の
戸
数
し
か
な
か

区
の
役
職
つ
た
水
窪
村
だ
が
、
そ
の
内
部
は
ウ
ワ
モ
ョ

リ
（
上
最
寄
）
と
シ
タ
モ
ョ
リ
（
下
最
寄
）
と
に
分
か
れ
て
い
た
。

う
え
む
ら
し
た
む
ら

こ
れ
を
、
上
村
・
下
村
と
呼
び
分
け
る
こ
と
も
あ
り
、
山
の
神

師
講
や
葬
式
組
の
単
位
と
も
な
る
区
分
で
あ
る
。
こ
の
最
寄
と
は

とと会
別
に
、
現
在
の
水
窪
区
に
は
七
つ
の
班
が
あ
る
。
現
在
の
一
・

社域
二
・
三
班
は
か
つ
て
の
上
最
寄
に
あ
た
り
、
四
・
五
班
は
下
最

鮒節
寄
に
あ
た
る
。
六
・
七
班
は
、
新
た
に
転
入
し
た
家
々
で
構
成

３第
さ
れ
て
い
る
。

区
の
役
員
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
三
役
は
、
区
長

一
名
・
副
区
長
二
名
・
会
計
一
名
が
あ
た
る
。
協
議
委
員
・
班

長
（
防
災
・
土
木
衛
生
を
兼
任
）
・
体
育
委
員
は
各
班
一
名
ず
つ

で
計
七
名
ず
つ
、
部
農
会
は
一
’
五
班
ま
で
各
一
名
の
計
五
名
、

神
社
委
員
二
名
、
水
窪
神
社
祢
宜
三
名
、
財
産
区
区
長
・
副
区

長
・
会
計
各
一
名
で
計
三
名
、
水
配
人
三
名
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
、
三
役
と
協
議
委
員
で
各
種
委
員
長
を
分
掌
し
て
い
る
。
近

年
増
え
て
き
た
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
の
連
絡
貝
も
区
で
決

め
て
い
る
。
各
種
団
体
に
は
、
体
友
会
・
老
人
会
・
子
供
会
・

消
防
団
な
ど
が
あ
る
。

水
窪
は
、
下
郷
の
水
元
で
あ
る
大
堰
を
有
す
る
区
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
深
良
用
水
の
水
利
組
織
の
一
つ
、
大
堰
水
利
組
合

に
は
区
か
ら
理
事
一
名
・
総
代
三
名
を
選
出
し
て
い
る
。
ま
た

芦
ノ
湖
水
利
組
合
に
も
、
代
表
者
が
一
名
出
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
組
織
の
も
と
に
先
の
水
配
人
が
お
り
、
用
水
の
管
理
を
任
さ

れ
て
い
る
。

区
の
行
事
に
は
、
春
・
夏
の
河
川
清
掃
、
グ
ラ
ン
ド
整
怖
の
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ほ
か
、
天
王
さ
ん
と
納
涼
祭
、
区
民
体
育
祭
と
風
納
め
、
年
始

式
、
総
集
会
な
ど
が
あ
る
。
総
集
会
（
総
会
）
は
、
三
月
最
終
日

曜
日
に
行
わ
れ
、
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
予
算
案
・
事
業
計

画
案
・
新
役
員
挨
拶
な
ど
が
あ
る
。

一
七
四
五
（
延
享
二
）
年
の
「
水
窪
村
書
上
銘
細

共
有
財
産

帳
」
に
よ
る
と
、
村
内
に
は
山
内
林
が
な
く
、

一
色
村
（
長
泉
町
）
・
富
沢
村
（
裾
野
市
）
の
西
山
愛
麿
山
筋
に
入

会
を
し
て
馬
草
・
刈
敷
・
茅
・
薪
な
ど
を
取
っ
て
い
る
と
記
さ

お
お
の
は
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
野
原
に
も
同
様
の
入
会
地
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
入
会
の
関
係
は
明
治
期
に
入
っ
て
か
ら
も
続
き
、

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
愛
麿
山
が
一
等
官
林
に
編
入
さ
れ
た

た
め
、
二
駅
五
二
か
村
の
村
々
が
民
有
引
き
戻
し
運
動
を
起
こ

し
た
際
に
も
、
水
窪
村
も
名
を
連
ね
る
ゞ
）
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
に
は
愛
騰
山
官
林
が
御
料
地
に
編

入
さ
れ
、
払
下
げ
を
目
的
に
愛
麿
牧
畜
会
社
が
設
立
さ
れ
た
際

は
ら
ま
ち

に
も
、
原
町
（
沼
津
市
）
ほ
か
一
○
か
町
村
組
合
に
富
沢
と
と
も

に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
愛
謄
牧
畜
会
社
に
貸
与
さ
れ
て
い
た

お
よ
そ
三
○
○
○
町
歩
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十

二
）
年
に
払
下
げ
ら
れ
た
。

こ
の
と
き
水
窪
で
は
、
愛
麿
山
組
合
開
墾
地
貸
与
に
あ
た
り
、

わ
た
な
ぺ
ま
ご
さ
ぶ
ろ
う

組
合
会
議
員
の
渡
辺
孫
三
郎
が
肥
沃
な
土
地
を
獲
得
す
る
こ
と

う
ち
の
さ
ん

に
奔
走
し
た
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
、
富
沢
地
籍
の
字
内
野
山
に

も
九
七
町
歩
の
入
会
権
を
獲
得
し
、
植
林
事
業
を
行
い
、
区
有

林
三
十
余
町
歩
の
美
林
を
所
有
す
る
一
｝
と
と
な
る
。
現
在
、
こ

れ
ら
の
区
有
林
は
水
窪
の
財
産
区
で
管
理
し
て
い
る
。

は
ち
ぶ
だ
い
ら

て
し
る

長
泉
町
八
分
平
に
は
、
手
城
の
観
音
と
呼
ば
れ
る
馬
頭
観
音

が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
そ
こ
に
は
馬
場
が
あ
り
、
四
月

三
日
の
祭
日
に
は
近
隣
か
ら
草
競
馬
に
参
加
す
る
馬
が
多
数
集

ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
所
は
、
長
泉
町
南
一
色
の
地
籍

で
あ
る
が
、
馬
頭
観
音
は
富
沢
・
水
窪
・
南
一
色
・
納
米
里

（
長
泉
町
）
・
上
土
狩
（
同
）
の
五
区
が
共
同
で
ま
つ
っ
て
い
た
。

現
在
は
、
富
沢
が
抜
け
て
四
区
の
輪
番
制
で
ま
つ
っ
て
い
る
。

現
在
も
、
四
区
の
共
有
地
で
あ
る
。

ふ
じ
み

共
有
財
産
と
し
て
は
、
水
窪
公
民
館
・
水
窪
富
士
見
グ
ラ
ン
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第3節地域社会と生活

し
ド
が
あ
る
。
公
民
館
の
前
身
は
水
窪
共
同
作
業
所
で
、
小
南
地

区
（
水
窪
・
堰
原
・
伊
豆
島
田
・
ニ
ッ
屋
）
の
青
年
団
の
倶
楽
部
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
水
窪
富
士
見
グ
ラ
ン
ド
は

黄
瀬
川
の
河
川
敷
に
あ
る
が
、
も
と
は
児
童
遊
園
地
と
し
て
設

蛎懸’ ？ ■昨
ゞ “ ゞ ；” 《 ＝ 〆鋤鱸

写真3－57水窪神社の祭り

（谷井洋行氏所蔵）

置
さ
れ
た
も
の
を
移
転
し
て
さ
ら
に
広
く
し
、
区
民
の
体
育
祭

み
や
だ
し
も
く
ぼ

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
宮
田
や
下
窪

と
い
っ
た
区
有
地
を
利
用
あ
る
い
は
売
却
し
、
さ
ら
に
個
人
の

寄
付
も
募
っ
て
資
金
を
捻
出
し
、
区
民
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て

造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
『
水
窪
の
あ
ゆ
み
』
）
。

現
在
、
水
窪
に
は
水
窪
神
社
と
山
の
神
、
長

神
社
と
寺
院

教
寺
が
あ
る
。
水
窪
神
社
は
も
と
蔵
王
権
現

と
い
い
、
字
宮
田
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
「
神
社
明
細
帳
」
に

は
、
祭
神
が
保
食
命
、
創
立
年
月
は
不
詳
だ
が
一
六
九
一
（
元

禄
四
）
年
に
再
建
さ
れ
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
村
社
に
な
っ

た
と
あ
る
。
蔵
王
権
現
が
水
窪
神
社
と
改
称
し
た
の
は
一
八
七

七
（
明
治
十
）
年
以
降
の
こ
と
で
（
「
蔵
王
社
宅
寄
付
取
立
勘
定
簿
」
）
、

お
そ
ら
く
神
仏
分
離
令
に
よ
り
権
現
名
か
ら
神
社
名
と
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
祭
日
は
十
月
十
九
日
で
、
そ
の
前
日
に
は
宵
祭

り
が
あ
る
。
現
在
は
そ
の
日
に
近
い
日
曜
日
に
行
わ
れ
、
子
ど

も
神
輿
が
出
る
。
な
お
、
境
内
に
は
箱
根
芦
ノ
湖
神
社
・
稲
荷

神
社
・
天
王
社
な
ど
が
ま
つ
ら
れ
た
祠
が
あ
る
。
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山
の
神
は
、
前
書
に
よ
れ
ば
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
、
水
窪

神
社
に
合
祀
の
許
可
が
下
り
た
と
さ
れ
る
が
、
現
在
黄
瀬
川
沿

い
の
新
愛
麿
橋
際
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
祭
り
は
一
月
十
七
日

だ
が
、
現
在
は
そ
の
近
く
の
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
。
か
つ
て
は

山
の
神
講
と
い
っ
て
、
前
夜
の
十
六
日
に
上
村
・
下
村
そ
れ
ぞ

れ
で
講
を
行
っ
た
が
、
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
以
降
や
っ

て
い
な
い
・

長
教
寺
は
、
浄
土
真
宗
大
谷
派
で
、
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で

あ
る
。
水
窪
神
社
と
同
じ
く
字
宮
田
に
あ
る
が
、
「
寺
院
明
細

帳
」
に
よ
れ
ば
そ
の
由
緒
は
、
一
六
一
○
（
慶
長
十
五
）
年
武
田

家
の
家
臣
渡
辺
蔵
人
佐
が
、
本
願
寺
第
十
二
世
僧
教
如
に
帰
依

し
て
僧
と
な
り
、
常
念
と
号
し
て
こ
の
寺
を
建
立
し
た
と
あ
る
。

ま
た
平
松
の
字
供
養
塚
に
は
、
境
外
所
有
地
二
反
余
を
持
つ
。

お
も
な
祭
道
祖
神
は
県
道
沼
津
・
小
山
線
沿
い
に
一
基
ま

り
と
行
事
つ
ら
れ
て
い
る
が
、
小
正
月
の
ド
ン
ド
ン
ャ
キ

は
上
最
寄
と
下
最
寄
と
で
別
々
に
行
っ
て
い
た
。
上
最
寄
は
庚

申
塔
近
く
の
田
に
、
下
最
寄
は
道
祖
神
近
く
の
田
に
オ
ン
ベ
を

作
り
、
子
ど
も
達
は
互
い
に
オ
ン
ベ
竹
を
盗
み
合
っ
た
。
現
在

は
、
富
士
見
グ
ラ
ン
ド
一
か
所
で
行
っ
て
い
る
。

水
窪
神
社
に
ま
つ
ら
れ
る
天
王
社
は
、
七
月
十
五
日
が
祭
日

だ
が
、
現
在
は
七
月
に
行
わ
れ
る
区
主
催
の
納
涼
祭
に
合
わ
せ

て
ま
つ
る
。
日
中
、
祠
の
前
で
念
仏
を
あ
げ
、
夜
は
水
窪
富
士

見
グ
ラ
ン
ド
で
納
涼
祭
と
な
る
。
納
涼
祭
に
は
、
模
擬
店
や
盆

踊
り
な
ど
が
あ
る
。

区
民
体
育
祭
は
、
九
月
第
二
日
曜
日
に
行
う
。
一
九
七
一

（
昭
和
四
十
六
）
年
に
水
窪
グ
ラ
ン
ド
が
完
成
し
、
一
九
七
六
（
昭

和
五
十
一
）
年
十
月
十
日
に
第
一
回
区
民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ

た
。
翌
年
、
水
害
で
グ
ラ
ン
ド
が
冠
水
し
た
も
の
の
、
区
民
の

共
同
作
業
で
補
修
し
、
以
後
体
育
祭
を
毎
年
行
っ
て
い
る
。
現

在
は
、
区
民
体
育
祭
の
あ
と
風
納
め
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

馬
継
ぎ
場
の
水
窪
は
、
水
田
地
帯
で
あ
り
な
が
ら
多
く
の

馬
頭
観
音
馬
頭
観
音
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
地
区
で
あ
る
。

水
窪
富
士
見
グ
ラ
ン
ド
の
北
側
に
、
馬
頭
観
音
八
基
を
集
め
た

一
角
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
黄
瀬
川
沿
い
の
旧
道
が
あ
っ
た
と
こ
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第3節地域社会と生活

ろ
で
、
ウ
マ
ス
テ
、
、
ハ
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
馬
の
供
養
の
た
め

に
多
く
の
馬
頭
観
音
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
公
民
館

の
中
に
は
順
礼
供
養
塔
や
観
音
な
ど
の
石
造
物
が
ま
つ
ら
れ
て

い
る
が
、
庚
申
塔
が
建
っ
て
い
る
付
近
に
あ
っ
た
も
の
を
移
転

写真3－58手城の観音

し
た
と
い
う
。
こ
の
中
に
、
馬
頭
観
音
と
し
て
は
水
窪
で
最
も

古
い
一
七
五
一
（
寛
延
四
）
年
の
記
銘
の
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、

か
つ
て
の
入
会
地
で
あ
る
長
泉
町
一
色
の
八
分
平
に
は
、
水
窪

の
ほ
か
長
泉
町
一
色
・
同
納
米
里
・
同
上
土
狩
の
四
区
共
同
で

ま
つ
る
馬
頭
観
音
が
あ
る
。
草
競
馬
を
催
し
た
馬
場
に
あ
り
、

手
城
の
観
音
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

妄
｝
れ
ほ
ど
多
く
の
馬
頭
観
音
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
水

窪
が
街
道
の
中
継
地
で
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
。
近
世
の
馬
継
ぎ
場
で
あ
り
、
近
代
以
降
も
駄
賃
つ
け
を

わ
た
な
ぺ
し
ん

生
業
に
し
て
い
た
家
々
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
渡
辺
慎

い
ち

か
ね
ざ
わ
あ
げ

一
氏
の
「
十
分
所
の
記
」
に
よ
れ
ば
、
「
富
岡
村
金
沢
、
上
ヶ

た

田
あ
た
り
の
人
達
が
木
炭
を
馬
に
積
ん
で
沼
津
方
面
へ
売
り
に

行
く
人
々
が
相
当
多
か
つ
た
」
と
あ
る
。
同
書
に
は
、
炭
売
り

に
行
っ
た
金
沢
の
女
性
が
、
水
窪
を
通
る
と
銭
を
と
ら
れ
る
た

め
い
つ
も
富
沢
に
回
り
道
を
し
て
行
っ
た
と
い
う
話
も
載
せ
ら

れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
通
行
税
を
徴
収
す
る
役
所
の
名
残
と

し
て
屋
敷
跡
の
様
子
が
記
さ
れ
、
現
在
も
そ
の
礎
石
が
あ
る
と
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い
う
伝
承
が
残
る
。

水
窪
と
い
う
土
地
柄
を
よ
く
表
し
て
い
る
石
造
物
に
、
深
良

用
水
関
係
の
記
念
碑
が
あ
る
。
一
つ
は
大
堰
樋
門
竣
功
記
念
碑
、

も
う
一
つ
は
穴
堰
燧
道
改
修
記
念
碑
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
大
堰

土
地
改
良
区
に
よ
っ
て
、
前
者
は
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
）
年

に
、
後
者
は
一
九
九
三
年
に
建
て
ら
れ
た
．

新
愛
庵
橋
は
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
）
年
に
架
け
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
か
た
わ
ら
に
愛
朧
橋
復
興
記
念
碑
が
建
っ
て
い
る
．

碑
文
に
よ
れ
ば
、
も
と
は
水
窪
橋
と
称
し
た
岩
盤
に
渡
し
た
板

橋
で
あ
っ
た
が
、
水
害
の
た
び
に
流
出
す
る
の
で
、
一
九
○
九

（
明
治
四
十
二
）
年
に
高
さ
一
二
尺
（
約
三
・
六
断
）
の
ピ
ー
ャ
を
築

い
て
木
橋
を
渡
し
、
愛
麿
橋
と
改
称
し
た
。
一
九
二
四
（
大
正

十
三
）
年
、
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
の
洪
水
で
た
び
た
び
流
出

し
改
修
を
重
ね
た
が
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
の
洪
水
で

つ
い
に
通
行
不
能
と
な
っ
た
た
め
、
一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）

年
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
永
久
橋
を
架
け
復
興
し
た
と
い
う
。
こ

れ
だ
け
熱
意
を
持
っ
て
橋
を
架
け
て
き
た
の
は
、
黄
瀬
川
を
渡

っ
て
左
岸
の
富
沢
や
長
泉
町
南
一
色
と
行
き
来
す
る
た
め
で
あ

り
、
水
窪
の
入
会
地
で
あ
る
愛
麿
山
へ
向
か
う
重
要
な
橋
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

参
考
文
献

「
水
窪
の
あ
ゆ
み
』
水
窪
区
一
九
八
七
年
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図表3‐57富沢の位置
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わ

あ
し
た
か

穴
堰
と
水
富
沢
と
い
う
地
名
は
、
愛
謄
山
の
沢
（
谷
間
）
が

田
集
落
村
内
に
と
び
と
び
に
あ
っ
た
の
で
、
最
初
「
飛

沢
」
（
と
ぶ
さ
わ
・
と
び
さ
わ
）
と
い
わ
れ
た
。
そ
れ
が
、
村
が
豊

か
に
な
る
よ
う
に
と
「
富
沢
」
に
変
え
ら
れ
た
と
い
う
。

あ
な
せ
ぎ

富
沢
は
、
穴
堰
か
ら
深
良
用
水
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
田

も
畑
も
格
段
に
増
え
て
い
っ
た
。
こ
の
水
は
、
愛
謄
山
麓
に
寄

り
添
う
よ
う
に
連
な
っ
て
い
た
集
落
に
も
運
ば
れ
、
生
活
用
水

と
も
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
大
雨
が
降
る
と
富
士
山
の
火
山

灰
が
堰
に
詰
ま
っ
て
用
水
の
水
が
使
え
な
く
な
る
た
め
、
そ
の

た
び
に
村
中
総
出
で
土
砂
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
こ
う
し
て
支
え
ら
れ
て
き
た
田
畑
は
、
近
年
国
道
二
四
六

号
が
通
っ
た
ゞ
｝
と
に
よ
っ
て
姿
を
消
し
、
集
落
に
も
新
し
い
住

宅
が
建
ち
並
び
、
富
沢
は
そ
の
農
村
景
観
を
急
速
に
変
え
て
い

る
。
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き
せ

富
沢
は
、
裾
野
市
の
ほ
ぼ
中
央
を
流
れ
る
黄
瀬
川

位
置
も
も
ぞ
の

西
側
地
区
の
南
端
に
位
置
す
る
。
北
は
桃
園
、
東

ふ
た
つ
や

は
黄
瀬
川
を
隔
て
て
ニ
ッ
屋
、
南
は
愛
朧
山
か
ら
流
れ
出
る
黄

う
め
の
き
ざ
わ

な
が
い
ず
み
み
な
み
い
し
き

瀬
川
の
支
流
梅
ノ
木
沢
川
を
境
と
し
て
、
長
泉
町
南
一
色
と

接
し
て
い
る
。

い
は
い
だ
け

地
形
と
土
富
沢
の
区
域
は
、
愛
薦
山
の
主
峰
位
牌
岳
か
ら

地
利
用
南
東
に
延
び
る
尾
根
上
の
、
海
抜
五
五
○
腓
の

地
点
を
基
に
し
て
、
そ
れ
よ
り
南
東
に
向
か
っ
て
約
五
・
八
陪
哩

獄立§
β一一

聖上

M｣」

＃
質，

1Y

吐剛

写真3－59穴堰の清掃

最
大
幅
約
雇
假
の
狭
長
な
三
角
形
を
な
す
。
そ
の
南
東
端
は

黄
瀬
川
と
な
っ
て
い
る
。

富
沢
の
集
落
は
、
ゞ
）
の
愛
麿
山
尾
根
端
の
舌
状
丘
陵
裾
部
に

形
成
さ
れ
た
、
長
さ
約
一
・
一
言
假
、
幅
約
二
○
○
Ｍ
の
黄
瀬
川

の
河
岸
段
丘
面
に
あ
り
、
北
か
ら
南
に
向
か
っ
て
緩
や
か
な
傾

斜
を
な
す
。
生
活
用
水
は
富
沢
穴
堰
よ
り
引
水
さ
れ
、
集
落
の

中
央
を
南
北
に
勢
い
よ
く
貫
流
し
て
、
南
端
で
水
田
の
灌
概
用

水
路
に
合
流
し
て
い
る
。
集
落
の
東
側
は
、
集
落
の
立
地
し
て

い
る
河
岸
段
丘
面
よ
り
、
約
五
’
七
胱
低
い
、
黄
瀬
川
の
形
成

し
た
氾
濫
原
で
、
南
北
に
旧
河
道
で
あ
っ
た
凹
地
と
、
微
高
地

が
併
列
し
て
い
る
。
凹
地
は
穴
堰
よ
り
引
水
し
た
水
田
と
な
り
、

微
高
地
の
多
く
は
大
小
の
河
原
石
が
集
積
し
て
お
り
、
一
部
分

は
水
田
と
畑
地
に
利
用
さ
れ
て
、
そ
の
他
の
部
分
は
草
地
、
雑

木
林
、
墓
地
な
ど
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
中
央
部
に
、
一
九
八

三
（
昭
和
五
十
八
）
年
、
国
道
二
四
六
号
が
一
部
完
成
し
、
そ
の

両
側
区
域
は
住
宅
化
し
て
い
る
。
ま
た
一
九
九
二
年
、
黄
瀬
川

ふ
じ
ひ
ら

に
富
二
平
橋
が
架
橋
さ
れ
て
ニ
ッ
屋
と
結
ぶ
市
道
が
完
成
し
た
。
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集
落
の
西
側
の
山
麓
か
ら
南
側
に
か
け
て
は
、
最
大
幅
六
○

○
脚
、
奥
行
き
一
・
一
再
暇
の
平
坦
で
不
整
形
な
袋
状
の
入
谷
が

開
け
、
沢
水
を
灌
概
用
水
と
し
た
水
田
が
展
開
し
て
い
る
。
谷

ふ
か
だ

頭
に
近
い
水
田
は
深
田
と
い
う
棚
田
状
の
湿
田
で
あ
り
、
集
落

に
接
し
た
水
田
は
二
毛
作
の
乾
田
と
な
っ
て
い
る
。
入
谷
の
南

て
ん
じ
ん

端
は
、
か
っ
て
天
神
山
と
い
う
海
抜
二
五
・
三
脚
の
独
立
丘

が
あ
っ
て
、
南
一
色
と
遮
ら
れ
て
い
た
が
、
土
取
り
の
た
め
削

平
さ
れ
た
。
こ
の
入
谷
の
水
川
は
、
富
沢
の
人
右
の
生
活
を
支

え
て
き
た
水
田
で
あ
る
。

入
谷
の
水
田
を
囲
む
愛
謄
山
尾
根
末
端
の
丘
陵
は
、
台
状
の

平
坦
面
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
平
坦
部
は
、
愛
謄
山
の
位
牌
岳

か
ら
南
東
に
放
射
状
に
派
出
し
た
尾
根
の
海
抜
五
○
○
腕
付
近

か
ら
み
ら
れ
る
、
か
つ
て
の
円
錐
形
火
山
体
の
旧
斜
面
の
残
存

し
た
地
形
で
あ
り
、
尾
根
は
更
に
多
く
の
浸
食
谷
に
よ
っ
て
刻

ま
れ
て
い
る
。
平
坦
部
は
開
墾
さ
れ
て
畑
地
と
な
っ
て
お
り
、

平
坦
部
を
区
切
る
尾
根
斜
面
は
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
マ
ツ
な
ど

の
植
林
地
と
、
薪
炭
材
に
利
用
す
る
雑
木
林
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
、
平
坦
部
を
利
用
し
て
ゴ
ル
フ
場
が
造
成
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

集
落
の
形
富
沢
は
、
愛
麿
山
と
黄
瀬
川
に
挟
ま
れ
て
い
る

と
景
観
た
め
平
地
が
少
な
く
、
古
く
か
ら
の
集
落
は
山

麓
添
い
に
細
長
く
連
な
る
集
村
的
形
態
を
な
し
て
い
る
。
旧
集

ふ
か
ら

落
に
は
屋
敷
沿
い
を
深
良
用
水
が
と
お
り
、
生
活
用
水
と
し
て

の
用
水
の
存
在
が
よ
く
わ
か
る
。
愛
麿
山
に
入
り
込
ん
だ
浸
食

谷
は
水
田
、
山
を
登
る
に
つ
れ
て
畑
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ

ご
て
ん
ば

Ｒ
御
殿
場
線
裾
野
駅
に
近
い
位
置
に
あ
り
な
が
ら
、
比
較
的
長

い
間
農
村
の
景
観
を
留
め
て
い
た
。

み
な
み
ち
よ
う

富
沢
に
つ
く
ら
れ
た
初
め
て
の
新
興
住
宅
地
で
あ
る
南
町

（
フ
レ
ッ
、
ン
ユ
タ
ウ
ン
富
沢
）
は
も
と
も
と
田
畑
で
あ
っ
た
と
ゞ
）

ろ
を
企
業
に
売
却
し
、
そ
の
企
業
が
撤
退
し
た
跡
地
に
つ
く
ら

れ
た
。
お
お
よ
そ
黄
瀬
川
の
西
側
に
沿
っ
て
国
道
二
四
六
号
が

通
っ
て
い
て
、
南
町
は
こ
の
国
道
を
は
さ
ん
で
南
一
色
と
接
し

て
い
る
。
そ
の
後
市
街
化
が
進
み
、
近
年
は
多
く
の
水
田
が
姿

を
消
し
、
旧
集
落
内
に
も
新
し
い
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
が
で
き
て
、
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急
速
に
農
村
の
景
観
を
か
え
つ
つ
あ
る
。

１
中
世
以
前

愛
鳫
山
裾
富
沢
に
は
、
旧
石
器
時
代
の
黒
曜
石
製
の
小
形

せ
ん
と
う
き

ひ
ら

の
平
坦
地
刺
突
具
で
あ
る
尖
頭
器
二
点
が
発
見
さ
れ
た
平

ぱ
や
し林

Ｉ
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
、
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
一
三
か
所
、

弥
生
時
代
終
わ
り
頃
の
遺
跡
が
一
か
所
、
古
墳
時
代
の
須
恵
器

と
鎌
倉
時
代
の
銅
鏡
一
面
が
出
土
し
た
場
所
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一

か
所
ず
つ
あ
る
。

と
み
ざ
わ
は
ら

そ
の
う
ち
、
弥
生
時
代
の
富
沢
原
遺
跡
以
外
は
、
す
べ
て
愛

庵
山
尾
根
末
端
の
平
坦
部
に
あ
る
。
富
沢
の
人
々
の
生
活
は
、

数
万
年
前
愛
麿
山
尾
根
末
端
の
平
坦
部
か
ら
始
ま
っ
た
と
し
て

よ
か
ろ
塗
フ
。

こ
れ
ら
の
遺
跡
の
あ
る
平
坦
部
は
も
と
は
山
林
で
あ
っ
た
が
、

第
二
節
歴
史
概
要

開
墾
さ
れ
て
畑
と
な
り
、
生
産
力
を
高
め
る
た
め
「
マ
サ
抜

き
」
を
し
た
。
マ
サ
抜
き
と
は
、
表
土
下
に
堆
積
し
て
い
る
火

山
灰
層
を
除
去
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
下
部
の
層

に
含
ま
れ
て
い
た
旧
石
器
、
縄
文
土
器
や
石
器
が
出
土
し
、
遺

跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

内
野
山
Ｉ
遺
跡
で
は
、
方
形
竪
穴
住
居
趾
な
ど
二
つ
の
住
居

趾
、
土
坑
、
焼
土
趾
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。
住
居
趾
か
ら
土
器

片
、
石
皿
、
磨
石
、
石
雛
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
か
ら
石
斧
、

刃
器
な
ど
が
出
土
し
た
。
出
土
の
土
器
は
、
縄
文
時
代
の
初
め

頃
と
中
頃
、
及
び
後
期
の
土
器
片
で
あ
っ
て
、
特
に
後
期
の
土

器
は
市
内
で
も
出
土
し
た
遺
跡
が
少
な
く
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

発
掘
後
、
土
取
工
事
で
遺
跡
は
消
滅
し
た
。

富
沢
原
遺
跡
は
、
集
落
の
東
約
二
○
○
燭
の
、
黄
瀬
川
の
氾

は
ら

濫
原
の
微
高
地
、
字
原
に
あ
る
弥
生
時
代
終
わ
り
頃
の
壺
形
の

完
形
土
器
が
出
土
し
、
竪
穴
住
居
趾
、
集
積
士
坑
、
円
形
溝
状

集
石
趾
、
柱
穴
、
焼
土
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
古
代
の
土

師
、
須
恵
器
片
、
中
世
の
陶
磁
器
片
、
中
国
産
青
白
磁
片
な
ど
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が
出
土
し
て
お
り
、
弥
生
時
代
終
わ
り
頃
か
ら
中
世
ま
で
、

人
之
の
断
片
的
な
生
活
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

古
代
・
中
世
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
文
献
や
古

大
岡
荘

文
書
が
な
い
の
で
明
か
で
な
い
。
た
だ
、
黄
瀬
川

お
お
は
た

お
お
お
か

西
岸
の
大
畑
か
ら
南
の
地
域
は
、
平
安
時
代
か
ら
大
岡
荘
に
属

し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
大
岡
荘
は
初
め
大
岡
牧
と
い
い
、

ぬ
ま
づ
ね
が
た

愛
朧
山
南
麓
の
沼
津
市
根
方
か
ら
東
麓
の
大
畑
ま
で
、
山
麓
一

帯
が
奈
良
時
代
に
設
置
さ
れ
た
官
牧
で
あ
っ
た
。

一
九
一
○
（
明
治
四
十
三
）
年
こ
ろ
、
愛
鷹
山
尾
根
末
端
の
字

ま
き
ば
し
お

牧
橋
尾
と
い
う
畑
か
ら
一
面
の
銅
鏡
が
発
見
さ
れ
た
。
鏡
は
直

径
九
・
二
修
崎
の
円
鏡
で
、
鏡
背
に
二
羽
の
雀
が
菊
の
花
と
戯

れ
、
そ
の
下
に
波
文
を
鋳
出
し
た
菊
花
双
雀
文
鏡
で
、
縁
帯
が

直
角
に
立
上
が
る
形
態
と
文
様
か
ら
一
三
’
一
四
世
紀
の
銅
鏡

で
あ
る
一
一
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
の
鏡
は
、
仏
教
の
経
文
を

土
中
に
埋
納
し
た
経
塚
か
ら
出
土
す
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
出
土
し
た
場
所
は
経
塚
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

大
岡
牧
は
、
官
牧
か
ら
平
頼
盛
の
領
有
す
る
大
岡
荘
と
な
り
、

じ
と
、
フ
し
き

鎌
倉
時
代
に
は
執
権
北
条
時
政
が
こ
の
荘
の
地
頭
職
を
持
っ
た
。

か
ず
ら
や
ま

一
五
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
葛
山
氏
の
南
進
に
と
も
な
っ
て

富
沢
も
そ
の
領
域
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

天
神
山
は
、
海
抜
一
一
五
・
三
腕
、
長
さ
約
二
八

天
神
山

○
脳
、
幅
約
一
二
○
脚
の
斜
面
の
急
な
独
立
丘
で

あ
る
。
頂
部
は
人
為
的
に
削
平
さ
れ
、
数
段
の
平
場
が
構
成
さ

れ
て
い
た
。
天
神
山
の
尾
根
末
端
を
切
断
す
る
梅
ノ
木
沢
川
に

架
け
ら
れ
た
橋
を
手
城
橋
と
い
い
、
橋
か
ら
山
地
に
か
か
っ
た

丘
陵
平
坦
部
を
手
代
と
い
う
。

し
も
な
が
く
ぼ

な
が

こ
の
天
神
山
と
手
代
（
手
城
）
は
、
長
泉
町
下
長
窪
に
あ
る
長

く
ぱ

い
し
き

久
保
城
か
ら
北
へ
五
○
○
肘
の
と
一
）
ろ
に
あ
る
一
色
城
の
、
更

に
五
○
○
勝
の
等
距
離
の
位
置
に
あ
っ
て
、
長
久
保
城
と
関
連

の
あ
る
出
城
ま
た
は
砦
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

徳
川
家
の
軍
事
行
動
を
記
録
し
た
『
武
徳
編
年
集
成
』
の
一

五
八
二
（
天
正
十
）
年
六
月
の
項
に
よ
る
と
、
「
足
高
山
麓
天
神

川
旧
塁
を
築
い
て
稲
垣
平
右
衛
門
長
茂
に
守
ら
せ
た
」
と
あ
る
。
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図表3－58富沢の字

細
山

瀬
戸
山

イ

細
山
細
山

丸
山 茗

荷
沢

可

深
田
添

深
田
添

毒
観
音
坂

柏
木

善光

＝

汐

深深
ｍ

ｍ

一

夫
洞

西

川| ’

中
林 内

細 細
滝
ノ
前

Ｒ
ノ
ェ
肌

八
反
田

八
反
田

串
禺
口

平
林

滝
ノ
洞 黄

瀬
川
端

黄
瀬
川
端

前
ノ
田

梅
ノ
木
田

梅
牧
橋
尾

中
‐
皀
旬

/長
畑ノ
/長
畑ノ入

方
久
保
田

久
保
田

－
１
１
－
窪

柳
畑

下
耕
地

東
方

原
軒
ノ
田

向
田 赤目－ｹ窪

－ J＝

樋
一I

＝エ

ロロ

樋
一I

＝エ

ロロ

樋
一I

＝エ

ロロ
小

山

小

山戸
尻

下
原

電電
法＝、

ご庵原
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図表3－59富沢の字一覧

戸尻（トジリ）

中島(ナカジマ）

長畑(ナガバタ）

中林(ナカバヤシ）

西川(ニシカワ）

軒ノ|]](ノキノダ）

八反|Ⅱ(ハッタンダ）

原(ハラ）

東方（ヒガシカタ）

平林(ヒラバヤシ）

深田(フカダ）

深田添(フカダゾエ）

法喜施原田(ホウキアンハラダ）

細山(ホソヤマ）

前ノIⅡ(マエノタ）

牧橋尾(マキバシオ）

丸山(マルヤマ）

茗荷沢（ミョウガザワ）

向田(ムカイダ）

柳畑(ヤナギハタ）

山畑(ヤマバタ）

赤目ケ窪(アカメガクポ）

入方(イリカタ）

内野山(ウチノサン）

内畑(ウチバタ）

梅ノ木田（ウメノキダ）

大洞(オオポラ）

柏木(カシワギ）

観音坂(カンノンザカ）

黄瀬川端(キセガワバタ）

久保田(クポタ）

小山(コヤマ）

坂ノ下(サカノシタ）

下耕地(シモゴウチ）

下原(シモハラ）

瀬戸山(セトヤマ）

善光林(ゼンコウバヤシ）

滝ノ洞(タキノホラ）

滝ノ前(タキノマエ）

出口(デグチ）

樋狩（トイガリ）

樋詰（トイヅメ）

藤内林（トウナイバヤシ）

武
田
軍
を
追
っ
て
駿
河
に
進
攻
し
て
き
た
徳
川
家
康
は
、

い
な
が
き
な
が
し
げ

長
久
保
城
を
占
領
し
、
こ
の
稲
垣
長
茂
に
守
備
さ
せ
た

こ
と
が
あ
る
の
で
（
「
改
撰
諸
家
譜
」
、
「
寛
政
重
修
家
譜
」

稲
垣
長
茂
の
項
）
、
天
神
川
旧
塁
と
あ
る
の
は
、
ゞ
）
の
天

神
山
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
六
世
紀
の
後
半
、
富
沢
の
支
配
は
葛
山
、
北
条
、

今
川
、
武
田
と
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
、
一
五
八
二

（
天
正
十
）
年
に
武
田
氏
が
滅
亡
し
た
後
は
、
豊
臣
、
徳

川
の
支
配
と
な
っ
て
近
世
を
迎
え
た
。

２
近
世

富
沢
村
は
、
一
六
○
四
（
慶
長
九
）
年

支
配
の
変
遷

に
実
施
さ
れ
た
沼
津
藩
の
検
地
帳
が

残
っ
て
お
り
、
沼
津
藩
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

富
沢
村
の
支
配
は
図
表
３
‐
帥
の
と
お
り
で
あ
る
。
沼

津
藩
が
一
六
一
三
（
慶
長
十
八
）
年
に
廃
さ
れ
て
以
降
は
、

と
く
が
わ
よ
り
の
ぶ
た
だ
な
が

徳
川
頼
宣
、
忠
長
の
支
配
を
受
け
た
り
、
稲
葉
家
小
田

局1．，

／､L、
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富沢村の支配の変遷原
藩
領
で
あ
っ
た
り
す
る
が
い
ず
れ
も
一
○
年
は
続
か
ず
、
一

六
九
八
（
元
禄
十
一
）
年
ま
で
お
お
む
ね
天
領
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
放
本
秋
山
家
領
と
な
り
、
一
七
七
八
（
安
永
七
）
年
に
水
野

家
沼
津
領
が
成
立
す
る
と
そ
の
領
地
と
な
っ
て
幕
末
に
い
た
る
。

慶
長
九
年
検
地
に
よ
る
と
、
富
沢
村
の
村

村
高
と
村
の
姿

高
は
一
三
八
石
五
斗
九
升
五
合
で
あ
る
。

そ
れ
が
一
六
七
二
（
寛
文
十
二
）
年
の
検
地
で
は
一
七
二
石
三
九

図表3－60

天正11年(1583)

天正18年(1590)
松平周防守(康親・康重）

中村一氏

慶長6年 (1601)
大久保治右衛門忠佐

（沼津藩領）
慶長14年

元和5年

寛永元年

ｊ
ｊ
ｊ

９
９
４

０
１
２

６
６
６

１
１
１

く
く
く

徳
一
天

11 1 頼宣

領

徳川忠長

寛永1()年(1633)

天 領

延宝8年

天和3年

ｊ
ｊ

Ｏ
３

８
８

６
６

０
０ 稲葉正則(小田原藩領）

天 領

元禄11年(1698)

升
一
合
と
な
っ
て
い
る
。
一
六
二
一
（
元
和
七
）
年
、
一
六
三
三

（
寛
永
十
）
年
、
’
六
四
二
（
寛
永
十
九
）
年
、
一
六
五
五
（
明
暦
元
）

年
、
一
六
七
一
（
寛
文
十
一
）
年
の
「
年
貢
割
付
状
」
で
は
、
と

も
に
村
高
一
三
八
石
五
斗
九
升
五
合
と
あ
る
。
寛
文
十
一
年
と

十
二
年
の
間
で
村
高
が
急
に
増
え
て
い
る
の
は
、
穴
堰
が
完
成

し
て
富
沢
村
に
深
良
用
水
が
引
か
れ
た
た
め
で
あ
る
。
》
｝
れ
以

降
、
一
六
七
三
（
延
宝
元
）
年
は
一
七
二
石
三
九
升
一
合
を
維
持

秋山亜右衛門

(旗本 領）

安永7年 (1778)

水野出羽守

(沼津藩領）

明治元年

明治4年

帥
，

６
７

８
８

１
１

く
く 徳川家達(駿府藩→静岡藩領）

静 岡 県
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図表3-61駿河国駿東郡富沢村の戸数と人口
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し
、
一
六
八
○
（
延
宝
八
）
年
に
は
一
八
○
石
八
斗
三
一
升
と
増

加
し
て
い
く
。
屋
敷
数
も
一
六
七
二
年
に
は
一
二
軒
に
増
え
て

い
る
。図

表
３
‐
田
は
慶
長
検
地
か
ら
明
治
に
い
た
る
ま
で
の
戸
数

と
人
口
の
推
移
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
戸
数
は
一
七
八
三

（
天
明
三
）
年
に
三
六
軒
に
な
る
ま
で
わ
ず
か
ず
つ
増
加
し
て
い

く
が
、
一
八
○
二
（
享
和
二
）
年
に
い
っ
た
ん
三
五
軒
ま
で
減
り
、

そ
の
後
は
一
八
七
○
（
明
治
三
）
年
ま
で
三
九
軒
か
ら
三
五
軒
と
、

三
○
崎
台
の
後
半
を
推
移
し
大
き
な
変
化
は
な
い
。
人
口
も
ほ

ぼ
同
じ
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
い
る
。
一
八
○
二
年
に
人
口

も
大
き
く
減
少
し
て
、
特
に
女
の
人
口
が
三
一
人
減
っ
て
い
る

こ
と
が
目
に
付
く
。

一
七
七
七
（
安
永
六
）
年
の
「
村
明
細
帳
」
に
よ
る
と
、
村
役

人
は
名
主
一
名
、
組
頭
二
名
、
百
姓
代
一
名
で
あ
る
。
戸
数
二

八
軒
の
う
ち
一
六
軒
は
小
百
姓
、
一
二
軒
は
水
呑
で
あ
る
。
氏

じ
よ
う
り
ん
じ

神
は
愛
麿
明
神
で
、
寺
は
な
い
が
、
定
輪
寺
末
庵
の
禅
宗
庚
申

堂
一
軒
と
村
支
配
の
浄
土
宗
地
蔵
堂
一
軒
が
あ
る
。
医
者
、
大

工
、
木
挽
、
桶
屋
な
ど
は
お
ら
ず
、
酒
屋
も
な
い
（
「
富
沢
の
民

俗
」
付
録
一
）
。
馬
は
近
世
を
通
し
て
富
沢
全
体
で
六
疋
か
ら

一
○
疋
ほ
ど
飼
わ
れ
て
い
た
が
、
牛
を
持
っ
た
記
録
は
な
い
。

富
沢
村
は
、
黄
瀬
川
の
流
れ
が
低
く
て
利
用
で
き

穴
堰

ず
、
愛
隠
山
か
ら
流
れ
る
沢
水
だ
け
で
は
灌
概
水

量
に
乏
し
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
同
様
の
事
情
を
か
か
え
る
定

輪
寺
村
、
一
色
村
の
三
か
村
に
深
良
用
水
を
引
く
こ
と
に
な
り
、

一
六
七
一
（
寛
文
十
一
）
年
穴
堰
の
工
事
に
着
工
し
、
翌
一
六
七

二
（
寛
文
十
二
）
年
に
完
成
し
た
。
穴
堰
か
ら
取
水
し
た
水
は
定

輪
寺
村
を
貫
く
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
地
上
に
出
る
。
そ
こ
か
ら

水
路
の
一
つ
は
、
富
沢
村
の
渡
辺
家
（
現
渡
辺
武
彦
家
）
の
屋
敷

内
を
通
り
村
内
に
用
水
と
し
て
導
か
れ
て
い
く
。
こ
の
ト
ン
ネ

ル
の
長
さ
は
二
五
○
間
（
約
四
五
○
腕
）
、
高
さ
八
尺
（
約
二
・
四

脚
）
で
あ
っ
た
。

富
沢
村
に
深
良
用
水
が
引
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
利
用
で
き
な
か
っ
た
下
田
や
下
畑
、
下
々
畑
が
開
発

さ
れ
、
田
畑
の
収
穫
高
が
大
き
く
増
え
た
。
図
表
３
‐
館
は
富
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図表3－62富沢村高の変化
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渡辺家・富沢村年貢削付状より

沢
村
年
貢
割
付
状
よ
り
作
成
し
た
村
高
と
田
畑
屋
敷
反
別
の
変

化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

３
近
現
代

行
政
区
分
富
沢
は
大
区
小
区
制
に
よ
っ
て
、
一
八
七
四

の
変
遷
（
明
治
七
）
年
に
静
岡
県
第
一
大
区
三
小
区
に
属

し
た
。
明
治
期
前
半
の
地
方
制
度
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
。

一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
郡
区
町
村
編
制
法
で
郡
町
村
が
復
活

し
、
各
村
に
戸
長
が
置
か
れ
る
。
富
沢
は
再
び
戸
長
役
場
を
持

つ
富
沢
村
に
な
る
。
さ
ら
に
、
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
に
は

戸
長
の
公
選
を
廃
し
、
官
選
戸
長
に
切
り
替
わ
る
と
と
も
に
戸

す
や
ま

長
役
場
管
轄
区
域
の
拡
大
が
図
ら
れ
た
。
富
沢
村
は
須
山
村
・

し
も
わ
だ
い
ま
ざ
と
か
ね
ざ
わ

あ
げ
た
み
し
ゆ
く

下
和
田
村
・
今
里
村
・
金
沢
村
・
葛
山
村
・
上
ヶ
田
村
・
御
宿

せ
ん
ぷ
く

村
・
千
福
村
・
大
畑
村
・
定
輪
寺
村
と
と
も
に
「
御
宿
村
ほ
か

一
○
か
村
」
に
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
御
宿
村
に
戸
長
役
場
が

置
か
れ
た
。

一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
に
町
村
制
が
公
布
さ
れ
る
と
、
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南
端
の
富
沢
は
交
通
の
便
な
ど
か
ら
御
宿
村
ほ
か
一
○
か
村
よ

さ
の

り
佐
野
村
の
方
が
よ
い
、
あ
る
い
は
地
形
的
に
金
沢
村
か
ら
富

沢
村
ま
で
を
一
つ
に
し
た
方
が
い
い
な
ど
の
案
が
出
さ
れ
た
。

結
局
、
富
沢
は
佐
野
村
を
中
心
と
し
た
一
二
か
村
と
と
も
に
翌

八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
小
泉
村
と
な
っ
た
。
富
沢
は
小
泉
村
の

こ
い
ず
み

大
字
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
小
泉
村
内
で
も
入
会
地
の
相
違ち

や

や
生
業
の
違
い
な
ど
か
ら
、
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
に
茶

ぱ
た
け

い
ず
み

い
し
わ
き

畑
な
ど
が
泉
村
と
し
て
分
か
れ
た
。
富
沢
は
石
脇
村
・
佐
野

い
ず
し
ま
た
み
ず
く
ぼ
ふ
た
つ
や
し
ん
で
ん

村
・
伊
豆
島
田
村
・
水
窪
村
・
ニ
ッ
屋
新
田
と
と
も
に
小
泉
村

と
し
て
存
続
し
た
。

そ
の
後
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
再
び
泉
村
と
合
併

し
て
裾
野
町
と
な
り
、
以
後
周
辺
の
村
を
併
せ
て
一
九
七
一

（
昭
和
四
十
六
）
年
に
市
政
を
し
き
、
裾
野
市
と
な
っ
た
。
現
在
、

富
沢
は
裾
野
市
の
西
地
区
に
属
し
て
い
る
。

富
沢
の
戸
数
は
近
世
か
ら
大
き
く
変
わ
ら
な

戸
数
と
人
口

い
。
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編

立
調
査
」
で
は
、
家
持
三
七
戸
、
人
口
二
二
五
人
（
男
二
五

人
・
女
二
○
人
）
で
あ
り
、
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
の
「
地

誌
取
調
草
案
」
で
は
戸
数
三
八
戸
、
人
口
は
二
三
六
人
（
男
一

二
○
人
・
女
二
六
人
）
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
二
五
（
大
正
十

四
）
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
人
口
三
七
五
人
（
男
一
九
六
人
・
女

一
七
九
人
）
で
あ
る
。
そ
の
後
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
こ
ろ
ま
で

は
四
七
戸
で
村
の
組
織
を
つ
く
っ
て
い
た
。
少
し
下
っ
て
、
一

九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
世
帯
数
は
二
六
、

人
口
は
一
○
○
九
人
に
ま
で
増
え
て
い
る
。
そ
の
後
宅
地
化
が

進
み
、
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
、
ン
ヨ
ン
な
ど
も
建
て
ら
れ
て
世
帯
数

の
増
加
は
著
し
く
、
一
九
九
五
年
に
は
三
五
四
世
帯
に
な
っ
た

が
、
核
家
族
化
や
独
居
世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ
り
人
口
は
一
○

八
三
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
の
「
地
誌
取
調
草
案
」

生
業

に
は
、
田
一
六
町
歩
余
、
畑
一
二
町
歩
余
で
、
馬

を
一
三
頭
飼
っ
て
い
る
。
黄
瀬
川
に
沿
っ
て
良
田
が
多
く
、
地

味
も
穀
物
に
適
す
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
好
立
地
の
も

と
で
米
麦
を
つ
く
っ
て
い
た
。
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一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
学
制
が
頒
布
さ
れ
、
各
地

学
枝

に
小
学
校
が
創
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
富
沢
村

は
当
初
、
行
政
区
外
だ
が
近
世
以
来
結
び
つ
き
の
深
い
水
窪
村
、

か
み
と
が
り
も
と
な
が
く
ぼ
し
も
な
が
く
ぼ

上
土
狩
村
、
元
長
窪
村
、
下
長
窪
村
、
南
一
色
村
と
小
学
校
を

設
立
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
に
水
窪
村

え
い
せ
つ
し
や

な
ど
と
協
力
し
て
映
雪
舎
を
開
校
し
た
が
、
映
雪
舎
は
ま
も
な

こ
う
よ
し
ゃ

く
行
餘
舎
に
統
合
さ
れ
、
富
沢
村
は
定
輪
寺
村
、
大
畑
村
と
と

も
に
行
餘
舎
の
分
校
を
定
輪
寺
村
に
設
置
す
る
。
水
窪
村
は
伊

せ
ん
き
ゅ
う
し
や

豆
島
田
な
ど
と
洗
旧
舎
を
創
立
す
る
。

し
よ
う
え
ん
じ

御
宿
の
荘
園
寺
を
仮
校
舎
に
し
て
い
た
行
餘
舎
の
校
舎
を
新

築
す
る
こ
と
に
な
り
、
行
餘
舎
の
分
校
に
通
学
し
て
い
た
富
沢

が
く
な
ん

も
連
合
し
て
、
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
に
本
校
舎
が
嶽
南
小

学
校
と
改
名
し
て
落
成
す
る
。
し
か
し
、
新
築
費
用
が
集
め
ら

れ
ず
、
新
築
さ
れ
た
初
等
科
教
室
を
売
却
し
て
補
う
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
た
め
、
富
沢
の
子
ど
も
た
ち
は
定
輪
寺
に
あ
っ
た

分
校
に
通
い
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
に
学
区
が
大
幅
に
統
合
さ
れ
る
ゞ
）

と
に
な
り
、
定
輪
寺
の
分
校
は
嶽
南
小
学
校
に
統
合
さ
れ
、
富

沢
の
子
ど
も
た
ち
は
御
宿
の
嶽
南
小
学
校
に
通
う
こ
と
に
な
っ

た
。

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
に
施
行
さ
れ
た
町
村
制
に
よ
り
、

さ
の
は
ら

富
沢
は
小
泉
村
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
小
泉
村
の
佐
野
原
尋

常
小
学
校
の
生
徒
に
な
る
。
こ
の
学
校
に
は
泉
村
の
子
ど
も
た

ち
も
通
っ
て
い
た
。
泉
村
と
小
泉
村
は
一
八
九
二
（
明
治
二
十

五
）
年
に
組
合
規
定
を
設
け
、
小
学
校
は
組
合
立
佐
野
原
尋
常

小
学
校
と
な
り
、
一
九
○
三
（
明
治
三
十
六
）
年
に
は
高
等
科
を

設
置
し
て
、
佐
野
原
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
る
。

そ
の
後
、
い
く
度
も
の
制
度
的
変
更
、
名
称
変
更
を
経
て
、

現
在
の
裾
野
市
立
西
小
学
校
と
な
っ
た
（
第
一
○
章
佐
野
参
照
）
。

昭
和
恐
慌
下
の
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
二
月
、

小
作
争
議

富
沢
で
小
作
争
議
が
発
生
し
た
。
地
主
の
土
地

取
り
上
げ
に
対
し
、
小
作
人
が
反
発
し
、
そ
れ
を
全
国
農
民
組

合
静
岡
県
連
合
会
（
全
農
県
連
）
と
労
農
党
が
支
援
し
た
。
土
地

取
り
上
げ
は
撤
回
さ
れ
た
が
、
暴
力
行
為
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
、
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富
沢
は
現
在
富
沢
区
と
南
町
区
の
二
つ
の
区
か

村
内
区
分

ら
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
近
世
の
村
か
ら

続
い
て
い
る
の
は
富
沢
区
で
あ
る
。
南
町
区
は
一
九
八
○
（
昭

和
五
十
五
）
年
に
南
町
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
ゥ
ン
富
沢
）
が
造
成
さ
れ

て
新
し
く
行
政
区
と
な
り
、
独
立
区
と
し
て
自
治
組
織
を
持
つ
。

旧
村
の
単
位
で
見
る
と
、
富
沢
は
市
域
で
は
珍
し
く
大
字
の

な
か
に
一
つ
の
集
落
し
か
な
く
、
そ
の
ひ
と
つ
の
集
落
で
一
つ

の
村
落
に
な
っ
て
い
る
。
富
沢
の
内
部
は
一
九
三
三
（
昭
和
七
）

同
年
七
月
に
小
作
人
側
の
二
名
が
懲
役
四
か
月
、
八
名
が
罰
金

二
○
円
と
い
う
結
末
を
迎
え
た
。
ゞ
）
の
争
議
の
原
因
に
つ
い
て

直
接
の
記
録
は
な
い
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
富
沢
の
小
作
地
率

が
ほ
ぼ
七
割
と
高
い
こ
と
や
、
小
泉
村
内
で
佐
野
駅
（
現
裾
野

駅
）
周
辺
だ
け
が
急
速
に
商
工
業
が
発
達
し
て
地
域
秩
序
が
流

動
化
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
．

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活

年
夛
）
ろ
ま
で
は
七
組
四
七
軒
で
組
織
さ
れ
て
い
た
。
ゞ
｝
の
四
七

軒
は
不
動
尊
を
ま
つ
る
家
の
数
で
、
共
有
財
産
を
持
ち
、
旧
戸

と
い
わ
れ
る
。

旧
戸
は
、
上
最
寄
、
中
最
寄
、
下
最
寄
の
三
つ
に
分
か
れ
て

い
て
、
全
体
で
民
俗
を
伝
承
す
る
組
織
と
な
っ
て
い
る
。
元
は

上
最
寄
と
中
最
寄
が
一
つ
で
上
最
寄
に
な
っ
て
い
た
。
現
在
で

も
愛
謄
神
社
や
不
動
尊
の
祭
礼
に
は
上
最
寄
と
中
最
寄
は
一
つ

に
な
っ
て
カ
ミ
、
下
最
寄
は
シ
モ
と
二
つ
に
分
か
れ
、
一
年
交

代
で
当
番
を
つ
と
め
て
い
る
。
三
つ
の
最
寄
は
そ
れ
ぞ
れ
山
の

神
や
サ
ィ
ノ
ヵ
ミ
を
持
ち
、
最
寄
単
位
で
山
の
神
講
を
組
織
し
、

別
個
に
ド
ン
ド
ャ
キ
を
行
う
。
し
か
し
、
最
寄
ご
と
に
共
有
財

産
や
共
同
施
設
を
持
つ
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
富
沢
と
い

う
一
つ
の
集
落
内
の
区
分
組
織
で
あ
る
。

富
沢
の
主
な
生
業
は
農
業
で
あ
っ
た
。
水

晨
家
数
の
変
化

田
耕
作
と
畑
作
が
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
割
合

で
行
わ
れ
て
い
て
、
一
九
六
○
（
昭
和
三
十
五
）
年
に
は
総
世
帯

数
六
九
の
う
ち
、
農
家
は
五
九
戸
で
あ
っ
た
。
農
家
が
八
五

720
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秤
セ
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
年
の
「
農
業
セ
ン
サ

ス
」
か
ら
、
専
兼
業
別
農
家
数
は
専
業
が
一
九
戸
、
第
一
種
兼

業
農
家
が
二
七
戸
で
あ
り
、
第
二
種
兼
業
農
家
は
一
三
戸
で
あ

っ
た
。
専
業
農
家
が
三
○
群
セ
を
占
め
、
第
一
種
兼
業
農
家
も

全
農
家
の
半
数
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
九
○
年
に
な

る
と
、
総
世
帯
数
一
四
八
に
対
し
て
農
家
は
四
四
戸
で
、
三
○

粁
セ
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
専
業
農
家
が
六
戸
、

第
一
種
兼
業
農
家
が
三
戸
、
第
二
種
兼
業
農
家
が
三
五
戸
と
な

っ
て
、
第
二
種
兼
業
農
家
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
な
っ
た
。

一
九
九
九
年
現
在
で
は
、
専
業
農
家
は
一
戸
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

富
沢
の
内
部
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
一
九

自
治
組
織

三
二
（
昭
和
七
）
年
こ
ろ
ま
で
は
七
組
四
七
軒
で

組
織
さ
れ
て
い
た
。
一
九
八
七
（
昭
和
六
十
二
）
年
ま
で
は
自
分

の
土
地
と
家
を
持
つ
家
持
ち
で
一
班
か
ら
七
班
と
九
班
か
ら
一

三
班
（
八
班
は
借
家
）
ま
で
つ
く
っ
て
い
た
が
、
一
九
九
一
年
以

降
は
ア
パ
ー
ト
が
で
き
る
た
び
に
一
棟
で
一
つ
の
班
を
形
成
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
九
九
年
に
は
二
五
班
に
増
加
し
て
い

る
が
、
一
四
班
か
ら
二
四
班
ま
で
は
す
、
、
へ
て
ア
パ
ー
ト
で
あ
る
。

現
在
自
治
会
で
は
新
旧
住
民
を
分
け
ず
に
持
ち
家
の
世
帯
が
班

長
を
回
り
持
ち
で
つ
と
め
、
ア
パ
ー
ト
は
持
ち
主
が
班
長
を
つ

と
め
る
。

自
治
会
の
組
織
は
、
一
九
九
九
年
現
在
、
区
長
、
副
区
長
、

納
税
組
合
長
が
各
一
名
、
協
議
委
員
が
七
名
、
会
計
監
査
が
三

名
と
な
っ
て
い
る
。
協
議
委
員
は
、
会
計
、
総
務
、
堰
・
土
木
、

公
民
館
、
体
育
、
交
通
・
防
犯
・
保
健
、
自
主
防
災
に
わ
か
れ
、

会
計
と
総
務
以
外
は
各
班
か
ら
一
名
ず
つ
委
員
が
加
わ
る
。
公

民
館
館
長
は
区
長
が
兼
任
し
、
公
民
館
担
当
の
協
議
委
員
は
い

わ
ば
事
務
局
長
の
役
割
を
は
た
し
、
ほ
か
に
公
民
館
会
計
と
い

う
委
員
が
置
か
れ
て
い
る
。
各
班
か
ら
公
民
館
の
委
員
に
選
出

さ
れ
た
委
員
は
、
盆
踊
り
・
夏
祭
り
な
ど
行
事
の
と
き
の
ま
と

め
役
と
し
て
働
く
。
区
長
は
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
任
期
は

一
年
で
あ
る
。

区
の
組
織
で
は
な
い
が
、
部
農
会
の
会
長
も
区
の
総
会
で
決

7ワワ
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第3節地域社会と生涌

め
た
。
か
つ
て
富
沢
は
専
業
農
家
が
大
部
分
を
占
め
て
共
同
出

荷
を
し
て
い
た
た
め
、
部
農
会
は
区
民
の
生
活
に
大
き
く
関
わ

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
現
在
は
家
並
み
順
の
持
ち
回
り
で
あ
る
。

富
沢
で
は
一
九
七
八
（
昭
和
五
十
三
）
年
こ
ろ

ミ
ッ
カ
セ
ギ

ま
で
毎
年
五
月
中
旬
に
、
ミ
ッ
カ
セ
ギ
（
三

日
堰
）
と
い
っ
て
三
日
間
穴
堰
か
ら
の
取
水
を
止
め
て
用
水
の

掃
除
と
補
修
を
行
っ
た
。
穴
堰
の
取
水
口
、
ト
ン
ネ
ル
内
、
区

内
用
水
路
、
耕
地
の
灌
概
用
水
路
を
日
を
分
け
て
三
日
で
行
う

も
の
だ
が
、
全
戸
総
出
の
年
中
行
事
と
な
っ
て
い
た
。
三
日
間

全
て
全
戸
が
出
る
と
い
う
の
で
な
く
、
各
戸
必
ず
一
日
は
ど
こ

か
の
作
業
に
参
加
す
る
。

現
在
富
沢
四
七
戸
の
愛
薦
山
共
有
地
は
、
東
名
力

共
有
地

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
貸
し
て
あ
る
一
町
二
反
六
畝

や
富
沢
区
の
グ
ラ
ン
ド
な
ど
を
残
し
て
分
割
し
た
。

近
世
か
ら
の
入
会
地
は
明
治
以
降
も
継
承
さ
れ
て
い
た
。
愛

お
お
の
は
ら

薦
山
や
大
野
原
な
ど
で
あ
る
。
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
愛
謄

山
が
一
等
官
林
に
編
入
さ
れ
た
た
め
、
二
駅
五
二
か
村
の
村
々

が
民
有
引
き
戻
し
運
動
を
起
こ
し
、
富
沢
村
も
参
加
し
て
い
る
。

さ
ら
に
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
に
は
愛
鷹
山
官
林
が
御
料

地
に
編
入
さ
れ
、
払
下
げ
を
目
的
に
愛
鷹
牧
畜
会
社
が
設
立
さ

れ
た
際
に
、
富
沢
村
は
原
村
ほ
か
一
○
か
町
村
組
合
に
入
っ
て

運
動
を
し
た
。
愛
騰
山
牧
畜
会
社
に
貸
与
さ
れ
て
い
た
お
よ
そ

三
○
○
○
町
歩
は
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
に
払
下
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
富
沢
地
籍
の
入
会
地
も
払
下
げ
を
受
け
、

水
窪
村
や
上
土
狩
村
と
分
割
し
た
。

富
沢
に
は
一
九
九
二
年
に
富
二
平
橋
が
で
き
る
ま

橋
と
道

で
橋
が
な
く
、
黄
瀬
川
を
渡
る
に
は
橋
の
あ
る
桃

園
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
日
常
に
は
川

の
浅
瀬
を
利
用
し
て
対
岸
に
渡
る
こ
と
は
で
き
た
。
浅
瀬
は
最

寄
ご
と
に
あ
り
、
上
最
寄
は
ウ
ワ
ガ
ワ
ラ
、
ま
た
は
ヌ
ス
ッ
ト

等
ハ
タ
、
中
最
寄
は
ナ
カ
ャ
カ
イ
ド
ー
、
ま
た
は
ナ
ガ
ト
ロ
、
下

最
寄
は
サ
ク
ラ
バ
タ
と
呼
ば
れ
た
。
主
に
子
ど
も
の
通
学
に
使

わ
れ
、
そ
れ
は
ま
た
最
寄
ご
と
の
水
遊
び
の
縄
張
り
で
も
あ
っ

た
。

F7ワQ
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ね
が
た

か
っ
て
富
沢
を
縦
に
貫
く
道
は
、
甲
州
街
道
と
根
方
街
道
で

あ
っ
た
。
甲
州
街
道
は
古
い
道
で
、
南
町
に
残
る
甲
州
街
道
の

道
脇
に
は
石
塔
が
建
ち
、
一
二
班
の
地
域
に
は
細
い
道
が
あ
っ

て
か
つ
て
の
面
影
を
し
の
ば
せ
て
い
る
。
年
配
の
人
は
こ
こ
を

胤
ﾉ

￥” ，篭
騒卜瀞迅降￥

燕

登. ._亀墾マワ

しP

一
密
轟
雨
嘱
聴
吟
ｌ
ｒ
，
蕊
。
卜

録､, 喜一
q b

影

嬉緊蕊

今毎､ロ

坐

写真3-60 旧甲州街道(庚申塚）

狩
、
富
沢
の
三
か
村
共
有
組
合
が
道
路
工
夫
を
や
と
っ
て
修
理

を
し
て
、
組
合
道
路
、
新
道
な
ど
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

道
路
幅
は
狭
く
、
歩
く
か
荷
車
が
や
っ
と
通
る
ゞ
）
と
の
で
き
る

道
で
あ
っ
た
。

写真3 －61 富二平橋の渡り初め

馬
力
が
通
っ
て
い
た
と
い
う

話
を
記
憶
し
て
い
る
。
甲
州

街
道
は
富
沢
上
の
等
ハ
ス
停
あ

た
り
で
根
方
街
道
と
合
流
し
、

黄
瀬
川
の
西
岸
を
桃
園
へ
向

か
愛
フ
。

え
ば
ら
そ
ろ
く

根
方
街
道
は
、
江
原
素
六ふ

が
整
備
し
た
と
い
わ
れ
、
富

じ
よ
し
わ
ら

士
郡
の
吉
原
の
境
か
ら
愛
鷹

山
麓
を
通
り
、
桃
園
ま
で
の

道
を
い
う
。
富
沢
で
は
旧
戸

の
集
落
の
東
縁
を
通
っ
て
い

る
。
そ
の
後
、
水
窪
、
上
士

道
路
工
夫
を
や
と
っ
て
修
理

724
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甲
州
街
道
と
い
っ
て
も
富
沢
の
住
民
に
と
っ
て
は
桃
園
に
行

く
道
と
い
う
認
識
が
強
く
、
富
沢
か
ら
北
を
甲
州
街
道
と
呼
び
、

そ
れ
以
外
は
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
南

へ
行
く
道
は
、
根
方
街
道
ま
た
は
新
道
と
呼
び
、
そ
ち
ら
の
方

を
利
用
し
た
。

集
落
の
中
は
、
上
最
寄
と
中
最
寄
を
南
北
に
貫
く
道
を
ナ
カ

ミ
チ
と
呼
ぶ
。
古
い
道
だ
が
、
こ
れ
は
か
つ
て
カ
ミ
と
シ
モ
に

あ
っ
た
古
く
か
ら
の
家
が
分
家
を
出
す
た
め
に
つ
く
っ
た
道
だ

む
ら
み
ち

と
い
わ
れ
る
。
下
最
寄
内
の
村
道
に
は
と
く
に
呼
称
は
な
い
。

ま
た
、
各
最
寄
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
山
へ
行
く
道
が
あ
る
。
下
最

寄
か
ら
山
の
神
に
行
く
七
曲
り
と
呼
ば
れ
る
急
坂
が
あ
っ
た
が
、

一
九
三
○
年
代
に
現
在
の
迂
回
路
に
整
備
さ
れ
た
。

あ
ん
で
ら

か
ん
の
ん
ざ
か

ま
た
、
庵
寺
跡
の
脇
か
ら
切
り
通
し
で
観
音
坂
に
つ
な
が
る

道
は
、
上
土
狩
道
と
呼
ば
れ
る
。
上
土
狩
の
人
び
と
が
、
明
治

の
官
地
払
下
げ
で
得
た
土
地
を
開
墾
し
に
通
っ
た
こ
と
か
ら
っ

、
に
－
と
ハ
巽
フ
Ｏ

ｂ
，
ア
．
Ｉ

富
沢
に
は
寺
は
な
く
、
旧
戸
の
全
戸
が
桃
園

寺
社
と
祭
り

の
定
輪
寺
の
檀
家
で
あ
る
。

あ
ま
つ

富
沢
の
氏
神
の
愛
鷹
神
社
は
下
最
寄
に
あ
る
。
祭
神
は
天
津

ひ
こ
ほ
に
に
ぎ
の
み
こ
と

彦
火
瓊
瓊
杵
尊
で
、
境
内
の
「
愛
鷹
神
社
改
築
記
念
碑
」
に
は

明
暦
四
年
（
万
治
元
．
一
六
五
八
年
）
の
建
立
で
、
現
在
の
建
物

は
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
に
改
築
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

例
大
祭
は
十
月
の
未
の
日
で
、
未
の
日
が
二
回
あ
る
場
合
は
初

め
の
、
三
回
あ
る
場
合
は
中
の
未
の
日
に
行
っ
て
き
た
。
そ
の

後
は
十
月
十
三
日
に
な
り
、
近
年
は
そ
れ
に
近
い
日
曜
日
に
行

わ
れ
る
。

不
動
尊
は
愛
脈
山
の
山
裾
に
あ
り
、
湧
水
と
滝
が
あ
る
上
方

に
あ
る
。
富
沢
の
旧
戸
全
体
で
ま
つ
り
、
三
月
二
十
日
を
祭
日

と
し
て
、
上
最
寄
、
中
最
寄
、
下
最
寄
の
東
、
下
最
寄
の
西
が

交
代
で
当
番
を
つ
と
め
る
。
不
動
堂
の
中
で
女
衆
が
経
を
あ
げ
、

男
衆
が
オ
フ
ル
マ
イ
を
す
る
。
寝
小
便
の
神
様
と
も
い
わ
れ
、

子
ど
も
の
寝
小
便
が
治
る
よ
う
に
願
を
懸
け
、
願
は
た
し
に
は

四
角
い
薦
を
あ
げ
る
。
テ
ル
’
一
ユ
ー
バ
イ
（
日
照
り
）
の
と
き
は
、
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雨
乞
い
を
し
た
。
一
九
四
○
年
代
こ
ろ
に
は
露
店
が
出
る
ほ
ど

に
ぎ
や
か
に
、
富
沢
全
体
で
雨
乞
い
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
病
人
が
出
た
と
き
に
は
そ
の
家
の
人
が
不
動
堂
で
願
を

懸
け
、
公
民
館
で
不
動
講
の
念
仏
を
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

Ｉ

写真3 62愛謄神社の子ども神輿

公
民
館
は
か
っ
て
お
堂
で
あ
っ
た
。
現
在
は
子
安
さ
ん
ほ
か
、

釈
迦
、
阿
弥
陀
、
薬
師
、
弘
法
大
師
、
観
音
、
ガ
キ
婆
さ
ん
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

愛
謄
神
社
の
北
の
小
高
い
丘
の
上
に
は
、
一
九
八
四
（
昭
和

五
十
九
）
年
こ
ろ
ま
で
庵
寺
が
あ
っ
た
。
茅
葺
き
屋
根
に
花
火

の
火
の
粉
が
落
ち
て
火
事
に
な
り
、
現
在
は
跡
地
に
い
く
つ
か

の
石
仏
が
並
ん
で
い
る
だ
け
で
あ
る
。
庵
寺
ま
で
の
石
段
が
急

勾
配
だ
っ
た
た
め
、
年
配
者
に
は
登
り
降
り
が
き
つ
い
と
い
う

こ
と
で
、
内
部
に
あ
っ
た
仏
像
は
早
い
時
期
に
公
民
館
に
移
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
以
前
は
毎
月
十
日
と
十
七
日
の
夜
に
念
仏
を

や
っ
て
い
た
。
庵
寺
は
定
輪
寺
の
隠
居
寺
だ
っ
た
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。

富
沢
全
体
で
行
う
講
は
、
先
述
し
た
不
動
講
の
ほ

講

か
に
お
弘
法
さ
ん
、
子
安
さ
ん
で
、
と
も
に
公
民

館
で
行
わ
れ
て
い
る
。
お
弘
法
さ
ん
は
二
月
二
十
一
日
に
行
う
。

子
安
さ
ん
は
三
月
十
日
に
念
仏
講
の
女
衆
が
あ
つ
ま
っ
て
経
を

あ
げ
る
。
自
分
の
娘
や
嫁
に
お
産
の
あ
る
人
は
、
願
を
か
け
る
。
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第3節地域社会と生沼

無
事
に
生
ま
れ
る
と
、
赤
飯
や
団
子
を
供
え
て
オ
ハ
タ
シ
を
す

る
。
子
安
さ
ん
は
毎
月
十
日
に
お
つ
と
め
を
す
る
。
こ
れ
ら
の

識
は
、
上
最
寄
、
中
最
寄
、
下
最
寄
の
順
で
二
戸
ず
つ
当
番
を

回
り
持
ち
す
る
。

馬
と
の
く
ら
し
を
富
沢
の
石
造
物
で
も
っ
と
も
多
い
も
の

伝
え
る
石
造
物
は
順
礼
供
養
塔
の
二
基
、
次
い
で
馬

頭
観
音
の
一
○
基
で
あ
る
。
ま
た
、
石
造
物
は
公
民
館
に
一
四

基
、
庵
寺
跡
に
二
三
基
、
庚
申
塚
に
二
基
な
ど
と
い
う
よ
う写真3 63観音坂上の馬頭観音

に
数
か
所
に
か
た
ま
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。

公
民
館
に
は
一
八
世
紀
半
ば
ま
で
の
古
い
順
礼
供
養
塔
が
四

基
建
て
ら
れ
て
い
る
。
一
七
○
○
（
元
禄
十
三
）
年
の
も
の
は
富

沢
で
も
っ
と
も
古
い
順
礼
供
養
塔
で
あ
る
。
ま
た
、
馬
頭
観
音

も
三
基
あ
る
が
、
一
六
八
○
（
延
宝
八
）
年
建
立
の
馬
頭
観
音
は

の
ま

愛
麿
牧
の
野
馬
供
養
の
た
め
に
た
て
ら
れ
て
お
り
、
愛
謄
牧
が

集
落
に
接
し
て
い
た
富
沢
の
近
世
を
伝
え
て
い
て
注
目
さ
れ
る
。

公
民
館
に
は
ゞ
）
の
ほ
か
観
音
四
基
、
庚
申
塔
一
基
な
ど
が
あ
る
。

庵
寺
跡
に
は
、
順
礼
供
養
塔
五
基
、
馬
頭
観
音
二
基
、
六
地

蔵
な
ど
が
並
ん
で
い
る
。

甲
州
街
道
脇
の
庚
申
塚
に
は
、
一
七
八
七
（
天
明
七
）
年
の
庚

ゆ
い
れ
ん

申
塔
の
ほ
か
、
順
礼
供
養
塔
三
基
、
馬
頭
観
音
二
基
、
唯
念
名

号
碑
な
ど
が
建
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
順
礼
供
養
塔
は
一
九
世
紀

前
半
か
ら
の
新
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
馬
頭
観
音
を
か
ね
た
も

の
、
西
国
・
坂
東
・
秩
父
の
札
所
を
あ
わ
せ
て
「
百
番
供
養

塔
」
と
し
た
も
の
な
ど
市
域
で
は
珍
し
い
も
の
が
あ
る
。

愛
縢
山
麓
に
は
一
八
四
五
（
弘
化
二
）
年
建
立
の
馬
頭
観
音
像

ワ41房
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第14章富 沢

が
あ
る
。
集
落
か
ら
そ
一
）
へ
の
道
は
観
音
坂
と
呼
ば
れ
、
馬
頭

観
音
の
あ
る
場
所
は
馬
つ
く
ろ
い
場
で
、
馬
に
灸
を
据
え
た
場

所
で
も
あ
っ
た
。
現
在
は
富
沢
区
の
グ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
富
沢
で
は
各
最
寄
ご
と
に
山
の
神
と
サ
イ
ノ
カ
ミ
を

ま
つ
っ
て
い
る
。

参
考
文
献

『
富
沢
の
民
俗
』
（
調
査
報
告
書
五
）
裾
野
市
史
編
さ
ん
室
一
九
九

五
年
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第1節地理的概要

図表3－64須山の位置

第
一
節
地
理
的
概
要
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I

市
街
か
ら
自
動
車
で
上
る
こ
と
約
二
○
分
。

高
地
の
集
落

広
右
と
し
た
芝
畑
の
中
に
、
市
内
で
最
も
高

す
や
ま

所
に
位
置
す
る
須
山
地
区
が
見
え
て
く
る
。
晴
れ
て
い
れ
ば

生
々
し
く
口
を
開
け
た
宝
永
噴
火
口
が
間
近
に
望
め
る
富
士
山

お
お
の
は
ら

が
迫
り
、
そ
の
裾
野
に
雄
大
な
大
野
原
の
茅
原
が
広
が
る
。
し

か
し
一
度
天
候
が
崩
れ
れ
ば
、
集
落
は
す
っ
ぽ
り
と
濃
霧
に
覆

わ
れ
て
し
ま
霞
フ
。

み
や
ま

さ
て
、
文
書
に
記
さ
れ
た
須
山
の
村
名
は
、
巣
山
・
深
山
・

珠
山
な
ど
様
之
に
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
深
山
村
の
使

用
例
が
多
く
、
近
世
の
公
的
文
書
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
る
。
深
山

は
領
主
側
へ
の
提
出
文
書
に
記
し
た
文
字
の
誤
り
で
「
須
」
が

「
深
」
に
な
っ
た
と
い
う
伝
承
や
、
富
士
山
の
砂
（
須
）
が
多
い

言
）
と
か
ら
須
山
と
い
う
村
名
に
な
っ
た
と
い
う
伝
承
な
ど
が
あ

ブ
（
》
○
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須
山
は
裾
野
市
の
最
も
北
西
端
に
位
置
し
て
い
る
。

位
置

富
士
山
南
東
の
宝
永
山
直
下
の
海
抜
二
一
五
○
牌

よ
び
こ
だ
け

付
近
を
最
北
端
と
し
、
南
端
の
愛
謄
山
呼
子
岳
ま
で
距
離
約
一

じ
ゆ
う
り
ぎ

肩
假
、
西
端
の
十
里
木
か
ら
東
西
約
八
・
一
壱
腹
あ
り
、
市
内

で
最
も
広
い
地
域
を
占
め
て
い
る
。
地
域
は
大
き
な
Ｌ
字
形
を

ご
て
ん
ぱ

ふ
じ

し
て
お
り
、
東
と
北
は
御
殿
場
市
、
西
は
直
線
的
に
富
士
市
、

し
も
わ

南
は
呼
子
岳
か
ら
東
方
へ
派
出
す
る
尾
根
筋
を
境
と
し
て
下
和

だ

い
ま
ざ
と

田
、
東
南
は
富
士
山
麓
地
区
で
今
里
と
接
し
て
い
る
。

地
形
と
土
須
山
は
大
き
く
愛
朧
山
地
区
、
東
の
富
士
山
麓

地
利
用
地
区
、
北
の
富
士
山
地
区
と
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

さ
の

お
お
さ
わ

愛
騰
山
地
区
へ
は
佐
野
川
か
ら
分
岐
し
た
大
沢
が
大
き
く
浸

食
し
て
深
い
谷
を
形
成
し
、
海
抜
七
五
○
脚
付
近
か
ら
下
流
は
、

や
や
開
け
て
谷
底
に
は
大
小
の
河
原
石
が
堆
積
し
て
い
る
。
こ

れ
よ
り
上
流
は
深
い
渓
谷
と
な
り
、
源
流
域
は
障
壁
と
な
っ
て

え
ち
ぜ
ん

い
は
い
だ
け

越
前
・
呼
子
・
位
牌
岳
の
尾
根
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
呼
子

の
こ
ぎ
り
だ
け

岳
と
位
牌
岳
を
結
ぶ
尾
根
は
、
鋭
く
刻
ま
れ
た
稜
線
で
鋸
岳

す
ど
く
ま
が
や

と
呼
ば
れ
、
大
沢
側
と
富
士
市
須
津
の
熊
ケ
谷
と
の
間
に
あ
る

わ
り
い
し

深
い
切
れ
目
は
割
石
峠
と
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
熊
ケ
谷
と
大

沢
は
愛
鷹
火
山
の
爆
裂
火
口
で
、
火
口
の
一
角
が
浸
食
さ
れ
谷

を
形
成
し
た
も
の
で
、
大
沢
の
源
流
域
の
両
側
は
火
口
壁
で
あ

よ
し
わ
ら

る
と
す
る
（
吉
原
市
教
育
委
員
会
『
愛
脈
山
』
一
九
六
二
年
）
。
越

前
岳
か
ら
東
方
へ
派
出
す
る
尾
根
の
先
端
に
、
海
抜
一
○
八
六

く
ろ
だ
け

勝
の
塊
状
を
し
た
黒
岳
が
あ
り
、
愛
麿
山
で
は
ゞ
）
こ
だ
け
特
異

な
山
形
を
し
て
い
る
。
前
出
の
『
愛
謄
山
』
の
地
質
図
で
は
こ

の
部
分
だ
け
黒
岳
溶
岩
と
し
て
あ
り
、
富
士
山
の
側
火
山
で
あ

る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

須
山
周
辺
の
愛
麿
山
の
植
生
は
、
全
体
に
海
抜
八
○
○
樹
付

近
ま
で
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ

り
上
方
は
ブ
ナ
を
主
木
と
し
た
落
葉
広
葉
樹
林
と
な
り
、
山
頂

付
近
は
原
生
林
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
越
前
岳
を
中
心
に
分
布

す
る
ァ
、
ン
タ
ヵ
ッ
ッ
ジ
は
、
高
さ
が
一
○
届
を
越
す
も
の
も
あ

る
と
い
ゞ
フ
。

愛
麿
山
の
北
麓
を
埋
没
さ
せ
て
い
る
富
士
山
一
帯
は
、
北
に
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第1節地理的概要

向
か
っ
て
高
さ
と
傾
斜
を
増
し
て
い
き
、
海
抜
一
○
○
○
脳
の

ひ
ら
つ
か
か
ん
す

ひ
が
し
う
す
づ
か

と
一
）
ろ
か
ら
上
方
へ
平
塚
・
罐
子
山
・
黒
塚
・
東
臼
塚
・
西
黒

こ
し
き
り
づ
か
あ
さ
ざ
づ
か

塚
・
腰
切
塚
・
浅
黄
塚
な
ど
、
無
名
の
山
を
含
め
て
八
個
の
側

火
山
が
連
続
し
て
い
る
。
近
年
、
ゞ
｝
の
地
帯
に
は
野
外
動
物

園
・
遊
園
地
・
キ
ャ
ン
プ
場
・
ゴ
ル
フ
場
・
別
荘
地
な
ど
が
造

成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
は
、
下
か
ら
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
の
植
林
地
の
ほ
か
落
葉
広
葉
樹
林
・
同
潅
木
林
と
続
き
、

高
度
を
上
げ
る
に
し
た
が
っ
て
ブ
ナ
樹
林
、
カ
ラ
マ
ツ
樹
林
帯

と
な
っ
て
い
る
。

愛
脈
山
よ
り
東
方
は
、
火
山
砂
礫
と
岩
屑
の
厚
く
堆
積
し
た

富
士
山
麓
大
野
原
地
区
で
、
南
東
へ
向
か
っ
て
起
伏
の
あ
る
傾

斜
地
と
な
っ
て
お
り
、
草
原
、
雑
木
林
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植

い
ど
さ
わ

林
及
び
畑
地
の
混
在
し
た
地
帯
で
あ
る
。
こ
の
地
帯
に
井
戸
沢
、

よ
う
さ
わ

用
沢
の
ほ
か
二
、
三
の
洞
沢
が
入
り
込
み
、
と
く
に
御
殿
場
市

東
富
士
演
習
場
側
は
、
や
や
傾
斜
が
急
で
起
伏
に
富
ん
だ
複
雑

な
地
形
と
な
っ
て
い
る
。

須
山
の
集
落
は
、
富
士
山
の
裾
野
が
愛
麿
山
塊
へ

集
落

突
き
当
た
っ
た
と
こ
ろ
の
、
用
沢
と
佐
野
川
と
の

間
の
舌
状
台
地
上
、
海
抜
約
六
○
○
腕
付
近
に
形
成
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
須
山
の
枝
郷
で
あ
る
十
里
木
は
、
愛
鷹
山
と
富
士

山
と
の
鞍
部
、
海
抜
約
九
○
○
腕
付
近
に
小
集
落
を
形
成
し
て

い
る
。
須
山
は
、
こ
の
十
里
木
の
集
落
か
ら
富
士
市
へ
向
か
う

い
た
づ
ま

十
里
木
道
（
国
道
四
六
九
号
）
と
、
北
東
の
御
殿
場
市
板
妻
へ
向

か
う
御
殿
場
道
（
国
道
四
六
九
号
）
、
愛
鷹
山
の
東
側
山
麓
に
沿

っ
て
下
る
根
方
道
（
県
道
富
士
・
裾
野
線
）
と
い
う
三
叉
路
が
交

差
す
る
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。

富
士
山
の
裾
野
に
広
が
る
原
野
を
、
オ
オ
ノ
ッ
パ
ラ
（
大
野

原
）
と
呼
ぶ
。
こ
の
原
野
は
、
富
士
山
の
噴
出
物
の
風
化
に
よ

る
砂
礫
地
帯
で
あ
り
、
そ
の
影
響
で
広
大
な
草
原
と
な
っ
て
い

る
。
草
原
に
は
川
が
あ
る
が
、
カ
ワ
ラ
と
い
っ
て
砂
礫
の
土
質

の
た
め
に
水
が
地
下
に
浸
透
し
て
し
ま
う
水
無
川
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
愛
麿
山
か
ら
の
わ
ず
か
な
し
ぼ
り
水
を
頼
り
に
集
落

が
展
開
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
『
須
山
の
民
俗
」
）
。
海
抜
六

7ql
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○
○
脚
と
い
う
高
地
に
あ
り
な
が
ら
、
通
常
の
山
村
と
は
異
な

り
、
生
活
用
水
の
確
保
に
永
年
苦
し
ん
で
き
た
村
落
で
あ
る
。

須
山
本
村
は
、
愛
麿
山
麓
に
流
れ
る
佐
野
川
を
境
に
大
き
く

二
つ
の
集
落
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
集
落
は
、
大
正

I

1

6

畷ﾛ・

÷

墨菖 穿窪島 、背謹
鍋
豚

是ら呈身

書蕊雪 -戸

Aq

C 1R

芦■一室

写真3－64街道のムラ十里木

か
み
む
ら
た
む
き

末
か
ら
昭
和
初
め
に
か
け
て
上
村
と
田
向
村
と
い
っ
て
い
た
。

村
内
で
ス
ャ
マ
と
い
え
ば
上
村
を
さ
す
こ
と
が
多
い
。
上
村
は

く
ぼ

久
保
と
呼
ば
れ
る
須
山
浅
間
神
社
の
前
を
流
れ
る
用
沢
川
流
域

は
ら

か
ら
、
国
道
四
六
九
号
（
十
里
木
道
）
に
沿
っ
て
広
が
る
原
と
呼

ば
れ
る
地
域
ま
で
の
広
い
集
落
で
、
富
士
信
仰
に
よ
っ
て
ム
ラ

が
発
展
し
た
経
緯
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
田
向
村
は
愛
鷹

山
と
佐
野
川
に
挟
ま
れ
た
洞
（
窪
地
）
に
立
地
し
た
、
山
村
の
景

観
を
持
つ
集
落
で
あ
る
。

ふ
じ
の
み
や

一
方
、
十
里
木
は
愛
鷹
山
北
麓
の
富
士
・
富
士
宮
両
市
に
通

じ
る
十
里
木
道
沿
い
に
立
地
し
て
い
る
。
本
村
か
ら
は
約
六

時
鵬
離
れ
て
い
る
。
富
士
山
と
愛
麿
山
の
鞍
部
に
あ
っ
て
霧
が

発
生
し
や
す
く
、
旧
来
の
戸
数
は
一
○
軒
で
あ
っ
た
。
湿
気
が

多
い
た
め
、
家
屋
の
根
太
（
土
台
と
な
る
木
材
）
は
腐
り
に
く
い

ク
リ
材
を
用
い
た
と
い
う
。
現
在
、
十
里
木
に
は
別
荘
地
が
分

譲
さ
れ
、
街
道
か
ら
離
れ
た
地
域
に
新
し
い
住
宅
地
が
広
が
り

つ
つ
あ
る
。
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１
中
世
以
前

市
内
最
高
地
点
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
、
県
道
十
里
木

の
縄
文
遺
跡
須
山
線
の
側
溝
工
事
中
、
須
川
上
野
山
で

地
下
約
一
瞬
の
と
ゞ
）
ろ
か
ら
縄
文
式
土
器
が
発
見
さ
れ
た
。
な

お
地
元
の
人
の
話
に
よ
る
と
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
、
同

じ
地
点
付
近
で
縄
文
式
土
器
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
。
ゞ
）
の
時

に
表
土
は
約
二
燭
ほ
ど
削
平
さ
れ
た
と
す
る
か
ら
、
新
し
く
発

見
さ
れ
た
土
器
は
、
地
下
約
三
脳
の
深
い
と
こ
ろ
に
埋
没
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
発
見
さ
れ
た
土
器
の
時
期
は
、
縄

文
時
代
の
前
期
後
半
か
、
ま
た
は
同
時
代
中
期
前
半
の
も
の
で

は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
は
、
海
抜
六
五
○
脚
の

と
こ
ろ
に
あ
り
、
市
内
の
縄
文
時
代
遺
跡
と
し
て
は
最
高
点
に

あ
た
る
。
と
も
あ
れ
約
五
千
年
以
前
に
、
人
々
の
生
活
が
あ
っ

第
二
節
歴
史
概
要

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

た
き
の

滝
ノ
沢
遺
跡
と
一
九
五
六
（
昭
和
一
一
千
一
）
年
、
須
山
滝
ノ

大
野
原
遺
跡
癖
の
「
杉
ア
ラ
ク
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

土
地
の
人
が
陸
稲
の
耕
作
中
に
「
わ
ら
び
手
刀
」
を
発
見
し
て

い
る
。
全
身
、
さ
び
に
覆
わ
れ
て
い
た
が
、
い
ま
は
保
存
処
理

を
施
し
て
あ
る
。
ほ
ぼ
完
形
品
で
、
柄
頭
下
げ
緒
鎧
の
中
央
部

は
銀
製
で
あ
る
。
わ
ら
び
手
刀
は
七
’
九
世
紀
に
か
け
て
、
東

北
地
方
を
中
心
に
中
部
地
方
ま
で
分
布
す
る
古
代
の
刀
剣
で
、

一
）
の
地
域
と
の
交
流
を
示
す
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。
ま
た
須

し
る
の

山
か
ら
御
殿
場
市
板
妻
へ
通
じ
る
国
道
四
六
九
号
の
須
山
白
野

大
橋
付
近
で
、
土
師
器
と
思
わ
れ
る
土
器
が
発
見
さ
れ
た
と
い

う
。
富
士
山
麓
の
古
代
遺
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
土
器
だ

け
で
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
。
須
山
は
市
内
で
最
も
高
冷
地
で
、

気
候
の
厳
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
人
々
の
生

活
の
痕
跡
が
原
始
時
代
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
。

な
お
『
駿
河
記
」
に
は
源
頼
朝
ゆ
か
り
の
阿
野
時
元
の
「
深

山
塁
跡
」
が
あ
る
と
し
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
の
『
静
岡
県
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駿
東
郡
誌
』
に
も
深
山
城
跡
が
寺
山
と
い
う
所
に
あ
る
と
し
て

い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

須
山
浅
間
神
社
棟
札
に
よ
る
と
、
一
五
二
四

中
世
の
須
山

（
大
永
四
）
年
に
は
す
で
に
浅
間
神
社
が
建
立

さ
れ
て
お
り
、
「
諸
邑
（
村
）
の
安
全
、
諸
人
の
快
楽
、
天
下
泰

平
、
四
海
安
穏
を
、
年
々
歳
々
参
詣
し
て
祈
願
い
た
し
ま
す
」

と
書
か
れ
て
い
る
（
『
市
史
』
二
‐
四
二
号
）
。
こ
の
頃
に
は
、

多
く
の
導
者
（
登
山
者
）
が
富
士
山
登
山
道
に
集
ま
っ
て
き
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
よ
り
四
○
年
ほ
ど
前
の
一
四
八
六
（
文
明
十
八
）

し
よ
う
ご
い
ん

い
ま
づ

年
に
、
京
都
聖
護
院
門
跡
の
道
興
が
、
裾
野
市
や
沼
津
市
周
辺

を
旅
行
し
た
折
、
「
す
は
ま
口
と
い
ふ
所
よ
り
富
士
の
ふ
も
と

に
至
り
て
、
雪
を
か
き
分
け
て
」
と
あ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
和

歌
を
詠
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
よ
そ
に
み
し
富
士
の
白
雪

け
ふ
分
け
ぬ
心
の
ミ
ち
を
神
に
ま
か
せ
て
」
（
『
市
史
』
二
‐
三

五
八
号
）
と
あ
り
、
修
験
の
天
台
系
本
山
派
の
本
拠
で
あ
る
聖

護
院
の
僧
が
、
須
山
口
か
ら
富
士
山
の
麓
に
至
っ
た
こ
と
が
確

２
近
世

北
は
富
士
山
の
宝
永
山
に
、
南
は
下
和
田
村
、

支
配
と
村
高
こ
ま
か
ど

西
は
富
士
郡
、
東
は
駒
門
村
（
御
殿
場
市
）
と

接
す
る
。
近
世
に
お
け
る
須
山
の
支
配
関
係
は
、
一
六
三
二

（
寛
永
九
）
年
以
降
小
田
原
藩
領
、
一
七
○
八
（
宝
永
五
）
年
以
降

幕
領
、
一
七
一
六
（
享
保
元
）
年
以
降
再
び
小
田
原
藩
領
と
な
っ

て
明
治
維
新
を
迎
え
て
い
る
。
村
高
は
、
正
保
郷
帳
・
元
禄
郷

帳
八
五
石
余
、
天
保
郷
帳
一
七
四
石
余
で
あ
る
。

一
六
八
六
（
貞
享
三
）
年
村
明
細
帳
に
よ
れ

須
山
村
の
概
要

ば
、
高
一
四
九
石
余
は
、
す
、
、
へ
て
畑
方

（
屋
敷
一
七
石
余
を
含
む
）
で
あ
る
。
百
姓
の
農
間
余
業
に
薪
を

み
し
ま

三
島
・
沼
津
に
付
け
だ
し
て
い
る
。
家
数
一
二
軒
、
内
訳
は

認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
世
の
須
山
は
浅
間
神
社
を
中
心
に
し
た
富

士
山
信
仰
の
一
拠
点
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
し
い
こ

と
は
明
ら
か
で
な
い
。
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名
主
二
・
組
頭
二
・
本
百
姓
六
四
・
村
足
軽
三
・
無
田
四
○
。

人
数
は
七
○
五
人
。
男
三
八
七
・
女
三
一
六
・
出
家
二
で
、
馬

数
一
四
○
疋
、
牛
は
三
○
疋
と
多
い
。
こ
れ
は
主
に
物
資
の
輸

送
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
神
社
は
浅
間
（
高
六
斗

二
升
四
合
）
、
十
二
社
権
現
（
高
二
斗
四
升
）
が
あ
る
。
寺
は
高
二

せ
い
う
ん
さ
ん
て
ん
が
く
じ

石
の
浄
土
宗
芝
増
上
寺
末
、
青
雲
山
天
嶽
寺
（
天
岳
寺
と
も
表

記
）
が
あ
る
。
一
六
六
九
（
寛
文
九
）
年
の
富
士
郡
六
七
か
村
と

の
郡
境
争
論
で
は
、
須
山
村
の
主
張
が
認
め
ら
れ
て
郡
境
が
決

め
ら
れ
た
。

富
士
山
登
山
当
村
は
、
富
士
山
登
山
道
の
う
ち
須
山
口

道
須
山
口
（
南
口
・
東
口
・
表
口
と
も
）
と
称
さ
れ
る
信

仰
登
山
口
集
落
で
、
須
山
浅
間
神
社
神
主
渡
辺
氏
（
除
地
一
反

三
畝
歩
）
と
と
も
に
祝
一
人
（
渡
辺
氏
）
・
御
師
二
人
が
富
士
信

仰
の
中
心
を
な
し
て
い
た
。
六
○
年
に
一
度
め
ぐ
っ
て
く
る
庚

申
の
年
を
御
縁
年
と
い
い
、
そ
の
年
に
は
多
く
の
導
者
で
賑
わ

っ
た
。
一
八
○
○
（
寛
政
十
二
）
年
の
御
縁
年
で
は
五
三
九
八
人

（
う
ち
女
一
八
人
）
、
一
八
六
○
（
万
延
元
）
年
の
御
縁
年
で
は
三

五
九
七
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
ほ
か
、
一
七
○
七
（
宝
永

四
）
年
の
宝
永
噴
火
前
の
登
山
道
沿
道
に
は
、
天
嶽
寺
・
薬
師

堂
・
神
明
宮
が
、
噴
火
後
の
登
山
道
沿
道
に
は
観
音
堂
や
小
祠

な
ど
が
あ
る
。

十
里
木
村
須
山
村
の
枝
郷
で
十
里
木
新
田
と
も
い
う
。
須

の
概
要
山
村
本
村
か
ら
愛
鷹
山
の
山
裾
を
た
ど
る
十
里

木
道
を
行
く
と
、
富
士
郡
と
の
境
に
十
里
木
の
集
落
が
あ
る
。

十
里
木
は
、
寛
文
年
間
の
富
士
郡
村
々
と
須
山
村
と
の
境
論
の

過
程
で
、
勝
訴
し
た
須
山
村
が
郡
境
を
守
る
た
め
に
、
当
初
大

は
る
き
ざ
わ

野
原
の
春
（
榛
）
木
沢
を
開
墾
し
て
い
た
須
山
新
田
を
移
し
た
も

の
と
も
伝
え
る
（
「
須
山
村
郷
土
誌
』
第
一
巻
）
。

せ
こ

せ
こ
つ
じ

お
お
み
や

十
里
木
道
は
、
瀬
古
（
富
士
市
勢
子
辻
）
を
経
て
大
宮
（
富
士
宮

市
）
や
吉
原
（
富
士
市
）
へ
と
向
か
う
道
で
あ
る
。
富
士
方
面
か

い
ん
の

ら
は
十
里
木
・
印
野
（
御
殿
場
市
）
・
ぐ
み
沢
（
同
市
茱
萸
沢
）
を

せ
き
も
と

み
な
み

経
て
、
そ
ゞ
）
か
ら
御
殿
場
を
通
っ
て
相
州
関
本
（
神
奈
川
県
南

あ

し

が

ら

す

ぱ

し

り

足
柄
市
）
へ
と
抜
け
る
足
柄
路
、
あ
る
い
は
ぐ
み
沢
か
ら
須
走

か
ご
さ
か

（
小
山
町
）
を
通
っ
て
籠
坂
峠
を
越
え
る
甲
州
路
に
も
つ
な
が
る
。

句勾行
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図表3‐65須山の字

内
野
／
内
用
沢

内
野
ノ
内
大
塚

オロ窪

大
野

柳
沢

オイ平

、
、
甚
五
作

内
野
ノ
内
、
１

久保

新
井
新
井

ツドヒ

淵

長
坂

平
垣

上
石
窪原原

滝
ノ
沢

萩
塚
萩
塚 中

石
窪

中
石
窪

竹
ノ
後

竹
ノ
後

ハ
シ
リ
ヤ
ウ
ト

二
本
木田向

向

山
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そ
の
た
め
、
近
世
の
十
里
木
に
は
問
屋
が
二
軒
置
か
れ
て
、
茶

店
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
地
理
的
位
置
か
ら
、
十
里

木
で
は
、
薪
は
瀬
古
・
吉
原
方
面
へ
と
本
村
と
は
異
な
る
地
域

に
付
け
だ
し
て
い
る
。
支
配
は
須
山
村
に
同
じ
。
村
高
は
、
元

禄
郷
帳
で
一
石
二
斗
九
合
で
あ
る
。
一
六
八
六
（
貞
享
三
）
年
で

家
数
二
軒
だ
が
、
本
村
と
は
別
に
名
主
・
組
頭
・
総
百
姓
代

の
村
方
三
役
を
置
い
て
い
た
。

図表3 66須|｣|の字一覧

浅木塚ノ内(アサギヅカノウチ）

新井(アライ）

内野ノ内大塚(ウチノウチオオツカ）

内野ノ内桑木畑(ウチノウチクワギバタケ）

内野ノ内甚五作(ウチノウチジンゴツクリ）

内野ノ内高萩(ウチノウチタカハギ）

内野ノ内チャガザウリ(ウチノウチチャガゾウリ）

内野ノ内平垣畑(ウチノウチヘイガキバタケ）

内野ノ内用沢(ウチノウチヨウサワ）

内野ノ内入道(ウチノノウチニュウト÷ウ）

オイ平(オイタイラ）

追出し(オイダシ）

大坂(オオサカ）

大沢入ノ内堂ケ尾五本地沢入

(オオサワイリノウチドウガオゴホンチサワイリ）

大野(オオノ）

オロ窪(オロクポ）

上石窪(カミイシクポ）

久保(クポ）

小物成山(コモノナリヤマ）

下二本木(シモニホンギ）

十里木(ジュウリギ）

滝ノ沢(タキノサワ）

竹ノ後(タケノウシロ）

棚台(タナタ§イ）

田向(タムキ）

ツドヒ（ツト≦イ）

中石窪(ナカイシクボ）

長坂(ナガサカ）

二本木(ニホンギ）

ヌカリヤ(ヌカリヤ）

萩塚(ハギツカ）

ハシリヤウト(ハシリヤウト）

原(ハラ）

富士山(フジサン）

藤原(フジヮラ）

淵(プチ）

平垣(ヘイガキ）

向山(ムカイヤマ）

柳沢(ヤナギサワ）

六左衛門作(ロクザエモンツクリ）

３
近
現
代

須
山
は
、
近
世
の
村
が
そ
の
ま
ま
明
治
の

行
政
区
の
変
遷

町
村
制
の
村
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
一
八
八
九
（
肌
治
二
十
二
）
年
の
町
村
制
施
行
ま
で
に

は
、
市
域
の
他
の
村
々
と
同
様
、
そ
の
所
属
が
め
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
っ
て
い
た
。

ま
ず
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
は
大
区
小
区
制
の
導
入
に
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よ
っ
て
第
一
大
区
五
の
小
区
へ
と
編
入
さ
れ
、
一
八
七
四
（
明

み
ず
く
ぼ

治
七
）
年
の
大
区
小
区
制
の
再
編
に
よ
り
、
市
域
の
水
窪
以
外

の
村
々
と
と
も
に
第
一
大
区
三
小
区
に
編
入
さ
れ
た
。
そ
し
て

こ
の
大
区
小
区
制
も
、
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
の
郡
区
町
村

編
制
法
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
、
再
び
近
世
以
来
の
須
山
村
に
民

選
の
戸
長
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
一
八
八
四

（
明
治
十
七
）
年
に
は
戸
長
公
選
制
を
廃
さ
れ
、
戸
長
の
官
選
と

き
せ

戸
長
役
場
管
轄
区
域
の
改
定
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
黄
瀬

川
を
境
に
市
域
は
東
西
に
二
分
さ
れ
、
須
山
は
「
御
宿
村
ほ
か

み
し
ゆ
く

一
○
か
村
」
の
区
域
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
戸
長
役
場
は
御
宿
村

に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
、
市
制
町
村
制
の
公
布
に
よ
り
、

と
み
お
か
ふ
か
な
み
こ
い
ず
み

翌
八
九
年
に
須
山
村
・
富
岡
村
・
深
浪
村
・
小
泉
村
と
い
う
四

つ
の
行
政
村
が
誕
生
し
た
。
市
域
で
は
唯
一
、
近
世
以
来
の
村

が
一
村
で
明
治
町
村
制
の
行
政
村
と
な
っ
た
須
山
村
は
、
富
岡

村
と
町
村
組
合
を
設
け
て
、
須
山
村
富
岡
村
組
合
村
と
し
て
出

発
し
た
。
組
合
村
役
場
は
富
岡
村
に
置
か
れ
、
組
合
村
長
も
富

岡
村
出
身
者
が
務
め
た
。
そ
の
後
、
組
合
村
の
解
消
、
独
立
が

須
山
村
の
悲
願
と
な
り
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
に
よ
う

や
く
町
村
組
合
を
解
消
し
、
富
岡
村
と
須
山
村
は
独
立
し
た
行

政
村
と
な
っ
た
。

い
ず
み

戦
後
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
小
泉
村
と
泉
村
が
合

併
し
て
裾
野
町
が
誕
生
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
五
六
（
昭
和
三

十
一
）
年
に
は
深
良
村
が
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
に
は
須

山
村
と
富
岡
村
が
裾
野
町
に
合
併
し
て
裾
野
町
と
な
り
、
一
九

七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
、
現
在
の
裾
野
市

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
須
山
村
が
合
併
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

御
殿
場
と
の
合
併
派
に
よ
る
反
対
が
激
し
く
村
内
は
か
な
り
紛

糾
し
た
と
い
い
、
そ
の
し
一
）
り
は
長
く
続
い
た
。
こ
れ
は
、
東

富
士
演
習
場
問
題
や
高
冷
地
農
業
経
営
、
旧
村
有
財
産
の
処
理

な
ど
、
一
村
が
こ
れ
ま
で
抱
え
て
い
た
多
く
の
課
題
の
解
決
が

合
併
問
題
と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

戸
数
と
人
口
は
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の

戸
数
と
人
口

「
小
区
表
編
立
調
査
」
で
は
、
家
持
一
二
二
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戸
、
人
口
六
八
五
人
（
男
三
五
七
人
・
女
三
二
八
人
）
と
な
っ
て

い
る
。
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
頃
の
「
御
宿
村
ほ
か
一
○

か
村
、
自
治
区
造
成
に
関
す
る
諸
表
」
で
は
一
五
一
戸
、
八
四

○
人
で
あ
る
（
『
市
史
』
四
‐
三
四
二
号
）
。
大
正
期
、
及
び
昭
和

戦
前
期
に
つ
い
て
は
、
『
市
史
』
第
五
巻
の
「
裾
野
市
域
五
ケ

村
人
口
統
計
」
に
ほ
ぼ
連
年
の
数
値
が
の
っ
て
い
る
。
便
宜
上

一
○
年
ご
と
の
値
を
見
れ
ば
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
は
一
四

六
一
人
、
一
○
年
後
の
一
九
二
六
（
昭
和
元
）
年
は
一
七
一
六
人
、

さ
ら
に
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
は
一
九
一
三
人
で
あ
り
、
戦

前
最
後
の
統
計
数
値
の
あ
る
一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
は
二
一

九
七
人
で
あ
る
。

一
八
七
五
年
と
一
九
四
四
年
と
を
比
べ
る
と
約
三
・
二
倍
増

で
あ
る
。
こ
の
値
は
裾
野
市
域
二
四
か
村
の
平
均
値
二
・
四
倍

と
比
、
へ
て
高
い
。
か
つ
各
年
を
取
っ
て
み
て
も
、
年
々
少
し
ず

つ
増
加
し
て
い
る
。
基
本
的
に
畑
作
と
林
業
収
入
に
依
拠
す
る

山
村
で
あ
る
が
、
そ
の
近
代
に
お
け
る
生
産
力
の
増
大
や
特
産

品
の
開
発
に
見
合
っ
て
、
人
口
が
順
調
に
漸
増
し
た
と
み
る
こ

一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
世
帯
数

は
三
四
九
、
人
口
は
一
七
三
八
人
と
世
帯
数
は
増
加
し
て
い
る

が
、
人
口
は
む
し
ろ
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
二
○
年
後

の
一
九
九
五
年
で
も
世
帯
数
が
三
六
三
、
人
口
は
一
六
七
八
人

と
同
様
の
傾
向
で
あ
る
と
い
え
る
（
五
区
を
除
く
）
。
な
お
、
十

里
木
に
は
別
荘
地
の
ほ
か
に
一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
か
ら
企

業
が
開
発
し
た
分
譲
地
が
あ
り
、
そ
こ
に
入
居
し
て
い
る
世
帯

数
は
一
九
九
五
年
現
在
一
二
七
で
あ
る
。
こ
の
地
区
は
、
旧
来

の
自
治
会
と
は
別
で
あ
る
が
、
行
政
単
位
と
し
て
須
山
五
区
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
五
区
を
含
め
る
と
、
四
九
○
世
帯
、
一
九

七
一
人
と
、
人
口
も
約
一
・
一
倍
の
増
加
と
な
る
。

須
山
の
立
地
当
村
は
富
士
山
東
南
麓
及
び
愛
麿
山
北
麓
に

条
件
と
生
業
展
開
す
る
山
村
で
、
面
積
の
大
部
分
は
三
四

○
○
町
歩
余
も
あ
る
山
林
原
野
で
あ
る
。
ま
た
標
高
が
高
く
、

夏
は
涼
し
い
が
冬
の
寒
さ
は
厳
し
い
。
そ
の
上
、
天
気
も
変
わ

り
や
す
く
農
業
に
は
厳
し
い
土
地
柄
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
勢

と
が
で
き
よ
勢
フ
。
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気
象
条
件
に
加
え
、
水
利
に
恵
ま
れ
な
い
た
め
一
九
五
○
年
代

ま
で
田
は
ま
っ
た
く
無
く
、
耕
地
は
す
べ
て
畑
で
あ
る
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調
査
」
の
職
分
表

で
は
、
農
四
一
八
人
、
僧
二
人
、
雑
業
四
人
と
記
さ
れ
て
い
る
。

一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
の
「
地
誌
取
調
草
案
」
で
は
「
民
業

み
つ
ま
た

農
業
及
び
茶
、
蚕
、
炭
」
と
あ
り
、
物
産
と
し
て
茶
、
三
樋
、

と
』
フ
も
ろ
こ
し

材
木
、
炭
、
繭
、
玉
蜀
黍
を
挙
げ
た
上
、
「
玉
蜀
黍
の
如
き
実

に
地
味
に
適
し
北
海
道
産
に
譲
ら
ず
」
と
特
筆
し
て
い
る
。

畑
で
は
麦
、
玉
蜀
黍
、
茶
な
ど
を
生
産
し
、
山
か
ら
は
三
榧
、

炭
、
材
木
を
産
し
、
養
蚕
に
励
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
後
の
資
料
で
は
愛
麿
山
山
麓
は
植
林
に
適
し
、
こ
と
に
杉
樹

の
生
育
に
よ
い
と
さ
れ
て
お
り
、
山
林
の
材
木
や
炭
の
収
入
は

か
な
り
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
少
な
く
と
も
明
治
期
の
村
財
政

は
む
し
ろ
ゆ
と
り
が
あ
っ
た
よ
動
う
で
あ
る
。

ま
た
山
村
と
い
っ
て
も
、
外
部
か
ら
ま
っ
た
く
孤
立
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
交
通
の
面
で
は
す
で
に
古
代
か
ら
十

里
木
道
（
十
里
木
越
え
、
十
里
木
街
道
）
が
あ
っ
て
、
須
山
の
集

落
を
通
っ
て
富
士
郡
へ
通
じ
て
お
り
、
須
山
の
集
落
か
ら
は
ま

か
ず
ら
や
ま

た
南
の
葛
山
や
佐
野
に
下
る
道
が
通
じ
て
い
た
。
そ
の
上
『
中

世
後
半
に
は
富
士
山
浅
間
信
仰
が
盛
ん
と
な
り
、
後
に
須
山
口

富
士
登
山
道
も
開
か
れ
て
い
た
た
め
、
単
に
山
間
の
僻
地
で
は

な
か
っ
た
。

大
正
期
の
事
務
報
告
は
ほ
と
ん
ど
判
で
押
し
た
よ
う
な
文
言

が
連
年
並
ん
で
い
て
、
耕
地
は
す
§
へ
て
畑
で
あ
り
、
そ
こ
に
主

と
し
て
玉
蜀
黍
、
大
小
麦
を
栽
培
す
る
が
、
近
年
は
陸
稲
の
栽

培
も
増
加
し
つ
つ
あ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九

か
ん
し
ょ

二
二
（
大
正
十
一
）
年
か
ら
は
甘
藷
の
名
も
挙
げ
、
さ
ら
に
副
業

と
し
て
養
蚕
の
発
展
を
記
し
、
竹
行
李
、
木
炭
の
生
産
も
あ
る

と
し
て
い
る
。
林
業
で
は
杉
、
檜
の
植
林
を
な
す
、
と
い
う
具

合
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
明
治
期
以
来
の
玉
蜀
黍
の
ほ

か
に
、
大
正
期
に
入
っ
て
、
繭
、
竹
行
李
、
甘
藷
な
ど
が
特
産

品
と
し
て
伸
び
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。

し
か
し
主
食
は
陸
稲
と
麦
を
合
わ
せ
て
も
四
○
○
石
程
度
、

当
時
の
一
四
○
○
人
余
の
人
口
か
ら
み
る
と
か
な
り
不
足
し
て
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お
り
、
主
と
し
て
御
殿
場
に
玉
蜀
黍
を
売
っ
て
白
米
を
買
っ
て

い
た
。
こ
の
ほ
か
、
繭
、
竹
行
李
、
炭
、
材
木
な
ど
か
ら
の
現

金
収
入
は
肥
料
や
日
常
品
の
購
入
代
金
と
し
て
貴
重
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
交
易
の
な
か
で
、
従
来
か
ら
の
御
殿
場
や
大
宮
の
ほ

…

写真3－65須山小学校

か
に
、
次
第
に
裾
野
駅
を
中
心
と
し
た
裾
野
地
域
と
の
経
済
的

関
係
を
深
め
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
学
制
が
頒
布
さ
れ
、
須

学
校
譽
ゆ
う
ほ
う
し
や

山
村
に
も
字
原
に
求
放
舎
が
創
立
さ
れ
る
。
創
立

年
代
は
一
八
七
三
か
七
四
（
明
治
六
か
七
）
年
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
、

明
ら
か
で
は
な
い
・
当
初
か
ら
新
築
の
校
舎
で
あ
っ
た
が
、
一

八
七
八
か
七
九
（
明
治
十
一
か
十
二
）
年
に
火
災
に
遭
い
、
一
八

八
一
（
川
治
十
四
）
年
に
あ
ら
た
め
て
現
在
地
に
新
築
さ
れ
、
校

名
も
須
山
学
校
と
改
め
ら
れ
開
校
式
が
行
わ
れ
た
。
一
八
八
六

（
明
治
十
九
）
年
、
県
布
達
に
よ
っ
て
学
区
が
大
幅
に
統
合
さ
れ
、

翌
八
七
（
明
治
二
十
）
年
に
須
山
学
校
は
嶽
南
小
学
校
第
一
分
校

と
な
っ
た
。

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
の
市
制
町
村
制
の
施
行
に
よ
り

行
政
村
と
し
て
の
須
山
村
が
誕
生
、
一
八
九
○
（
明
治
二
十
三
）

年
に
富
岡
村
と
組
合
村
を
設
立
し
た
の
を
う
け
て
、
富
岡
村
須

山
村
組
合
立
須
山
尋
常
小
学
校
と
改
称
し
た
。
そ
の
後
、
組
合

村
が
解
消
さ
れ
た
た
め
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
に
須
山
村
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立
須
山
尋
常
小
学
校
と
な
る
。
一
九
○
二
（
明
治
三
十
五
）
年
高

等
科
が
認
可
さ
れ
、
須
山
尋
常
高
等
小
学
校
と
称
し
た
が
、
一

九
○
八
（
明
治
四
十
一
）
年
に
高
等
科
を
廃
し
て
須
山
村
立
須
山

尋
常
小
学
校
と
改
め
ら
れ
た
。
一
九
一
○
（
明
治
四
十
三
）
年
に

新
校
舎
を
落
成
し
て
い
る
。
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
、
国
民

学
校
令
の
施
行
に
と
も
な
い
駿
東
郡
須
山
村
国
民
学
校
と
改
称

さ
れ
た
が
、
戦
後
の
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
、
国
民
学
校

令
の
廃
止
に
と
も
な
い
須
山
村
立
須
山
小
学
校
と
改
称
し
、
あ

わ
せ
て
須
山
村
立
須
山
中
学
校
を
開
校
し
た
。
一
九
五
七
（
昭

和
三
十
二
）
年
に
須
山
村
が
裾
野
町
と
合
併
し
た
の
を
う
け
、

裾
野
町
立
須
山
小
学
校
と
な
り
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年

の
市
制
施
行
に
よ
り
、
裾
野
市
立
須
山
小
学
校
と
な
っ
て
現
在

に
至
る
。

な
お
、
十
里
木
分
校
に
つ
い
て
の
資
料
が
乏
し
く
詳
細
は
不

明
だ
が
、
十
里
木
に
十
里
木
教
場
を
設
置
す
る
旨
の
臨
時
教
育

れ
ん
ご
う

聯
合
村
会
の
諮
問
が
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
に
出
さ
れ
、
翌

八
六
（
明
治
十
九
）
年
に
認
可
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
十
里

木
分
校
と
し
て
正
式
に
認
可
さ
れ
る
の
は
、
戦
後
の
一
九
四
八

（
昭
和
二
十
三
）
年
で
あ
る
。
や
が
て
、
一
九
六
六
（
昭
和
四
十

一
）
年
に
十
里
木
分
校
は
本
校
へ
と
統
合
さ
れ
る
。

『
裾
野
市
立
須
山
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
す
や
ま
』
に

よ
れ
ば
、
一
九
○
七
（
明
治
四
十
）
年
に
は
学
級
数
二
、
就
学
児

童
数
二
二
五
人
、
就
学
率
は
九
六
・
九
八
評
セ
と
か
な
り
の
高
率

で
あ
り
、
そ
れ
は
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
に
一
○
○
軒
セ
と
な

っ
て
以
降
、
変
わ
ら
な
い
就
学
率
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
戦

後
の
一
九
五
○
（
昭
和
二
十
五
）
年
に
は
学
級
数
六
、
就
学
児
童

数
二
四
八
人
、
二
○
年
後
の
一
九
七
○
（
昭
和
四
十
五
）
年
に
は

学
級
数
六
、
就
学
児
童
数
二
○
二
人
と
な
っ
て
い
る
。

夜
学
は
、
一
九
一
○
年
代
頃
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
当
初
は
個
人
の
家
を
借
り
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
一
九
○

九
（
明
治
四
十
二
）
年
小
学
校
新
校
舎
建
築
が
始
ま
っ
た
頃
、
用

材
の
一
部
を
村
か
ら
う
け
て
、
上
村
で
は
観
音
堂
の
側
へ
と
建

て
た
と
い
う
。
夜
学
の
期
間
は
、
秋
彼
岸
過
ぎ
か
ら
春
彼
岸
ま

で
の
農
閑
期
で
、
小
学
校
の
教
師
が
交
代
で
指
導
し
た
。
小
学
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「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
○

生
業
の
変
化

（
昭
和
三
十
五
）
年
と
一
九
九
○
年
と
を
比
較

す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
一
九
六
○
年
に
総
戸
数
二
六
四
の

校
の
先
生
は
、
青
年
た
ち
に
「
村
の
先
生
」
と
呼
ば
れ
て
親
し

ま
れ
て
い
た
と
い
”
フ
。

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
、
米
価
暴
騰
を
き

米
騒
動
と
須
山

っ
か
け
に
全
国
的
に
発
生
し
た
米
騒
動
は
、

裾
野
地
域
に
は
あ
ま
り
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
田
が
無
く
米
が
ほ
と
ん
ど
と
れ
な
い
須
山
村
に
は
、
米

価
暴
騰
は
響
い
た
。
村
民
の
間
に
不
穏
の
空
気
も
生
じ
た
。
村

当
局
は
、
外
米
を
須
山
農
会
に
購
入
さ
せ
た
り
、
あ
る
い
は
直

接
郡
役
所
か
ら
購
入
し
た
り
し
て
村
民
に
配
給
し
た
。
ま
た
村

に
分
配
さ
れ
た
下
賜
金
六
三
円
四
一
銭
を
二
三
人
に
配
っ
た

り
し
て
、
騒
動
の
波
及
を
し
の
い
だ
。

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活

う
ち
総
農
家
数
が
一
九
二
、
う
ち
第
一
種
兼
業
が
二
四
、
第

二
種
兼
業
が
七
八
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
○
年
に
は
総

戸
数
二
九
四
の
う
ち
総
農
家
数
が
一
七
四
、
う
ち
第
一
種
兼
業

が
一
○
、
第
二
種
兼
業
が
一
五
八
戸
と
、
農
業
主
体
の
農
家
が

激
減
し
て
い
る
。

作
物
類
別
収
穫
面
積
で
は
、
稲
が
二
九
・
六
か
ら
二
四
・
二

紛
夕
に
、
麦
類
・
雑
穀
が
八
三
・
八
か
ら
四
・
八
鯵
夕
に
、
い
も
類

が
三
九
・
三
か
ら
四
・
六
鯵
夕
に
、
豆
類
が
三
・
七
か
ら
○
鯵
夕
に

と
、
稲
以
外
は
い
ず
れ
も
大
き
く
減
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
工
芸
作
物
が
七
・
七
か
ら
一
三
・
二
腸
夕
に
、
野
菜
類
が
一

一
・
八
か
ら
一
四
・
九
腸
夕
に
、
花
き
類
が
○
か
ら
二
五
○
・
五

〃
夕
、
飼
育
用
作
物
が
五
・
○
か
ら
五
九
・
○
鯵
夕
に
と
、
作
物
に

よ
っ
て
は
急
増
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
施
設
園
芸

を
専
業
に
す
る
農
家
が
一
九
九
○
年
に
は
四
戸
と
な
っ
て
い
る

こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
と
に
、
現
在
多
く
の
農
家

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
芝
は
、
か
っ
て
は
野
芝
と
い
っ
て
大
野
原

か
ら
刈
っ
て
き
て
は
売
る
零
細
な
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
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後
の
ゴ
ル
フ
場
開
発
や
道
路
工
事
に
よ
る
需
要
が
急
速
に
伸
び
、

お
り
し
も
減
反
政
策
に
よ
る
米
作
転
用
で
一
九
六
五
年
頃
か
ら

水
田
に
芝
を
植
え
て
「
富
士
芝
」
と
し
て
出
荷
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
れ
が
須
山
ば
か
り
で
な
く
富
岡
地
区
に
ま
で
広
ま
り
、

芝
生
畑
は
こ
の
地
域
の
景
観
の
一
部
と
も
な
っ
て
い
る
。

家
畜
家
禽
を
飼
育
し
て
い
る
農
家
は
、
一
九
六
○
年
に
は

牛
・
豚
と
も
に
三
○
か
ら
七
○
戸
弱
、
に
わ
と
り
は
一
二
六
戸

と
ほ
と
ん
ど
の
家
で
飼
わ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
○
年
に
は
牛

が
一
戸
と
皆
無
に
等
し
い
。
ま
た
、
一
九
六
○
年
現
在
で
は
四

三
戸
の
農
家
で
養
蚕
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
一
九
九
○
年

に
は
ま
っ
た
く
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

内
部
区
分
と
現
在
、
須
山
の
自
治
会
は
四
つ
の
区
に
分
か

区
の
役
職
れ
て
い
る
。
図
表
３
‐
鵬
は
、
そ
の
中
に
含

ま
れ
る
字
（
郷
）
と
組
の
関
係
を
表
し
た
も
の
だ
が
、
ゞ
）
れ
ら
の

単
位
は
神
社
を
ま
つ
る
単
位
と
も
な
っ
て
い
る
。
一
九
一
四

（
大
正
三
）
年
の
「
駿
東
郡
須
山
村
誌
』
に
よ
れ
ば
、
村
内
は
三

字
三
区
に
分
か
れ
、
行
政
上
さ
ら
に
一
四
小
字
に
区
割
り
さ
れ

て
い
る
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
区
が
久
保
、
二
区
が
田
向
、

ば
ん
ぱ
つ
ど

三
区
が
原
で
あ
る
。
ま
た
一
四
小
字
は
、
久
保
・
馬
場
・
津
土

い
あ
ら
い
う
え
あ
ら
い
し
た
ふ
ち
よ
こ
ち
よ
う
は
ら
う
え
は
ら
し
た
さ
か
う
え

井
・
新
井
上
・
新
井
下
・
淵
・
横
丁
・
原
上
・
原
下
・
坂
上
・

さ
か
し
た
な
か
む
ら
し
も
む
ら

坂
下
・
中
村
・
下
村
・
十
里
木
で
あ
る
。
現
在
の
組
に
ほ
ぼ
あ

て
ら
れ
る
が
、
戸
数
の
増
加
に
よ
っ
て
組
数
が
増
え
た
組
も
あ

る
。
現
在
の
組
は
、
回
覧
板
を
回
す
単
位
と
し
て
、
ま
た
日
常

生
活
の
中
で
助
け
合
う
近
隣
の
組
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
な

お
、
こ
の
近
隣
の
こ
と
を
モ
ョ
リ
（
最
寄
）
と
呼
ぶ
ゞ
）
と
が
あ
る

が
、
一
、
三
区
で
は
組
の
ゞ
）
と
を
さ
し
、
田
向
で
は
水
源
を
一

に
す
る
字
の
ゞ
）
と
を
さ
す
。

須
山
に
は
、
ゞ
）
の
ほ
か
に
ゴ
ウ
（
郷
）
と
呼
ば
れ
る
区
分
が
あ

る
。
共
有
地
の
場
合
、
郷
共
有
や
郷
林
と
い
う
共
同
で
山
林
を

所
有
す
る
単
位
と
し
て
お
も
に
使
わ
れ
て
い
る
。
郷
共
有
は
区

有
林
と
同
義
で
、
郷
は
区
の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。
し
か
し
、

二
区
の
田
向
で
は
郷
は
各
字
を
さ
す
こ
と
も
あ
り
、
坂
上
郷
、

中
村
郷
、
下
村
郷
と
い
う
言
い
方
も
あ
る
。
ま
た
一
、
三
区
で

も
、
原
郷
、
淵
郷
、
久
保
郷
と
い
う
各
字
を
単
位
と
し
た
呼
び
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図表3 68須山の内部区分方
が
あ
り
、
そ
の
郷
名
が
石
造
物
に
も
散
見
さ
れ
る
。
郷
は
、

市
域
で
は
須
山
の
ほ
か
に
下
和
田
で
も
使
わ
れ
て
い
る
区
分
で

あ
る
が
、
現
在
の
よ
う
な
区
に
な
る
以
前
の
字
を
単
位
と
し
た

区
分
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

須
山
区
の
役
職
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
区
長
・

副
区
長
が
各
一
名
、
各
組
か
ら
組
長
が
一
名
。
交
通
指
導
員
が

区 旧区分 字 （郷） 組 サイトヤキ

久保.上

久保下
久 保

須 ○

馬 場｜馬 場

lil
津土井上

津土井中

津土井下

津土井東

津土ツ’ ○
村

須 上
上

橋
坂
坂

本
上
下

坂 上111 ○

l1l 向 中村上

中村下
中 村

○

村 下村上

下村下

二

ド 村

扇｢工 淵

横丁南

横丁北

淵 ○

各
区
一
名
。
婦
人
会
が
会
長
一
名
・
副
会
長
二
名
・
’
’
三
区

の
支
部
長
各
一
名
・
四
区
の
班
長
一
名
。
体
育
委
員
が
各
区
二

名
、
体
育
指
導
員
と
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
が
各
二
名
。
青
年
会
会

長
が
一
名
。
火
防
隊
が
隊
長
・
副
隊
長
各
一
名
、
各
区
か
ら
部

長
と
班
長
各
一
名
。
消
防
団
須
山
分
団
が
分
団
長
・
副
分
団

長
・
部
長
各
一
名
、
班
長
三
名
・
本
部
部
長
一
名
。
こ
の
ほ
か
、

新井上

新井中

新井下

新 井 ○
西

原 上

原通り

原

原 下

原 ○
村三

須山四

MII荘町内会

富士急

十里木村'十里木

一一引＝一一
一一可二一

木
組
組

挫

時

境

○
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子
供
会
、
自
主
防
災
会
、
老
人
会
、
農
業
委
員
、
須
山
土
地
改

良
区
な
ど
の
役
員
が
い
る
。
ま
た
、
神
社
関
係
で
は
祖
霊
社
世

話
人
、
氏
子
総
代
の
役
職
が
あ
る
。

須
山
の
役
職
の
中
で
特
筆
す
べ
き
も
の
は
、
共
有
関
係
の
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
財
団
法
人
須
山
振
興
会
と
東
富
士
演

習
場
須
山
地
区
対
策
委
員
会
で
あ
る
。
須
山
振
興
会
（
後
述
）
に

は
、
理
事
長
・
副
理
事
長
・
会
計
理
事
が
各
一
名
、
理
事
四
名
、

監
事
三
名
（
う
ち
一
名
が
代
表
監
事
）
、
顧
問
四
名
、
参
与
四
名
、

評
議
員
一
六
名
、
巡
視
員
四
名
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
東
富

士
演
習
場
対
策
に
は
、
委
員
長
一
名
、
副
委
員
長
二
名
、
会
計

委
員
一
名
、
委
員
一
七
名
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
役
員
は
一
’
三

区
の
各
区
か
ら
区
長
の
ほ
か
四
名
ず
つ
、
四
区
か
ら
は
区
長
と

錦
ほ
か
一
名
が
選
出
さ
れ
て
、
そ
の
任
に
あ
た
っ
て
い
る
。

と陰
共
有
地
と
管
か
っ
て
、
愛
鷹
山
麓
と
富
士
山
麓
に
ま
た
が

斑
理
運
営
方
法
っ
て
、
須
山
村
一
村
の
入
会
地
が
広
が
っ
て

地

な
る
さ
わ
お
お
さ
わ

節
い
た
。
明
治
の
地
券
交
付
の
際
、
愛
麿
山
麓
の
字
鳴
沢
・
大
沢

、
。
い
り
ど
う
が
み
ご
ほ
ん
ち
さ
わ
い
り

ふ
じ
わ
ら
あ
さ

第
入
・
堂
ケ
尾
・
五
本
地
・
沢
入
と
、
富
士
山
麓
の
字
藤
原
・
浅

ぎ
づ
か
な
が
み
ね

木
塚
・
永
峰
の
八
か
所
が
官
林
に
編
入
さ
れ
た
。
そ
の
官
林
が

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
、
一
七
名
の
還
禄
士
族
へ
と
払
下
げ
ら

れ
た
。
字
鳴
沢
五
○
町
歩
と
字
藤
原
六
○
町
歩
で
あ
る
。
こ
れ

を
須
山
村
が
買
い
戻
し
て
二
三
戸
の
共
有
地
と
し
た
の
が
、

現
在
も
継
続
し
て
い
る
「
百
十
三
戸
共
有
」
の
原
形
で
あ
る
。

こ
の
共
有
は
、
二
千
町
歩
を
超
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
百
十

三
戸
共
有
と
い
う
の
は
、
十
里
木
を
除
い
た
当
時
の
須
山
村
の

全
戸
数
を
表
す
と
同
時
に
、
共
有
財
産
を
管
理
運
営
す
る
組
織

の
呼
称
と
な
っ
て
い
る
。
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
、
富
岡

村
と
の
組
合
村
を
解
消
し
た
の
を
機
に
、
総
代
・
協
議
員
に
よ

る
管
理
運
営
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
基
本
財
産
と
し

て
小
学
校
建
築
資
金
や
道
路
改
良
費
、
国
税
納
入
資
金
、
村
税

資
本
の
積
み
立
て
な
ど
に
当
て
た
と
い
う
。

百
十
三
戸
共
有
の
う
ち
三
分
の
一
を
十
里
木
に
分
け
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
が
、
個
人
所
有
と
し
た
た
め
に
転
売
す
る
も
の

も
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
九
九
年
、
十
里
木
で
は
、
転
売
を

く
い
止
め
る
た
め
に
、
字
藤
原
の
三
七
九
町
歩
余
り
を
所
有
権
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代
表
者
を
た
て
て
管
理
し
保
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
植
林
の
管
理
の
た
め
に
個
人
に
分
割
す
る
な
ど
し
て
、

現
在
で
は
愛
謄
山
の
海
抜
一
○
○
○
肝
か
ら
一
四
○
○
勝
付
近

に
か
け
て
六
五
○
町
歩
ほ
ど
残
っ
て
い
る
の
み
だ
と
い
う
。

写真3－66須山地区研修センター

百
十
三
戸
共
有
を
は
じ
め
と
し
て
、
須
山
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

共
有
地
が
錯
綜
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
共
有
地
を
呼
び
分
け
る

の
に
、
大
共
有
・
郷
共
有
・
組
共
有
な
ど
が
あ
る
。
大
共
有
と

い
う
の
は
百
十
三
戸
共
有
の
こ
と
で
、
郷
共
有
と
い
う
の
は
各

区
が
管
理
運
営
す
る
共
有
地
、
組
共
有
と
い
う
の
は
組
が
単
位

と
な
っ
た
共
有
地
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
○
○
人
持
ち
な

ど
‐
と
い
う
言
い
方
で
、
何
人
か
の
仲
間
と
共
同
で
管
理
す
る
共

有
地
も
各
所
に
あ
る
。

百
十
三
戸
共
有
は
、
一
九
五
○
年
以
前
は
植
林
地
と
炭
焼
き

の
雑
木
林
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
植
林
地
を
県

行
造
林
に
し
て
い
る
。
そ
の
管
理
運
営
は
、
総
代
一
名
、
協
議

員
三
名
、
山
回
り
八
名
の
役
員
に
任
さ
れ
て
い
る
。
総
会
は
一

月
二
十
日
、
年
三
回
の
境
界
調
査
、
十
一
月
中
旬
の
下
草
刈
り
、

十
二
月
十
七
日
の
大
沢
入
と
堂
ヶ
尾
の
山
の
神
の
祭
り
な
ど
が

お
も
な
活
動
で
あ
る
（
「
須
山
の
民
俗
』
）
。

一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
、
須
山
村
と
富
岡
村
と
が
裾
野

町
と
合
併
し
、
村
有
財
産
は
裾
野
町
有
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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し
か
し
そ
の
後
、
水
ヶ
塚
に
続
く
旧
村
有
地
三
○
○
町
歩
は
、

須
山
に
と
っ
て
重
要
な
水
源
で
あ
っ
た
た
め
、
須
山
で
は
旧
村

有
財
産
返
還
処
理
委
員
会
を
作
っ
て
、
須
山
選
出
の
町
議
会
議

員
と
と
も
に
返
還
運
動
を
し
た
。
一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
）
年
、

町
長
の
交
替
も
あ
っ
て
よ
う
や
く
須
山
の
願
い
が
か
な
い
、
旧

村
有
財
産
が
返
還
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
財
団
法
人
須
山
振
興
会

が
発
足
し
た
。
須
山
振
興
会
は
、
か
つ
て
の
百
十
三
戸
共
有
の

よ
う
な
旧
戸
の
権
利
者
だ
け
で
は
な
く
、
須
山
地
区
に
三
年
以

上
在
住
す
る
須
山
一
区
か
ら
四
区
ま
で
全
戸
の
世
帯
主
を
権
利

者
と
す
る
も
の
で
、
新
戸
や
十
里
木
の
住
民
も
そ
の
対
象
と
な

っ
た
。
須
山
振
興
会
は
、
教
育
・
産
業
・
文
化
の
振
興
を
図
る

た
め
の
寄
付
行
為
を
目
的
と
し
て
い
る
。
役
職
で
は
、
参
与
四

名
に
は
各
区
区
長
が
、
評
議
員
の
う
ち
四
名
に
は
各
区
副
区
長

が
あ
た
り
、
須
山
振
興
会
が
須
山
自
治
会
と
一
体
化
し
た
組
織

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
富
士
山
麓
の
大
野
原
は
須
山
村
ほ
か
五
二
か
村

の
大
入
会
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
秣
・
茅
・
芝
の
採
草
地
と
薪

炭
用
の
雑
木
林
で
あ
っ
た
。
一
八
九
○
（
明
治
二
十
三
）
年
に
御

料
地
と
な
っ
た
た
め
帝
室
御
料
管
理
局
の
管
轄
と
な
り
、
御
料

地
を
借
り
て
草
刈
り
を
し
て
い
た
。
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）

年
に
は
富
士
裾
野
陸
軍
演
習
場
と
な
っ
た
た
め
そ
の
所
轄
は
陸

軍
省
と
な
っ
た
が
、
草
刈
り
は
そ
の
ま
ま
続
け
ら
れ
た
。

一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
敗
戦
に
よ
っ
て
陸
軍
か
ら
解
放
さ

れ
た
が
、
翌
四
六
年
に
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
進
駐
に
よ
り
演
習
場

は
再
び
接
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
、

演
習
場
地
域
が
拡
大
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
須
山
村
で
は
農
地

七
三
六
反
五
畝
が
接
収
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
村
内
の
全
農
家
戸

数
二
四
一
戸
の
う
ち
、
影
響
を
受
け
る
農
家
二
○
五
戸
、
う
ち

耕
地
皆
無
と
な
る
農
家
二
○
戸
、
農
業
経
営
の
成
立
し
な
い
農

家
三
九
戸
を
数
え
た
。
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
講
和
条

約
が
締
結
さ
れ
、
日
米
行
政
協
定
の
も
と
で
演
習
場
が
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
年
に
演
習
場
地
域
二
か
町
村
に
よ
っ

て
東
富
士
演
習
場
対
策
協
議
会
が
発
足
し
た
。
一
九
五
七
（
昭

和
三
十
三
年
に
ア
メ
リ
カ
駐
留
軍
が
撤
退
し
、
か
わ
っ
て
自

ワ匡1
1J上
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衛
隊
の
演
習
場
と
な
っ
た
も
の
の
、
一
九
六
○
（
昭
和
三
十
五
）

年
に
は
新
安
保
条
約
に
よ
っ
て
再
び
ア
メ
リ
カ
軍
の
管
轄
下
に

置
か
れ
た
。
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
に
な
っ
て
東
富
士
演

習
場
は
日
本
に
返
還
さ
れ
、
陸
上
自
衛
隊
が
管
理
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
大
野
原
と
い
う
原
野
は
、
演
習
場
と
し
て
接
収
さ
れ

て
以
来
、
地
域
住
民
が
そ
の
使
用
権
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
長

い
闘
い
が
続
い
て
き
た
が
、
一
九
九
一
年
三
月
二
十
九
日
、
二

市
一
町
（
御
殿
場
市
・
裾
野
市
・
小
山
町
）
の
五
六
○
町
歩
の
払
下

げ
を
う
け
、
ひ
と
ま
ず
の
区
切
り
を
み
た
。

水
源
地
の
確
保
須
山
に
は
川
が
あ
り
な
が
ら
、
火
山
の
砂

と
水
道
の
敷
設
礫
土
壌
の
た
め
に
水
が
地
表
を
流
れ
ず
、

浸
透
し
て
伏
流
水
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
。
へ
た
。
そ

の
た
め
、
生
活
用
水
の
確
保
は
須
山
で
の
必
要
不
可
欠
な
問
題

で
あ
っ
た
。
当
初
は
、
愛
庵
山
の
し
ぼ
り
水
と
、
わ
ず
か
に
掘

り
当
て
た
井
戸
の
水
と
が
頼
り
で
あ
っ
た
が
、
明
治
以
降
に
水

源
の
確
保
と
水
道
を
敷
設
す
る
努
力
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
そ

れ
は
、
水
源
地
に
ま
つ
ら
れ
た
数
々
の
水
神
が
物
語
っ
て
い
る

（
図
表
３
‐
師
）
。

須
山
の
中
で
は
、
田
向
は
愛
麿
山
の
水
源
に
近
く
水
に
は
恵

ま
れ
て
い
る
方
で
あ
っ
た
。
明
治
以
前
か
ら
、
坂
上
が
坂
上
水

は
し
も
と

源
（
当
初
は
橋
本
・
坂
上
下
組
が
ナ
ゴ
ャ
マ
水
源
）
を
、
中
村
が
十

二
社
神
社
付
近
の
田
向
水
源
を
、
下
村
が
ト
ン
沢
（
下
村
）
水
源

を
利
用
し
て
き
た
。
ま
た
上
村
で
は
、
原
と
久
保
と
馬
場
、
そ

れ
に
津
土
井
の
一
部
が
寺
山
水
源
を
、
淵
と
新
井
と
原
・
津
土

井
の
一
部
が
滝
ノ
沢
水
源
や
小
山
田
士
水
源
を
利
用
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
愛
麿
山
の
し
ぼ
り
水
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
ほ

か
富
士
山
麓
の
山
口
に
久
保
の
ウ
ド
沢
水
源
が
あ
り
、
下
流
の

水
源
が
潤
れ
た
た
め
上
流
に
移
動
は
し
た
が
、
と
も
に
水
神
を

ま
つ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
久
保
と
馬
場
の
境
に
二
つ
の
井
戸
が

あ
り
、
近
隣
の
家
々
が
利
用
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

水
源
の
水
量
は
必
ず
し
も
豊
富
で
は
な
く
、
冬
の
渇
水
期
に
は

水
不
足
と
な
る
た
め
、
水
源
の
移
動
や
村
内
の
戸
数
の
調
整
が

な
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
（
『
須
山
の
民
俗
』
）
。

か
つ
た
さ
ん
く
い

一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
、
当
時
戸
長
で
あ
っ
た
勝
田
三
平
に
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べ
ん
と
う
ば

よ
っ
て
富
士
山
麓
の
黒
塚
の
麓
、
弁
当
場
に
湧
水
が
発
見
さ
れ

さ
か
い
さ
わ

み
ず
が
つ
か

た
。
こ
の
湧
水
は
境
沢
に
あ
り
、
そ
の
源
は
水
ヶ
塚
に
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
水
源
が
あ
る
字
藤
原
は
他
村
の
所
有
地
で
あ
っ
た
た

め
、
こ
れ
を
買
い
取
っ
て
水
源
地
と
そ
の
酒
養
林
の
確
保
を
し

た
。
そ
の
後
、
村
を
あ
げ
て
水
を
引
く
工
事
が
行
わ
れ
、
一
九

一
○
（
明
治
四
十
三
）
年
に
水
路
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
時
に
水

を
引
い
た
の
が
久
保
を
除
く
上
村
の
各
組
で
あ
り
、
同
年
に
上

村
水
利
部
が
組
織
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
戸
数
の
増
加
に

よ
っ
て
再
び
水
が
不
足
し
、
と
く
に
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年写真3－67 水ケ塚水源の燧道

の
冬
は
渇
水
が
ひ
ど
く
、
こ
の
年
に
は
久
保
が
飲
料
水
水
利
権

組
合
に
加
入
す
る
。
翌
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
、
弁
当
場
水
源

の
上
流
の
水
ヶ
塚
か
ら
引
水
す
る
こ
と
と
し
、
翌
年
か
ら
工
事

が
始
ま
っ
た
。
ゞ
）
れ
が
完
成
し
た
の
が
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年

で
、
水
ヶ
塚
に
燧
道
を
掘
っ
て
水
源
保
存
貯
水
溜
を
造
り
、
そ

こ
に
水
源
碑
を
建
立
し
た
。
碑
に
は
「
水
ヶ
塚
二
町
歩
黒
塚
三

町
歩
ノ
水
源
酒
養
林
及
保
水
施
設
ヲ
実
現
シ
テ
水
礎
ヲ
固
メ
」

と
あ
る
。
ま
た
こ
れ
を
機
に
、
飲
料
水
水
利
権
組
合
は
須
山
村

上
村
水
ヶ
塚
黒
塚
水
利
組
合
と
改
称
さ
れ
た
。

水
ヶ
塚
・
弁
当
場
水
源
の
水
道
は
、
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
軍
演

習
場
と
し
て
水
源
地
が
接
収
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
個
人
の
土

地
六
〃
タ
の
寄
付
を
受
け
て
水
源
地
の
確
保
を
し
た
。
ま
た
、

東
富
士
演
習
場
地
区
水
道
施
設
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
国
庫

補
助
を
受
け
て
配
水
設
備
工
事
を
行
い
、
一
九
五
三
（
昭
和
二

十
八
）
年
に
は
簡
易
水
道
の
認
可
を
受
け
た
。
そ
し
て
一
九
五

九
（
昭
和
三
十
四
）
年
、
淵
の
用
沢
川
流
域
地
下
一
八
○
脚
に
水

脈
を
掘
り
当
て
て
翌
年
開
田
、
こ
れ
を
須
山
一
号
井
戸
と
い
つ
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図表3－69須山口富士登山道 た
。
さ
ら
に
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年
、
同
じ
く
淵
に
飲
料

水
用
深
井
戸
が
掘
ら
れ
、
市
の
上
水
道
須
山
配
水
場
が
完
成
し

て
水
と
の
長
い
闘
い
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
現
在
、
田
向
の

各
水
源
の
水
は
防
火
用
水
と
し
て
小
学
校
や
公
民
館
な
ど
の
貯

水
槽
へ
と
引
か
れ
て
活
か
さ
れ
、
水
ヶ
塚
・
弁
当
場
水
源
の
水

も
灌
概
用
水
や
簡
易
水
道
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

街
道
と
富
士
県
道
富
士
・
裾
野
線
と
国
道
四
六
九
号
の
交

山
登
山
歩
道
差
点
に
あ
る
道
標
に
は
、
「
す
そ
の
三
里
半

図表3-70須山口神主と御師の家

弓rーイ

イ04

1

２

３

4

５

6

渡辺隼人(旧）

渡辺対馬正

杉山長太夫

杉山幸太夫

土屋新井太夫

渡辺善太夫

７

8

9

10

11

12

杉山三郎太夫

杉山大官坊

土屋平太夫

土屋半太夫

渡辺隼人

土屋仙太夫
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ご
て
ん
ぱ
こ
里
八
丁
じ
う
り
ぎ
一
里
半
」
と
あ
る
。
須
山
か

ら
市
街
地
ま
で
約
一
四
億
蝿
御
殿
場
ま
で
約
一
丁
一
言
假
、

十
里
木
ま
で
約
六
降
腹
の
距
離
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
近
い
下
和
田
ま
で
で
も
四
・
四
時
服
で
あ
る
。
須
山
が

人
里
離
れ
た
村
で
あ
る
と
い
う
印
象
は
否
め
な
い
が
、
ゞ
｝
こ
が

古
く
か
ら
街
道
の
交
差
点
で
あ
る
こ
と
は
今
も
変
わ
り
が
な
い
。

す
な
わ
ち
、
富
士
登
山
道
、
御
殿
場
街
道
、
十
里
木
道
、
駒
門

道
、
印
野
道
な
ど
で
あ
る
（
『
駿
東
郡
須
山
村
誌
』
）
。
人
々
は
、

雑
穀
を
主
と
し
た
畑
作
や
養
蚕
、
林
業
や
炭
焼
き
、
農
閑
余
業

と
し
て
の
竹
行
李
作
り
を
専
ら
の
生
業
と
し
て
き
た
。
し
か
し

須
山
本
村
も
十
里
木
も
、
む
し
ろ
街
道
筋
の
村
と
し
て
、
ま
た

富
士
登
山
道
須
山
口
の
村
と
し
て
生
活
が
成
り
立
っ
て
き
た
と

い
え
る
・

十
里
木
道
あ
る
い
は
十
里
木
街
道
と
呼
ば
れ
る
道
は
、
十
里

木
か
ら
須
山
本
村
に
抜
け
て
印
野
、
御
殿
場
を
通
り
、
足
柄
峠

に
至
る
古
代
の
東
海
道
の
間
道
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
道
は
現
在
で
も
よ
く
使
わ
れ
、
十
里
木
か
ら
西
へ
は
富
士

市
勢
子
辻
を
通
っ
て
愛
麿
山
山
麓
の
北
側
か
ら
西
側
へ
と
た
ど

り
、
富
士
市
吉
原
に
至
る
。
ま
た
、
勢
子
辻
か
ら
愛
鷹
山
を
離

む
ら
や
ま

れ
て
西
へ
と
進
め
ば
、
富
士
宮
市
村
山
を
経
て
同
市
大
宮
へ
と

至
る
。
こ
の
道
は
、
富
士
山
登
山
口
の
う
ち
大
宮
口
（
表
口
）
・

村
山
ロ
・
須
山
口
（
南
口
）
を
つ
な
ぎ
、
さ
ら
に
須
走
口
（
東
口
）

へ
と
至
る
富
士
信
仰
の
道
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
現
在
こ
の
道

は
、
一
九
九
八
年
富
士
市
に
富
士
こ
ど
も
の
国
が
建
設
さ
れ
、

そ
れ
に
と
も
な
っ
て
富
士
山
周
辺
の
娯
楽
施
設
を
結
ぶ
交
通
路

と
し
て
整
備
さ
れ
た
。

富
士
山
登
山
道
に
お
け
る
須
山
口
の
歴
史
に
つ
い
て
は
す
で

に
近
世
で
述
ゞ
へ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
後
の
登
山
道
に
つ
い
て

記
述
し
て
お
く
。
須
山
村
内
の
登
山
道
の
経
路
は
図
表
３
的

に
示
し
た
と
お
り
で
、
一
七
○
七
（
宝
永
四
）
年
の
宝
永
噴
火
に

よ
っ
て
登
山
道
が
ふ
さ
が
り
、
三
二
年
間
中
絶
し
た
後
、
宝
永

火
口
を
避
け
る
登
山
道
を
開
い
て
再
興
し
た
。
こ
の
登
山
道
の

道
筋
に
も
様
々
な
施
設
や
、
神
仏
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
馬
場
は
浅
間
神
社
前
に
立
地
す
る
小
さ
な
集
落
だ
が
、
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こ
こ
に
は
競
馬
を
し
た
馬
場
や
導
者
を
乗
せ
る
馬
の
乗
り
場
な

ど
馬
に
ち
な
ん
だ
地
名
も
多
く
残
る
。
ま
た
、
浅
間
神
社
前
の

浅
間
橋
は
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
三
）
年
に
架
け
ら
れ
た
も
の
で
、

ま
た
さ
わ

そ
れ
ま
で
は
神
社
前
の
又
沢
川
や
用
沢
川
を
渡
渉
し
て
登
山
道

を
た
ど
っ
た
と
い
”
フ
。

し
か
し
、
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
に
は
東
海
道
線
（
現
御

殿
場
線
）
の
御
殿
場
駅
の
開
業
に
よ
っ
て
、
須
山
口
登
山
道
は

し
だ
い
に
廃
れ
て
い
く
。
そ
こ
で
、
一
九
○
八
（
明
治
四
十
一
）

年
に
地
元
の
有
志
が
旧
道
を
修
復
し
、
佐
野
駅
前
（
現
裾
野
駅

前
）
に
「
富
士
山
登
山
南
表
須
山
口
、
佐
野
駅
よ
り
山
頂
へ
七

里
車
馬
の
便
あ
り
」
と
い
う
大
標
識
を
立
て
た
。
「
静
岡
新
報
』

さ
の
は
ら

さ
の
ば
く
え
ん

に
は
沿
道
の
名
所
旧
跡
と
し
て
、
佐
野
原
神
社
・
佐
野
爆
園
・

け
い
が
し
ま
び
ょ
う
ぶ
い
わ
そ
う
ぎ
ほ
う

景
ヶ
島
・
屏
風
岩
・
鈴
木
農
場
・
桃
園
親
王
の
陵
・
宗
祇
法

し
ど
う
が
み

師
・
堂
ヶ
尾
神
社
・
氷
穴
な
ど
を
挙
げ
た
記
事
を
掲
載
し
た

（
『
市
史
』
四
‐
三
七
五
号
）
。
地
元
須
山
で
も
、
「
富
士
山
強
力
」

の
営
業
願
い
が
数
多
く
出
さ
れ
た
と
い
う
。

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
の
『
駿
東
郡
須
山
村
誌
』
に
は
、
須

山
か
ら
一
合
目
ま
で
が
二
里
五
丁
、
一
合
目
か
ら
二
合
目
ま
で

が
一
三
丁
、
二
合
目
か
ら
三
合
目
ま
で
が
三
四
丁
と
あ
り
、
こ

の
三
合
目
で
御
殿
場
口
登
山
道
と
合
流
す
る
と
あ
る
（
実
際
に

は
二
合
八
勺
の
地
点
）
。
そ
の
道
筋
に
は
、
一
合
目
に
胎
内
と
い

う
溶
岩
燧
道
が
あ
っ
て
子
安
明
神
が
ま
つ
ら
れ
、
二
合
目
と
の

間
に
は
役
行
者
が
住
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
火
山
棚
が
あ
る
と
記

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
一
二
（
叫
治
四
十
五
）
年
の
陸
軍

演
習
場
の
接
収
に
よ
っ
て
登
山
道
が
絶
た
れ
、
さ
ら
に
一
九
二

お
た
い
な
い

三
（
大
正
十
二
）
年
の
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
御
胎
内
が
崩
壊
し

て
、
完
全
に
登
山
道
は
廃
絶
し
て
し
ま
っ
た
。

戦
後
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）
年
に
復
興
計
画
が
あ
っ
た

が
、
よ
う
や
く
登
山
歩
道
と
し
て
復
活
し
た
の
は
一
九
九
七
年

の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
登
山
歩
道
も
須
山
浅
間
神
社

か
ら
水
ヶ
塚
ま
で
の
区
間
は
自
衛
隊
演
習
場
を
避
け
て
、
噴
火

前
の
登
山
道
を
お
お
よ
そ
た
ど
る
道
筋
が
選
ば
れ
た
。
登
山
歩

ご
て
ん
に
わ

道
は
水
ヶ
塚
か
ら
御
殿
庭
を
通
り
、
宝
永
火
口
の
西
側
火
口
壁

を
抜
け
て
富
士
宮
口
登
山
道
新
六
合
に
合
流
す
る
。
ま
た
、
一
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九
九
九
年
に
は
下
山
歩
道
と
し
て
、
御
殿
場
口
登
山
道
二
合
八

ま
く
い
わ

勺
か
ら
ニ
ッ
塚
（
二
子
山
）
西
側
を
通
り
、
幕
岩
、
御
胎
内
と
め

ぐ
っ
て
水
ヶ
塚
へ
と
出
る
噴
火
後
の
登
山
道
を
た
ど
る
道
が
開

か
れ
た
。
な
お
、
須
山
か
ら
水
ヶ
塚
ま
で
の
道
筋
は
か
つ
て
の

写真3－68須山浅間神社の祭り

水
ヶ
塚
水
源
の
ト
ョ
ミ
チ
（
樋
道
）
を
お
お
む
ね
た
ど
る
も
の
で
、

登
山
道
が
水
脈
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
く
様
子
が
し
の
ば
れ
る
。

須
山
浅
間
神
社
富
士
山
登
山
道
須
山
口
が
早
く
か
ら
開
か

と
そ
の
祭
り
れ
た
と
い
わ
れ
る
の
は
、
こ
こ
に
浅
間
神

社
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
導
者
（
登
山
者
）
は
、
浅

間
神
社
に
参
拝
し
て
か
ら
富
士
登
山
を
す
る
の
が
習
わ
し
で
あ

こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

っ
た
。
「
神
社
明
細
帳
」
に
よ
れ
ば
木
花
開
耶
姫
命
を
祭
神
と

あ
ま
つ
ひ
こ
ほ
に
に
ぎ
の
み
こ
と
あ
ま
つ
ひ
こ
ほ
ほ
で
み
の
み
こ
と

し
、
相
殿
に
は
天
津
彦
火
瓊
々
杵
命
、
天
津
彦
火
々
出
見
命
、

お
お
や
ま
つ
み
の
か
み
あ
ま
く
ま
う
し
の
み
こ
と

大
川
津
見
命
、
天
熊
大
人
命
を
ま
つ
る
と
あ
る
。
ま
た
『
須
山

村
郷
土
誌
』
に
は
、
創
立
年
月
は
不
詳
で
あ
る
が
「
富
士
山
南

口
ノ
下
宮
」
で
あ
り
、
一
五
二
四
（
大
永
四
）
年
再
建
の
棟
札
が

あ
る
と
し
て
い
る
。
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
郷
社
と
な
り
、

境
内
神
社
は
八
幡
神
社
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
市
立
富
士
山

資
料
館
に
は
大
永
年
間
の
棟
札
の
ほ
か
、
一
六
二
（
慶
長
十

六
）
年
の
棟
札
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
近
世
を
通
じ
て
神
主
一

人
、
御
師
一
二
人
（
う
ち
祝
一
人
）
が
お
り
、
名
主
を
は
じ
め
主

な
る
百
姓
が
そ
の
職
に
あ
た
り
、
浅
間
神
社
の
神
事
の
主
宰
の
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ほ
か
富
士
信
仰
の
布
教
活
動
や
富
士
登
山
の
先
達
（
案
内
役
）
と

し
て
の
役
割
を
に
な
っ
て
い
た
（
図
表
３
‐
的
）
。
祭
り
は
、
古

く
は
四
月
初
申
日
、
六
月
朔
日
、
十
一
月
初
申
日
に
行
わ
れ
て

い
た
が
、
現
在
は
四
月
十
七
日
前
の
日
曜
日
と
十
一
月
二
十
三

日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
現
在
、
本
殿
の
西
側
に
あ
る
相
殿
に
は
、

八
坂
大
神
・
八
幡
大
神
・
愛
謄
大
神
・
子
安
大
神
・
萢
瘡
守
護

神
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
神
社
明
細
帳
」
に
第
六

天
神
社
（
新
井
）
・
愛
鷹
神
社
（
堂
ヶ
尾
）
・
穂
見
神
社
（
大
野
）
・

お
ろ
く
ぼ

山
神
社
（
オ
ロ
窪
）
・
八
幡
神
社
（
十
里
木
）
の
各
神
社
が
、
一
九

一
六
（
大
正
五
）
年
に
相
殿
に
合
祀
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

祭
り
は
、
一
区
↓
三
区
↓
二
区
の
順
に
一
年
ご
と
の
輪
番
で

祭
祀
当
番
を
つ
と
め
て
い
る
。
四
区
は
氏
子
で
あ
る
が
、
区
長

と
氏
子
総
代
の
み
が
祭
り
に
同
席
す
る
。
祭
典
委
員
長
は
当
番

区
の
区
長
が
務
め
、
各
役
員
が
そ
の
補
佐
を
す
る
。
四
月
十
七

日
は
春
祭
り
で
、
前
日
の
十
六
日
に
は
宵
祭
り
が
行
わ
れ
、
山

車
が
当
番
区
の
み
を
巡
行
す
る
。
十
七
日
に
は
浅
間
神
社
で
の

神
事
に
引
き
続
き
神
輿
が
当
番
区
を
渡
御
し
、
お
嚥
子
が
神
輿

に
供
奉
す
る
。
二
区
の
当
番
の
時
に
は
田
向
嚥
子
、
一
・
三
区

の
当
番
の
時
に
は
須
山
難
子
が
太
鼓
な
ど
を
手
車
に
乗
せ
て
付

き
従
う
。

神
輿
の
お
旅
所
は
当
番
区
の
役
員
の
家
で
、
区
長
・
副
区

長
・
須
山
振
興
会
役
員
・
消
防
隊
長
・
火
防
隊
長
・
東
富
士
演

習
場
対
策
委
員
長
・
氏
子
総
代
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
が
、
奇

数
か
所
に
神
輿
が
寄
る
よ
う
調
整
す
る
。
氏
子
総
代
の
家
が
最

後
の
お
旅
所
と
な
り
、
こ
ゞ
）
で
昼
食
を
と
る
た
め
大
振
る
舞
い

が
あ
る
。
氏
子
総
代
と
な
っ
て
神
輿
渡
御
を
迎
え
る
こ
と
は
、

一
生
に
一
度
の
名
誉
な
こ
と
と
さ
れ
る
。
お
旅
所
で
は
、
神
輿

を
安
置
す
る
庭
先
を
清
め
、
祭
場
に
は
盛
り
砂
を
し
て
四
方
に

竹
を
立
て
注
連
縄
を
張
り
巡
ら
し
て
お
く
。
神
輿
は
屋
敷
に
入

る
と
庭
先
で
練
り
、
盛
り
砂
を
平
ら
に
し
て
か
ら
そ
の
上
に
鎮

座
す
る
。
こ
こ
で
神
主
に
よ
る
神
事
が
行
わ
れ
、
お
旅
所
の
当

主
夫
婦
、
息
子
夫
婦
、
家
族
な
ど
が
参
拝
す
る
。
簡
単
な
饗
応

の
後
、
お
嗽
子
が
嚇
し
、
そ
れ
を
合
図
に
次
の
お
旅
所
へ
と
出
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発
す
る
。
最
後
に
巡
行
を
終
え
て
神
社
に
戻
る
と
、
還
御
の
神

事
が
行
わ
れ
る
。

山
車
は
、
か
つ
て
の
上
村
の
一
・
三
区
で
一
台
、
田
向
で
一

台
を
所
有
し
て
い
た
が
、
上
村
の
古
い
山
車
は
市
立
富
士
山
資

料
館
に
保
管
さ
れ
、
現
在
は
祭
り
専
用
の
ト
ラ
ッ
ク
で
代
用
し

て
い
る
。
ま
た
田
向
の
山
車
は
春
と
秋
の
二
度
曳
き
回
さ
れ
、

春
に
は
桜
の
花
の
枝
を
、
秋
に
は
紅
葉
の
枝
を
屋
根
に
さ
し
て

飾
る
。

い
わ
な
み
に
ほ
ん
ま
つ

卿
子
は
、
市
内
で
も
こ
こ
須
山
と
岩
波
、
二
本
松
、
御
宿
の

さ
か
う
え

坂
上
区
に
残
っ
て
い
る
の
み
で
、
貴
重
な
民
俗
芸
能
と
な
っ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
中
絶
し
て
い
た
が
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
十

八
）
年
に
田
向
は
や
し
保
存
会
が
、
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年

に
須
山
は
や
し
保
存
会
が
結
成
さ
れ
た
。
山
車
の
灘
子
を
シ
ャ

ギ
リ
（
車
切
）
と
い
い
、
神
輿
渡
御
の
巡
行
中
に
嚇
す
の
は
ハ
ャ

、
ン
（
照
子
）
と
い
う
。
須
山
と
田
向
で
は
調
べ
が
異
な
る
と
い
う

が
、
演
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
須
山
嗽
子
は
、
シ
ャ
ギ
リ

が
シ
ョ
ウ
デ
ン
・
ミ
ヤ
シ
ョ
ウ
デ
ン
・
ガ
ク
・
ニ
ク
ズ
シ
・
サ
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ン
ク
ズ
シ
・
シ
ッ
チ
ョ
マ
イ
・
ハ
ャ
ワ
タ
リ
で
、
神
輿
渡
御
の

ハ
ヤ
シ
が
カ
ゴ
マ
ル
・
マ
ツ
寺
ハ
ヤ
、
〉
・
ミ
チ
寺
ハ
ヤ
シ
・
ナ
カ
ミ

セ
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
田
向
嗽
子
は
、
シ
ャ
ギ
リ
が
イ
サ
ミ
・

シ
ョ
ウ
デ
ン
・
カ
マ
ク
ラ
シ
ョ
ウ
デ
ン
・
サ
ン
ク
ズ
シ
・
ニ
ク

ズ
シ
・
ヤ
タ
イ
ク
ズ
シ
・
シ
ッ
チ
ョ
メ
で
、
神
輿
渡
御
の
ハ
ャ

シ
が
カ
ゴ
マ
ル
・
マ
ッ
バ
ャ
シ
・
ギ
オ
ン
な
ど
で
あ
る
。
楽
器

は
、
キ
ン
ド
ウ
（
小
太
鼓
）
・
オ
ケ
ド
ウ
（
桶
胴
）
・
オ
オ
ド
ウ
（
大

太
鼓
）
・
ツ
ヅ
ミ
（
鼓
）
・
笛
・
鉦
。
か
つ
て
神
輿
渡
御
の
折
に

は
手
車
は
な
く
、
太
鼓
を
持
っ
て
歩
い
た
と
い
う
。
ま
た
お
旅

所
で
は
シ
ャ
ギ
リ
の
何
曲
か
が
奏
さ
れ
、
と
く
に
オ
オ
ド
ウ
の

入
る
シ
ャ
ギ
リ
は
区
長
や
氏
子
総
代
宅
で
特
別
に
行
わ
れ
る
。

そ
の
ほ
か
の
須
山
で
ま
つ
ら
れ
る
神
社
の
中
で
も
、
カ
ギ

神
社
と
寺
ト
リ
（
鍵
取
り
）
と
呼
ば
れ
る
家
が
管
理
を
し

て
い
る
神
社
は
、
か
っ
て
そ
の
家
の
屋
敷
神
で
あ
っ
た
も
の
を

地
域
で
ま
つ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
六
八
六

（
貞
享
三
）
年
の
須
山
村
指
出
帳
に
よ
れ
ば
、
村
内
に
天
嶽
寺
・

浅
間
・
十
二
社
権
現
の
ほ
か
辻
堂
一
軒
、
宮
九
社
が
あ
り
、
そ

の
内
訳
は
富
士
山
室
丹
生
大
明
神
・
金
山
権
現
・
大
六
天
・
神

明
・
子
ノ
神
・
山
ノ
神
・
八
幡
（
十
里
木
新
田
）
・
水
神
（
同
）
・

山
神
（
同
）
・
愛
鷹
大
明
神
（
同
）
と
な
っ
て
い
る
（
『
市
史
」
三
‐

四
五
号
）
。
現
在
の
神
社
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ

る
が
、
不
明
な
も
の
も
い
く
つ
か
あ
る
。
下
っ
て
『
駿
東
郡
須

山
村
誌
』
に
よ
る
と
、
神
明
社
（
淵
）
・
十
二
社
（
田
向
）
・
大
六

天
社
（
新
井
）
・
愛
鷹
神
社
（
堂
ヶ
尾
）
・
山
神
社
（
新
井
）
・
穂
見

神
社
（
大
野
原
）
・
八
幡
社
（
十
里
木
）
・
祖
霊
社
（
津
土
井
）
・
丹

生
神
社
（
富
士
山
一
合
目
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
中
で
丹
生
神
社
の
み
が
不
明
で
あ
る
が
、
近
世
に
刷
ら

れ
た
と
推
定
さ
れ
る
「
冨
士
山
須
山
口
略
絵
図
」
に
は
、
一
合

目
に
御
胎
内
と
と
も
に
丹
生
明
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て
い
る
社

が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
子
ノ
神
は
現
在
十
里
木
で
ま
つ
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
古
く
か
ら
富
士
登
山
道
に
関
わ
り
の
深
い

神
で
、
十
里
木
の
家
々
で
持
ち
回
る
掛
け
軸
に
は
、
大
黒
天
と

ね
ず
み
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
須
山
口
中
宮
の
銘

が
あ
り
、
御
師
の
一
人
で
あ
る
土
屋
平
太
夫
が
発
行
し
た
も
の
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で
あ
る
ｃ

須
山
で
は
、
浅
間
神
社
と
い
う
地
区
全
体
で
ま
つ
る
神
社
が

あ
る
ほ
か
に
、
各
字
（
郷
）
な
ど
で
ま
つ
る
神
社
が
い
く
つ
か
あ

る
。
金
山
神
社
は
久
保
で
、
十
二
社
神
社
（
権
現
さ
ん
）
は
田
向

で
、
神
明
神
社
は
淵
で
、
第
六
天
神
社
は
新
井
と
原
で
、
八
幡

神
社
は
十
里
木
で
そ
れ
ぞ
れ
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
〉
）
れ
ら
の

神
々
は
氏
神
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、
全
戸
で
ま
つ
る
浅
間

神
社
と
と
も
に
重
層
的
に
氏
神
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

氏
神
と
は
言
い
難
い
が
、
各
字
（
郷
）
で
ま
つ
る
神
と
し
て
久
保

で
は
御
岳
神
社
と
水
神
を
、
馬
場
で
は
秋
葉
神
社
・
水
神
・
稲

荷
神
社
を
、
津
土
井
で
は
秋
葉
神
社
を
、
田
向
で
は
八
坂
神
社

を
、
新
井
と
原
で
山
神
社
（
オ
ロ
窪
）
を
、
十
里
木
で
は
八
幡
宮

の
ほ
か
山
の
神
と
子
神
社
を
ま
つ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
さ
ら
に

田
向
の
各
組
で
は
坂
上
で
山
之
神
社
を
、
中
村
で
金
毘
羅
宮
を
、

下
村
で
水
神
を
ま
つ
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
須
山
全
体
で
ま
つ
る
神
社
と
し
て
は
、
祖
霊
社
・

鎮
霊
神
社
・
風
ノ
神
・
山
ノ
神
（
大
沢
入
）
・
愛
縢
神
社
（
堂
ヶ

尾
）
・
穂
見
神
社
（
高
尾
さ
ん
）
・
蚕
影
神
社
な
ど
が
あ
る
。
祖
霊

社
は
天
岳
寺
と
い
う
寺
跡
に
ま
つ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

鎮
霊
神
社
は
太
平
洋
戦
争
の
戦
没
者
を
ま
つ
る
た
め
に
創
建
さ

れ
、
風
ノ
神
は
愛
鷹
山
中
の
田
向
林
道
終
点
に
ま
つ
ら
れ
て
い

る
。
大
沢
入
の
山
ノ
神
と
堂
ヶ
尾
の
愛
鷹
神
社
は
、
い
ず
れ
も

百
十
三
戸
共
有
で
十
二
月
十
七
日
に
ま
つ
る
。
蚕
影
神
社
は
穂

見
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
が
、
蚕
影
神
社
の
祭
日
は
五
月
五

日
、
穂
見
神
社
（
高
尾
さ
ん
）
は
十
一
月
三
十
日
の
晩
か
ら
十
二

月
一
日
に
か
け
て
の
祭
り
で
あ
る
。
も
と
は
隣
接
し
て
い
る
演

習
場
内
に
あ
る
石
神
に
ま
つ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
接
収
さ
れ

た
際
に
現
在
地
に
移
転
し
た
。
な
お
石
神
は
、
印
野
道
の
峠
に

あ
っ
て
通
過
す
る
と
き
に
石
を
ぶ
つ
け
る
と
願
い
が
叶
う
と
い

い
、
無
数
の
石
が
散
乱
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

須
山
の
寺
は
、
晴
（
青
）
雲
山
天
岳
寺
で
浄
土
宗
芝
増
上
寺
の

末
寺
。
開
創
年
月
は
不
詳
だ
が
、
一
六
三
二
（
寛
永
九
）
年
に
高

誉
上
人
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、
一
七
九
三
（
寛
政
五
）
年
に
一
○

世
常
誉
上
人
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
と
い
う
（
「
寺
院
明
細
帳
」
）
。

庁介T
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そ
の
後
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
に
一
村
が
神
道
に
転
じ
て
天

岳
寺
は
無
檀
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）

年
に
今
里
の
浄
土
院
に
合
併
し
て
廃
寺
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

一
九
○
二
（
明
治
三
十
五
）
年
に
本
堂
が
火
災
で
焼
失
し
、
現
在

写真3－70現在の観音堂と旧登山道

の
観
音
堂
に
難
を
逃
れ
た
仏
像
な
ど
が
安
置
さ
れ
て
い
る
と
い

う
（
『
須
山
村
郷
土
誌
』
）
。

観
音
堂
は
現
在
新
井
に
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
も
と
薬
師
堂
が

あ
り
、
観
音
堂
は
久
保
の
宝
永
噴
火
後
に
開
か
れ
た
富
士
登
山

道
沿
い
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
明
治
以
降
に
、
薬
師
堂
に
観

音
堂
を
遷
し
て
仏
像
を
と
も
に
ま
つ
っ
た
。
富
士
登
山
に
向
か

う
導
者
が
乗
馬
し
た
ま
ま
観
音
堂
の
前
を
通
過
し
よ
う
と
す
る

と
馬
か
ら
放
り
出
さ
れ
る
と
い
わ
れ
、
必
ず
下
馬
し
て
通
っ
た

と
い
う
。
縁
日
は
旧
暦
八
月
七
日
だ
が
、
後
に
一
月
遅
れ
の
九

月
七
日
と
な
っ
た
。
富
士
峰
修
行
を
終
え
た
村
山
（
富
士
宮
市
）

き
た
ば
た
ひ
と
す
ぎ

の
法
印
が
、
印
野
・
北
畑
・
仁
杉
（
以
上
御
殿
場
市
）
を
経
て
八

月
六
日
に
須
山
に
や
っ
て
く
る
。
法
印
一
行
は
観
音
堂
で
二
泊

し
、
そ
の
間
に
堂
ヶ
尾
で
護
摩
焚
き
を
し
、
強
飯
の
握
り
飯
を

放
り
あ
げ
る
な
ど
の
行
を
す
る
。
七
日
に
観
音
堂
前
で
護
摩
祈

祷
が
行
わ
れ
て
青
年
が
護
摩
札
を
配
り
、
そ
の
晩
に
は
青
年
の

主
催
で
護
摩
相
撲
が
奉
納
さ
れ
た
。
現
在
、
観
音
堂
で
は
毎
月

十
八
日
に
念
仏
講
の
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
月
並
の
観
音
講
が
、
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旧
暦
正
月
十
八
日
に
毘
沙
門
天
、
三
月
五
日
に
子
安
観
音
、
三

月
十
八
日
に
観
音
、
三
月
二
十
一
日
に
弘
法
大
師
、
四
月
八
日

に
釈
迦
如
来
、
七
月
二
十
六
日
に
盆
施
餓
鬼
、
旧
暦
七
月
二
十

四
日
に
観
音
の
祭
り
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
て
い
る
。

上
村
の
観
音
堂
に
対
し
て
、
田
向
に
は
地
蔵
堂
が
あ
る
。
毎

月
十
五
日
が
地
蔵
の
念
仏
誌
で
、
一
番
茶
前
に
大
念
仏
識
が
、

旧
暦
六
月
二
十
四
日
に
地
蔵
の
祭
り
が
行
わ
れ
る
。
な
お
、
年

間
行
事
は
上
村
と
田
向
の
念
仏
講
中
が
と
も
に
行
う
た
め
、
上

村
の
観
音
堂
と
田
向
の
地
蔵
堂
を
行
事
の
度
に
行
き
来
す
る
こ

と
に
な
る
。

お
も
な
行
須
山
の
行
事
は
、
子
ど
も
中
心
に
行
わ
れ
る
も

事
と
祭
り
の
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
お
も
な
も
の
に
は
、

酷
小
正
月
（
若
正
月
）
の
サ
イ
ト
ャ
キ
、
天
神
講
、
子
ど
も
相
撲
な

上と会
ど
が
あ
る
。

社域
サ
イ
ト
ャ
キ
は
、
久
保
・
馬
場
（
合
同
）
、
津
土
井
、
坂
上
、

地節
中
村
・
下
村
（
合
同
）
、
淵
、
原
、
十
里
木
で
は
一
月
十
四
日
夕

３第
方
、
新
井
で
は
十
五
日
朝
に
行
う
。
サ
イ
ト
ャ
キ
は
、
道
祖
神

を
ま
つ
る
辻
や
広
場
、
川
原
な
ど
に
ゴ
シ
ン
ボ
ク
と
呼
ば
れ
る

心
柱
の
竹
を
立
て
、
そ
の
周
り
に
杉
葉
や
正
月
の
お
飾
り
、
古

い
ダ
ル
マ
や
人
形
な
ど
を
積
み
重
ね
る
。
こ
れ
ら
の
準
備
は
、

か
つ
て
は
子
ど
も
や
青
年
た
ち
だ
け
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現

在
で
は
年
輩
の
男
性
の
指
導
で
子
供
会
の
世
話
人
な
ど
が
中
心

に
な
っ
て
行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
一
週
間
以
上
前
か
ら

道
祖
神
前
に
小
屋
が
け
を
し
て
、
他
の
ム
ラ
の
ゴ
シ
ン
ボ
ク
を

奪
い
合
っ
た
の
は
一
九
六
○
年
頃
ま
で
で
あ
る
。
お
飾
り
を
燃

し
て
ゴ
シ
ン
ポ
ク
が
倒
れ
る
と
、
団
子
を
焼
い
て
サ
ィ
ト
ャ
キ

は
終
わ
る
。
こ
の
後
、
中
学
生
を
オ
ャ
ヵ
タ
（
親
方
）
に
「
道
祖

神
」
と
刷
ら
れ
た
お
札
を
竹
串
に
は
さ
ん
で
各
戸
に
配
り
歩
く
。

声
｝
の
と
き
に
い
た
だ
い
た
ご
祝
儀
は
、
天
神
講
の
資
金
に
す
る

（
『
須
山
の
民
俗
』
）
。

天
神
講
は
も
と
は
二
月
初
午
の
行
事
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

三
月
中
旬
に
各
区
の
子
供
会
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
。
田
向
で

は
、
幼
稚
園
児
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

す
る
が
、
新
年
度
に
入
園
す
る
四
歳
児
た
ち
も
招
待
す
る
。
ま
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ず
、
天
神
を
屋
敷
神
と
し
て
ま
つ
る
手
綱
拓
史
家
・
土
屋
公
介

家
（
転
出
）
・
土
屋
明
正
家
の
家
々
を
、
子
ど
も
た
ち
が
三
組
に

分
か
れ
順
に
回
っ
て
参
拝
す
る
。
こ
の
と
き
、
頭
で
あ
る
中
学

男
子
の
先
導
で
「
東
風
吹
か
ば
匂
い
お
こ
せ
よ
梅
の
花
主
な

三一

写真3-71 田向の天神識

き
と
て
春
を
忘
る
な
」
と
全
員
で
歌
を
詠
み
、
｜
人
ず
つ
「
ナ

ム
天
神
」
と
一
拝
し
た
後
、
供
物
と
し
て
供
え
た
赤
飯
を
祠
の

前
で
全
員
が
一
口
ず
つ
い
た
だ
く
。
こ
の
後
、
集
会
所
で
余
興

を
し
て
か
ら
会
食
を
す
る
。
こ
れ
ら
の
準
備
か
ら
行
事
の
進
行

ま
で
の
す
、
へ
て
を
、
中
学
卒
業
の
三
年
生
の
男
女
が
頭
と
な
っ

て
主
催
し
、
世
話
人
で
あ
る
大
人
た
ち
は
そ
の
補
佐
を
す
る
。

中
学
生
の
女
子
は
食
事
作
り
、
男
子
が
神
事
と
余
興
の
主
催
、

と
役
割
分
担
が
さ
れ
る
。
な
お
、
｜
区
と
三
区
も
同
様
に
行
わ

れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
子
供
会
の
役
員
が
お
も
に
指
導
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
一
区
と
三
区
で
は
、
淵
の
菅
沼
富
士
夫

家
の
屋
敷
神
で
あ
る
天
神
に
そ
れ
ぞ
れ
参
拝
し
て
い
る
。

市
域
全
体
で
も
言
え
る
こ
と
だ
が
、
須
山
も
祭
り
の
奉
納
相

撲
が
多
い
士
地
柄
で
あ
る
。
現
在
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
子
ど

も
相
撲
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
か
つ
て
は
青
年
が
主
催
す

る
相
撲
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
旧
暦
六
月
十
五
日
に
田
向
の
八
坂

神
社
、
旧
暦
六
月
二
十
四
日
に
田
向
の
地
蔵
堂
、
七
月
二
十
五

日
に
祖
霊
社
（
盆
相
撲
）
、
八
月
一
日
に
津
土
井
の
秋
葉
神
社
、

764



第3節地域社会と生椚

八
月
第
一
日
曜
に
新
井
の
第
六
天
神
社
、
九
月
七
日
に
観
音
堂

（
護
摩
相
撲
）
で
行
わ
れ
て
い
た
。
須
山
以
外
の
印
野
や
下
和
田

か
ら
も
、
素
人
相
撲
の
力
士
が
集
ま
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。
現

在
は
、
田
向
の
八
坂
神
社
と
地
蔵
堂
、
津
土
井
の
秋
葉
神
社
、

写真3－72頼朝の井戸

新
井
の
第
六
天
神
社
で
子
ど
も
相
撲
が
行
わ
れ
て
い
る
。

み
な
も
と
の
よ
り
と
も

頼
朝
伝
説
と
須
山
に
は
、
源
頼
朝
が
富
士
の
裾
野
で
巻

餅
無
し
正
月
狩
を
し
た
と
き
の
伝
説
が
い
く
つ
か
残
さ
れ

て
い
る
。
地
名
で
は
十
里
木
の
頼
朝
井
戸
、
御
本
陣
や
米
と
ぎ

ご
し
き
づ
か

場
（
弁
当
場
）
、
五
色
塚
・
腰
切
塚
な
ど
の
塚
名
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
頼
朝
の
馬
の
手
綱
を
引
い
た
と
こ
と
か
ら
「
手
綱
」
と

い
う
姓
を
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
手
綱
家
、
茶
を
も
て
な
し
た
と

い
う
田
向
の
根
上
家
な
ど
家
に
ま
つ
わ
る
伝
承
も
あ
る
。

頼
朝
の
富
士
の
巻
狩
は
、
一
一
九
三
（
建
久
四
）
年
五
月
八
日

に
、
裾
野
市
域
を
含
む
富
士
山
山
麓
で
大
規
模
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
と
き
に
本
陣
を
張
っ
た
の
が
御
本
陣
で
、
現
在
は
五
本
地

と
い
う
地
名
で
残
る
。
ま
た
米
を
と
い
だ
の
が
米
と
ぎ
場
と
い

わ
れ
、
水
源
地
の
一
つ
で
あ
る
弁
当
場
を
さ
す
と
い
わ
れ
て
い

る
。
巻
狩
で
は
五
色
の
幡
を
立
て
た
が
、
そ
れ
が
白
塚
・
青

塚
・
浅
黄
塚
・
赤
塚
・
黒
塚
で
頼
朝
の
五
色
塚
と
い
い
、
白
塚

は
現
在
の
平
塚
に
、
青
塚
は
罐
子
山
に
相
当
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
腰
切
塚
は
、
頼
朝
の
本
陣
を
一
三
に
置
い
た
が
、
勢
子
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と
こ
ろ
で
、
十
里
木
で
は
新
暦
の
正
月
に
は
餅
を
つ
か
な
い

と
言
い
伝
え
る
。
も
し
餅
を
つ
け
ば
餅
が
赤
く
な
る
、
つ
い
た

家
が
火
事
に
な
る
と
い
わ
れ
る
。
幕
末
に
江
戸
か
ら
逃
げ
て
き

た
侍
三
人
が
、
餅
つ
き
の
最
中
に
首
を
は
ね
ら
れ
て
討
た
れ
餅

が
汚
れ
た
の
で
、
そ
れ
以
来
新
暦
の
正
月
に
は
餅
を
つ
か
な
く

な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
新
暦
の
正
月
に
は
団
子
を
供
え
、

小
正
月
に
餅
を
供
え
る
。
正
月
に
餅
を
つ
か
な
い
と
い
う
話
は
、

か
つ
ま
た

か
ざ
き

御
殿
場
市
印
野
の
勝
間
田
一
族
や
富
士
市
桑
崎
で
も
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
な
お
天
岳
寺
跡
の
旧
墓
地
に
は
、
こ
の
と
き
首
を
は

に
追
わ
れ
た
獣
た
ち
が
登
っ
て
》
｝
な
い
よ
う
に
塚
の
周
り
に
堀

を
切
っ
た
と
伝
え
る
塚
で
あ
る
。
ま
た
十
里
木
の
頼
朝
井
戸
は
、

十
里
木
の
集
落
の
飲
料
水
と
し
て
長
く
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、

頼
朝
が
の
ど
を
潤
す
た
め
に
盃
で
何
杯
も
飲
ん
だ
湧
き
水
だ
と

伝
え
る
。
そ
の
と
き
に
沈
め
た
盃
が
、
富
士
山
の
噴
火
の
前
に

浮
か
ぶ
と
い
う
予
兆
伝
承
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
田
向
に
は
、
巻

狩
の
折
に
亡
く
な
っ
た
武
士
を
ま
つ
っ
た
と
さ
れ
る
石
が
芝
畑

に
残
る
。

ね
ら
れ
た
武
士
を
ま
つ
る
「
殉
難
三
士
之
墓
」
と
刻
ま
れ
た
供

養
塔
が
残
っ
て
い
る
。

参
考
文
献

『
須
山
の
民
俗
ｌ
裾
野
市
ｌ
』
静
岡
県
教
育
委
員
会
文
化
課
県
史

編
さ
ん
室
一
九
九
二
年
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図表3－71 下和田の位置
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､

、

’

和

田

し
も
わ
だ

下
和
田
に
は
、
七
軒
百
姓
と
い
う
草
分
け

七
軒
百
姓
の
村

的
な
特
定
の
家
の
伝
承
が
あ
る
。
そ
の
七

軒
の
苗
字
は
、
杉
本
姓
三
・
杉
山
姓
二
・
真
田
姓
二
で
あ
る
。

下
和
田
で
は
、
ゞ
）
れ
ら
の
家
之
を
初
代
の
先
祖
と
し
て
分
家
し

た
の
だ
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

あ
し
た
か

ふ
じ

集
落
は
愛
薦
山
麓
の
谷
間
に
展
開
し
て
お
り
、
県
道
富
士
・

裾
野
線
か
ら
は
そ
の
全
容
は
望
め
な
い
。
市
域
で
も
っ
と
も
高

す
や
ま

地
の
集
落
で
あ
る
須
山
よ
り
も
南
に
あ
り
な
が
ら
、
夏
で
も
涼

し
さ
を
感
じ
る
気
候
で
あ
る
。
厳
し
い
立
地
条
件
に
あ
っ
て
、

村
が
結
束
し
て
生
活
を
営
ん
で
き
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

下
和
田
は
裾
野
市
の
北
西
部
に
位
置
し
、
愛
朧
山

位
置
い
は
い
だ
け

の
主
峰
海
抜
一
四
五
七
・
四
減
の
位
牌
岳
を
西
端

と
し
、
東
側
は
富
士
山
麓
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
東
西
約
六
・

八
階
授
南
北
約
二
・
八
時
服
の
広
さ
が
あ
り
、
北
は
須
山
、
東

お
お
の
は
ら

ご
て
ん
ぱ

い
ま
ざ
と

は
大
野
原
を
隔
て
て
御
殿
場
市
、
南
は
今
里
、
西
は
位
牌
岳
山

房/勺弓

イ、イ



第16章下和田

な
が
い
ず
み

頂
部
の
稜
線
を
境
と
し
て
富
士
市
、
長
泉
町
と
接
し
て
い
る
。

さ
の

地
形
と
土
愛
鷹
山
の
山
麓
側
に
は
、
佐
野
川
の
支
流
の
下

地
利
用
和
田
川
に
沿
っ
て
、
奥
行
き
一
・
六
時
腸
、
入
口

部
の
幅
三
五
腕
の
狭
長
な
入
谷
が
あ
り
、
そ
の
入
口
部
と
佐
野

川
に
沿
っ
た
平
坦
地
に
下
和
田
の
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

お
お
ご
や
ま

さ
ら
に
そ
の
北
約
五
○
○
崎
の
愛
鷹
山
麓
裾
部
に
、
大
胡
山
の

小
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
集
落
の
ま
わ
り
に
は
、
わ
ず
か

な
畑
地
が
散
在
し
て
い
る
。
近
年
、
〉
｝
の
集
落
の
南
側
、
愛
麿

山
麓
に
大
規
模
な
住
宅
地
造
成
が
行
わ
れ
、
愛
麿
山
地
の
一
山

よ
び
こ

頂
名
を
と
っ
て
呼
子
一
一
ユ
ー
タ
ウ
ン
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。

愛
麿
山
地
に
は
、
位
牌
岳
の
東
直
下
を
源
流
と
す
る
下
和
田

川
と
そ
の
支
流
に
よ
っ
て
樹
枝
状
に
刻
ま
れ
た
谷
が
形
成
さ
れ
、

そ
の
尾
根
は
急
峻
で
険
し
い
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
大
部
分
は

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
で
あ
る
が
、
海
抜
七
○
○
脚
付
近
か

ら
山
頂
に
か
け
て
は
、
ブ
ナ
を
主
木
と
す
る
落
葉
広
葉
樹
林
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
下
和
田
川
の
源
流
部
の
左
岸
に
は
、
沢

筋
か
ら
山
腹
に
か
け
て
樹
齢
約
一
○
○
年
か
ら
四
○
○
年
と
い

わ
れ
る
天
然
杉
の
巨
木
が
林
立
し
て
い
る
。
そ
の
広
さ
は
四
・

ぬ
ま
づ

七
脆
夕
に
も
及
び
、
学
術
参
考
保
護
林
と
し
て
沼
津
営
林
署
が

管
理
し
て
い
る
（
朝
日
新
聞
静
岡
支
局
編
『
静
岡
の
自
然
百
選
』
）
。

ち
ょ
う
し
ぐ
ち

ま
た
佐
野
川
の
浅
間
神
社
境
内
奥
に
は
、
銚
子
ロ
と
呼
ば
れ
る

と
み
お
か

高
さ
四
○
尺
（
約
一
二
腕
）
の
滝
が
あ
り
、
富
岡
村
三
大
爆
布
の

一
つ
と
い
わ
れ
て
い
た
（
『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』
）
。

東
の
富
士
山
麓
地
帯
に
は
、
下
和
田
集
落
の
南
で
佐
野
川
か

よ
う
さ
わ

ら
分
か
れ
た
用
沢
川
が
、
山
麓
を
浸
食
し
て
渓
谷
を
な
し
て
い

る
。
》
｝
の
地
区
一
帯
は
南
東
に
向
か
っ
て
傾
斜
し
た
起
伏
の
あ

る
地
形
を
し
て
お
り
、
火
山
砂
礫
に
厚
く
覆
わ
れ
て
、
表
土
に

は
黒
色
の
腐
植
士
が
堆
積
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
平
坦
面

は
開
墾
さ
れ
て
畑
地
と
な
り
、
そ
の
他
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植

林
地
と
雑
木
林
が
混
在
し
て
い
る
。

下
和
田
は
、
海
抜
三
五
○
’
四
○
○
脚
付
近
に
展

集
落

開
す
る
、
市
域
で
は
須
山
に
次
ぐ
高
所
の
集
落
で

あ
る
。
ま
た
愛
麿
山
地
の
入
谷
に
位
置
し
、
下
和
田
川
・
佐
野

川
・
用
沢
川
の
三
川
に
挟
ま
れ
た
窪
地
に
あ
る
．
ゞ
｝
の
よ
う
な
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地
形
の
こ
と
を
、
市
域
で
は
ホ
ラ
（
洞
）
と
称
し
て
い
る
が
、
愛

鷹
山
の
し
ぼ
り
水
を
水
源
と
し
て
発
達
し
た
集
落
で
あ
る
と
い

え
る
。
高
所
で
あ
る
上
に
洞
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
寒
冷
な
気
候

で
あ
り
、
霧
が
発
生
し
や
す
く
須
山
よ
り
も
濃
霧
で
あ
る
。
冬

雷
識
黙
轆Ｉ

ｆ

隷
聯
認紅が

一
鶴
嫉

》
Ｐ
傍
〃

一
一
、
癖
！
、
騨錐

淵

識
一
》

写真3 73呼子ニュータウン

に
は
雪
が
降
る
こ
と
も
多
く
、
一
九
四
○
（
昭
和
十
五
）
年
ま
で

正
月
を
旧
暦
で
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
旧
正
月
の
時
期
が
最
も

寒
く
雪
も
降
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
山
稼
ぎ
を
し
て
正
月
を
迎

え
る
の
で
あ
る
（
杉
山
伴
作
「
覚
書
」
）
。

ま
た
火
山
性
の
砂
礫
土
壌
で
あ
る
た
め
、
用
沢
川
も
佐
野
川

も
澗
川
で
、
通
常
は
水
が
流
れ
て
い
な
い
。
下
和
田
川
も
同
様

で
あ
る
が
、
そ
の
源
流
部
は
豊
富
な
水
量
を
た
た
え
て
い
る
。

し
か
し
、
大
雨
が
降
る
と
下
和
田
川
の
上
流
部
か
ら
大
石
を
も

押
し
流
す
ほ
ど
の
水
流
が
あ
っ
た
と
い
う
。

下
和
田
の
旧
来
の
集
落
は
、
お
お
よ
そ
四
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

か
し
の
き
ざ
か

す
な
わ
ち
、
本
村
の
北
西
、
樫
木
坂
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
大
胡

う
え
が
た

山
、
氏
神
浅
間
神
社
西
側
の
谷
に
展
開
す
る
上
方
、
佐
野
川
流

む
か
い

域
の
集
落
の
中
心
地
と
な
る
向
、
下
和
田
川
と
佐
野
川
に
挟
ま

す
ぎ
や
ま

れ
た
杉
山
で
あ
る
。
ゞ
）
れ
ら
の
区
分
は
、
サ
イ
ト
ャ
キ
の
単
位

と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。
ゞ
）
の
ほ
か
新
戸
の
集
落
と
し
て
、

せ
ご
し
ふ
じ
み

県
道
富
士
・
裾
野
線
の
東
側
に
背
越
と
富
士
見
が
あ
る
。
ま
た
、

下
和
田
川
右
岸
の
愛
鷹
山
麓
に
は
新
た
に
造
成
さ
れ
た
呼
子
二
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ユ
ー
タ
ウ
ン
が
広
が
っ
て
い
る
。

下
和
田
の
中
を
通
過
す
る
道
は
、
現
在
の
県
道
富
士
・
裾
野

ね
が
た

線
が
開
通
す
る
以
前
、
根
方
道
あ
る
い
は
根
方
街
道
と
呼
ば

れ
集
落
の
中
を
通
る
道
が
あ
っ
た
。
愛
謄
山
の
根
方
（
麓
）
を
た

ど
る
道
で
は
あ
る
が
、
須
山
に
向
か
う
た
め
須
山
街
道
と
も
い

き
せ

と
み
ざ
わ
も
も

わ
れ
た
。
裾
野
市
内
で
は
、
黄
瀬
川
右
岸
に
沿
っ
て
富
沢
、
桃

ぞ
の
お
お
は
た

せ
ん
ぷ
く

園
、
大
畑
を
経
て
佐
野
川
を
渡
り
、
佐
野
川
に
沿
っ
て
千
福
、

か
ず
ら
や
ま

葛
山
、
今
里
、
下
和
田
、
須
山
へ
と
通
じ
る
。
薪
炭
や
材
木
な

み
し
ま

ど
の
産
物
を
三
島
や
沼
津
へ
出
荷
す
る
た
め
の
重
要
な
道
で
あ

っ
た
。１

中
世
以
前

一
九
六
五
’
七
四
（
昭
和
四
十
’
四
十
九
）

｜
本
杉
下
遺
跡

年
に
か
け
て
、
須
山
道
か
ら
下
和
田
の
集

第
二
節
歴
史
概
要

落
へ
入
る
道
路
付
近
で
、
縄
文
時
代
の
土
器
が
発
見
さ
れ
た
と

い
う
。
そ
の
後
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
）
年
頃
、
今
里
地
区

の
ゴ
ル
フ
場
へ
至
る
道
路
工
事
中
、
地
表
下
の
深
い
と
こ
ろ
か

ら
縄
文
式
土
器
が
発
見
さ
れ
た
。
土
器
は
縄
文
時
代
中
期
後
半

の
も
の
で
、
富
士
山
麓
の
海
抜
五
○
○
燭
以
上
の
と
一
）
ろ
に
も
、

こ
の
頃
の
人
の
生
活
の
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

古
代
末
ま
で
の
歴
史
は
、
文
書
的
な
資
料

中
世
の
下
和
田

も
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の

あ
い
ざ
わ
み

後
半
、
一
三
二
七
（
嘉
暦
二
）
年
、
尼
聖
禅
（
南
部
氏
）
が
藍
沢
御

く
り
や

厨
の
う
ち
下
和
田
等
を
孫
の
南
部
行
宗
に
譲
り
渡
し
て
い
る

（
『
市
史
』
二
‐
一
九
三
号
）
。
〉
｝
の
文
書
に
よ
っ
て
、
一
四
世
紀

に
は
す
で
に
下
和
田
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

時
点
で
は
下
和
田
は
藍
沢
御
厨
に
所
属
し
、
三
嶋
大
社
宮
大
司

矢
田
盛
継
の
妻
聖
禅
の
所
領
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
以
後
、
近

世
ま
で
明
ら
か
で
は
な
い
。

２
近
世
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近
世
に
お
い
て
、
下
和
田
村
は
北
は
須
山
村
、

支
配
と
村
高
こ
ま
か
ど

東
は
大
野
原
向
か
い
駒
門
村
（
御
殿
場
市
）
に

み
な
み
い
し
き

対
し
、
南
は
今
里
村
、
西
は
愛
鷹
山
に
連
な
り
南
一
色
村
（
長

泉
町
）
な
ど
と
接
し
て
い
た
。
支
配
は
、
一
六
三
二
（
寛
永
九
）
年

以
降
小
田
原
藩
領
、
一
七
○
八
（
宝
永
五
）
年
以
降
幕
領
、
’
七

一
六
（
享
保
元
）
年
以
降
再
び
小
田
原
滞
領
と
な
っ
て
明
治
維
新

を
迎
え
て
い
る
。
村
高
は
、
正
保
郷
帳
・
元
禄
郷
帳
八
○
石
余
、

天
保
郷
帳
九
九
石
余
で
あ
る
。
一
六
七
七
（
延
宝
五
）
年
の
明
細

帳
に
よ
れ
ば
、
村
高
九
三
石
七
斗
の
内
訳
は
、
田
畑
反
別
一
八

町
七
反
四
畝
一
歩
の
内
、
田
方
は
新
田
九
畝
歩
の
み
で
、
他
は

す
↑
へ
て
畑
方
と
い
う
畑
勝
ち
の
村
で
あ
る
（
う
ち
一
反
八
畝
歩
は

寺
免
）
。
こ
の
ほ
か
、
山
畑
が
一
町
五
反
七
畝
二
○
歩
あ
る
。

下
和
田
村
村
域
は
東
西
一
六
○
間
・
南
北
二
一
○
間
で
、

の
概
要
東
西
に
細
長
い
。
家
数
は
三
八
軒
、
そ
の
内
訳

は
本
百
姓
七
・
小
百
姓
二
二
・
無
田
五
・
名
主
一
・
村
足
軽

二
・
御
烏
見
一
、
こ
れ
に
対
し
馬
が
百
一
匹
い
る
の
が
注
目
さ

れ
る
。
ゞ
）
れ
は
農
耕
馬
と
い
う
よ
り
は
、
槻
・
杉
・
雑
木
．

竹
・
萱
な
ど
を
沼
津
・
三
島
に
つ
け
送
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

山
役
米
五
斗
。
年
貢
以
外
に
椚
炭
や
紙
か
ぞ
を
上
納
し
て
小
田

原
藩
が
買
い
上
げ
て
い
る
。

せ
ん
じ
ゆ
い
ん

村
内
に
は
浄
土
宗
無
量
山
仙
寿
院
（
芝
増
上
寺
末
、
一
向
山
、

せ
ん
し
ゆ
う
い
ん

専
修
院
と
も
表
記
）
長
昌
寺
（
除
地
一
石
八
斗
）
が
あ
り
、
阿
弥
陀

座
像
を
本
尊
と
す
る
。
す
ぺ
て
こ
の
檀
家
で
あ
る
。
氏
神
は
三

社
宮
で
神
明
・
浅
間
・
愛
謄
の
三
神
を
ま
つ
る
。
こ
の
ほ
か
、

愛
宕
森
や
山
之
神
・
大
六
天
な
ど
の
小
祠
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

一
七
三
五
（
享
保
二
十
）
年
に
小
田
原
慈
源
寺
の
用
材
を
下
和
田

御
林
か
ら
採
っ
て
い
る
（
延
宝
五
年
「
駿
東
郡
下
和
田
村
明
細
帳
」

「
市
史
』
三
‐
四
三
号
）
。

ま
た
、
当
村
で
は
一
八
七
○
（
明
治
三
）
年
に
大
火
が
あ
り
、

一
二
冊
四
三
棟
が
類
焼
し
て
い
る
。
な
お
、
火
元
と
さ
れ
た
一

家
は
夜
明
け
と
と
も
に
「
入
寺
」
と
な
り
、
迷
惑
を
か
け
た
村

民
に
対
し
て
謝
罪
の
た
め
謹
慎
し
た
と
さ
れ
る
。

富
士
山
頂
一
八
○
○
（
寛
政
十
二
）
年
の
庚
申
縁
年
に
際
し
、

の
美
女
当
村
の
幾
右
衛
門
の
娘
姉
妹
が
富
士
山
頂
に
一
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図表3 72下和田の字
大
胡
山 坂

上田
晨
」

、
Ｊ
■
一

・
ト
ト

大
日
向

樫
木
坂坂

』

ト
ノ
カ
イ
ト

柵
雪
認

川
原
向

キ
ミ
ヨ
ウ

寺
山山 桑

木
畑

土
橋
土
橋 嵐

ノ
下

中
尾

道
済向

イ
中
条

ヲトウ坂
＝＝

三角
マ
ツ
バ

マ
ソ

ロ
も
ツ
バ

中
原
中
原

堀
向
坊
売

観
音
林
割

桑
原

原原
雀
塚

本
ノ
沢
向

中
丸

ノ
沢
向

杉
山

ナ
ガ
ゾ
ウ
リ

ウ

リ

應
見
塚

應
見
塚
見
塚

西
畑
西
畑

下
原帳

向畑
本一彦

、
へ
細
畑

水
越

力
ミ
ヤ

ミ
ヤ

下
和
田
原

久
保
カ
ミ
ヤ

久．

竹
〆
上 船

久
保

ツ
モ
グ
リ木戸隣保
馬
ノ
目

坂
下
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図表3 73下和田の字一覧

ズクウ（ズクウ）

雀塚(スズメヅカ）

ソロバン坂(ソロバンザカ）

鷹見塚(タカミヅカ）

竹ノ上(タケノウエ）

ツチヌタ（ツチヌタ）

土橋(ツチハシ）

ツモク．リ（ツモク．リ）

寺山(テラヤマ）

道済（ドウサイ）

ﾄﾞウゾウグラ（ドウゾウグラ）

トノカイト（トノカイト）

中尾(ナカオ）

中条(ナカジョウ）

ナガゾウリ（ナガゾウリ）

中原(ナカハラ）

中丸(ナカマル）

鍋沢(ナベサワ）

ナンゴウ(ナンゴウ）

西畑(ニシバタケ）

花ノ木荒(ハナノキアラシ）

花向場(ハナムカイバ）

船久保(フナクポ）

平僧淵(ヘイソウブチ）

坊主畑(ポウズバタケ）

illl畑(ホソバタケ）

堀向(ホリムカイ）

本河原山(ホンカワラヤマ）

本沢山(ホンサワヤマ）

本ノ沢向(ホンノサワムカイ）

マッバ(マッバ）

水越(ミズコエ）

水沢山（ミズサワヤマ）

向イ（ムカイ）

向畑(ムカイバタ）

嵐ノ下(アラシノシタ）

嵐ノ台(アラシノダイ）

石コロバシ(イシコロバシ）

一本杉(イッポンスギ）

一本杉下(イッポンスギシタ）

上ノ山(ウエノヤマ）

内尾(ウチオ）

内平(ウチタイラ）

内山(ウチヤマ）

馬ノ目（ウマノメ）

大胡山(オオゴャマ）

大野原入会野(オオノハライリアイノ）

大| l向(オオヒナタ）

ヲトウ坂(オトウザカ）

樫木尾峯(カシノキオミネ）

樫木坂(カシノキサカ）

桑原(カバラ）

カミ中(カミナカ）

カミヤ（カミヤ）

川原向(カワラムカイ）

観音林(カンノンバヤシ）

木戸際(キドギヮ）

キミヨウ（キミヨウ）

久保カミヤ（クポカミャ）

桑木畑（クワキバタケ）

坂上(サカウエ）

坂下(サカシタ）

笹llI(ササヤマ）

三角原(サンカクバラ）

下原(シモハラ）

下和田原(シモワダハラ）

十三郎(ジュウザブロウ）

上ケ尾(ジ三リウガオ）

新右エ門沢(シンウエモンサワ）

杉山(スギヤマ）
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３
近
現
代

下
和
田
も
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
の

行
政
区
の
変
遷

町
村
制
施
行
ま
で
に
は
、
市
域
の
他
の

村
々
と
同
様
、
そ
の
所
属
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
き
た
。

ま
ず
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
大
区
小
区
制
の
導
入
に
よ

七
、
八
歳
の
美
女
二
人
が
い
る
の
を
見
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る

（
『
駿
河
記
』
下
巻
）
。
頂
上
に
い
る
人
が
下
か
ら
見
え
た
こ
と
、

そ
の
年
齢
ま
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
不
思
議
な
出
来
事
で
あ
っ
た

と
い
う
。
こ
れ
は
、
八
七
五
（
貞
観
十
七
）
年
十
一
月
五
日
に

み
や
こ
の
よ
し
か

「
駿
河
の
国
の
吏
民
、
富
士
山
を
祭
る
」
と
都
良
香
が
記
し
た

『
富
士
山
記
』
に
、
山
の
峰
を
見
る
と
白
衣
の
美
女
二
人
が
山

の
嶺
の
上
で
双
ぴ
舞
っ
て
い
る
（
『
市
史
』
二
‐
三
○
号
）
と
あ
る

こ
と
と
同
じ
で
あ
る
と
し
、
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
と
『
駿
河

記
』
の
著
者
も
記
し
て
い
る
。
ゞ
｝
の
こ
と
は
、
姉
妹
と
と
も
に

み
や
ま

美
女
を
見
た
と
い
う
村
の
義
兵
術
と
い
う
男
が
、
深
山
（
須
山
）

い
そ
ざ
ん

村
の
神
主
素
山
に
語
っ
た
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

っ
て
第
一
大
区
五
の
小
区
へ
と
編
入
さ
れ
て
、
一
八
七
四
（
明

み
ず
く
ぼ

治
七
）
年
の
大
区
小
区
制
の
再
編
に
よ
り
、
市
域
の
水
窪
以
外

の
村
々
と
と
も
に
第
一
大
区
三
小
区
に
編
入
さ
れ
た
。
そ
し
て

こ
の
大
区
小
区
制
も
、
’
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
の
郡
区
町
村

編
制
法
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
、
再
び
近
世
以
来
の
下
和
田
村
に

民
選
の
戸
長
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
一
八
八
四

（
明
治
十
七
）
年
に
は
戸
長
公
選
制
を
廃
さ
れ
、
戸
長
の
官
選
と

戸
長
役
場
管
轄
区
域
の
改
定
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
黄
瀬

み
し
ゆ
く

川
を
境
に
市
域
は
東
西
に
二
分
さ
れ
、
下
和
田
は
「
御
宿
村
ほ

か
一
○
か
村
」
の
区
域
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
戸
長
役
場
は
御
宿

村
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
、
市
制
町
村
制
の
公
布
に
よ
り
、

ふ
か
な
み
こ
い
ず
み

翌
八
九
年
に
須
山
村
・
富
岡
村
・
深
浪
村
・
小
泉
村
と
い
う
四

つ
の
行
政
村
が
誕
生
し
た
。
下
和
田
は
他
の
一
○
か
村
と
と
も

に
富
岡
村
に
属
し
た
。
藩
制
村
が
そ
の
ま
ま
移
行
し
た
須
山
村

は
財
政
規
模
が
弱
い
と
さ
れ
、
富
岡
村
と
町
村
組
合
を
設
け
て
、

須
山
村
富
岡
村
組
合
村
と
し
て
出
発
し
た
。
組
合
村
役
場
は
富
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岡
村
に
置
か
れ
、
組
合
村
長
も
富
岡
村
出
身
者
が
務
め
た
。
そ

の
後
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
に
町
村
組
合
を
解
消
し
、

富
岡
村
と
須
山
村
は
独
立
し
た
行
政
村
と
な
っ
た
。

い
ず
み

戦
後
、
’
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
小
泉
村
と
泉
村
が
合

併
し
て
裾
野
町
が
誕
生
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
五
六
（
昭
和
三

十
一
）
年
に
は
深
良
村
が
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
に
は
須

山
村
と
富
岡
村
が
裾
野
町
に
合
併
し
て
裾
野
町
と
な
り
、
一
九

七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
、
現
在
の
裾
野
市

と
な
っ
た
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調

戸
数
と
人
口

査
」
に
よ
れ
ば
、
家
持
六
六
戸
、
人
口
三
七

三
人
（
男
一
八
五
人
・
女
一
八
八
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
一
八
八

八
（
明
治
二
十
一
）
年
頃
の
「
御
宿
村
ほ
か
一
○
か
村
、
自
治
区

造
成
に
関
す
る
諸
表
」
で
は
、
一
五
二
戸
、
四
五
○
人
で
あ
る

（
『
市
史
』
四
上
一
西
二
号
）
。
ま
た
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
で

は
、
九
八
戸
、
七
八
七
人
（
男
四
一
○
人
・
女
三
七
七
人
）
で
あ

る
（
「
富
岡
村
事
務
報
告
」
）
。
ち
な
み
に
富
岡
村
の
人
口
は
、
一

九
一
七
（
大
正
六
）
年
が
四
二
七
二
人
、
一
九
二
七
（
昭
和
三
年

が
五
二
五
五
人
、
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
が
六
一
七
六
人
と

な
っ
て
い
る
。

一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
一
三
一

世
帯
、
七
○
三
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
八
七
五
年
の
統
計
に

比
、
へ
る
と
約
二
倍
の
増
加
で
あ
る
。
ま
た
一
九
九
五
年
に
は
、

一
六
四
世
帯
、
七
五
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
九
六
年
に
呼

子
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
造
成
さ
れ
た
ゞ
｝
と
に
よ
り
、
二
○
○
○
年

の
世
帯
数
は
二
三
九
世
帯
『
人
口
は
八
九
二
人
と
急
増
し
て
い

る
。

下
和
田
の
立
地
須
山
街
道
を
行
く
と
、
南
の
今
里
と
下
和

う
ま
め
ざ
か

条
件
と
生
業
田
の
境
に
は
馬
の
目
坂
と
い
う
急
坂
が
あ

る
。
こ
の
急
坂
を
境
に
霧
で
覆
わ
れ
や
す
い
土
地
柄
と
な
る
。

須
山
と
同
様
、
下
和
田
も
天
気
が
変
わ
り
や
す
く
、
寒
冷
な
気

候
条
件
に
あ
る
。
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
の
「
地
誌
取
調
草

案
」
で
は
、
畑
一
三
町
六
反
六
畝
歩
、
宅
地
五
町
六
反
九
畝
一

○
歩
、
山
林
原
野
四
一
九
町
三
反
二
五
歩
と
、
水
田
は
皆
無
で

775



第16章 F和田

耕
地
は
す
べ
て
畑
で
あ
る
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調
査
」
の
職
分
表

で
は
、
農
二
○
六
人
、
僧
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
前
述
の

「
地
誌
取
調
草
案
」
で
は
、
「
農
業
二
従
事
、
ン
、
冬
期
二
至
し
令
ハ

山
野
二
入
テ
炭
焼
ヲ
生
業
ト
ス
」
と
し
て
、
物
産
に
大
小
麦
・

と
』
つ
も
る
こ
し

み
つ
ま
た

玉
蜀
黍
・
炭
・
材
木
・
繭
・
三
種
・
茶
等
を
あ
げ
て
い
る
。
と

く
に
玉
蜀
黍
の
産
出
額
は
も
っ
と
も
多
く
、
や
や
時
期
は
下
る

が
大
正
初
期
に
編
ま
れ
た
『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』
に
は
、
二
五

○
○
俵
と
今
里
と
と
も
に
群
を
抜
い
て
お
り
、
一
戸
あ
た
り
の

平
均
は
二
七
、
八
俵
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
同
じ
く
炭
の
産
出

か
ね
ざ
わ

額
も
今
里
の
五
倍
、
葛
山
の
一
○
倍
、
金
沢
の
二
倍
と
多
く
な

っ
て
い
る
。
な
お
、
馬
の
飼
育
数
も
一
戸
に
つ
き
二
頭
と
多
く
、

草
や
茅
、
薪
炭
の
運
搬
用
と
し
て
馬
は
欠
か
せ
な
い
家
畜
で
あ

っ
た
。

近
世
に
寺
子
屋
の
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
が
、

学
校

『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』
に
よ
れ
ば
わ
ず
か
に
有
志

の
子
弟
が
寺
院
で
学
ん
で
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
八
七
二

か
い
し
よ
う
し
や

（
明
治
五
）
年
に
学
制
が
頒
布
さ
れ
、
下
和
田
村
に
も
開
昇
舎
が

創
立
さ
れ
る
。
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
、
県
の
布
達
を
受
け

い
ま
ざ
と
し
や

て
県
内
の
学
区
が
大
幅
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
里
舎

が
く
な
ん

と
開
昇
舎
そ
し
て
須
山
学
校
が
嶽
南
小
学
校
に
統
合
さ
れ
た
。

通
学
の
困
難
を
考
慮
し
て
、
須
山
と
下
和
田
の
小
学
校
を
嶽
南

小
学
校
の
分
校
と
し
、
今
里
の
子
ど
も
た
ち
も
下
和
田
の
分
校

に
通
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
と
き
下
和
田
分
校
に
は
、
訓

導
が
一
人
、
授
業
生
が
二
人
配
置
さ
れ
た
。
翌
一
八
八
七
（
明

治
二
十
）
年
に
は
、
下
和
田
分
校
を
嶽
南
小
学
校
第
二
分
校
と

し
た
。一

八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
の
市
制
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
、

深
良
・
小
泉
・
富
岡
・
須
山
の
各
行
政
村
が
誕
生
し
、
須
山
は

嶽
南
小
学
区
か
ら
分
離
し
て
須
山
村
立
尋
常
小
学
校
を
設
立
．

嶽
南
小
学
校
の
下
和
田
分
校
は
そ
の
ま
ま
存
続
す
る
ゞ
）
と
に
な

る
が
、
そ
の
後
一
八
九
二
（
明
治
一
一
十
五
）
年
に
下
和
田
と
今
里

を
学
区
と
し
た
下
和
田
尋
常
小
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
一

九
○
八
（
明
治
四
十
一
）
年
、
尋
常
小
学
校
の
修
業
年
限
を
六
年
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則

診

嘩

餌

に
延
長
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
翌
一
九
○
九
年
下
和
田
尋
常

小
学
校
を
廃
し
て
、
嶽
南
尋
常
小
学
校
の
四
か
年
の
分
教
場
と

す
る
ゞ
）
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
分
校
の
生
徒
は
、
本
校
で
あ

る
嶽
南
小
学
校
へ
残
り
二
年
間
通
う
こ
と
に
な
る
。
そ
一
）
で
、

灘
騨
‘
・
灘
」
：

一心

羽
、
鑓

…ｰ

"q",
”

, 』榴苓. 誉 '

ゞ 蕊▲磯蝋湯轟

盛懸“ 鶴1

誠馳 "4， ． ＝

騨
’

一

噌噌

写真3－74富岡第二小学校

北
に
位
置
し
て
い
る
金
沢
と
葛
山
で
は
子
ど
も
の
通
学
に
不
便

を
感
じ
て
、
下
和
田
と
今
里
と
と
も
に
本
校
を
村
中
央
へ
移
転

す
る
よ
う
要
求
し
た
。
し
か
し
費
用
の
問
題
も
あ
り
、
こ
の
移

転
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

一
九
○
○
（
明
治
三
十
三
）
年
に
小
学
校
令
が
改
正
さ
れ
、
尋

常
小
学
校
に
高
等
科
を
併
置
す
る
ゞ
）
と
と
な
り
、
嶽
南
小
学
校

に
は
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
高
等
科
が
併
置
さ
れ
た
。
ゞ
）
れ

よ
り
前
、
一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
に
、
今
里
、
金
沢
、
葛
山
の

な
か
ざ
と
た
ぱ
つ
さ
わ

中
里
と
田
場
沢
の
住
民
が
協
力
し
て
中
里
に
分
校
を
設
置
し
た
。

こ
れ
は
、
嶽
南
小
学
校
へ
の
通
学
に
不
便
を
感
じ
て
い
た
地
区

が
行
っ
た
こ
と
だ
が
、
そ
の
後
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
に
駿

み
や
ば
ら

東
郡
長
か
ら
本
校
を
御
宿
の
宮
原
に
移
転
し
、
中
里
分
校
を
廃

す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
本
校
の
位
置
を
め
ぐ

っ
て
北
部
と
南
部
地
区
と
の
間
に
再
び
対
立
が
生
じ
た
。
県
学

務
部
長
地
方
課
事
務
官
の
調
停
に
よ
り
、
御
宿
内
の
若
干
北
よ

り
に
移
転
す
る
こ
と
で
合
意
が
成
立
し
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）

年
嶽
南
尋
常
高
等
小
学
校
が
移
転
改
築
さ
れ
た
。

ワワワ
jイイ
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一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
、
国
民
学
校
令
の
施
行
に
と
も
な

い
駿
東
郡
富
岡
村
国
民
学
校
と
改
称
さ
れ
た
が
、
一
九
四
七

（
昭
和
二
十
二
）
年
の
国
民
学
校
令
の
廃
止
に
よ
っ
て
富
岡
村
立

富
岡
小
学
校
と
な
っ
た
。
一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
、
下
和

田
に
富
岡
村
立
富
岡
第
二
小
学
校
が
設
立
さ
れ
、
一
九
五
七

（
昭
和
三
十
二
）
年
に
富
岡
村
が
須
山
村
と
と
も
に
裾
野
町
と
合

併
し
た
の
を
受
け
て
、
裾
野
町
立
富
岡
第
二
小
学
校
と
な
っ
た
。

一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
の
市
制
施
行
に
よ
り
、
裾
野
市
立

富
岡
第
二
小
学
校
と
な
っ
て
現
在
に
至
る
。

明
治
二
十
五
下
和
田
で
は
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
居
宅

年
の
大
火
九
戸
、
二
九
棟
が
焼
け
、
一
八
八
三
（
明
治

十
六
）
年
に
居
宅
六
戸
、
二
六
棟
が
焼
け
る
大
火
が
あ
っ
た
が
、

一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
の
大
火
は
そ
れ
を
上
回
る
も
の
で

あ
っ
た
。
「
検
視
明
細
書
」
に
よ
れ
ば
、
四
月
九
日
午
後
三
時

三
○
分
、
葛
山
の
山
林
よ
り
出
火
し
た
も
の
が
居
宅
の
茅
葺
き

屋
根
に
火
が
つ
き
、
折
か
ら
の
大
風
に
あ
お
ら
れ
て
八
方
に
火

が
回
り
、
本
戸
五
三
戸
、
そ
の
ほ
か
神
社
、
寺
、
学
校
な
ど
合

せ
り
ざ
わ
こ
う
ぞ
う

わ
せ
て
五
九
戸
、
二
二
七
棟
が
焼
失
し
た
。
当
時
の
芹
沢
孝
三

富
岡
村
長
は
、
住
み
込
み
で
陣
頭
指
揮
を
し
復
興
に
あ
た
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
米
・
塩
・
現
金
・
衣
類
等
の
救
援
物
資
が

ふ
じ
お
か

は
ら
さ
と

須
山
村
、
富
士
岡
村
（
御
殿
場
市
）
、
原
里
村
（
同
）
な
ど
か
ら
多

く
届
け
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
住
ま
い
の
た
め
の
復
興
材
料
と

じ
よ
う
り
ん

し
て
木
材
や
茅
、
縄
な
ど
が
供
給
さ
れ
、
そ
の
人
夫
に
は
定
輪

じ

あ
げ
た

寺
、
大
畑
、
千
福
、
御
宿
、
上
ヶ
田
、
葛
山
、
金
沢
、
今
里
、

須
山
な
ど
須
山
村
富
岡
村
組
合
村
か
ら
多
数
出
た
と
い
わ
れ
る
。

同
年
十
二
月
に
は
浅
間
神
社
を
再
建
し
、
一
八
九
七
（
明
治
三

十
）
年
に
は
寺
の
本
堂
を
建
築
し
た
。

〉
一
の
大
火
を
教
訓
と
す
る
た
め
、
火
の
神
で
あ
る
秋
葉
神
社

を
大
火
当
日
の
四
月
九
日
に
ま
つ
り
、
一
○
年
ご
と
に
大
祭
を

催
し
て
火
渡
り
行
事
を
行
っ
て
い
る
。
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「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
○

生
業
の
変
化

（
昭
和
三
十
五
）
年
の
総
戸
数
一
九
三
の
う
ち
、

総
農
家
数
が
一
二
九
戸
、
う
ち
専
業
が
一
二
戸
、
第
一
種
兼
業

が
七
七
戸
、
第
二
種
兼
業
が
四
○
戸
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
一
九

九
○
年
に
な
る
と
、
総
戸
数
七
○
三
の
う
ち
『
総
農
家
数
が
一

○
四
戸
、
う
ち
専
業
が
二
戸
、
第
一
種
兼
業
が
一
○
戸
、

第
二
種
兼
業
が
九
二
戸
と
圧
倒
的
に
農
業
が
副
業
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
主
要
な
農
作
物
を
作
物
類
別
収
穫

面
積
で
比
較
す
る
と
、
稲
が
三
九
・
四
か
ら
三
○
・
六

肪
夕
に
、
麦
類
・
雑
穀
が
六
九
・
五
か
ら
一
・
○
鯵
タ
に
、

い
も
類
も
二
五
・
三
か
ら
一
・
一
鯵
夕
に
と
、
い
ず
れ
も

激
減
し
て
い
る
。
こ
れ
に
替
わ
っ
て
増
え
た
の
が
花
き

類
で
、
芝
生
栽
培
の
隆
盛
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
一
九
六
○
年
に
は
養
蚕
を
行
っ
て
い
た
農
家
が

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活

図表3－75下和田の内部区分

五
○
戸
あ
っ
た
。

内
部
区
分
と
下
和
田
に
は
現
在
一
三
の
組
が
あ
る
。
す
な

う
え
が
た
か
み
う
え
が
た
し
も
な
か
じ
よ
う

自
治
会
組
織
わ
ち
、
大
胡
山
・
上
方
上
・
上
方
下
・
中
条

ひ
が
し
な
か
じ
よ
う
に
し
な
か
ま
る
ひ
が
し
な
か
ま
る
に
し
む
か
い
ま
つ
ぱ
す
ぎ
や
ま
う
え
す
ぎ

東
・
中
条
西
・
中
丸
東
・
中
丸
西
・
向
・
松
葉
・
杉
山
上
・
杉

や
ま
し
た
せ
ご
し

山
下
・
背
越
・
富
士
見
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
旧
来
の
組
で

は
な
い
の
が
背
越
と
富
士
見
で
あ
る
。
ク
ミ
（
組
）
と
い
う
区
分

は
戦
時
下
の
隣
組
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
と
い
い
、
モ
ョ
リ

（
最
寄
）
と
も
い
っ
て
い
た
。
中
条
と
中
丸
以
外
は
ガ
タ
（
方
）
と

区 郷 組 サイトヤキ
ニーニ ーーーー＝

大胡山大胡山大胡山

上
上方上

下 上 方上方下｣二 方
拳二二一背 越

中条東
方中

条中条西

和 中丸東
F 中 丸 向 方
I

中丸西

向
向（方）

松 葉

田
杉山上

杉山方
杉山下杉l l I方方

多一一一言富士見
呼子一戸ﾚｰｰ壱 」～20 =一一一雲

上

上 方
上 方下

方
中 条

和
中 丸 向 方

下

向（方）

田

杉山方
杉’ ' ’方チー

〃
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い
う
呼
び
方
も
使
っ
て
い
た
。
ま
た
、
上
下
、
東
西
と
分
か
れ

る
前
は
ゴ
ウ
（
郷
）
と
い
う
区
分
が
あ
り
、
大
胡
山
・
上
方
・
中

む
か
い
が
た

条
・
中
丸
・
向
方
・
杉
山
の
六
つ
の
郷
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

郷
は
入
会
の
山
を
そ
れ
ぞ
れ
所
有
管
理
し
て
お
り
、
そ
れ
を
郷

林
と
呼
ぶ
。
郷
は
、
日
常
生
活
の
中
で
つ
き
あ
い
や
葬
式
組
な

ど
の
単
位
と
も
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
郷
よ
り
も
さ
ら
に
大
き
な
区
分
と
し
て
、
サ
イ
ト
ャ

キ
の
組
が
あ
る
。
下
和
田
に
は
道
祖
神
が
四
基
ま
つ
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
を
ま
つ
る
単
位
と
し
て
大
胡
山
・
上
方
・
下
方
・

杉
山
方
の
四
つ
が
あ
る
。
集
落
の
中
心
で
あ
る
向
方
に
、
向
・

中
条
・
中
丸
・
松
葉
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
四
つ
の
ま
と
ま
り

の
ほ
か
に
、
上
方
と
下
方
と
い
う
言
い
方
が
あ
る
。
上
方
に
は

大
胡
山
・
上
方
・
中
条
・
背
越
、
下
方
に
は
中
丸
・
向
・
松

葉
・
杉
山
・
富
士
見
が
含
ま
れ
て
お
り
、
秋
葉
講
や
念
仏
講
、

部
農
会
な
ど
の
単
位
と
な
っ
て
い
る
。
ゞ
）
の
よ
う
に
錯
綜
し
た

組
が
あ
る
の
は
、
戸
数
の
増
加
に
よ
っ
て
二
↓
四
↓
六
↓
一
三

へ
と
内
部
の
区
割
り
が
増
え
て
い
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
呼
子
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
別
の
自
治
会
組
織
を
作
り
、
公

民
館
な
ど
共
有
施
設
も
整
い
つ
つ
あ
る
。

区
の
役
職
に
は
、
区
長
・
副
区
長
各
一
名
、
協
議
委
員
四
名
、

組
長
一
三
名
（
う
ち
一
名
が
組
長
会
長
）
、
会
計
監
査
貝
二
名
、

寺
世
話
人
三
名
、
檀
徒
総
代
三
名
、
氏
子
総
代
三
名
な
ど
が
あ

る
。
寺
世
話
人
と
檀
徒
総
代
は
五
年
任
期
、
氏
子
総
代
は
三
年

任
期
だ
が
、
そ
れ
以
外
は
一
年
任
期
で
あ
る
。
か
っ
て
区
の
役

員
は
、
現
在
の
よ
う
な
輪
番
制
で
は
な
く
、
旧
家
で
経
済
的
余

裕
の
あ
る
家
の
当
主
が
務
め
、
再
任
を
妨
げ
な
か
っ
た
。
選
出

方
法
は
す
、
へ
て
区
の
公
選
で
、
組
長
も
組
の
内
部
で
は
な
く
、

組
の
代
表
者
が
一
三
名
の
組
長
名
を
書
い
て
投
票
す
る
方
法
を

と
っ
て
い
た
。
下
和
田
の
区
長
は
、
村
長
レ
ベ
ル
の
財
力
が
な

い
と
務
ま
ら
ず
、
道
普
請
の
よ
う
な
共
同
作
業
や
学
校
関
係
の

諸
雑
費
の
ほ
か
、
集
会
所
が
建
設
さ
れ
る
前
は
自
宅
を
開
放
し

て
飲
食
な
ど
の
接
待
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

共
有
地
と
愛
鷹
山
の
茅
野
に
、
七
二
戸
の
共
有
地
が
二
一

共
同
財
産
町
歩
余
あ
る
。
か
つ
て
は
、
俵
や
屋
根
の
材
と
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し
て
茅
を
刈
る
た
め
の
共
有
地
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
植
林
を

し
て
区
割
り
を
し
、
一
区
画
を
六
、
七
人
で
所
有
し
て
い
る
。

管
理
は
共
有
会
が
行
い
、
会
長
、
副
会
長
な
ど
の
役
員
が
い
る
。

茅
刈
り
を
し
て
い
た
時
代
に
は
、
良
い
茅
を
生
や
せ
る
た
め
に

写真3 75 山神社境内の龍爪社

新
芽
が
出
る
時
期
に
茅
野
を
焼
く
。
十
二
月
初
旬
に
刈
る
前
に
、

分
割
を
し
て
入
札
を
す
る
。
刈
っ
た
茅
は
そ
の
場
に
立
て
て
干

し
、
後
に
搬
出
し
て
良
い
茅
は
炭
俵
や
野
菜
俵
に
、
悪
い
茅
は

屋
根
茅
に
す
る
。
搬
出
す
る
際
に
は
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
は
ソ

リ
（
木
馬
）
で
、
低
い
と
こ
ろ
か
ら
は
馬
で
行
っ
た
と
い
う
。
現

い
ん
の

在
、
下
和
田
の
共
有
地
は
大
野
原
の
印
野
山
に
二
五
町
歩
余
、

じ
ろ
ぺ
い

み
ず
さ
わ

愛
鷹
山
の
治
郎
兵
衛
に
一
三
町
歩
余
、
水
沢
に
一
五
町
歩
余
、

ほ
ん
か
わ
ら

本
河
原
に
二
一
町
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
龍
爪
講
と
い
う
講
仲
間
で
共
有
す
る
山
を
リ
ュ

ゥ
ソ
ゥ
ャ
マ
と
い
う
。
龍
爪
と
い
う
の
は
猟
師
が
信
仰
す
る
神

だ
が
、
猟
師
だ
け
で
は
な
く
捕
れ
た
獲
物
を
飲
食
す
る
仲
間
で

組
織
し
た
の
が
龍
爪
講
で
あ
る
。
リ
ュ
ウ
ソ
ウ
ャ
マ
は
、
現
在

の
山
神
社
付
近
に
あ
っ
た
と
い
う
が
、
七
二
人
持
ち
の
共
有
地

と
交
換
し
カ
ェ
ノ
ザ
ワ
ャ
マ
に
一
反
歩
ほ
ど
の
植
林
地
と
な
っ

て
い
る
。

現
在
の
集
会
所
は
一
九
九
三
年
に
国
庫
補
助
金
と
地
元
負
担

金
で
建
て
替
え
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
は
児
童
館
と
し
て
建
て
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た
も
の
だ
っ
た
。
土
地
は
寺
の
所
有
地
で
、
区
が
寺
か
ら
借
り

受
け
、
区
が
市
へ
無
償
で
貸
し
て
い
る
。

市
の
水
道
が
引
か
れ
る
ま
で
は
、
愛
謄
山

水
源
地
の
確
保

の
し
ぼ
り
水
を
水
源
と
し
て
水
を
引
い
てて

ら

い
た
・
下
和
田
で
は
、
大
胡
山
の
谷
、
金
比
羅
神
社
の
谷
、
寺

や
ま山

、
水
沢
の
四
か
所
を
水
源
と
し
て
い
た
。
大
胡
山
の
水
源
は

大
胡
山
で
、
金
比
羅
の
水
源
は
上
方
で
、
寺
山
水
源
は
向
で
、

水
沢
水
源
は
中
条
・
中
丸
・
松
葉
・
杉
山
で
利
用
し
て
き
た
が
、

現
在
使
わ
れ
て
い
る
の
は
寺
山
水
源
の
み
で
あ
る
。

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
、
水
沢
水
源
か
ら
土
管
で
水
を
引
い

て
水
田
を
開
い
た
が
、
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
の
関
東
大
震

災
に
よ
っ
て
水
源
の
位
置
が
変
わ
り
、
米
作
り
が
で
き
な
く
な

っ
た
と
い
う
。
関
東
大
震
災
で
は
、
地
下
の
水
流
が
変
わ
っ
た

た
め
、
以
後
井
戸
が
掘
れ
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

下
和
田
に
は
神
さ
ん
と
橋
が
多
い
と
い
わ
れ

神
社
と
寺
院

る
ほ
ど
、
ま
つ
る
神
仏
が
多
い
。
「
神
社
明

細
調
」
に
よ
れ
ば
村
社
は
浅
間
神
社
で
、
棟
札
に
よ
る
と
元
禄

年
間
に
神
明
皇
大
神
・
浅
間
大
神
宮
・
愛
雁
大
明
神
を
遷
宮
す

る
と
あ
り
、
境
内
社
に
は
吉
田
神
社
（
一
八
四
二
・
天
保
十
三
年

創
建
）
・
御
鍬
社
（
創
建
年
月
不
詳
）
・
天
皇
社
（
同
）
と
あ
る
。
な

お
現
在
、
第
六
天
・
山
神
・
愛
宕
の
三
社
は
、
も
と
の
社
地
で

祭
り
を
続
け
て
い
る
。

「
神
社
明
細
調
」
に
は
な
い
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
秋
葉
神
社
、

め
し
も
り
や
ま

金
比
羅
神
社
な
ど
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
飯
盛
山
の
不
動

と
い
っ
て
、
本
河
原
と
水
沢
の
分
水
嶺
に
な
る
尾
根
筋
の
山
頂

部
に
不
動
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
ゞ
）
れ
ら
の
神
仏
に
は
、
必
ず

カ
ギ
ト
リ
（
鍵
取
り
）
と
呼
ば
れ
る
家
が
あ
り
、
か
っ
て
そ
の
家

の
屋
敷
神
だ
っ
た
も
の
を
区
全
体
で
ま
つ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
祭
り
は
区
全
体
で
行
っ
て
お
り
、
そ

の
準
備
を
す
る
当
番
は
組
ご
と
の
輪
番
制
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
不
動
は
、
カ
ギ
ト
リ
の
家
が
主
宰
す
る
の
で
そ
の
限
り
で

は
な
い
。
ま
た
金
比
羅
神
社
と
山
神
社
は
、
区
の
役
員
の
み
が

祭
日
に
参
拝
す
る
程
度
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
七
年
頃
か
ら
金

比
羅
神
社
は
浅
間
神
社
の
祭
典
後
に
ま
つ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

783



第16章下和田

寺
は
浄
土
宗
無
量
山
専
修
院
（
芝
増
上
寺
末
、
一
向
山
）
長
唱

寺
が
あ
り
、
阿
弥
陀
如
来
を
本
尊
と
す
る
。
す
ゞ
へ
て
こ
の
檀
家

で
あ
る
。
一
般
に
は
専
修
院
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
「
寺
院
明
細

帳
」
に
よ
れ
ば
、
一
五
九
六
（
慶
長
元
）
年
に
宗
祖
円
光
大
師
法

》
』
も
『
ノ
い
ふ

し
ん
よ

孫
僧
光
誉
創
立
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
、
僧
心
誉
の
開
創
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』
に
は
、
中
興
開

そ
う
よ
し
よ
う
に
ん

山
と
し
て
相
誉
上
人
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
同
書
に
は
、

じ
よ
う
ど
い
ん

今
里
の
浄
土
院
の
隠
居
所
だ
っ
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
再
三

焼
失
し
、
し
か
も
住
職
の
移
動
等
に
よ
っ
て
口
碑
も
文
書
も
伝

わ
っ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
．
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
四

月
九
日
の
大
火
で
類
焼
し
、
九
月
頃
に
寺
の
居
宅
を
須
山
か
ら

買
い
取
り
、
一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
に
本
堂
を
建
築
し
た
と

い
う
（
杉
山
伴
作
「
覚
書
」
）
。

飯
盛
山
は
イ
イ
モ
リ
ャ
マ
と
も
い
わ
れ
、

飯
盛
山
の
不
動

愛
麿
山
系
か
ら
派
生
し
た
尾
根
筋
に
飯
を

盛
っ
た
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
た
め
こ
の
名
が
あ
る
。
》
）
の
山

の
山
頂
、
標
高
一
○
三
二
屑
の
と
こ
ろ
に
不
動
が
ま
つ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
不
動
は
、
小
田
原
城
の
守
り
神
と
し
て
乾
の
方
角

ね
ぎ

に
ま
つ
っ
た
も
の
だ
と
も
い
わ
れ
、
カ
ギ
ト
リ
（
祢
宜
と
も
い

う
）
の
家
に
は
不
動
明
王
と
役
行
者
、
修
験
者
な
ど
が
描
か
れ

た
三
幅
の
掛
け
軸
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

不
動
の
祭
日
は
三
月
二
十
八
日
で
、
一
九
四
○
年
代
ま
で
は

多
く
の
人
々
が
飯
盛
山
に
登
っ
て
参
拝
し
た
。
現
在
で
は
、
区

役
員
と
浅
間
神
社
宮
司
、
氏
子
総
代
、
カ
ギ
ト
リ
、
カ
ギ
ト
リ

が
属
し
て
い
る
組
の
当
番
が
飯
盛
山
に
登
っ
て
ま
つ
る
。
大
雪

で
登
れ
な
い
と
き
に
は
、
カ
ギ
ト
リ
の
家
の
座
敷
で
掛
け
軸
を

か
け
て
ま
つ
り
、
飯
盛
山
に
は
後
日
代
参
人
を
立
て
て
あ
ら
た

め
て
参
拝
す
る
。
直
会
は
、
カ
ギ
ト
リ
の
家
で
行
わ
れ
る
。

な
お
葛
山
の
雷
神
宮
は
、
愛
縢
山
の
標
高
約
九
五
○
Ｍ
付
近

に
ま
つ
ら
れ
て
お
り
、
下
和
田
の
不
動
と
は
互
い
に
見
通
す
こ

と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

お
も
な
行
一
九
四
○
（
昭
和
十
五
）
年
ま
で
、
下
和
田
で
は

事
と
祭
り
旧
暦
で
年
中
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
次
に
そ

の
お
も
な
も
の
を
あ
げ
て
み
る
。
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下
和
田
で
は
浅
間
神
社
の
春
祭
り
の
前
日
、
宵
祭
り
の
こ
と

を
節
供
と
呼
ぶ
。
女
児
の
ひ
な
節
供
も
と
も
に
行
わ
れ
る
が
、

浅
間
神
社
の
祭
り
は
四
月
一
日
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
八
九
二

（
明
治
一
千
五
）
年
の
大
火
の
後
、
秋
葉
神
社
を
大
火
が
あ
っ
た

写真3－76飯盛l1lの不動の祭り

四
月
九
日
に
ま
つ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
浅
間

神
社
の
祭
り
も
四
月
十
日
に
移
動
し
た
。
そ
の
た
め
、
下
和
田

で
は
秋
葉
神
社
の
祭
り
が
節
供
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
な
っ
た
。

こ
の
日
に
は
、
同
じ
火
の
神
で
あ
る
愛
宕
神
社
の
祭
り
も
行
わ

れ
て
い
る
。

第
六
天
社
の
ゞ
）
と
を
天
王
さ
ん
と
呼
ぶ
が
、
浅
間
神
社
境
内

に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
天
皇
社
の
祭
神
が
素
美
鳴
尊
で
あ
る
た
め
、

あ
る
時
期
か
ら
混
同
し
て
ゞ
）
の
よ
う
な
言
い
方
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
愛
知
の
津
島
神
社
か
ら
分
霊
し
た
も

の
で
、
夏
の
厄
除
け
を
祈
願
す
る
神
で
あ
る
。
天
王
さ
ん
（
第

六
天
社
）
の
祭
り
は
毎
年
旧
暦
の
六
月
十
五
日
だ
っ
た
が
、
現

在
で
は
七
月
十
五
日
に
や
っ
て
い
る
。

盆
は
七
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
で
、
そ
の
間
の
二

十
四
日
に
地
蔵
の
祭
り
が
あ
る
が
、
現
在
で
は
七
月
十
五
日
の

前
の
日
曜
日
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
地
蔵
は
、
深
良
の
原
の
地

蔵
を
勧
請
し
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
、
新
盆
の
家
が
深
良
の
地
蔵

に
参
る
習
慣
が
あ
っ
た
も
の
の
遠
方
の
た
め
下
和
田
に
遷
し
た
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と
い
う
。
地
蔵
の
祭
り
で
は
念
仏
を
上
げ
た
り
、
子
ど
も
相
撲

を
奉
納
し
た
り
す
る
。

浅
間
神
社
の
境
内
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
吉
田
神
社
の
祭
り
は

旧
暦
八
月
十
五
日
で
、
か
つ
て
は
祠
を
馬
力
に
積
ん
で
山
車
の

よ
う
に
し
て
大
胡
山
以
外
の
村
中
を
回
っ
た
。
こ
の
と
き
に
は
、

三
島
雛
子
を
ま
ね
て
シ
ャ
ギ
リ
も
嚇
し
た
。
現
在
は
、
十
五
夜

に
最
も
近
い
祭
日
か
日
曜
日
に
神
事
の
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

吉
田
神
社
の
由
来
は
、
一
八
二
九
（
文
政
十
二
）
年
’
一
八
五
九

（
安
政
六
）
年
頃
悪
疫
が
蔓
延
し
、
こ
れ
を
お
さ
め
る
た
め
に
京

都
神
楽
岡
に
鎮
座
す
る
吉
田
神
社
を
勧
請
し
た
も
の
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
（
杉
山
伴
作
「
覚
書
」
）
。
な
お
下
和
田
で
は
、
か
つ
て

年
に
三
回
若
い
衆
の
相
撲
が
催
さ
れ
た
。
天
王
さ
ん
の
相
撲
、

盆
の
二
十
五
日
の
施
餓
鬼
相
撲
、
十
五
夜
の
吉
田
さ
ん
の
相
撲

で
あ
る
。

戦
前
頃
ま
で
、
富
士
峰
修
行
を
終
え
て
下
っ
て
く
る
村
山

（
富
士
宮
市
）
の
法
印
が
、
毎
年
九
月
八
日
に
下
和
田
に
来
た
。

法
螺
貝
を
吹
き
法
具
を
鳴
ら
し
な
が
ら
や
っ
て
き
て
、
体
を
こ

す
っ
て
無
病
息
災
の
呪
い
を
し
た
。
須
山
か
ら
下
り
て
く
る
と

チ
ョ
ウ
チ
ン
グ
チ
と
い
う
淵
な
ど
で
行
を
し
て
か
ら
ム
ラ
に
入

っ
て
く
る
が
、
下
和
田
で
は
泊
ま
ら
ず
に
金
沢
に
向
か
っ
た
と

い
聾
フ
。

写真3－77大胡山の道祖神
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山
神
社
に
ま
つ
順
礼
供
養
塔
、
馬
頭
観
音
、
道
祖
神
な
ど

ら
れ
る
龍
爪
社
が
目
立
つ
。
順
礼
供
養
塔
は
、
専
修
院
境

内
や
道
の
脇
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
一
○
基
に
も
及

ぶ
。
多
く
は
一
八
世
紀
の
も
の
で
あ
る
。
道
祖
神
は
ほ
と
ん
ど

が
双
体
形
で
、
道
の
辻
に
九
基
建
つ
。

山
神
社
境
内
に
は
、
龍
爪
社
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
龍
爪
と

い
う
の
は
、
鉄
砲
撃
ち
の
神
で
、
現
在
で
も
龍
爪
講
中
に
よ
っ

て
守
ら
れ
て
い
る
。
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図表3－76今里の位置
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〆
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、

’

＜了

k、

今
里
と
い
広
々
と
し
た
芝
畑
の
中
に
い
く
ら
か
の
水
田
が

う
村
名
点
在
す
る
。
市
街
か
ら
水
田
地
帯
を
抜
け
て
、

県
道
富
士
・
裾
野
線
を
上
っ
て
い
く
と
、
い
つ
の
間
に
か
そ
の

よ
う
な
景
観
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
に
気
づ
く
。
富
士
山
麓

さ
の

あ
し
た
か

の
南
端
近
く
に
位
置
し
、
し
か
も
佐
野
川
に
よ
っ
て
愛
麿
山
麓

地
帯
と
分
断
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
集
落
の
中
心
部
は
主
要
道

い
ま
ざ
と

路
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
望
め
な
い
。
今
里
を
南
方
面
か
ら
た
ど
る

み
し
ゆ
く

と
、
そ
う
い
う
印
象
を
持
つ
。
地
名
の
由
来
は
、
か
っ
て
御
宿

を
「
古
屋
」
と
呼
ん
だ
の
に
対
し
て
、
新
し
い
「
今
」
の
里
だ

と
命
名
さ
れ
た
と
も
い
う
。

よ
り
と
も

今
里
と
い
う
土
地
柄
は
、
頼
朝
伝
承
が
多
い
ゞ
）
と
で
も
知
ら

れ
て
い
る
。
村
名
の
今
里
も
、
富
士
裾
野
の
巻
狩
で
頼
朝
が
山

か
ら
下
っ
て
き
て
、
初
め
て
村
ら
し
い
集
落
を
見
た
こ
と
か
ら

「
今
、
里
が
見
え
た
」
と
言
っ
た
こ
と
か
ら
つ
い
た
も
の
だ
と

い
う
伝
承
も
あ
る
。
ま
た
、
今
里
の
名
主
が
巻
狩
の
折
に
案
内
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を
し
刀
を
拝
領
し
た
、
佐
野
川
上
流
に
頼
朝
の
刀
を
掛
け
た
刀

石
、
頼
朝
の
馬
が
引
き
込
ま
れ
た
大
淵
、
な
ど
の
言
い
伝
え
も

残
る
。
北
の
富
士
山
麓
か
ら
下
っ
て
き
て
、
よ
う
や
く
里
ら
し

い
景
観
を
持
つ
集
落
が
出
現
す
る
の
も
、
今
里
で
あ
る
と
い
え

つ
（
》
Ｏ

か
ず
ら

今
里
は
裾
野
市
の
北
西
部
に
位
置
し
て
い
る
。
葛

位
置
や
ま山

西
端
の
愛
麿
山
尾
根
か
ら
北
東
に
分
岐
し
た
、

海
抜
九
○
六
脚
の
尾
根
頂
部
を
西
端
と
し
、
愛
麿
山
麓
を
流
れ

る
佐
野
川
を
挟
ん
で
富
士
山
麓
を
東
端
と
し
て
い
る
。
佐
野
川

の
西
側
地
区
は
東
西
約
四
・
五
億
噴
南
北
約
一
・
二
階
蝿
佐
野

川
の
東
側
地
区
は
東
西
約
一
・
七
五
熔
哩
南
北
約
四
・
五
時
服
の

広
さ
が
あ
り
、
地
区
の
形
は
逆
Ｌ
字
型
と
な
っ
て
い
る
。
東
は

か
ね
ざ
わ
ふ
か
ら

し
も
わ
だ
す
や
ま
ご
て
ん

金
沢
・
深
良
、
南
は
葛
山
、
北
と
西
は
下
和
田
・
須
山
と
御
殿

ば

場
市
に
接
し
て
い
る
。

地
形
と
土
佐
野
川
は
渓
谷
状
を
な
し
て
北
か
ら
南
東
方
向

地
利
用
へ
流
下
し
、
東
側
の
富
士
山
麓
地
区
と
を
分
け

て
い
る
。
こ
の
佐
野
川
に
沿
っ
た
愛
麿
山
麓
裾
部
の
狭
い
平
坦

地
に
今
里
本
村
の
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
愛
騰
山
地
は
樹

枝
状
の
小
さ
な
沢
谷
に
刻
ま
れ
、
大
部
分
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の

植
林
地
で
あ
る
が
、
一
部
に
落
葉
広
葉
樹
林
が
残
存
し
て
い
る
。

こ
の
山
地
の
や
や
傾
斜
の
緩
い
平
坦
面
を
利
用
し
て
、
近
年
ゴ

ル
フ
場
が
造
成
さ
れ
た
。

東
側
の
富
士
山
麓
地
帯
は
、
火
山
砂
礫
の
堆
積
し
た
起
伏
の

あ
る
広
大
な
原
野
で
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
と
雑
木
林
が

混
在
し
、
一
部
は
開
墾
さ
れ
て
畑
地
と
な
り
、
そ
の
末
端
近
く

の
平
坦
地
に
今
里
新
田
の
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地

区
の
南
東
部
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
の
敷
地
と
な
り
、
そ

の
関
連
し
た
施
設
が
造
成
さ
れ
て
い
る
。

今
里
本
村
の
集
落
は
ホ
ン
ム
ラ
（
本
村
）
と
呼
ば
れ
、

集
落

佐
野
川
沿
い
の
海
抜
三
一
○
’
二
○
肝
付
近
に
広

が
る
。
ま
た
、
今
里
新
田
の
集
落
は
シ
ン
デ
ン
（
新
田
）
と
呼
ば

れ
、
県
道
富
士
・
裾
野
線
沿
い
の
海
抜
二
六
○
制
付
近
に
展
開

し
て
い
る
。
佐
野
川
が
愛
鷹
山
麓
を
削
る
谷
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
本
村
の
旧
集
落
は
県
道
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
佐
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野
川
と
愛
鷹
山
と
の
間
の
わ
ず
か
な
窪
地
に
、
集
落
が
形
成
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
の
今
里
新
田
は
、
新
田
の
道
祖
神

が
建
つ
交
差
点
を
中
心
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
本
村
は
愛
鷹
山
麓
の
水
源
を
利
用
し
て
立
地
し
、
新
田
村

は
旧
道
筋
に
立
地
し
て
発
達
し
て
き
た
集
落
な
の
で
あ
る
。

本
村
の
旧
集
落
は
、
佐
野
川
と
通
称
寺
山
と
い
う
愛
鷹
山
地

お
お
く
ぼ
じ
よ
う
ど
い
ん

い
、
〃

の
端
山
に
挟
ま
れ
た
大
久
保
、
浄
土
院
の
谷
に
立
地
す
る
入

が
た
な
か
む
ら

は
た
じ
り
し
も
む
ら

方
・
中
村
、
そ
し
て
浅
間
神
社
付
近
の
畑
尻
・
下
村
と
い
う
大

き
く
三
地
域
に
分
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
分
家
や
転
入
し
て
き

い
し
ぶ
れ

た
家
々
が
新
た
に
屋
敷
を
構
え
、
県
道
沿
い
に
石
船
、
ト
ヨ
タ

お
り
ぐ
ち

西
門
近
く
に
折
口
の
二
地
域
増
え
て
い
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
、

ひ
で

え
び
す

下
和
田
と
の
境
に
Ⅱ
の
出
、
石
船
と
ト
ヨ
タ
の
間
に
恵
比
須
が

新
た
に
生
ま
れ
た
。

新
田
の
旧
集
落
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
旧
道
の
要
所
に
あ
る

が
、
や
は
り
戸
数
が
増
え
、
県
道
東
側
に
そ
の
範
域
を
広
げ
つ

あ
さ
ひ
だ
き

つ
あ
る
。
ま
た
県
道
を
蔦
山
か
ら
上
っ
て
い
く
と
、
旭
滝
入
口

と
い
う
看
板
が
目
に
入
る
。
》
）
れ
は
今
里
新
田
の
旧
集
落

す
ん
と
う

の
入
口
で
も
あ
る
が
、
旭
滝
は
『
駿
河
記
』
や
『
駿
東
郡

と
み
お
か

富
岡
村
誌
』
に
も
記
載
が
あ
る
「
棚
底
の
滝
」
、
あ
る
い

滝旭
は
「
棚
返
し
の
滝
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
高

８７
さ
一
八
丈
（
約
五
四
・
五
牌
）
、
幅
五
間
（
九
・
一
脚
）
で
、
下

３

ほ
ん
が
わ
ら

真
和
田
の
本
河
原
を
水
源
と
し
て
い
る
。
『
駿
東
郡
富
岡
村

写
誌
」
に
は
、
誤
っ
て
旭
滝
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
辺
り
で
は
滝
の
落
ち
口
の
崖
を

「
棚
の
台
」
と
称
し
て
い
る
が
『
棚
底
と
い
う
の
は
滝
の
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新
田
の
道
祖
神
の
辻
の
〉
｝
と
を
、
『
駿
河
記
』
に
は
「
三
辻
」

と
し
、
葛
山
・
御
宿
・
今
里
の
三
つ
の
辻
で
あ
る
ゞ
｝
と
に
由
来

し
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
新
田
の
草
分
け
の
家
と
い
わ
れ

て
い
る
勝
又
賢
一
家
は
、
新
田
の
オ
オ
ャ
と
い
う
屋
号
の
ほ
か

に
ミ
ッ
ジ
ノ
イ
ェ
と
も
い
わ
れ
、
先
祖
は
葛
山
と
小
田
原
の
戦

の
時
に
、
ゞ
｝
の
辻
で
小
田
原
方
の
番
人
を
す
る
よ
う
に
命
じ
ら

れ
て
住
み
着
い
た
の
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
．
『
駿
東
郡
富
岡

け
い
が
し
ま
だ
い
こ
ん
ざ
か

村
誌
』
に
は
、
景
ヶ
島
と
葛
山
の
中
間
を
越
え
大
根
坂
を
経
て
、

今
里
新
田
三
辻
か
ら
北
東
方
向
に
通
じ
る
道
を
甲
州
街
道
、
あ

る
い
は
信
玄
公
の
塩
次
道
路
と
も
呼
ぶ
と
あ
る
。
明
治
以
降
は
、

郵
便
配
達
夫
が
通
っ
た
た
め
、
郵
便
道
と
も
い
わ
れ
た
。
な
お
、

現
在
の
県
道
富
士
・
裾
野
線
が
開
通
し
て
か
ら
は
、
「
三
辻
」

は
金
沢
入
口
を
さ
す
よ
う
に
な
っ
た
。

下
の
落
ち
口
を
さ
し
て
い
る
。
渇
水
期
に
な
る
と
洞
れ
て
ほ
と

ん
ど
水
は
落
ち
な
い
が
、
ひ
と
た
び
大
雨
が
降
る
と
雄
大
な
滝

が
出
現
す
る
。

１
中
世
以
前

古
銭
が
出
土
し
た
原
始
、
古
代
ま
で
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、

今
里
中
村
遺
跡
資
料
が
な
い
の
で
明
ら
か
で
は
な
い
・

時
期
は
不
明
だ
が
戦
前
、
入
方
の
浄
土
院
北
側
、
通
称
寺
山

と
い
う
山
裾
か
ら
約
五
○
○
○
枚
の
古
銭
が
出
土
し
た
。
戦
争

中
、
政
府
か
ら
一
般
市
民
へ
金
属
提
供
の
要
請
が
あ
っ
た
た
め
、

そ
の
古
銭
を
献
納
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
寺
院
で

裏
山
を
開
墾
し
た
と
こ
ろ
古
銭
の
数
枚
入
っ
た
壷
が
三
個
出
土

し
た
。
こ
れ
ら
の
出
土
品
の
う
ち
、
壷
一
個
が
浄
土
院
に
保
管

さ
れ
て
い
る
。

一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
、
浄
土
院
か
ら
東
約
五
○
脚
の

同
寺
山
裾
部
で
、
上
水
道
工
事
の
た
め
地
下
約
三
○
’
四
○

修
崎
ほ
ど
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
、
中
国
銭
が
二
二
二
枚
ほ
ど

第
二
節
歴
史
概
要
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２
近
世

南
は
葛
山
村
、
西
北
は
下
和
田
村
と
、
東

近
世
の
今
里
村

は
金
沢
村
と
接
す
る
。
支
配
は
一
六
三
二

（
寛
永
九
）
年
以
降
小
田
原
藩
領
、
一
七
○
八
（
宝
永
五
）
年
以
降

幕
領
、
一
七
一
六
（
享
保
元
）
年
以
降
再
び
小
田
原
藩
領
と
な
っ

要
て
明
治
維
新
を
迎
え
て
い
る
。
一
六
四
八
（
慶
安
元
）
年
八
月

概
あ
ゆ
ざ
わ

唾
「
駿
河
国
駿
河
郡
鮎
沢
庄
今
里
村
畑
検
地
帳
」
（
今
里
区
有
文
書
）

節
が
あ
る
。
村
高
は
、
正
保
郷
帳
・
元
禄
郷
帳
八
三
石
余
、
天
保

２第
郷
帳
一
○
○
石
余
で
あ
る
。

出
土
し
た
。
古
銭
は
一
○
○
枚
単
位
で
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
縄

が
付
着
し
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
中
国
銭
は
、
一
○
世

紀
末
の
淳
化
元
宝
（
九
九
○
年
）
か
ら
一
五
世
紀
の
永
楽
通
宝
（
一

四
○
三
年
）
ま
で
あ
り
、
埋
蔵
は
一
五
世
紀
で
あ
ろ
う
と
さ
れ

て
い
る
。
埋
蔵
の
目
的
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
一
般
に
は
備
蓄

の
た
め
で
あ
る
と
い
う
（
『
市
史
』
一
‐
八
六
号
）
。

以
後
、
近
世
ま
で
の
動
向
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

一
六
八
六
（
貞
享
三
）
年
で
は
村
高
九
三
石
余
、
反
別
一
六
町

余
で
、
三
反
余
の
屋
敷
地
以
外
す
書
へ
て
畑
で
あ
る
。
〉
）
の
ほ
か

に
野
畑
が
二
町
一
反
あ
る
。
山
役
米
は
六
斗
納
め
て
い
る
。
家

数
三
九
軒
、
う
ち
名
主
一
・
組
頭
四
・
村
足
軽
二
・
本
百
姓
一

八
・
水
呑
六
・
門
屋
八
、
人
数
二
八
六
人
、
男
一
四
六
・
女
一

三
五
・
大
工
一
・
出
家
四
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
馬
が
六
一
疋
い

る
の
が
目
に
つ
く
。
鉄
砲
は
村
筒
三
・
脇
筒
三
で
あ
る
。
村
内

あ
ん
よ
う
さ
ん
じ
よ
う
ど
い
ん

に
は
江
戸
増
上
寺
末
浄
土
宗
安
養
山
浄
土
院
（
『
駿
河
記
』
で
は

ご
く
ら
く
じ

安
養
山
浄
土
院
極
楽
寺
と
す
る
、
除
地
一
石
三
斗
）
が
あ
り
、
す
ぺ

て
こ
の
檀
家
で
あ
る
。
ほ
か
に
薬
師
堂
が
一
軒
あ
る
。
宮
は
浅

間
、
天
神
、
大
六
天
、
舎
後
神
、
山
の
神
の
五
社
が
あ
る
（
「
駿

み
く
り
や

河
国
駿
河
郡
御
厨
領
今
里
村
指
出
シ
之
帳
」
『
市
史
』
三
‐
四
七
号
）
。

こ
の
う
ち
浅
間
神
社
は
一
七
三
○
（
享
保
十
五
）
年
に
再
建
さ
れ

て
い
る
（
『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』
、
「
神
社
明
細
書
綴
」
）
。
ま
た
、
享

い
わ
ふ
ね

保
ご
ろ
の
流
行
と
考
え
ら
れ
る
岩
船
地
蔵
が
ま
つ
ら
れ
た
地
蔵

堂
が
あ
る
。

当
村
で
は
、
い
わ
ゆ
る
天
保
の
飢
饅
の
翌
年
で
あ
る
一
八
三

7Qq
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図表3－77今里の字

折
口 蒲

畑

木
ノ
根
坂

牛
抑
口

石
原
塚

新道畑新道畑

二
枚
蔵
理
蔵
理

日
蔭
畑舞

台
芋
穴
久
保 保保

新
堀

大
久
保

出出 口

大
布
施

曲久保保 時
ケ
尾

坂/下

竜
ケ
久
保

向海道道中村
石船石船石入

方
一

浅
間
山下

村
薬師海道薬師海道

新
原 原

原
東
原
東南

山
棚
返 新

田
新
田
畑

女
久
保

女

7Qイ
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図表3 78今里の字一覧

新道畑(シンミチバタケ）

泉口(セングチ）

浅間山(センケンヤマ）

大根山(ダイコンヤマ）

棚返(タナガエシ）

出口(デグチ）

時ケ尾（トキカ．オ）

長坂(ナカサカ）

中村(ナカムラ）

新堀(ニイポリ）

二枚蔵理(ニマイゾウリ）

八久保(ハチクポ）

花向(ハナムカイ）

原東(ハラヒカシ）

日蔭沢(ヒカケザワ）

｜ |蔭畑（ヒカゲバタ）

束大塚(ヒガシオオッカ）

舞台(ブタイ）

紺|畑(ホソバタケ）

lll l久保(マガリクポ）

間古坂(マゴサカ）

マヒガフチ(マヒガフチ）

丸山(マルヤマ）

水グイ（ミズグイ）

南山（ミナミヤマ）

明保根山（ミョウホネヤマ）

向海道(ムカイト､ウ）

狢穴(ムジナアナ）

森坂(モリサカ）

薬師海道(ヤクシカイト÷ウ）

竜ケ久保（リュウガクポ）

赤目立(アカメダチ）

石原塚(イシハラヅカ）

石船(イシブネ）

芋穴久保(イモアナクポ）

入方(イリガタ）

ウシヲテ(ウシオテ）

江ノ平(エノタイラ）

大久保(オオクポ）

大竹洞(オオタケポラ）

大布施(オオフセ）

大向(オオムカイ）

折口(オリグチ）

女久保(オンナクポ）

蔭ノ山(カケノヤマ）

カシノ木立(カシノキダチ）

カッタklll (カツタバタケ）

カリ又(カリマタ）

蒲畑(カンバタケ）

木ノ根坂(キノネザカ）

コウチ休場(コウチヤスミバ）

コブナ(コブナ）

小麦畑(コムギバタケ）

古屋ノ入(コヤノイリ）

権九郎(ゴンクロウ）

坂ノ下(サカノシタ）

三庄山(サンショウヤマ）

三本松(サンボンマツ）

下ノ平(シモノタイラ）

下村(シモムラ）

新田畑(シンデンハタ）

新原(シンバラ）
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第17章今 里

３
近
現
代

近
世
の
今
里
村
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）

行
政
区
の
変
遷

年
の
大
区
小
区
制
の
導
入
に
よ
っ
て
第
一

大
区
五
の
小
区
へ
と
編
入
さ
れ
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
の
大

み
ず
く
ぼ

区
小
区
制
の
再
編
に
よ
り
、
市
域
の
水
窪
以
外
の
村
々
と
と
も

に
第
一
大
区
三
小
区
に
編
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
大
区
小
区

制
も
、
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
っ

て
廃
止
さ
れ
、
再
び
近
世
以
来
の
今
里
村
に
民
選
の
戸
長
が
置

か
れ
る
》
）
と
に
な
る
。
し
か
し
、
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
に

は
戸
長
公
選
制
を
廃
さ
れ
、
戸
長
の
官
選
と
戸
長
役
場
管
轄
区

き
せ

域
の
改
定
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
黄
瀬
川
を
境
に
市
域
は

東
西
に
二
分
さ
れ
、
今
里
は
「
御
宿
村
ほ
か
一
○
か
村
」
の
区

域
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
戸
長
役
場
は
御
宿
村
に
置
か
れ
る
こ
と

七
（
天
保
八
）
年
に
、
米
一
六
俵
の
代
金
と
し
て
二
五
両
余
の
報

徳
金
を
無
利
息
で
借
用
し
、
五
年
賦
で
一
八
四
一
（
天
保
十
二
）

年
に
返
済
し
て
い
る
。

一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
、
町
村
制
の
公
布
に
よ
り
、
翌

ふ
か
な
み
こ
い
ず
み

八
九
年
に
須
山
村
・
富
岡
村
・
深
浪
村
・
小
泉
村
と
い
う
四
つ

の
行
政
村
が
誕
生
し
、
今
里
は
他
の
一
○
か
村
と
と
も
に
富
岡

村
に
属
す
こ
と
に
な
っ
た
。
財
政
規
模
の
小
さ
い
須
山
村
は
富

岡
村
と
町
村
組
合
を
設
け
て
、
須
山
村
富
岡
村
組
合
村
を
結
成

し
た
。
組
合
村
役
場
は
富
岡
村
に
置
か
れ
、
組
合
村
長
も
富
岡

村
出
身
者
が
務
め
た
。
そ
の
後
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年

に
町
村
組
合
を
解
消
し
、
富
岡
村
と
須
山
村
は
独
立
し
た
行
政

村
と
な
っ
た
。

い
ず
み

戦
後
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
小
泉
村
と
泉
村
が
合

併
し
て
裾
野
町
が
誕
生
し
た
。
さ
ら
に
、
’
九
五
六
（
昭
和
三

十
一
）
年
に
は
深
良
村
が
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
に
は
須

山
村
と
富
岡
村
が
裾
野
町
に
合
併
し
て
裾
野
町
と
な
り
、
一
九

七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
、
現
在
の
裾
野
市

と
な
っ
た
。

ノー

V－

な
晶

一

b

ナェ
ノー

○
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第2節 歴史概要

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調

戸
数
と
人
口

査
」
に
よ
れ
ば
、
家
持
五
一
戸
、
人
口
三
二

七
人
（
男
一
六
四
人
・
女
一
六
三
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
一
八
八

八
（
明
治
二
十
一
）
年
頃
の
「
御
宿
村
ほ
か
一
○
か
村
、
自
治
区

造
成
に
関
す
る
諸
表
」
で
は
、
七
九
戸
、
三
九
三
人
で
あ
る

（
「
市
史
』
四
‐
三
四
二
号
）
。
ま
た
、
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年

に
つ
い
て
は
各
大
字
の
統
計
が
あ
り
、
今
里
で
は
七
七
戸
、
五

九
二
人
で
あ
る
（
「
大
正
十
四
年
度
富
岡
村
事
務
報
告
」
よ
り
）
。

ち
な
み
に
富
岡
村
の
人
口
は
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
が
四
二

七
二
人
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
が
五
二
五
五
人
、
一
九
三
七

（
昭
和
十
二
）
年
が
六
一
七
六
人
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
一
一
八

世
帯
、
一
二
四
三
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
八
七
五
年
の
統
計

に
比
べ
る
と
世
帯
数
で
は
約
二
倍
、
人
口
で
は
約
三
・
八
倍
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
一
九
九
五
年
に
は
、
一
九
三
世
帯
、

七
○
五
人
で
あ
る
。

一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
の
「
地
誌
取
調
草

生
業
の
変
遷

案
」
で
は
、
畑
五
二
町
九
畝
二
歩
、
宅
地
三

町
六
反
八
畝
二
四
歩
、
山
林
原
野
・
雑
種
地
三
五
九
町
八
反
六

畝
一
八
歩
と
、
水
田
は
皆
無
で
耕
地
は
す
べ
て
畑
で
あ
る
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調
査
」
の
職
分
表

で
は
、
農
一
七
三
人
、
僧
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
前
述
の

と
う
も
ろ

「
地
誌
取
調
草
案
」
で
は
、
物
産
に
大
小
麦
・
蕎
麦
・
玉
蜀

予
」
’
し黍

・
炭
・
材
木
・
茶
・
緬
等
を
あ
げ
て
い
る
。
と
く
に
玉
蜀
黍

の
産
出
額
は
も
っ
と
も
多
く
、
や
や
時
期
は
下
る
が
大
正
初
期

に
編
ま
れ
た
『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』
に
は
、
「
特
殊
農
産
物
ト

シ
テ
ハ
維
新
前
玉
蜀
黍
ノ
栽
培
一
戸
約
二
十
俵
位
ニ
シ
テ
其
他

産
業
ト
シ
テ
録
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
シ
」
と
書
か
れ
、
こ
の
村
誌
が

編
ま
れ
た
当
時
は
玉
蜀
黍
の
総
計
二
八
○
○
俵
、
一
戸
に
つ
き

平
均
四
○
俵
と
富
岡
村
中
で
最
も
多
い
。
ま
た
同
じ
く
炭
の
産

出
額
も
、
一
戸
に
つ
き
二
、
三
百
俵
を
算
出
し
て
下
和
田
と
金

沢
に
次
い
で
多
い
。
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第17章今 里

近
世
に
寺
子
屋
の
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
が
、

学
校

『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』
に
よ
れ
ば
わ
ず
か
に
有
志

の
子
弟
が
寺
院
で
学
ん
で
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
八
七
二

（
明
治
五
）
年
に
学
制
が
頒
布
さ
れ
、
今
里
村
に
も
今
里
舎
が
創

立
さ
れ
る
。
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
、
県
の
布
達
を
受
け
て

県
内
の
学
区
が
大
幅
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
里
舎
と

か
い
し
よ
う
し
や

が
く
な
ん

下
和
田
の
開
昇
舎
そ
し
て
須
山
学
校
が
嶽
南
小
学
校
に
統
合
さ

れ
た
。
通
学
の
困
難
を
考
慮
し
て
、
須
山
と
下
和
田
の
小
学
校

を
嶽
南
小
学
校
の
分
校
と
し
、
今
里
の
子
ど
も
た
ち
も
下
和
田

の
分
校
に
通
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
と
き
下
和
田
分
校
に

は
、
訓
導
が
一
人
、
授
業
生
が
二
人
配
置
さ
れ
た
。
翌
一
八
八

七
（
明
治
二
十
）
年
に
は
、
下
和
田
分
校
を
嶽
南
小
学
校
第
二
分

校
と
し
た
。

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
の
市
制
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
、

深
良
・
小
泉
・
富
岡
・
須
山
の
各
行
政
村
が
誕
生
し
、
須
山
は

嶽
南
小
学
区
か
ら
分
離
し
て
須
山
村
立
尋
常
小
学
校
を
設
立
。

嶽
南
小
学
校
の
下
和
田
分
校
は
そ
の
ま
ま
存
続
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
そ
の
後
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
に
下
和
田
と
今
里

を
学
区
と
し
た
下
和
田
尋
常
小
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
一

九
○
八
（
明
治
四
十
一
）
年
、
尋
常
小
学
校
の
修
業
年
限
を
六
年

に
延
長
さ
れ
た
》
｝
と
を
受
け
て
、
翌
一
九
○
九
年
下
和
田
尋
常

小
学
校
を
廃
し
て
、
嶽
南
尋
常
小
学
校
の
四
か
年
の
分
教
場
と

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
分
校
の
生
徒
は
、
本
校
で
あ

る
嶽
南
小
学
校
へ
、
残
り
二
年
間
通
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、

小
学
校
よ
り
も
北
に
位
置
し
て
い
る
金
沢
と
葛
山
で
は
子
ど
も

の
通
学
に
不
便
を
感
じ
て
、
下
和
田
と
今
里
と
と
も
に
本
校
を

村
中
央
へ
移
転
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
し
か
し
費
用
の
問
題
も

あ
り
、
こ
の
移
転
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

一
九
○
○
（
明
治
三
十
三
）
年
に
小
学
校
令
が
改
正
さ
れ
、
尋

常
小
学
校
に
高
等
科
を
併
置
す
る
こ
と
と
な
り
、
嶽
南
小
学
校

に
は
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
高
等
科
が
併
置
さ
れ
た
。
こ
れ

よ
り
前
、
一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
に
、
今
里
、
金
沢
、
葛
山
の

な
か
ざ
と
た
ぱ
つ
さ
わ

中
里
と
田
場
沢
の
住
民
が
協
力
し
て
中
里
に
分
校
を
設
置
し
た
。

麦
｝
れ
は
、
嶽
南
小
学
校
へ
の
通
学
に
不
便
を
感
じ
て
い
た
地
区
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第17章今
盟
工

が
行
っ
た
〉
）
と
だ
が
、
そ
の
後
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
に
駿

み
や
ば
ら

東
郡
長
か
ら
本
校
を
御
宿
の
宮
原
に
移
転
し
、
中
里
分
校
を
廃

す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
本
校
の
位
置
を
め
ぐ

っ
て
北
部
と
南
部
地
区
と
の
間
に
再
び
対
立
が
生
じ
た
。
県
学

務
部
長
地
方
課
事
務
官
の
調
停
に
よ
り
、
御
宿
内
の
若
干
北
よ

り
に
移
転
す
る
こ
と
で
合
意
が
成
立
し
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）

年
嶽
南
尋
常
高
等
小
学
校
が
移
転
改
築
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
い
く
度
か
の
制
度
的
変
更
、
名
称
変
更
が
あ
り
、

現
在
の
裾
野
市
立
富
岡
第
一
小
学
校
と
な
っ
た
（
第
二
一
章
御
宿

参
照
）
。

「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
る
と
、
一
九
六
○

農
業
の
変
化

（
昭
和
三
十
五
）
年
の
総
戸
数
は
八
八
戸
、
総

農
家
数
は
八
一
戸
、
う
ち
専
業
は
な
い
が
第
一
種
兼
業
が
四
六

戸
、
第
二
種
兼
業
が
三
五
戸
で
あ
る
。
》
一
れ
が
一
九
九
○
年
に

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活

な
る
と
、
総
戸
数
は
一
七
六
戸
と
倍
増
し
て
い
る
も
の
の
、
総

農
家
数
は
六
七
戸
と
減
っ
て
い
る
。
う
ち
、
専
業
が
六
戸
、
第

一
種
兼
業
が
六
戸
、
第
二
種
兼
業
が
五
五
戸
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
作
物
類
別
収
穫
面
積
で
比
較
す
る
と
、
稲
が
二
○
・
四

か
ら
二
五
・
八
鯵
夕
に
増
え
て
は
い
る
も
の
の
、
麦
類
・
雑
穀
は

五
○
・
五
か
ら
一
・
八
〃
夕
に
、
い
も
類
は
二
一
・
二
か
ら
一
・
八

吟
夕
に
、
ま
め
類
が
一
・
六
か
ら
○
・
二
〃
夕
に
減
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
工
芸
作
物
が
九
・
四
か
ら
二
八
・
三
〃
夕
に
、
花
き

類
が
○
か
ら
二
八
三
・
○
鯵
夕
に
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
六

○
年
現
在
に
は
養
蚕
農
家
が
一
八
戸
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

内
部
区
分
と
現
在
、
今
里
に
は
二
一
の
組
が
あ
る
。
新
田

か
ら
さ
わ

区
の
役
職
１
・
新
田
２
・
新
田
３
・
唐
沢
・
石
船
・
下

い
、
〃
む
ら

村
・
畑
尻
・
入
村
・
大
久
保
・
日
の
出
・
恵
比
寿
・
折
口
の
各

組
で
あ
る
。
ゞ
）
れ
ら
の
う
ち
、
旧
来
の
モ
ョ
リ
（
最
寄
）
と
呼
ば

れ
て
い
た
の
は
、
新
田
（
現
新
田
１
組
）
・
石
船
・
下
村
・
畑

尻
・
入
方
・
中
村
・
大
久
保
の
七
最
寄
で
あ
る
。
現
在
の
入
村

組
は
、
’
九
九
八
年
四
月
か
ら
編
制
さ
れ
た
新
し
い
組
で
あ
る

8()0



第3節地域社会と生活

図表3－80

今里の内部区分

が
、
本
来
は
入
方
と
中
村
と
い
う
二
つ
の
最
寄
を
合
わ
せ
、
各

最
寄
の
一
宇
を
取
っ
て
入
村
と
し
た
。

図
表
３
‐
門
に
あ
る
よ
う
に
、
道
祖
神
は
四
か
所
に
ま
つ
ら

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
久
保
組
と
入
村
組
の
境
、
下
村
組

の
天
神
社
下
、
新
田
の
辻
、
そ
し
て
稲
荷
神
社
前
で
あ
る
。
サ

イ
ト
ャ
キ
は
現
在
、
今
里
上
橋
の
佐
野
川
河
原
と
児
童
公
園
の

二
か
所
で
行
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
小
屋
が
け
を
し
て
サ
イ

ノ
カ
ミ
を
ま
つ
り
、
サ
イ
ト
ャ
キ
は
上
橋
際
の
畑
と
県
道
沿
い

の
二
か
所
で
ま
と
め
て
行
っ
て
い
た
。

二
○
○
○
年
度
の
区
の
役
職
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

区
長
・
副
区
長
・
出
納
役
各
一
名
、
協
議
員
四
名
、
自
主
防
災

会
長
一
名
、
自
主
防
災
会
副
会
長
二
名
（
一
名
は
会
計
担
当
）
、

入 村

中 村
日の出

大久保

下 村

畑 尻

石 船

唐 沢

新田 l

新田2

新田3

恵比寿

折 ’二1

大久保

下 村

畑 尻

石 船

今里新田

／
｜
／

監
査
委
員
三
名
、
組
長
・
副
組
長
各
一
名
（
計
一
西
名
）
、
体
育

委
員
各
組
一
名
（
計
一
二
名
）
、
子
供
会
世
話
人
各
組
一
名
（
除
折

口
組
、
計
二
名
）
、
新
田
公
民
館
建
設
準
備
委
員
各
組
一
名

（
計
一
二
名
）
、
神
社
総
代
三
名
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
協
議
委

員
は
、
環
境
衛
生
委
員
長
・
自
主
防
災
会
長
・
体
育
館
長
・
書

記
長
・
公
民
館
長
・
新
田
公
民
館
建
設
委
員
長
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
兼
任
す
る
。
さ
ら
に
、
前
年
度
区
長
は
顧
問
と
な
る
。
こ
れ

ら
の
役
職
の
任
期
は
一
年
で
、
神
社
総
代
な
ど
は
三
年
で
あ
る
。

浅
間
神
社
の
境
内
に
は
、
共
有
に
関
わ
る
記
念
碑

共
有
地

が
二
基
建
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
一
九
六
七

（
昭
和
四
十
二
）
年
四
月
十
六
日
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
一
基

な
が
さ
か

と
み
ひ
ら

は
「
長
坂
共
有
林
記
念
碑
」
、
一
基
は
「
富
平
山
起
源
」
と
題

さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
長
坂
共
有
林
に
つ
い
て
だ
が
、
長
坂
に

古
く
か
ら
今
里
区
民
の
下
草
・
屋
根
茅
・
女
竹
の
採
取
地
と
し

て
利
用
さ
れ
て
き
た
共
有
地
が
あ
っ
た
が
、
一
九
一
四
（
大
正

三
）
年
に
植
林
を
し
た
も
の
の
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
御

料
地
と
し
て
接
収
さ
れ
、
区
で
は
御
料
地
保
護
組
合
を
結
成
し
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二仕二

て
そ
の
保
護
管
理
に
協
力
し
て
き
た
。
し
か
し
、
戦
後
一
九
四

七
（
昭
和
二
十
二
）
年
に
引
揚
者
互
助
組
合
に
払
下
げ
ら
れ
る
こ

と
が
内
定
し
、
区
を
あ
げ
て
払
下
げ
運
動
を
し
て
き
た
。
や
が

て
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
に
国
有
林
野
整
備
法
が
制
定
さ

れ
、
さ
ら
に
払
下
げ
運
動
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
一
九
五
三
（
昭

和
二
十
八
）
年
に
よ
う
や
く
区
長
ほ
か
八
三
名
に
払
下
げ
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
広
さ
は
二
一
町
八
反
一
畝
二
歩
、

払
下
げ
代
金
は
八
四
二
万
円
に
も
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

長
坂
と
い
う
の
は
愛
謄
山
の
一
部
で
あ
る
が
、
共
有
地
と
し
て

最
適
な
場
所
を
召
し
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
を
払
い
戻
す
た
め
の
努

力
を
富
岡
村
長
や
歴
代
の
区
長
、
役
員
た
ち
が
や
っ
て
き
た
一
）

と
を
称
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
区
長
を
含
め
八
四
名
と
い

う
の
は
、
当
時
の
旧
戸
数
に
あ
た
る
も
の
で
、
現
在
も
共
有
財

産
の
権
利
が
あ
る
家
均
で
あ
る
。

お
お

ま
た
、
富
平
山
と
い
う
の
は
、
戦
争
中
に
勝
又
富
平
氏
が
大

の
は
ら

野
原
開
墾
畑
五
反
歩
を
在
郷
軍
人
会
消
防
団
青
年
団
等
の
諸
団

体
に
寄
付
し
た
が
、
戦
後
そ
の
地
は
区
の
管
轄
と
な
っ
て
い
た
。

一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
富
士
工
場
進
出
の

予
定
地
と
な
り
、
当
時
の
区
長
が
裾
野
町
当
局
と
折
衝
し
た
結

果
、
代
金
の
一
部
で
下
和
田
地
籍
の
町
有
林
植
栽
後
六
か
年
の

一
町
歩
を
代
替
地
と
し
て
払
下
げ
を
受
け
、
今
里
区
有
林
と
し

た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
寄
付
者
の
意
思
を
尊
重

し
て
富
平
山
と
呼
称
す
る
こ
と
と
し
た
と
い
う
。
ゞ
）
の
富
平
山

う
ち
や
ま

は
、
現
在
愛
朧
山
地
の
下
和
田
地
先
、
宇
内
山
に
あ
る
。
な
お
、

ト
ヨ
タ
に
売
却
し
た
折
の
代
金
の
一
部
は
、
今
里
区
福
祉
基
金

と
し
て
青
少
年
育
成
そ
の
他
諸
団
体
の
活
動
の
助
成
を
す
る
〉
）

と
と
し
た
。

今
里
の
土
壌
は
火
山
性
の
砂
礫
士
壌
で
あ
る

水
源
と
開
田

た
め
、
水
は
す
尋
へ
て
地
下
に
浸
透
し
て
し
ま

う
。
ま
た
、
佐
野
川
に
も
通
常
水
が
流
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た

め
、
古
く
か
ら
愛
麿
山
の
し
ぼ
り
水
を
水
源
と
し
て
水
を
引
く

方
法
を
と
っ
て
き
た
。
ま
た
旭
滝
の
湧
水
も
、
貴
重
な
生
活
用

水
で
あ
っ
た
。
水
源
に
は
水
神
を
ま
つ
っ
て
い
る
が
、
現
在
確

認
さ
れ
る
の
は
下
村
組
の
一
八
六
二
（
文
久
二
）
年
の
も
の
と
、
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新
田
の
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
の
二
基
で
あ
る
。

明
治
以
前
は
水
田
が
皆
無
だ
っ
た
今
里
も
、
有
志
七
名
の
発

起
に
よ
っ
て
一
九
一
○
（
明
治
四
十
三
）
年
に
官
の
許
可
を
得
て
、

た
な

耕
地
整
理
委
員
七
名
が
開
田
に
着
手
し
た
。
字
大
久
保
・
棚

が
え
し
さ
か
の
し
た

は
ら
ひ
が
し
お
ん
な
く
ぼ

返
・
坂
ノ
下
・
石
船
・
原
東
・
女
久
保
の
耕
地
整
理
を
進
め
、

翌
一
九
二
（
明
治
四
十
四
）
年
に
七
町
歩
を
開
田
、
翌
年
に
もせ

ん

七
町
歩
余
を
開
田
し
た
。
そ
の
水
口
は
二
か
所
で
、
一
つ
は
泉

ぐ
ち口

と
い
う
水
源
か
ら
三
○
○
間
の
土
管
を
引
き
、
一
つ
は
葛
山

す
が
ま
い
り

地
籍
の
須
釜
入
に
溜
池
を
作
っ
て
水
を
引
い
た
と
い
わ
れ
て
い

る
（
「
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』
）
。

寺
社
と
そ
「
神
社
明
細
調
」
に
よ
る
と
、
村
社
は
浅
間
神

こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

の
祭
り
社
で
木
花
開
耶
姫
命
を
ま
つ
り
、
合
祀
社
と
し

て
大
六
天
神
社
と
山
神
社
が
あ
る
。
浅
間
神
社
は
創
建
年
月
は

不
詳
だ
が
、
一
七
三
○
（
享
保
十
五
）
年
に
再
建
し
た
棟
札
が
あ

る
。
こ
の
ほ
か
に
、
一
七
九
三
（
寛
政
五
）
年
．
一
八
五
二
（
嘉
永

五
）
年
．
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
・
一
八
六
八
（
明
治
元
）
年
・
一

八
七
九
（
明
治
十
二
）
年
．
一
八
九
○
（
明
治
二
十
三
）
年
．
一
九

○
一
（
明
治
三
十
四
）
年
・
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
．
一
九
六
八

（
昭
和
四
十
三
）
年
の
棟
札
が
あ
る
。
例
祭
は
六
月
一
日
で
あ
っ

た
が
、
現
在
は
七
月
一
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
正
月

一
日
の
元
旦
祭
、
十
月
十
七
日
の
神
嘗
祭
が
あ
る
。
こ
の
秋
祭

り
に
は
、
神
餓
と
し
て
新
穀
の
ア
ラ
モ
ミ
と
カ
ラ
ナ
（
シ
ョ
ウ

ガ
）
・
ア
マ
ナ
を
特
別
に
供
え
る
。
な
お
、
現
在
は
十
七
日
の

後
の
日
曜
日
に
祭
日
を
移
動
し
て
い
る
。

大
六
天
神
社
は
も
と
入
方
に
ま
つ
ら
れ
て
い
て
、
カ
ギ
ト
リ

と
呼
ば
れ
る
家
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
○
七
（
明
治
四
十
）

年
山
神
社
と
と
も
に
浅
間
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。
ま
た
、
山
神

も
り
さ
か

社
は
字
森
坂
に
ま
つ
ら
れ
て
い
て
、
大
六
天
神
社
と
と
も
に
浅

間
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
も
森
坂

に
元
宮
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
天
神
社
と
社
（
舎
）
護
神
が
下
村
に
ま
つ
ら
れ
、

浅
間
神
社
境
内
に
は
金
比
羅
神
社
・
八
坂
神
社
（
牛
頭
天
王

社
）
・
大
山
阿
夫
利
神
社
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
神

社
に
山
神
社
も
加
え
て
、
祭
り
は
浅
間
神
社
の
例
祭
と
秋
祭
り
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に
と
も
に
行
い
、
注
連
縄
を
張
り
替
え
神
撰
を
供
え
て
い
る
。

ま
た
、
地
蔵
堂
側
の
稲
荷
神
社
は
、
二
月
初
午
に
祭
り
を
し
て

い
た
。今

里
新
田
に
は
、
県
道
か
ら
の
入
口
に
高
山
神
社
が
ま
つ
ら

写真3－79今里の浅間神社

れ
て
い
る
。
も
と
は
勝
又
賢
一
家
の
屋
敷
神
で
あ
っ
た
神
明
宮

と
浅
間
大
菩
薩
を
、
近
年
、
高
山
神
社
と
新
た
に
命
名
し
て
新

田
の
神
社
と
し
て
ま
つ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
高
山

神
社
に
は
、
本
村
の
浅
間
神
社
も
分
祀
し
て
同
様
に
ま
つ
っ
て

い
る
。
旭
滝
付
近
に
は
、
同
家
の
山
の
神
と
不
動
も
ま
つ
ら
れ

む
ら
や
ま
ふ

て
い
る
。
旭
滝
で
は
、
か
つ
て
富
士
峰
行
を
終
え
た
村
山
（
富

じ
の
み
や

士
宮
市
）
の
法
印
が
金
沢
で
一
泊
し
て
か
ら
、
九
月
八
日
に
滝

壷
に
入
っ
て
身
を
清
め
た
と
い
う
。

今
里
の
寺
は
浄
土
宗
浄
土
院
（
極
楽
寺
）
で
あ
る
。
「
寺
院
明

細
帳
」
お
よ
び
『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
」
に
よ
れ
ば
、
創
立
年
月

れ
ん
よ

は
不
詳
だ
が
、
蓮
譽
が
開
創
し
、
一
六
三
九
（
寛
永
十
六
）
年
教

蓮
社
文
譽
上
人
が
中
興
す
る
と
あ
る
。
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
、

境
内
に
は
薬
師
堂
が
あ
る
。

岩
船
地
蔵
の
今
里
の
集
落
へ
県
道
を
北
か
ら
入
る
と
す
ぐ

由
来
と
祭
り
に
地
蔵
堂
が
あ
る
。
地
蔵
堂
に
は
、
岩
船
地

蔵
と
呼
ば
れ
る
石
仏
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
九
四
年
三
月

二
十
七
日
に
地
蔵
堂
が
改
築
さ
れ
、
そ
の
落
慶
法
要
が
行
わ
れ
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第3節地域社会と生活

た
。
岩
船
地
蔵
は
、
そ
の
名
の
通
り
石
の
船
に
乗
っ
た
地
蔵
で

あ
る
が
、
厨
子
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
通
常
は
地
蔵
像
の
み
で

石
の
船
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
岩
船
地
蔵
は
、
市
内
で
は

今
里
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
由
来
は
次
の

＝
ーI
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|'m
"4--n毎
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写真3 80岩船地蔵の祭り

よ
愛
う
で
あ
る
。

須
山
か
ら
地
蔵
が
や
っ
て
き
た
が
、
須
山
に
帰
る
と
き
に
な

っ
て
天
気
が
悪
く
な
っ
た
の
で
帰
れ
な
く
な
り
、
こ
ゞ
）
今
里
に

と
ど
ま
り
そ
れ
以
来
ま
つ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
今
里
で

ち
ゃ
ぱ
た
け
か
し
わ
ぎ
じ
ん

は
た
ん
に
「
地
蔵
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
茶
畑
の
柏
木
甚

え
も
ん

右
衛
門
が
記
し
た
「
覚
書
帳
」
に
、
一
七
一
九
（
享
保
四
）
年
七

月
に
岩
船
地
蔵
の
記
載
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
地
蔵
が
山

か
ご
さ
か

す
ば
し
り
お
や
ま

梨
県
郡
内
地
方
か
ら
籠
坂
峠
を
越
え
て
須
走
村
（
小
山
町
）
、
そ

な
か
ば
た

こ
か
ら
七
日
目
に
中
畑
村
（
御
殿
場
市
）
、
さ
ら
に
七
日
目
に
佐

ほ
う
う
ん
じ

ほ
ん
じ
ゆ
く
な
が
い
ず
み

野
村
法
雲
寺
、
そ
し
て
五
日
目
に
本
宿
村
（
長
泉
町
）
へ
と
送

り
出
さ
れ
て
い
る
。
御
神
体
（
本
尊
）
は
見
え
な
い
が
、
盲
目
の

人
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
手
足
が
不
自
由
な
人
や
病
気

の
人
が
治
っ
た
り
す
る
、
た
い
へ
ん
御
利
益
の
あ
る
地
蔵
だ
と

し
も
つ
が
い
わ
ふ
ね

い
う
。
こ
れ
は
、
下
野
国
の
岩
船
地
蔵
（
栃
木
県
下
都
賀
郡
岩
舟

こ
う
し
よ
』
う
じ

町
の
高
勝
寺
の
地
蔵
）
が
、
一
七
一
九
年
に
突
然
大
流
行
し
て
村

送
り
で
各
地
に
ま
つ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
う
ち
の
一
系
統
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
今
里
の
岩
船
地
蔵
も
そ
の
折
の
も
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の
で
、
柏
木
甚
右
衛
門
の
「
覚
書
帳
」
と
は
異
な
る
伝
播
の
仕

方
で
伝
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
須
走
か
ら

い
ん
の

中
畑
、
そ
こ
か
ら
印
野
（
御
殿
場
市
）
、
須
山
へ
と
村
送
り
さ
れ

た
も
の
が
今
里
に
伝
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
岩
船
地
蔵

は
、
地
蔵
の
頭
頂
部
か
ら
船
底
ま
で
の
高
さ
が
一
○
九
・
八

修
崎
、
船
の
舳
先
か
ら
艫
ま
で
の
長
さ
が
一
一
三
・
五
ば
け
と
、

か
な
り
の
大
き
さ
が
あ
り
、
村
送
り
す
る
に
は
重
す
ぎ
る
た
め
、

こ
の
流
行
の
後
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
福
田
ア

ジ
オ
「
歴
史
を
調
、
ぺ
る
楽
し
み
ｌ
岩
船
地
蔵
捜
索
記
ｌ
」
「
市
史
研

究
』
五
）
。

現
在
の
祭
り
は
、
七
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
の
地
蔵
盆

に
行
わ
れ
て
い
る
。
二
十
三
日
に
は
当
番
組
の
各
戸
か
ら
一
人

ず
つ
出
て
地
蔵
堂
に
お
籠
も
り
を
し
、
夜
通
し
念
仏
を
唱
え
な

が
ら
数
珠
繰
り
を
し
て
い
る
。
翌
二
十
四
日
の
本
祭
り
に
は
、

念
仏
講
が
新
盆
の
家
を
回
っ
て
供
養
し
た
後
、
地
蔵
堂
で
岩
船

地
蔵
の
御
詠
歌
を
唱
え
る
。
ま
た
、
参
詣
者
に
は
岩
船
地
蔵
の

姿
を
刷
っ
た
札
を
配
る
。
か
つ
て
本
祭
り
に
は
相
撲
が
行
わ
れ
、

沼
津
の
静
浦
辺
り
か
ら
も
力
自
慢
の
相
撲
取
り
が
来
た
も
の
だ

と
い
う
。
な
お
、
今
里
の
盆
は
七
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日

ま
で
行
わ
れ
、
二
十
三
日
の
晩
は
地
蔵
堂
前
の
辻
で
盆
踊
り
が

催
さ
れ
る
。

そ
の
ほ
か
現
在
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
お

の
行
事
も
な
行
事
と
し
て
春
祈
祷
と
風
祭
が
あ
っ
た
。

春
祈
祷
は
、
二
月
二
十
八
日
に
災
難
が
な
い
よ
う
に
一
年
の
無

事
を
祈
っ
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
風
祭
は
、
村
境
の
下
橋
の
脇
に

竹
を
一
対
立
て
、
注
連
縄
を
張
り
渡
し
て
厄
病
が
入
っ
て
こ
な

い
よ
う
に
と
祈
願
し
た
。

講
に
は
、
不
動
講
、
山
の
神
講
、
秋
葉
講
、
子
安
講
、
万
神

講
な
ど
が
あ
る
。
不
動
講
は
世
帯
主
に
よ
る
講
で
、
毎
月
二
十

八
日
に
組
ご
と
に
行
わ
れ
る
。
山
の
神
講
は
、
本
村
と
新
田
そ

れ
ぞ
れ
が
一
月
十
七
日
に
神
場
の
山
神
社
（
御
殿
場
市
）
に
代
参

す
る
。
秋
葉
講
は
、
十
二
月
十
五
日
’
十
六
日
に
清
水
市
の
秋

葉
山
へ
代
参
に
行
き
札
を
い
た
だ
い
て
く
る
。
ま
た
、
子
安
講

は
女
性
の
講
で
、
毎
月
二
十
日
に
組
ご
と
で
子
安
さ
ん
を
ま
つ
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第3節地域社会と生活

る
。
新
田
で
は
、
現
在
は
年
に
二
回
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
の
行
事
と
し
て
サ
イ
ト
ャ
キ
や
天
神
講

が
あ
る
。
サ
イ
ト
ャ
キ
で
は
、
か
つ
て
子
ど
も
た
ち
が
裾
野
ま

で
寄
付
金
を
集
め
お
飾
り
や
ダ
ル
マ
を
買
い
、
オ
ン
ベ
を
作
っ

た
。
ま
た
二
階
建
て
の
小
屋
が
け
を
し
て
、
泊
ま
り
込
み
で
オ

ン
ベ
を
見
張
っ
た
と
い
う
。
天
神
講
も
、
子
ど
も
た
ち
が
家
を

借
り
、
米
や
薪
を
持
ち
寄
っ
て
食
事
を
作
り
、
赤
飯
を
天
神
社

に
供
え
て
ま
つ
っ
た
と
い
う
。
サ
イ
ト
ャ
キ
の
小
屋
が
け
や
天

神
識
は
、
い
ず
れ
も
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

写真3－81 廻国塔

岩
船
地
蔵
周
地
蔵
堂
の
一
角
に
は
、
お
び
た
だ
し
い
数
の

辺
の
石
造
物
石
造
物
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
お
も
な
も
の

は
、
馬
頭
観
音
、
順
礼
供
養
塔
、
廻
国
塔
、
庚
申
塔
な
ど
が
あ

る
。
廻
国
塔
は
一
七
五
四
（
宝
暦
四
）
年
と
一
七
四
三
（
寛
保
三
）

年
の
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
庚
申
塔
も
一
六
八
八
（
元
禄
元
）
年

と
一
七
二
九
（
享
保
十
四
）
年
の
も
の
が
並
ぶ
。

参
考
文
献

「
柏
木
甚
右
衛
門
覚
書
帳
湯
山
安
右
衛
門
日
記
』
（
叢
書
１
）
裾

野
市
史
編
さ
ん
室
一
九
九
○
年

福
田
ア
ジ
オ
「
歴
史
を
調
、
雫
へ
る
楽
し
み
ｌ
岩
船
地
蔵
捜
索
記
ｌ
」

「
市
史
研
究
』
五
裾
野
市
史
編
さ
ん
室
一
九
九
三
年
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第1節地理的概要

図表3-81葛山の位置
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か
ず
ら
や
ま

葛
山
と
い
う
地
名
は
、
室
町
か
ら
戦
国
時

谷
間
の
村
葛
山

代
を
通
じ
て
〉
）
の
地
を
領
有
し
て
い
た
葛

な
か
む
ら

山
氏
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
中
村
と
呼
ば
れ
る
モ
ョ
リ

せ
ん
ね
ん
じ

（
最
寄
）
に
は
浄
土
宗
仙
年
寺
が
あ
り
、
こ
の
裏
山
が
葛
山
城
跡

だ
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
周
辺
に
は
葛
山
氏
の
居
館
跡
や
葛
山
氏

に
関
わ
る
屋
敷
名
も
残
る
。

し
か
し
、
蔦
山
の
集
落
景
観
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
血
生
臭

あ
し
た
か

い
戦
国
武
将
の
痕
跡
よ
り
も
、
愛
鷹
山
麓
の
谷
筋
に
拓
か
れ
た

み
つ
か

田
園
風
景
の
ほ
う
が
印
象
に
残
る
。
葛
山
の
長
老
は
、
「
三
塚
、

み
さ
か
じ
ゆ
い
た
ぱ
し

三
坂
、
十
板
橋
」
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
葛
山
は
語
れ
な
い
と

い
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
谷
間
に
あ
る
村
の
様
子
を
よ
く
言
い
表

し
て
い
る
と
い
え
よ
婆
フ
。

葛
山
は
裾
野
市
中
心
部
か
ら
北
西
方
向
に
位
置
し
、

位
置

東
西
約
七
悔
噴
南
北
一
再
服
の
広
さ
が
あ
る
。
愛

い
は
い
だ
け

雁
山
の
位
牌
岳
よ
り
南
東
に
派
出
す
る
尾
根
の
海
抜
二
八
○
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第18章葛 山

さ
の

脚
の
分
岐
点
を
西
端
と
し
、
東
は
佐
野
川
と
東
名
高
速
道
路
の

か
ね
ざ
わ
あ
げ
た
み
Ｌ
ゆ
く

あ
る
低
丘
陵
を
境
と
し
て
金
沢
・
上
ヶ
田
・
御
宿
と
接
す
る
。

い
ま
ざ
と

せ
ん
ぷ
く

北
は
今
里
、
南
は
千
福
、
西
端
の
位
牌
岳
尾
根
筋
を
境
と
し
て

な
が
い
ず
み

長
泉
町
と
接
し
て
い
る
。

た
ぱ
つ
さ
わ

地
形
と
土
地
区
の
大
部
分
は
愛
蘆
山
地
で
、
北
の
田
場
沢

お
お
く
ぼ

地
利
用
川
と
中
央
の
大
久
保
川
の
多
く
の
枝
沢
に
よ
っ

て
深
く
刻
ま
れ
、
尾
根
筋
の
斜
面
は
急
峻
で
あ
る
。
山
地
の
大

部
分
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
部
の

尾
根
筋
や
斜
面
、
ま
た
海
抜
六
五
○
断
以
上
の
と
こ
ろ
は
ブ
ナ

を
主
木
と
す
る
落
葉
広
葉
樹
林
の
自
然
林
と
な
っ
て
い
る
。

山
麓
東
側
の
佐
野
川
は
基
盤
の
富
士
山
溶
岩
ま
で
深
く
浸
食

し
、
深
さ
一
○
’
一
二
脳
、
幅
約
三
○
’
五
○
勝
の
峡
谷
を
形

成
し
て
、
愛
庵
山
側
と
富
士
山
麓
側
と
を
分
け
て
い
る
。
佐
野

川
東
側
は
、
富
士
山
東
南
麓
地
帯
で
馬
背
状
の
低
丘
陵
と
台
状

地
形
と
な
っ
て
お
り
、
溶
岩
の
上
に
火
山
砂
礫
、
岩
屑
な
ど
が

堆
積
し
、
台
地
や
低
丘
陵
上
は
黒
色
腐
植
土
の
形
成
さ
れ
た
と

こ
ろ
も
あ
る
。
大
部
分
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
と
雑
木
林
、

畑
地
が
交
錯
し
て
い
る
。

葛
山
は
範
域
が
広
い
が
大
部
分
が
山
地
で
、
集
落

集
落

は
谷
筋
に
制
約
さ
れ
－
つ
の
ま
と
ま
っ
た
形
を
と

っ
て
い
な
い
。
葛
山
に
は
二
つ
の
谷
筋
が
西
方
に
入
り
込
ん
で

い
て
、
そ
の
各
々
の
谷
筋
に
田
畑
を
ひ
ら
い
て
集
落
を
形
成
し

て
い
る
。
さ
ら
に
二
つ
の
谷
筋
の
合
流
す
る
と
こ
ろ
、
佐
野
川

と
金
沢
川
の
流
域
の
平
坦
地
に
集
落
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
集
落

を
伝
統
的
に
は
最
寄
と
呼
び
、
現
在
は
区
と
呼
ん
で
い
る
。

最
寄
は
生
活
や
生
業
の
基
盤
と
な
る
社
会
組
織
で
あ
り
、
葛

山
に
は
五
つ
の
最
寄
が
あ
っ
た
。
大
久
保
川
の
谷
筋
に
は
西
か

か
み
ん
じ
よ
う

し
も
ん
じ
よ
『
フ

ら
上
城
、
中
村
、
下
条
の
三
つ
の
最
寄
が
並
び
、
こ
れ
ら
を
ま

と
め
て
本
村
と
い
う
。
本
村
の
北
の
田
場
沢
川
の
狭
い
谷
筋
に

な
か
ざ
と

田
場
沢
、
下
っ
た
平
坦
地
に
中
里
が
あ
る
。

ね
が
た

本
村
に
は
大
久
保
川
を
縫
っ
て
走
る
道
と
、
根
方
道
と
交
差

し
居
館
跡
前
を
通
る
道
が
あ
り
、
集
落
は
お
も
に
ゞ
｝
の
二
本
の

道
筋
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
最
寄
や
組
の
境
も
道
に
よ
っ
て
区

切
ら
れ
る
↑
｝
と
が
多
い
。
た
だ
し
、
畑
も
谷
筋
に
ひ
ら
か
れ
て
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第2節歴史概要

い
る
た
め
街
村
と
い
う
景
観
で
は
な
い
。
田
場
沢
は
田
場
沢
川

に
沿
っ
て
道
が
走
り
、
そ
の
北
側
の
緩
や
か
な
斜
面
に
南
面
し

ふ
じ

て
屋
敷
地
が
並
ん
で
い
る
。
中
里
は
県
道
富
士
・
裾
野
線
が
通

り
、
急
速
に
戸
数
を
増
や
し
て
い
る
。
県
道
沿
い
は
商
店
も
並

も
り
わ
き

び
、
街
村
の
様
相
で
あ
る
。
字
森
脇
に
は
八
○
世
帯
の
森
脇
団

地
が
で
き
、
五
つ
の
最
寄
（
区
）
か
ら
は
独
立
し
た
森
脇
団
地
区

と
な
っ
て
い
る
。

１
中
世
以
前

散
在
す
る
葛
山
に
は
愛
縢
山
麓
の
尾
根
上
の
平
坦
面
や
佐

縄
文
遺
跡
野
川
に
沿
っ
た
低
台
地
、
大
久
保
川
に
沿
っ
た

や
な
ぎ
し
ま

、
フ
瞳
ら

平
坦
地
、
佐
野
川
東
岸
の
低
丘
陵
上
な
ど
に
柳
島
・
田
場
沢
裏

や
ま
ふ
じ
は
た
い
つ
し
き
ぱ
ら

山
・
藤
畑
・
一
色
原
・
下
条
葛
山
居
館
跡
・
上
城
山
居
・
中
里

な
ど
の
縄
文
時
代
遺
跡
が
散
在
す
る
。
こ
れ
ら
か
ら
出
土
し
た

第
二
節
歴
史
概
要

土
器
に
よ
っ
て
同
時
代
早
期
か
ら
後
期
ま
で
、
一
万
年
に
及
ぶ

長
期
間
に
人
々
の
生
活
し
た
痕
跡
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
な
か
で
、
田
場
沢
裏
山
遺
跡
か
ら
は
多
量
の
土
器
が
採

集
さ
れ
て
お
り
、
早
期
前
半
か
ら
前
期
・
中
期
・
後
期
ま
で
の

継
続
し
た
生
活
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
中
里
・

一
色
原
遺
跡
か
ら
同
じ
く
後
期
の
土
器
が
出
土
し
、
市
内
で
は

数
少
な
い
縄
文
時
代
後
期
の
遺
跡
で
あ
る
。

本
格
的
開
繩
文
時
代
以
後
、
数
千
年
の
空
白
期
間
が
あ
る

発
の
開
始
が
、
下
条
や
一
色
原
か
ら
は
、
四
世
紀
か
ら
五

世
紀
代
に
つ
く
ら
れ
た
土
師
器
の
壷
・
甕
・
台
付
甕
・
有
孔
脚

付
の
高
坏
、
坏
な
ど
が
採
集
さ
れ
て
、
生
活
の
多
様
さ
と
同
時

に
、
ゞ
｝
の
頃
か
ら
蔦
山
の
本
格
的
開
拓
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
以
後
、
古
代
末
ま
で
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
資
料

が
な
い
の
で
明
ら
か
で
な
い
。

す
ん

葛
山
は
、
室
町
、
戦
国
時
代
を
通
じ
て
駿

葛
山
氏
の
登
場
と
う東
一
帯
に
勢
力
を
持
っ
た
蔦
山
氏
の
本
拠

地
で
あ
る
。
葛
山
氏
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
大
森
氏
と
と
も
に
駿
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第18章葛 山

東
郡
内
に
本
拠
を
お
き
、
御
家
人
や
得
宗
被
官
と
し
て
当
時
の

権
力
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
人
物
も
い
た
》
｝
と
が

あ
き
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
鎌
倉
時
代
に
活
躍
を
認

め
ら
れ
る
人
物
の
多
く
は
実
名
不
詳
で
、
い
く
つ
か
に
分
か
れ

て
い
た
葛
山
氏
の
ど
の
系
譜
を
ひ
く
の
か
、
駿
東
郡
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
の
か
は
、
史
料
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
う

か
が
い
し
れ
な
い
・

葛
山
氏
が
初
め
て
裾
野
市
域
に
登
場
す
る
の
は
、
一
四
二
八

（
正
長
元
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
の
十
月
に
、
佐
野
郷
が

自
分
の
本
領
で
あ
る
と
支
証
（
証
拠
文
書
）
を
も
っ
て
室
町
幕
府

に
訴
え
出
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
葛
山
氏
は
そ
の
後
急
速
に
室

町
幕
府
へ
の
接
近
を
み
せ
る
よ
う
に
な
る
。
大
森
氏
が
佐
野
郷

を
撤
退
し
て
小
田
原
に
入
城
し
た
の
ち
、
駿
東
郡
域
を
代
表
す

る
在
地
領
主
に
成
長
し
、
室
町
幕
府
将
軍
在
国
奉
公
衆
と
な
る
。

、
う
じ

氏
尭
・
氏
戦
国
時
代
の
葛
山
氏
は
、
歴
代
当
主
と
し
て
氏

広
・
氏
元
薙
、
邸
睡
、
邸
冠
が
知
ら
れ
て
い
る
。
氏
尭
は

一
五
二
五
（
大
永
五
）
年
か
ら
一
五
二
八
（
享
禄
元
）
年
に
か
け
て

ほ
う
じ
い
ん

駿
東
北
部
の
二
岡
神
社
や
宝
持
院
に
安
堵
状
を
出
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
一
定
の
権
力
集
中
を
果
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
の
出
自
は
あ
き
ら
か
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
葛
山

姓
だ
っ
た
と
い
う
確
証
が
な
い
。
北
条
氏
の
一
族
だ
っ
た
と
い

お
や
ま

う
見
方
も
あ
る
（
『
小
山
町
史
』
六
）
。

ほ
う
じ
よ
う
そ
う
う
ん

氏
広
は
北
条
早
雲
の
子
か
孫
の
い
ず
れ
か
と
思
わ
れ
る
（
黒

田
基
樹
『
戦
国
大
名
領
国
の
支
配
描
造
』
）
。
氏
広
の
時
代
は
葛
山

城
館
を
中
心
と
し
て
駿
東
中
央
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
と
富
士

郡
に
支
配
地
が
散
在
し
て
い
た
。
今
川
氏
の
支
配
地
と
入
り
組

ん
で
い
た
こ
と
も
あ
る
が
、
ま
だ
そ
の
支
配
が
広
域
的
に
存
在

す
る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

氏
元
の
時
代
に
な
る
と
そ
の
支
配
は
格
段
に
広
が
り
、
今
川

ぬ
ま
づ

氏
の
支
配
し
て
い
た
沼
津
と
そ
の
周
辺
を
の
ぞ
い
て
、
ほ
ぼ
全

域
が
葛
山
氏
の
支
配
領
域
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
「
市

あ
し
が
ら

史
研
究
』
十
二
号
）
。
ま
た
、
足
柄
路
を
は
じ
め
と
し
て
、
ゞ
｝
の

地
方
に
お
け
る
重
要
な
交
通
路
を
押
さ
え
て
い
る
と
い
う
特
徴

を
持
つ
領
主
で
も
あ
っ
た
。
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第2節歴史概要

一
五
六
九
（
永
禄
十
二
）
年
に
葛
山
氏
退
転
の
後
、
支
配
は
後

北
条
氏
、
武
田
氏
と
変
わ
り
、
一
五
八
二
（
天
正
十
）
年
に
武
田

氏
が
滅
亡
し
た
後
は
徳
川
氏
支
配
と
な
っ
て
近
世
を
迎
え
る
こ

と
と
な
る
。

写真3－82葛山城跡

葛
山
氏
の
拠
城
は
本
村
の
北
を
遮
る
愛
雁
山
麓

葛
山
城
跡
あ
た
ご

末
端
の
仙
年
寺
裏
山
、
通
称
愛
宕
山
と
よ
ば
れ

る
丘
陵
に
築
か
れ
た
葛
山
城
で
あ
る
。
海
抜
二
六
五
脚
の
最
頂

部
が
、
削
平
さ
れ
た
東
西
約
一
七
脚
、
南
北
約
二
七
牌
の
平
場

で
、
北
側
と
西
側
に
土
塁
が
残
っ
て
い
る
。
北
西
隅
に
門
祉
と

北
東
隅
に
櫓
台
状
の
土
壇
趾
が
あ
る
。
ゞ
三
が
主
曲
輪
で
、
そ

の
西
側
下
段
に
袖
曲
輪
が
あ
る
。

主
曲
輪
の
下
方
に
、
東
か
ら
南
、
西
を
と
り
囲
ん
で
ニ
ノ
曲

輪
の
平
場
が
つ
く
ら
れ
、
北
西
隅
に
枡
形
の
門
乢
が
あ
る
。
東

端
は
突
き
当
た
り
と
な
り
、
そ
の
上
段
は
主
曲
輪
櫓
台
に
続
く

張
出
郭
と
な
っ
て
い
る
。

ニ
ノ
曲
輪
枡
形
門
を
下
る
と
、
ニ
ノ
曲
輪
全
体
を
囲
む
通
路

状
の
三
ノ
曲
輪
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
北
側
は
崩
壊
し
て
不
明

瞭
で
あ
る
が
、
四
本
の
竪
堀
が
認
め
ら
れ
る
。
東
か
ら
南
、
西

端
へ
め
ぐ
る
三
ノ
曲
輪
に
は
、
四
本
の
竪
堀
が
あ
り
、
南
東
に

下
る
稜
線
上
に
掘
ら
れ
た
竪
堀
は
仙
年
寺
水
場
の
上
に
通
じ
て

い
る
。
こ
の
三
ノ
曲
輪
外
縁
に
は
土
塁
が
残
り
、
二
か
所
に
門
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趾
が
あ
っ
て
、
竪
堀
が
く
い
込
み
、
土
塁
が
鍵
の
手
と
な
っ
て

い
る
。
三
ノ
曲
輪
の
東
西
に
二
重
の
大
き
な
空
堀
切
が
あ
っ
て
、

尾
根
稜
線
を
断
ち
切
っ
て
い
る
。
こ
の
西
空
堀
切
か
ら
の
先
の

き
た
む
ら

尾
根
上
に
小
さ
な
空
堀
切
が
あ
る
．
東
方
の
下
条
北
村
地
区
へ

下
る
尾
根
上
に
数
段
の
平
場
が
あ
る
が
、
城
郭
遺
描
か
ど
う
か

は
明
ら
か
で
は
な
い
。

三
ノ
曲
輪
南
東
脚
部
に
は
、
東
西
に
舌
状
平
場
の
あ
る
尾
根

末
端
に
遮
断
さ
れ
た
、
東
西
約
八
○
Ｍ
、
南
北
約
四
○
肘
の
半

円
状
を
し
た
仙
年
寺
の
平
場
が
あ
り
、
西
端
の
山
裾
に
水
場
が

あ
る
。
南
面
す
る
水
田
面
か
ら
の
比
高
は
約
六
脚
あ
り
、
南
面

の
水
田
は
深
田
と
い
う
湿
田
で
、
そ
の
前
方
に
堀
田
と
い
う
帯

状
の
水
田
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。

こ
の
仙
年
寺
平
場
は
、
か
っ
て
葛
山
氏
の
居
館
が
あ
っ
た
と

い
わ
れ
る
。
旧
仙
年
寺
は
上
城
の
さ
ら
に
西
側
の
山
麓
に
あ
つ

り
ゆ
う
よ
こ
う
け
い

た
。
ゞ
）
の
平
場
に
あ
る
現
在
の
仙
年
寺
の
開
山
隆
誉
光
問
は
一

五
世
紀
後
半
の
人
で
あ
り
、
ゞ
）
の
頃
に
居
館
が
二
○
○
肝
ほ
ど

南
に
移
さ
れ
て
、
そ
の
跡
地
に
葛
山
氏
に
よ
っ
て
菩
提
寺
と
し

て
仙
年
寺
が
移
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
葛
山
城

お
ぱ
こ
ざ
わ

跡
の
北
側
は
伯
母
子
沢
と
い
う
深
い
沢
で
、
そ
の
さ
ら
に
北
側

の
尾
根
の
頂
部
は
見
張
台
で
あ
っ
た
と
す
る
。

葛
山
城
跡
の
主
体
部
の
規
模
は
約
二
○
○
脚
四
方
で
、
細
部

に
わ
た
っ
て
巧
妙
に
造
営
さ
れ
て
い
る
中
世
の
典
型
的
な
山
城

跡
で
あ
る
。
山
城
は
初
め
居
館
に
付
属
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た

の
で
、
城
跡
、
居
館
跡
と
も
に
比
較
的
良
好
な
状
態
で
残
さ
れ

て
い
る
葛
山
は
、
日
本
の
中
世
城
郭
史
を
語
る
う
え
で
も
貴
重

で
あ
る
。

葛
山
城
跡
の
背
後
の
愛
謄
山
尾
根
稜
部
ま
で
を
城
ノ
腰
と
い

い
、
「
葛
山
の
か
く
し
砦
」
の
伝
承
地
が
あ
る
。
ゞ
）
の
尾
根
上

に
平
場
や
空
切
堀
が
認
め
ら
れ
、
何
ら
か
の
構
造
物
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
葛
山
城
跡
と
は
構
築
上
の
共
通
点
が

な
く
、
ま
た
そ
の
由
来
も
明
ら
か
で
な
い
。

葛
山
居
館
跡
は
葛
山
城
跡
と
向
か
い
合
う
よ

葛
山
居
館
跡

う
に
中
村
に
あ
る
。
海
抜
二
○
○
勝
の
台
状

の
微
高
地
で
あ
る
。
居
館
跡
は
東
西
約
九
七
Ｍ
、
南
北
約
一
○
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四
脚
の
規
模
が
あ
り
、
東
西
と
北
に
土
塁
が
残
存
し
て
い
る
。

ま
た
北
と
東
側
に
は
濠
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
現
在
は
埋
め
立

て
ら
れ
、
堀
田
と
い
う
地
名
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
。
東
北
隅

に
出
入
口
が
あ
る
が
門
乢
で
は
な
く
、
後
世
、
便
宜
上
開
け
ら

写真3－83葛ILI居館跡

》
｝
の
ほ
か
に
上
城
か
ら
大
久
保
川
に
沿
っ
て
山
道
を
約
二

時
腸
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
る
と
右
手
奥
に
山
乃
神
社
が
あ
り
、
こ
の

付
近
一
帯
を
元
屋
敷
と
い
う
。

居
館
跡
内
に
は
庭
園
の
石
組
み
と
考
え
ら
れ
る
集
石
遺
構
、

れ
た
も
の
で
あ
る
。
正
式
な
門
祉
は
西
側
の
南
三
分
の
一
の
と

こ
ろ
に
開
口
し
て
い
る
。

こ
の
居
館
跡
の
西
隣
に
連
続
し
て
半
田
屋
敷
、
荻
田
屋
敷
と
、

そ
の
北
西
に
岡
村
屋
敷
が
あ
り
、
連
郭
式
居
館
を
構
成
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
半
田
屋
敷
北
側
に
は
、
い
ま
も
土
塁
祉
が
残
存

し
て
い
る
。
居
館
跡
の
土
塁
北
東
隅
に
半
田
松
と
い
う
見
事
な

老
松
が
あ
っ
た
。
）
｝
れ
ら
の
屋
敷
名
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
の
も
の

な
の
か
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
戦
国
期
の
文
献
史
料

に
は
み
ら
れ
な
い
。

ま
た
居
館
跡
南
東
隅
の
東
外
側
の
と
こ
ろ
を
鍛
冶
屋
敷
、
大

久
保
川
を
隔
て
た
南
西
側
の
金
比
羅
山
の
裾
部
を
金
山
と
い
い
、

と
も
に
金
属
生
産
を
行
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
地
名
が
残
っ
て
い

る
「
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焼
土
趾
、
南
北
に
併
列
し
た
柱
穴
群
、
南
端
付
近
で
置
石
列
、

柱
穴
群
、
溝
状
遺
構
な
ど
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
構

の
時
代
や
相
互
の
関
連
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
・

集
石
遺
構
中
か
ら
中
国
産
青
磁
片
と
常
滑
古
窯
産
の
陶
片
、

焼
土
趾
中
か
ら
煕
寧
元
宝
（
一
○
六
八
年
鋳
造
）
、
置
石
列
遺
構

か
ら
多
量
の
か
わ
ら
け
（
素
焼
の
小
皿
）
、
瓦
質
土
器
（
手
焙
）
、

常
滑
・
渥
美
・
古
瀬
戸
・
中
国
産
陶
磁
類
の
ほ
か
、
刀
子
・

釘
・
鉄
片
・
銀
鎧
・
銅
鎧
・
有
孔
銅
片
、
中
国
銭
な
ど
多
様
な

遺
物
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
高
熱
の
た
め
陶
質
化
し
た
財
鍋
坏
、

鉄
津
、
銅
津
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
か
ら
鍛
冶
、

鋳
造
の
工
房
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
遺

構
か
ら
約
二
五
腕
東
の
土
塁
外
側
下
段
は
鍛
冶
屋
敷
と
い
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
伝
承
地
名
と
深
い
関
連
の
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。

以
前
か
ら
宮
さ
ん
の
井
戸
と
い
わ
れ
て
い
た
居
館
跡
東
側
中

央
の
井
戸
趾
は
、
調
査
の
結
果
井
戸
趾
で
は
な
く
、
円
筒
形
竪

穴
の
底
部
南
側
に
隅
丸
方
形
の
横
穴
を
設
け
た
地
下
式
横
穴
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
だ
し
居
館
と
の
関
係
は
あ
き
ら
か

で
な
い
・

葛
山
居
館
跡
か
ら
出
土
し
た
陶
磁
類
は
一
二
世
紀
前
半
か
ら

一
六
世
紀
後
半
に
及
ん
で
お
り
、
ゞ
｝
の
屋
敷
地
遺
構
の
安
定
、

継
続
性
と
、
生
活
水
準
や
文
化
性
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

葛
山
が
葛
山
氏
の
本
拠
地
と
さ
れ
る
の
は
一
二
世
紀
代
か
ら

一
六
世
紀
後
半
ま
で
で
あ
り
、
出
土
し
た
陶
磁
類
の
年
代
と
よ

く
対
応
し
て
い
る
。
た
だ
、
現
在
、
残
っ
て
い
る
居
館
跡
が
い

つ
頃
築
造
さ
れ
た
の
か
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
な
い
。

葛
山
城
跡
や
居
館
跡
の
形
態
か
ら
み
て
、
一
五
世
紀
代
頃
に
は

城
館
跡
の
原
形
が
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
る

ご
て
ん
ぱ

（
『
静
岡
県
郷
士
研
究
』
第
九
輯
、
「
御
殿
場
市
史
研
究
』
）
。
ま
た
、

ふ
か
ら
さ
い
あ
ん
じ
こ
う
ぜ
ん
じ

一
四
九
四
（
明
応
三
）
年
に
深
良
の
西
安
寺
や
興
禅
寺
の
開
基
と

さ
れ
る
小
田
原
城
主
大
森
氏
頼
が
、
葛
山
氏
に
宛
て
た
と
す
る

書
状
に
「
堀
之
内
殿
」
と
あ
っ
て
、
葛
山
氏
が
堀
を
め
ぐ
ら
し

た
居
館
に
住
ん
で
い
た
一
｝
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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２
近
世

葛
山
村
の
支
配
は
、
一
六
三
二
（
寛
永
九
）
年

支
配
の
変
遷

以
降
幕
領
、
一
六
八
○
（
延
宝
八
）
年
以
降
小

田
原
藩
領
と
な
り
『
一
六
八
三
（
天
和
三
）
年
以
降
幕
領
に
戻
っ

て
い
る
。
一
六
九
八
（
元
禄
十
一
）
年
以
降
は
旗
本
松
平
家
の
支

配
で
幕
末
に
至
る
。
旗
本
の
知
行
は
幕
府
の
方
針
で
、
こ
れ
ま

で
の
俸
給
で
は
な
く
旗
本
に
知
行
を
与
え
て
自
分
賄
い
を
さ
せ

た
の
で
あ
る
。
旗
本
松
平
氏
の
家
政
窮
乏
の
た
め
財
政
負
担
が

村
方
に
転
嫁
さ
れ
、
領
知
の
蔦
山
・
金
沢
・
上
ヶ
田
村
の
半
分

は
そ
の
訣
求
に
苦
し
ん
だ
。

一
六
七
二
（
寛
文
十
二
）
年
六
月
「
駿
州
駿

村
高
と
村
の
姿

河
郡
葛
山
村
検
地
水
帳
」
が
あ
る
。
村
高

要
は
、
正
保
郷
帳
二
九
六
石
余
、
元
禄
郷
帳
四
三
四
石
余
、
天
保

概曄
郷
帳
四
二
一
五
石
余
で
あ
る
。

節
一
七
七
七
（
安
永
六
）
年
の
「
駿
河
国
駿
東
郡
葛
山
村
明
細

２第
帳
」
で
は
、
家
数
二
四
軒
（
本
百
姓
百
軒
・
無
田
水
呑
一
四
軒
）
、

人
数
五
一
九
人
（
男
二
七
九
・
女
二
四
○
）
、
馬
三
○
疋
・
牛
二

疋
と
、
市
域
で
は
大
き
な
規
模
の
村
で
あ
る
。
高
四
二
一
石
余

で
、
こ
の
う
ち
田
方
八
九
石
余
・
六
町
八
反
余
、
畑
方
三
○
二

石
余
・
四
八
町
二
反
余
と
圧
倒
的
に
畑
が
多
い
村
で
あ
る
。
し

か
も
、
畑
の
内
下
畑
二
五
町
九
反
余
・
下
々
畑
七
町
九
反
余
と

三
分
二
が
下
畑
と
下
々
畑
で
、
あ
ま
り
生
産
力
に
恵
ま
れ
な
い
。

た
け

お
お
の
は
ら

薪
は
村
内
嶽
山
で
と
る
が
、
秣
は
大
野
原
入
会
七
○
か
村
の
内

で
あ
る
。
嶽
山
に
は
一
七
か
村
が
入
り
会
い
、
山
元
は
葛
山

村
・
千
福
村
の
二
か
村
で
あ
る
。

用
水
は
沢
水
を
引
く
石
堰
二
の
他
に
、
御
宿
村
の
新
堰
か
ら

五
か
村
組
合
で
深
良
用
水
を
引
く
。
ま
た
、
金
沢
村
地
内
の
溜

池
を
、
葛
山
村
・
金
沢
村
両
村
が
共
有
で
利
用
し
て
い
る
。
葛

山
に
も
溜
池
が
あ
る
が
、
場
所
が
悪
く
て
水
が
保
た
れ
な
い
と

い
う
。
田
の
水
の
確
保
に
は
苦
労
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

に
っ
と
う
さ
ん
じ
よ
う
こ
う

村
内
に
は
朱
印
高
一
三
石
二
斗
余
の
浄
土
宗
日
当
山
常
光

い
ん

ち
お
ん
い
ん

け
い
と
う
さ
ん
え
き
よ
う

院
仙
年
寺
（
京
都
知
恩
院
末
）
と
、
そ
の
控
え
地
に
景
島
山
依
京

じ

寺
・
薬
師
堂
・
庚
申
堂
・
山
神
宮
が
あ
る
。
こ
の
他
、
富
士
浅
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間
社
（
除
地
九
斗
九
升
余
）
を
別
当
修
験
明
王
寺
、
八
幡
社
（
除
地

六
斗
）
を
祢
宜
弥
右
衛
門
が
支
配
す
る
。

諸
職
と
し
て
は
、
「
木
挽
き
一
、
大
工
二
、
屋
根
板
へ
ぎ
四
、

山
伏
二
、
猟
師
二
、
小
売
酒
屋
一
」
が
い
る
。
ゞ
｝
の
他
農
業
の

間
、
男
は
炭
焼
き
・
薪
取
り
・
小
竹
刈
り
稼
ぎ
、
女
は
山
出
し

の
手
伝
い
や
木
綿
取
り
を
す
る
。
畑
に
は
大
麦
・
小
麦
・
粟
・

ぷ
じ
き

稗
・
菜
・
大
根
・
芋
な
ど
を
つ
く
る
と
あ
る
。
百
姓
夫
食
と
し

て
こ
れ
ら
畑
作
物
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
多
少
の
誇
張
は
あ

埴

写真3－84薬師堂

３
近
現
代

明
治
期
前
半
の
地
方
制
度
は
、
め
ま
ぐ
る
し

行
政
の
変
遷

く
変
更
さ
れ
た
。
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に

大
区
小
区
制
に
よ
っ
て
第
一
大
区
五
の
小
区
に
編
入
さ
れ
る
が
、

み
ず
く
ぼ

七
四
（
明
治
七
）
年
の
大
区
小
区
制
の
再
編
に
よ
り
、
水
窪
を
の

ぞ
い
た
市
域
の
村
々
と
と
も
に
第
一
大
区
三
小
区
に
編
入
さ
れ

る
に
し
る
米
食
の
記
載
は
な
い
。
夫
食
確
保
の
た
め
、
田
方
の

ほ
ぼ
半
分
の
三
町
五
反
余
で
は
裏
作
に
麦
を
つ
く
る
両
毛
作
で

あ
る
。
そ
の
生
産
も
百
姓
所
持
の
鉄
砲
八
挺
・
猟
師
筒
二
挺
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
猪
や
鹿
な
ど
を
追
い
払
い
な
が
ら
行
わ
れ

た
の
で
あ
る
。

一
八
一
二
（
文
化
九
）
年
正
月
に
葛
山
村
惣
若
者
が
喧
嘩
、
盗

伐
、
角
力
や
芝
居
興
業
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
決
め

を
行
っ
た
。
葛
山
村
若
者
は
す
で
に
何
度
か
取
り
決
め
を
行
っ

て
い
る
が
、
ゞ
｝
の
年
に
十
五
か
条
「
口
上
」
と
し
て
成
文
化
し

た
。
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図表3－82葛山の字

柏
木
場

矢
ノ
沢

ノ

子
ノ
神

子田
場
沢 柳

島 森
脇

藤
些山

y而

藤
些山

y而

一
三
国 源

太
海
道

士士

畑 ｜
色
原
色
原

伯母子沢伯母子沢坂
ノ
下

坂
ノ 中

里
中
里

中

宮
原原上

条 上
円
田 北

村

上
中
田

西
ノ
窪

根
木
畑

中村 下
条 条川

下
大
久
保 保

南
山

尾
塚

南山
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図表3－83葛l.l_|の字一覧

赤松(アカマツ）

一色原(イシキバラ）

大久保(オオクポ）

大附(オオツキ）

大端ケ(オオバタケ）

大平(オオピラ）

大洞(オオポラ）

大洞口（オオボラグチ）

尾塚(オツカ）

伯母子沢(オバコザワ）

柏木場(カシワギバ）

上条(カミジョウ）

カヤノ木窪(カヤノキクポ）

川下(カワシモ）

北ノ沢(キタノサワ）

北ノ沢口(キタノサワグチ）

北村(キタムラ）

景ケ島(ケイガシマ）

源太海道(ゲンタカイト．ウ）

坂ノ下(サカノシタ）

山居(サンキョ）

山居向(サンキョムカイ）

下条(シモジョウ）

上円田(ジョウエンダ）

スガネ沢(スガネザワ）

須釜入(スガマイリ）

堰場平(セギバダイラ）

タイラハヤシ(タイラハヤシ）

高山(タカヤマ）

田場沢(タバサワ）

出払(デハライ）

中尾(ナカオ）

中里(ナカザト）

中ゾリ（ナカソ・リ）

中田(ナカダ）

中村(ナカムラ）

西ノ窪(ニシノクポ）

根木沢(ネギサヮ）

根木畑(ネギバタ）

子ノ神(ネノガミ）

八合(ハチゴウ）

稗畑(ヒエバタケ）

藤端(フジバタ）

富士畑(フジバタ）

古道(フルミチ）

堀太ノ沢(ホッタノサヮ）

本檸洞(ホンケヤキポラ）

本洞(ホンポラ）

南山（ミナミヤマ）

箕洞日蔭（ミポラヒカケ）

宮原（ミヤバラ）

森脇(モリワキ）

柳島(ヤナギシマ）

柳洞(ヤナギポラ）

矢ノ沢(ヤノサワ）

る
。
こ
の
三
小
区
は
三
つ
の
村
連

合
で
構
成
さ
れ
、
葛
山
は
「
今
里

村
ほ
か
一
○
か
村
」
の
村
連
合
に

属
し
、
戸
長
三
人
と
副
戸
長
二

人
が
置
か
れ
た
。

し
か
し
、
一
八
七
八
（
明
治
十

一
）
年
に
は
郡
区
町
村
編
制
法
に

よ
っ
て
再
び
第
一
大
区
二
三
か
村

と
な
り
、
近
世
以
来
の
葛
山
村
が

復
活
し
民
選
の
戸
長
が
置
か
れ
る

こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
一
八
八

四
（
明
治
十
七
）
年
に
は
戸
長
公
選

制
を
廃
止
し
、
戸
長
の
官
選
と
戸

長
役
場
管
轄
区
域
の
整
理
統
合
が

な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
葛
山

は
「
御
宿
ほ
か
一
○
か
村
」
に
組

み
入
れ
ら
れ
、
戸
長
役
場
は
御
宿
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村
に
置
か
れ
た
。

一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
、
町
村
制
が
公
布
さ
れ
、
翌
八

九
（
明
治
二
十
二
）
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
先
立
ち

し
も
わ
だ

大
規
模
な
町
村
合
併
が
行
わ
れ
た
。
葛
山
は
、
下
和
田
村
、
今

お
お
は
た

里
村
、
金
沢
村
、
上
ヶ
田
村
、
御
宿
村
、
千
福
村
、
大
畑
村
、

じ
よ
う
り
ん
じ

と
み
お
か

定
輪
寺
村
と
と
も
に
富
岡
村
に
属
し
、
葛
山
は
大
字
と
な
っ
た
。

す
や
ま

富
岡
村
は
、
須
山
村
と
町
村
組
合
を
設
け
、
須
山
村
富
岡
村
組

合
村
と
な
っ
た
。
組
合
村
役
場
は
富
岡
村
に
置
か
れ
、
組
合
長

も
富
岡
村
出
身
者
が
務
め
た
。
そ
の
後
、
一
八
九
九
（
明
治
三

十
二
）
年
に
町
村
組
合
を
解
消
し
、
富
岡
村
は
独
立
し
た
行
政

村
と
な
っ
た
。

こ
い
ず
み
い
ず
み

一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
小
泉
村
と
泉
村
が
合
併
し
て

裾
野
町
と
な
り
、
さ
ら
に
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
に
は
深

良
村
が
裾
野
町
に
合
併
す
る
。
富
岡
村
は
、
一
九
五
七
（
昭
和

三
十
二
）
年
に
須
山
村
と
と
も
に
裾
野
町
に
合
併
し
て
裾
野
町

に
な
っ
た
。
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
、

現
在
の
裾
野
市
に
な
っ
た
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調

戸
数
と
人
口

査
」
に
よ
れ
ば
、
人
口
は
四
三
三
人
で
、
男

が
二
三
一
人
女
が
二
○
二
人
と
な
っ
て
い
る
。
戸
数
は
家
持
ち

八
四
戸
で
あ
っ
た
。
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
の
「
御
宿
村

ほ
か
一
○
か
村
、
自
治
区
造
成
に
関
す
る
諸
表
」
で
は
人
口
五

六
八
人
、
戸
数
二
三
戸
で
あ
る
。
ま
た
一
九
二
五
年
の
「
大

正
十
四
年
度
富
岡
村
事
務
報
告
」
で
は
、
人
口
一
二
四
一
人
、

戸
数
一
五
三
戸
と
人
口
が
非
常
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外

の
大
正
時
代
や
昭
和
初
期
は
富
岡
村
と
し
て
の
統
計
で
、
葛
山

の
み
の
数
値
は
わ
か
ら
な
い
。

「
小
区
表
編
立
調
査
」
の
職
分
表
で
は
、
人

生
業
の
変
遷

口
四
三
三
人
中
「
農
二
八
一
人
、
僧
二
人
」

と
な
っ
て
い
る
。
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
の
「
地
誌
取
調
草

案
」
で
は
、
田
が
八
町
六
反
余
り
に
対
し
、
畑
が
四
六
町
一
反
、

山
林
原
野
七
二
五
町
余
り
で
あ
り
、
近
世
同
様
水
田
が
少
な
く

耕
地
と
し
て
は
圧
倒
的
に
畑
地
が
多
い
。
生
業
な
ど
経
済
状
態

は
近
世
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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下
っ
て
、
大
正
初
期
の
『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』
で
は
、
物
産

と
し
て
「
米
麦
、
烟
管
所
、
竹
、
薪
炭
、
材
木
ヲ
産
ス
」
と
あ

る
。
畑
山
林
が
多
い
た
め
に
、
農
産
物
も
そ
れ
に
か
な
う
も
の

が
つ
く
ら
れ
、
と
く
に
と
う
も
ろ
こ
し
が
多
く
産
出
さ
れ
た
。

ら
、
フ
た
け

ま
た
、
羅
宇
竹
を
産
し
た
。
竹
行
李
は
一
八
九
一
（
明
治
二
十

四
）
年
こ
ろ
に
須
山
か
ら
作
り
方
を
教
わ
り
、
葛
山
に
も
工
場

が
二
軒
で
き
た
。
一
か
月
に
二
○
○
個
ほ
ど
の
割
合
で
つ
く
ら

れ
る
よ
霞
フ
に
な
っ
た
。

入
会
地
の
官
民
有
近
世
の
葛
山
を
単
位
と
し
た
入
会
地
は
、

区
分
と
払
下
げ
明
治
以
降
も
継
承
さ
れ
て
い
た
。
愛
麿

山
や
大
野
原
な
ど
で
あ
る
。
地
租
改
正
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
所

有
の
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
山
林
原
野
の
所
有
名
義
の
確
定
が

な
さ
れ
、
愛
薦
山
も
大
野
原
も
と
も
に
官
林
と
さ
れ
た
。
し
か

し
入
会
地
は
人
び
と
の
生
活
や
生
産
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

っ
た
た
め
、
民
有
引
き
戻
し
運
動
や
払
下
げ
運
動
が
開
始
さ
れ

る
。

と
み
ざ
わ

愛
麿
山
の
入
会
地
を
め
ぐ
っ
て
は
、
大
畑
、
富
沢
、
水
窪
や
、

は
ら
ま
ち

な
が
い
ず
み
し
み
ず

原
町
、
沼
津
町
、
長
泉
村
、
清
水
村
な
ど
多
く
の
町
村
が
組
合

を
つ
く
っ
て
運
動
を
お
ゞ
）
し
て
い
た
が
、
葛
山
は
当
初
そ
れ
に

は
加
わ
ら
ず
葛
山
だ
け
で
入
会
山
に
対
し
て
運
動
を
し
、
払
下

げ
を
受
け
た
。
そ
の
時
期
は
史
料
が
な
い
た
め
へ
確
定
で
き
な

い
。
ま
た
、
愛
謄
山
に
は
そ
の
よ
う
な
入
会
地
と
は
別
に
、
葛

山
が
山
元
に
な
っ
て
御
宿
、
上
ヶ
田
、
金
沢
の
三
か
村
が
入
会

し
て
い
る
四
か
村
入
会
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
葛
山
が
他
の
三

大
字
（
三
か
村
）
と
と
も
に
払
下
げ
運
動
を
し
、
払
下
げ
を
受
け

て
い
る
。
払
下
げ
の
時
期
は
わ
か
ら
な
い
が
、
一
八
九
三
（
明

治
二
十
六
）
年
に
葛
山
と
入
会
三
大
字
と
の
間
で
払
下
げ
ら
れ

た
時
の
た
め
の
契
約
を
交
わ
し
た
文
書
が
あ
る
。

こ
う
し
て
個
別
に
運
動
を
し
て
い
た
葛
山
だ
が
、
御
料
地
に

な
っ
た
愛
薦
山
の
官
林
の
民
有
化
を
め
ざ
す
組
織
に
は
加
入
し
、

一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
沼
津
町
ほ
か
一
○
か
町
村
組
合
が

結
成
さ
れ
た
。
こ
の
組
合
の
対
象
に
な
る
原
野
に
は
葛
山
の
入

会
地
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
古
く
か
ら
入
会
の
よ
う
に

使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
経
緯
が
あ
っ
た
ゞ
）
と
か
ら
参
加
し
た
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と
い
う
。
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
に
払
下
げ
が
実
現
し
た
。

沼
津
町
ほ
か
一
○
か
町
村
組
合
は
一
九
四
○
（
昭
和
十
五
）
年
に

愛
騰
山
組
合
と
改
称
し
、
一
九
五
○
（
昭
和
二
十
五
）
年
に
解
散

し
た
。
解
散
時
に
葛
山
が
払
下
げ
を
受
け
、
以
後
葛
山
の
権
利

が
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

大
野
原
入
会
地
も
払
下
げ
運
動
が
行
わ
れ
た
が
、
一
八
八
九

（
明
治
二
十
二
）
年
に
御
料
地
に
編
入
さ
れ
て
か
ら
は
ゞ
）
れ
を
断

念
し
、
入
会
地
を
借
り
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
官
有
地
入
会
の

形
を
と
り
入
会
利
用
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
野
原
は

一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
に
陸
軍
の
富
士
裾
野
陸
軍
演
習
場

と
な
っ
た
が
、
従
来
ど
お
り
入
会
地
と
し
て
利
用
し
た
。
そ
の

後
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
事
情
が
変

わ
り
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
占
領
を
経
て
自
衛
隊
に
よ
る
演
習
場
の

使
用
が
開
始
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

四
か
村
入
会
は
、
一
九
七
○
（
昭
和
四
十
五
）
年
こ
ろ
か
ら
東

急
に
売
ら
れ
た
た
め
、
葛
山
の
管
理
を
離
れ
た
。

共
有
地
と
葛
山
共
有
現
在
の
葛
山
の
共
有
地
は
一
か
所
に

財
産
管
理
委
員
会
ま
と
ま
っ
て
お
ら
ず
、
点
々
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
葛
山
全
体
の
共
有
を
各
区
に
分
割
し
た
た
め
で
、

区
に
よ
っ
て
は
組
や
個
人
に
分
け
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
転
売
さ

れ
て
全
体
で
共
有
し
管
理
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
っ
た
の
で

あ
る
。

ほ
ん
ぼ
ら

蔦
山
共
有
財
産
管
理
委
員
会
が
管
理
す
る
共
有
地
は
、
本
洞

共
有
と
呼
ば
れ
る
近
世
か
ら
の
入
会
山
が
継
承
さ
れ
た
字
本
洞み

の
共
有
林
な
ど
と
、
愛
鷹
山
組
合
か
ら
払
下
げ
に
な
っ
た
字
箕

ぼ
ら
ひ
か
げ

洞
日
蔭
や
ス
ガ
ネ
沢
な
ど
の
共
有
林
が
あ
る
。
本
洞
共
有
は
、

本
洞
の
ザ
ッ
ボ
ク
リ
ン
（
雑
木
林
）
の
共
有
林
が
も
っ
と
も
広
い
。

こ
の
共
有
林
は
県
と
の
契
約
で
植
林
し
て
い
る
県
行
造
林
で
、

管
理
そ
の
も
の
は
県
が
行
い
、
ウ
ワ
ポ
ク
（
木
）
を
売
却
し
た
料

金
は
県
と
葛
山
で
わ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

愛
薦
山
組
合
よ
り
払
下
げ
の
土
地
は
市
外
の
人
々
に
売
却
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
葛
山
共
有
財
産
管
理
委
員
会
や
個

人
が
管
理
し
て
い
る
。
箕
洞
日
蔭
は
一
九
五
二
、
三
（
昭
和
二
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十
七
、
八
）
年
頃
に
水
源
を
保
護
す
る
た
め
に
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

な
ど
を
植
林
し
、
五
区
で
分
け
て
管
理
す
る
ゞ
｝
と
に
な
っ
た
。

葛
山
は
水
が
乏
し
い
土
地
柄
で
一
五
年
間
は
各
区
の
人
々
が
当

時
一
、
二
時
間
も
歩
い
て
下
刈
り
に
行
っ
て
手
入
れ
を
し
た
。

し
か
し
、
し
だ
い
に
勤
め
人
が
多
く
な
っ
て
管
理
し
き
れ
ず
転

売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
は
水
源
の
保
安
林
と
し
て
、

国
や
県
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
共
有
地
が
転
売
さ
れ
て
も
名

義
上
の
地
上
権
の
売
買
の
み
で
登
記
上
は
昔
か
ら
の
「
誰
々
ほ

か
何
人
持
ち
」
の
ま
ま
で
あ
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
た
め
、

形
の
上
で
は
葛
山
共
有
財
産
管
理
委
員
会
が
管
理
す
る
こ
と
に

な
る
。葛

山
共
有
財
産
管
理
委
員
会
は
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年

こ
ろ
に
発
足
し
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
に
大
区
が
解
散

し
た
と
き
に
い
っ
た
ん
大
区
の
自
治
組
織
の
す
べ
て
を
引
き
継

ぎ
、
関
係
す
る
問
題
を
区
の
自
治
組
織
と
分
け
て
現
在
の
形
に

な
っ
た
。
委
員
は
三
三
名
か
ら
な
る
。
戸
数
が
増
え
て
共
有
に

関
わ
ら
な
い
家
も
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
「
昔
か
ら
の
人
た

ち
」
、
「
旧
戸
」
と
い
わ
れ
る
一
六
三
人
か
ら
選
出
す
る
。
委
員

長
、
副
委
員
長
、
監
事
、
顧
問
、
区
代
表
委
員
を
お
く
。

東
富
士
演
習
場
に
関
わ
る
共
有
の
管
理
に
つ
い
て
も
、
葛
山

財
産
管
理
委
員
会
か
ら
四
名
が
東
富
士
演
習
場
対
策
委
員
会
の

富
岡
地
区
の
委
員
を
兼
任
し
て
い
る
。
四
名
の
内
訳
は
、
中
里
、

田
場
沢
、
上
城
か
ら
各
一
名
、
下
条
と
中
村
で
一
名
で
あ
る
。

国
か
ら
の
補
償
料
や
、
払
下
げ
地
を
市
の
運
動
公
園
や
梅
の
里

公
園
と
し
て
市
に
貸
し
た
貸
借
関
係
の
補
償
料
は
葛
山
共
有
財

産
管
理
委
員
会
が
管
理
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
嶽
の
雷
さ
ん
、

ふ
じ
ぱ
た

富
士
畑
の
雷
さ
ん
、
上
城
の
天
王
さ
ん
も
葛
山
共
有
財
産
管
理

委
員
会
が
管
理
し
て
い
る
。

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
学
制
が
頒
布
さ
れ
、

嶽
南
小
学
校

葛
山
は
上
ヶ
田
、
御
宿
、
金
沢
、
千
福
と
と

こ
う
よ
し
や

し
よ
』
つ
え
ん
じ

も
に
行
餘
舎
を
設
立
し
て
い
る
。
御
宿
の
荘
園
寺
を
仮
校
舎
に

し
て
い
た
行
餘
舎
の
校
舎
を
新
築
す
る
こ
と
に
な
り
、
行
餘
舎

の
定
輪
寺
の
分
校
を
設
置
し
て
い
た
富
沢
、
定
輪
寺
、
大
畑
をが

く

加
え
た
八
村
の
連
合
に
よ
っ
て
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
に
嶽
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な
ん南

小
学
校
と
改
名
し
て
落
成
し
た
。
し
か
し
新
築
費
用
が
集
め

ら
れ
ず
、
新
築
な
っ
た
初
等
科
教
室
を
売
却
し
て
補
う
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
蔦
山
は
初
等
科
の
み
の
分
校
と
し
て
三
麓

学
校
を
設
置
し
、
葛
山
と
金
沢
の
子
ど
も
た
ち
が
通
う
こ
と
に

；

…輯＄ “
■ q

早 島

一一一一.~一蕊
星〆で

癖
曝
弓
Ⅷ
蟻
：
離
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三
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埼
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輔
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写真3－85 中里の天王さん(H1 I I中里区所蔵）

な
っ
た
。

そ
の
後
分
校
を
統
合
し
た
嶽
南
小
学
校
は
嶽
南
尋
常
小
学
校

と
な
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
再
び
分
校
を
つ
く
っ
た
り
統
合
し

た
り
し
な
が
ら
も
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
富
岡
村
の
現
在
の

位
置
に
移
転
改
築
さ
れ
た
。
さ
ら
に
い
く
度
も
の
制
度
的
変
更
、

名
称
変
更
を
経
て
、
現
在
の
裾
野
市
立
富
岡
第
一
小
学
校
と
な

っ
た
（
第
二
一
章
御
宿
参
照
）
。

嶽
南
小
学
校
の
移
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
に
静
岡
県
内

転
を
め
ぐ
る
対
立
の
学
区
が
大
幅
に
統
合
さ
れ
た
。
嶽
南

か
い
し
よ
う
し
や

小
学
校
は
、
今
里
舎
（
今
里
）
、
開
昇
舎
（
下
和
田
）
、
須
山
小
学

さ
ん
ろ
く

校
を
統
合
し
、
葛
山
の
三
麓
学
校
も
千
福
の
分
校
と
と
も
に
廃

止
さ
れ
た
。
同
年
の
小
学
校
令
に
よ
り
、
嶽
南
尋
常
小
学
校
と

な
る
。一

九
○
八
（
明
治
四
十
一
）
年
、
尋
常
小
学
校
の
年
限
が
六
年

に
延
長
さ
れ
、
再
び
政
府
に
よ
っ
て
統
合
が
進
め
ら
れ
た
。
通

学
圏
と
し
て
は
北
に
位
置
し
て
い
た
葛
山
と
金
沢
は
、
統
合
に

よ
っ
て
同
じ
く
通
学
に
不
便
を
感
じ
て
い
た
今
里
や
下
和
田
の
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人
々
と
と
も
に
富
岡
村
中
央
部
へ
学
校
を
移
転
す
る
こ
と
を
主

張
し
た
。
南
部
の
人
々
は
絶
対
反
対
の
立
場
を
と
っ
た
。

〉
｝
の
対
立
は
葛
山
村
議
が
移
転
を
建
議
し
た
の
が
直
接
の
き

っ
か
け
で
、
富
岡
村
内
の
北
部
と
南
部
が
反
目
し
あ
い
、
当
時

の
村
長
、
助
役
が
辞
職
す
る
と
い
う
事
態
に
ま
で
な
っ
た
。
事

態
は
小
学
校
問
題
を
軸
に
し
な
が
ら
そ
れ
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

村
政
上
の
問
題
と
な
り
、
北
部
の
中
心
は
葛
山
で
あ
っ
た
。
対

立
は
長
期
化
し
た
が
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
、
財
政
上
移

転
は
せ
ず
に
そ
れ
ま
で
の
敷
地
を
拡
張
し
て
増
築
し
、
北
部
の

不
便
を
補
う
た
め
に
地
代
は
南
部
の
御
宿
、
千
福
、
上
ヶ
田
が

負
担
す
る
と
い
う
こ
と
で
一
応
の
解
決
に
到
っ
た
。

と
こ
ろ
が
一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
、
地
域
を
二
分
す
る
対
立

が
再
燃
し
た
。
ゞ
）
の
年
葛
山
の
中
里
に
、
中
里
と
田
場
沢
及
び

今
里
、
金
沢
の
住
民
が
協
力
し
て
分
校
を
つ
く
っ
た
。
再
三
問

題
と
さ
れ
た
通
学
の
不
便
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
駿
東
郡
長

み
や
ば
ら

が
本
校
を
そ
れ
ま
で
よ
り
北
よ
り
の
御
宿
字
宮
原
に
移
転
し
、

中
里
分
校
を
廃
止
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
ゞ
一
の
た
め
南
部
住

民
が
反
対
し
て
分
村
問
題
に
ま
で
発
展
し
た
が
、
よ
う
や
く
一

九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
御
宿
内
の
若
干
北
よ
り
に
移
転
す
る
こ

と
で
双
方
の
合
意
を
得
、
翌
年
嶽
南
小
学
校
は
移
転
改
築
さ
れ

た
。

農
村
青
年
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
か
ら
一
九
三
四
（
昭
和

共
働
学
校
九
）
年
ま
で
、
葛
山
の
山
の
中
に
農
村
青
年
の

教
育
の
た
め
に
農
村
青
年
共
働
学
校
、
通
称
「
山
の
学
校
」
が

つ
く
ら
れ
た
。
こ
れ
は
当
時
農
村
問
題
の
研
究
家
と
し
て
知
ら

お
か
も
と
り
き
ち

れ
た
岡
本
利
吉
が
、
自
然
に
即
し
た
農
村
を
基
本
に
お
い
て
人

間
や
社
会
や
国
家
を
か
ん
が
え
る
と
い
う
農
本
主
義
を
掲
げ
て

始
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
三
棟
の
建
物
を
建
て
て
農
閑
期
の
一

月
か
ら
二
月
末
ま
で
の
約
五
○
日
間
の
学
校
を
開
き
、
全
国
か

ら
青
年
が
集
ま
っ
た
。
近
在
へ
の
働
き
か
け
も
行
わ
れ
た
が
、

地
域
に
浸
透
す
る
こ
と
は
な
く
、
葛
山
の
人
々
に
は
奇
異
と
不

安
の
目
で
見
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
参
加
者
の
中
に
葛
山

の
青
年
の
名
前
は
見
ら
れ
な
い
。
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図表3‐84葛山の集落
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図表3 85葛山の内部区分

（『葛山の民俗』より作成）

現
在
葛
山
は
六
つ
の
区
か
ら
な
っ
て
い
る
。
上

村
内
区
分

城
、
中
村
、
下
条
、
田
場
沢
は
最
寄
が
そ
の
ま

ま
移
行
し
た
も
の
だ
が
、
中
里
は
一
九
七
○
（
昭
和
四
十
五
）
年

に
字
森
脇
に
森
脇
団
地
が
で
き
、
中
里
区
と
森
脇
団
地
区
に
分

か
れ
た
。
森
脇
団
地
区
は
大
字
と
し
て
は
葛
山
で
あ
る
が
、
蔦

山
の
自
治
会
と
は
別
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
は
最
寄
か
ら
移
行

し
た
上
城
、
中
村
、
下
条
、
田
場
沢
、
中
里
の
五
つ
の
区
に
つ

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活

組 葬式組

西の窪

上 城

5(新）三一一

西の窪

上 城

区

上 城

１
２

1 組

中 村
3

4(新）
組

･
色

ｊ

ｊ
ｊ

新
新
新
８

く

く
く

８
５
１
２
３
４
－

勺
１
４
ｎ
〃
白
、
、
）
川
畑
詮
「
１
入
、
／
］
ハ
ペ
リ
州
坐
一
ｈ
Ｊ

《
ｈ
Ｕ
庁
ｆ
ｌ

ｌ

ド 条

下 条

北 村

上 組
い
て
述
べ
て
い
く
。

一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
に
「
裾
野
町
区
長
設
置
規
程
」

に
よ
り
業
務
の
一
部
を
執
行
す
る
た
め
に
区
が
設
置
さ
れ
、
葛

山
全
体
で
葛
山
区
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
葛
山
は
伝
統

的
な
生
活
基
盤
で
あ
る
最
寄
を
行
政
的
な
区
と
し
、
葛
山
区
を

「
大
区
」
と
し
て
、
町
の
行
政
と
は
自
立
し
た
自
治
結
合
と
し

た
。
大
区
は
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
に
解
散
し
、
現
在
の

形
に
な
っ
た
。

区
は
さ
ら
に
組
に
分
か
れ
て
い
る
。
現
在
は
戸
数
が
増
え
た

た
め
に
各
区
と
も
組
が
増
え
、
葬
式
組
も
変
化
し
て
き
て
い
る
。

中 組

中 里

F 組

口
F 組I

田場沢

l● 組L＝

／森脇団地
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図
表
３
‐
師
は
区
と
組
と
葬
式
組
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
中

村
、
田
場
沢
は
戸
数
が
少
な
か
っ
た
こ
ろ
は
組
は
複
数
あ
っ
て

る
最
寄
全
体
で
葬
式
を
手
伝
っ
て
い
た
。

下
条
の
組
は
か
つ
て
今
の
一
組
を
中
組
、
二
組
を
下
組
、
三
、

四
組
を
北
組
と
い
い
、
さ
ら
に
中
組
と
下
組
を
あ
わ
せ
て
下
条
、

北
組
は
北
村
と
い
っ
て
い
た
。
こ
の
ふ
た
つ
は
、
下
条
公
民
館

脇
の
秋
葉
神
社
の
常
夜
燈
に
、
「
北
村
、
下
条
、
中
村
最
寄

中
」
（
一
九
○
九
・
明
治
四
十
二
年
）
と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
と
も
と
は
独
立
し
た
最
寄
と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

現
在
葛
山
全
体
を
ま
と
め
る
区
長
や
組
織
は
な

自
治
組
織

い
。
上
城
な
ど
の
五
区
そ
れ
ぞ
れ
が
葛
山
全
体

と
し
て
の
役
員
を
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
ほ
か
に
五
区

内
部
の
役
員
を
定
め
る
。
兼
務
す
る
役
員
が
複
数
い
る
こ
と
に

な
る
。葛

山
全
体
の
役
員
は
、
一
九
九
八
年
の
「
葛
山
各
種
団
体
役

員
名
簿
」
に
よ
る
と
各
区
一
八
、
九
名
で
、
合
計
九
五
名
に
な

る
。
各
区
ご
と
に
区
長
、
副
区
長
、
体
育
委
員
長
、
子
供
会
会

長
、
氏
子
総
代
各
一
名
、
共
有
財
産
管
理
委
員
六
’
七
名
、
浅

間
神
社
管
理
運
営
委
員
三
’
四
名
（
含
顧
問
一
名
、
相
談
役
一

名
）
、
蔦
山
集
会
所
管
理
運
営
委
員
四
名
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

葛
山
区
と
し
て
市
へ
要
望
な
ど
が
あ
る
場
合
に
は
区
長
五
名
が

揃
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
九
八
八
年
ま
で
葛
山
は
大
区
制
を
と
っ
て
い
た
が
、
そ
の

当
時
は
各
区
長
を
ま
と
め
る
大
区
長
が
お
か
れ
て
い
た
。
大
区

長
は
浅
間
神
社
の
当
番
区
の
区
長
が
つ
と
め
た
。
大
区
制
が
廃

止
さ
れ
て
、
大
区
長
も
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
大
区
と
し
て

の
仕
事
の
う
ち
伝
統
的
な
こ
と
に
関
し
て
は
、
実
質
的
に
葛
山

共
有
財
産
管
理
委
員
会
が
引
き
継
い
で
い
る
。

五
区
そ
れ
ぞ
れ
の
区
役
員
は
区
に
よ
っ
て
多
少
違
い
は
あ
る

が
、
田
場
沢
の
例
を
あ
げ
る
と
葛
山
全
体
の
役
員
に
な
っ
て
い

る
役
職
の
他
に
協
議
委
員
、
顧
問
、
事
務
会
計
、
一
’
五
組
の

組
長
、
自
主
防
災
会
長
、
自
主
防
災
副
会
長
、
体
育
副
委
員
長
、

道
路
係
、
部
農
会
会
長
、
寺
世
話
人
、
東
富
士
演
習
場
対
策
委
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貝
、
な
ど
が
あ
る
。

ゞ
）
れ
ら
の
組
織
の
ほ
か
に
、
上
城
、
中
村
、
下
条
の
三
区
が

ま
と
ま
っ
て
本
村
の
組
織
が
あ
る
。
本
村
総
代
を
代
表
に
し
て
、

本
村
の
共
有
地
の
管
理
、
本
村
単
位
で
の
行
事
、
道
普
請
な
ど

を
行
う
。
本
村
総
代
は
三
区
で
一
年
ご
と
に
順
に
交
代
す
る
。

総
代
以
下
、
三
区
の
区
長
、
副
区
長
、
道
路
係
、
顧
問
な
ど
が

本
村
の
組
織
を
つ
く
っ
て
い
る
。

葛
山
に
は
、
全
体
で
ま
つ
る
神
社
が
三
社
あ

神
社
と
寺
院

る
。
中
里
に
あ
る
蔦
山
の
氏
神
の
浅
間
神
社

と
、
上
城
に
あ
る
大
六
天
王
社
、
そ
れ
に
愛
謄
山
の
八
合
目
に

ま
つ
ら
れ
て
嶽
の
雷
さ
ん
と
呼
び
慣
わ
さ
れ
て
い
る
雷
神
宮
で

あ
る
。
ゞ
）
の
ほ
か
に
、
上
城
、
中
村
、
下
条
が
本
村
と
し
て
ま

と
ま
っ
て
ま
つ
る
神
社
が
、
八
幡
神
社
と
山
乃
神
社
で
あ
る
。

中
里
と
田
場
沢
は
各
々
の
区
（
最
寄
）
で
神
社
を
ま
つ
っ
て
い
て
、

中
里
は
大
六
天
王
社
と
金
比
羅
神
社
、
田
場
沢
は
山
の
神
社
で

あ
る
。浅

間
神
社
は
、
一
八
八
三
（
明
治
十
六
）
年
の
「
神
社
明
細

こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

調
」
に
は
祭
神
が
木
花
咲
耶
姫
命
、
創
立
は
一
八
一
八
（
文
化

十
五
）
年
と
あ
る
（
文
化
年
間
は
正
式
に
は
十
四
年
ま
で
）
。
社
殿

の
後
方
に
富
士
山
を
望
む
立
地
と
な
っ
て
い
る
。
祭
日
は
、
春

の
本
祭
り
が
四
月
三
日
で
、
十
月
十
五
日
に
お
ひ
ま
ち
が
行
わ

れ
る
。
本
祭
り
は
本
来
四
月
十
五
日
だ
が
、
仕
事
や
年
度
切
り

替
え
の
都
合
に
合
わ
せ
て
変
更
さ
れ
た
。
祭
礼
の
世
話
は
当
番

制
で
、
中
里
↓
田
場
沢
↓
上
城
↓
中
村
↓
下
条
の
順
送
り
で
担

当
す
る
。
神
事
の
あ
と
の
直
会
は
、
か
つ
て
は
当
番
最
寄
で
餅

を
つ
い
て
供
え
氏
子
の
家
に
配
っ
た
と
い
う
が
、
現
在
は
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
正
月
に
は
初
詣
で
に
ぎ
わ

い
、
七
五
三
や
お
宮
参
り
も
こ
の
氏
神
で
行
わ
れ
る
。
新
生
児

の
お
宮
参
り
は
、
ヒ
ャ
ク
ヒ
ト
ェ
と
い
っ
て
生
後
一
○
一
日
目

に
母
親
と
祖
母
が
子
ど
も
を
抱
い
て
き
て
供
え
物
を
し
、
神
社

の
石
段
に
子
ど
も
を
い
っ
た
ん
寝
か
せ
て
く
る
。

大
六
天
王
神
社
の
お
ま
つ
り
は
上
城
の
一
組
と
二
組
が
行
う

が
、
神
社
そ
の
も
の
は
葛
山
全
体
の
神
社
で
、
「
て
ん
の
う
さ

ん
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
大
六
天
王
神
社
の
世
話
は
世
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襲
で
決
ま
っ
て
い
る
鍵
取
り
が
行
う
。
祭
日
は
七
月
十
四
日
で

あ
る
。雷

神
宮
は
雨
乞
い
の
神
で
、
氏
神
で
は
な
い
が
葛
山
全
体
で

ま
つ
っ
て
い
る
。
祭
日
は
七
月
二
十
日
で
、
下
条
の
辻
に
幟
を

写真3－86八幡神社の祭り

建
て
て
行
う
。
祭
り
の
世
話
は
下
条
が
す
る
が
、
愛
雁
山
の
雷

神
宮
へ
の
参
道
の
草
刈
り
当
番
は
浅
間
神
社
の
当
番
と
同
じ
右

回
り
に
中
里
↓
田
場
沢
↓
上
城
↓
中
村
↓
下
条
の
順
で
務
め
る
。

富
士
畑
の
雷
さ
ん
は
上
城
三
組
が
世
話
を
す
る
。

本
村
で
ま
つ
る
八
幡
神
社
は
、
上
城
か
ら
北
方
へ
少
し
登
っ

た
と
↑
｝
ろ
に
あ
る
。
「
神
社
明
細
調
」
に
よ
る
と
、
創
建
は
一

七
六
○
（
宝
暦
十
）
年
で
、
一
九
○
六
（
明
治
三
十
九
）
年
に
浅
間

神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。
一
九
○
九
（
明
治
四
十
二
）
年
に
遷
宮
し

た
が
、
祭
り
は
そ
の
ま
ま
八
幡
神
社
の
あ
っ
た
と
ゞ
）
ろ
で
行
わ

れ
た
。
つ
ま
り
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
こ
ろ
に
ご
神
体
を

戻
す
ま
で
ご
神
体
の
な
い
ま
ま
元
宮
で
祭
り
を
行
っ
て
い
た
。

祭
日
は
九
月
十
日
だ
が
、
現
在
は
そ
の
前
後
の
日
曜
日
に
行
わ

れ
る
。
上
城
に
鍵
取
り
の
家
が
あ
る
。

山
乃
神
社
は
上
城
か
ら
愛
朧
山
へ
登
る
途
中
に
あ
る
。
山
乃

神
社
に
も
鍵
取
り
と
い
わ
れ
る
家
が
あ
る
。
祭
日
は
一
月
十
七

日
だ
が
、
本
来
は
四
月
、
十
月
、
十
二
月
と
年
四
回
す
る
も
の

だ
と
い
、
フ
。
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中
里
の
大
六
天
王
神
社
も
天
王
さ
ん
と
呼
ば
れ
、
祭
日
は
七

月
十
五
日
で
あ
る
が
、
そ
の
前
後
の
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
。
金

比
羅
神
社
は
金
沢
と
の
境
に
あ
る
。

田
場
沢
で
ま
つ
る
山
の
神
社
は
集
落
の
西
方
の
山
の
中
に
あ

る
。
も
と
も
と
は
鍵
取
り
の
家
で
ま
つ
っ
て
い
た
も
の
が
、
い

つ
の
こ
ろ
か
ら
か
最
寄
（
区
）
で
ま
つ
る
神
社
に
な
っ
た
。

葛
山
で
は
五
つ
の
区
の
ほ
と
ん
ど
の
家
が
仙
年
寺
の
檀
家
で

あ
る
。
仙
年
寺
の
檀
家
は
ほ
か
に
も
御
宿
、
上
ヶ
田
、
金
沢
に

数
十
軒
ず
つ
あ
る
。
一
八
七
九
（
明
治
十
二
）
年
の
「
寺
院
明
細

か
ず
ら
や
ま
こ
れ
の
ぷ

帳
」
に
は
、
葛
山
惟
信
の
開
基
、
一
四
七
九
（
文
明
十
一
）
年
に

建
立
さ
れ
た
と
あ
る
。
仙
年
寺
に
は
葛
山
氏
の
歴
代
の
墓
所
が

さ
ん
き
よ

あ
る
。
寺
伝
で
は
も
っ
と
上
の
字
山
居
に
あ
っ
た
も
の
を
葛
山

氏
が
現
在
地
に
移
し
、
宗
旨
も
真
言
宗
で
あ
っ
た
の
を
葛
山
氏

が
信
仰
す
る
浄
土
宗
に
変
え
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

下
条
か
ら
南
へ
佐
野
川
を
下
っ
て
、
集
落
か
ら
は
離
れ
た
根

け
い
が
し
ま

方
道
筋
に
景
ヶ
島
依
京
寺
が
あ
る
。
依
京
寺
は
佐
野
川
の
中
の

岩
場
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
「
寺
院
明
細
帳
」
で
は
、
一
六
二

○
（
元
和
六
）
年
創
立
、
本
尊
の
生
巌
正
観
世
音
菩
薩
は
弘
法
大

師
の
彫
刻
と
伝
え
ら
れ
る
と
あ
る
。
現
在
は
無
住
で
、
仙
年
寺

の
管
理
下
に
あ
る
。
四
月
四
日
と
八
月
十
六
日
に
観
音
の
大
祭

が
葛
山
の
人
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
景
ケ
島
渓
谷
は
市
名
勝

地
で
、
急
流
や
淵
が
変
化
に
富
み
『
行
楽
客
も
多
い
・

田
場
沢
だ
け
で
ま
つ
っ
て
い
る
の
は
薬
師
堂
で
、
田
場
沢
公

民
館
の
並
び
に
あ
る
。
二
つ
の
丸
石
が
あ
り
、
こ
れ
に
触
る
と

病
気
が
治
る
と
い
わ
れ
、
願
掛
け
を
し
て
治
る
と
お
果
た
し
と

い
っ
て
念
仏
を
あ
げ
た
。
毎
月
旧
暦
の
十
二
日
に
薬
師
講
で
念

仏
を
あ
げ
て
い
る
。
田
場
沢
以
外
は
念
仏
講
で
は
区
の
公
民
館

を
利
用
し
て
い
る
。

嶽
の
雷
さ
ん
は
雨
乞
い
の
神
と
し
て
近
郷
に

嶽
の
雷
さ
ん

も
知
れ
渡
っ
て
い
た
。
一
九
五
○
年
代
ま
で

は
日
照
り
が
続
い
て
農
作
物
へ
の
被
害
が
心
配
さ
れ
る
と
、
よ

く
雨
乞
い
を
し
た
。
長
泉
町
や
沼
津
の
方
か
ら
も
来
て
い
た
。

愛
麿
山
の
八
合
目
と
い
う
高
山
に
あ
る
の
で
ひ
ど
い
干
ば
つ
の

時
に
は
参
っ
た
が
、
ふ
つ
う
は
も
っ
と
近
い
字
富
士
畑
の
雷
さ
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堀
電
噌
樋
…
電
嘱
彌
罐
爾
霧

ん
に
参
る
。
嶽
の
雷
さ
ん
は
男
で
、
富
士
畑
の
雷
さ
ん
は
女
と

い
う
。
嶽
の
雷
さ
ん
へ
行
く
と
き
は
、
葛
山
の
五
つ
の
最
寄
で

必
ず
一
戸
か
ら
一
人
ず
つ
出
て
、
泊
ま
り
が
け
で
参
っ
た
。
石

の
祠
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
蓑
、
笠
、
雨
ご
ざ
、
御
神
酒
な
ど
を

写真3－87嶽の雷さん

備
え
、
雷
神
宮
の
幟
を
立
て
る
。
一
晩
中
火
を
燃
や
し
な
が
ら
、

二
手
に
分
か
れ
、
一
方
の
入
た
が
「
雨
降
ら
せ
た
－
ま
え
な

－
」
と
唱
え
る
と
、
も
う
一
方
が
「
雷
さ
ん
へ
立
願
だ
－
」
と

唱
え
、
こ
れ
を
繰
り
返
す
。
少
し
休
ん
で
は
何
度
も
唱
え
た
。

富
士
畑
の
雷
さ
ん
は
第
二
東
名
高
速
道
路
が
通
る
た
め
移
転
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
嶽
の
雷
さ
ん
の
奥
に
隠
れ
キ
リ

シ
タ
ン
が
い
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。

繁
栄
を
願
う
家
葛
山
で
は
、
家
を
新
築
し
た
と
き
に
家
移

移
り
粥
の
行
事
り
粥
と
い
う
行
事
が
行
わ
れ
る
。
か
っ
て

は
周
辺
地
域
で
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
市
域
で
家
移
り
粥
が
今

で
も
行
わ
れ
る
の
は
珍
し
い
・

家
移
り
粥
は
、
建
前
の
直
会
で
ト
ン
ボ
ガ
サ
（
笠
）
を
か
ぶ
り

蓑
を
着
て
わ
ら
じ
を
は
い
た
先
達
が
家
の
繁
栄
を
願
う
歌
を
歌

い
な
が
ら
家
の
柱
に
小
豆
粥
を
つ
け
て
ま
わ
る
も
の
で
あ
る
。

先
達
は
、
手
伝
い
の
男
衆
の
う
ち
両
親
の
揃
っ
て
い
る
者
が
な

る
も
の
だ
っ
た
が
、
現
在
は
歌
を
歌
え
る
人
が
減
っ
た
た
め
年

配
の
人
が
引
き
受
け
る
ゞ
）
と
が
多
い
。
仏
器
に
盛
っ
た
小
豆
粥
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を
茅
の
箸
で
柱
一
本
一
本
に
つ
け
、
家
の
神
に
差
し
出
し
て
か

ら
、
人
々
に
配
る
。
他
の
男
衆
も
先
達
の
あ
と
に
つ
い
て
歌
い

な
が
ら
歩
く
。
ゞ
｝
の
と
き
の
歌
を
家
移
り
粥
、
ま
た
は
家
移
り

経
と
い
う
。
家
移
り
粥
の
行
事
に
は
火
伏
せ
の
意
味
が
あ
る
と

i#" W

颪
螺
穐
鍋
劉
ｈ
‘
ユ
リ

‐

鰯
@$ 崎

遡

』

耐

写真3－88家移り粥

い
う
。
先
達
の
つ
け
る
笠
や
蓑
は
雨
具
で
雨
（
水
）
を
よ
ぶ
も
の

で
あ
り
、
歌
は
水
を
呼
ぶ
ま
じ
な
い
で
歌
詞
に
出
て
く
る
霜
、

氷
、
雪
、
雨
、
露
な
ど
の
言
葉
を
唱
え
る
こ
と
で
火
を
よ
け
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
の
ヤ
カ
タ
は
よ
い
ヤ
カ
タ

四
方
八
方
八
棟
造
り

あ
あ
メ
デ
タ
イ
な
メ
デ
タ
イ
な

霜
柱
氷
の
桁
に
雪
の
梁

雨
の
タ
レ
ヒ
に
露
の
フ
キ
グ
サ

幸
い
ツ
ク
（
続
く
）
幸
い
ツ
ク
（
続
く
）

鶴
は
千
年
亀
は
万
年
ト
ウ
ホ
ウ
菩
薩
は
八
千
年

美
村
の
大
助
百
六
シ
百
ま
で

エ
ー
ャ
ハ
イ
ャ
（
栄
家
繁
家
）
の
八
棟
造
り

寿
家
請
負
で

延
命
長
者
の
ヤ
ウ
ッ
リ
ガ
ュ
を
し
ん
ぜ
ろ
や

戌
亥
の
方
か
ら
十
三
本
の
柱
へ
梁
を
あ
げ
て

ヤ
ウ
ッ
リ
ガ
ュ
を
す
す
ろ
う
や
（
『
葛
山
の
民
俗
』
）
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第3節地域社会と生活

最
寄
の
入
口
に
あ
る
葛
山
に
は
庚
申
塔
や
道
祖
神
（
サ
イ

道
祖
神
と
庚
申
塔
ノ
カ
ミ
）
が
多
い
．
「
神
社
明
細
調
」

に
は
、
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
に
下
条
、
北
村
、
中
村
、
上

城
、
田
場
沢
、
中
里
に
一
基
ず
つ
六
基
の
サ
イ
ノ
カ
ミ
の
存
在

が
か
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
道
祖
神
は
現
在
地
か
ら
見
て
も
最

寄
の
入
口
に
建
て
ら
れ
た
と
い
え
る
。
庚
申
塔
に
も
同
じ
こ
と

が
い
え
、
各
最
寄
の
入
口
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

景
ヶ
島
依
京
寺
の
境
内
に
は
、
閻
魔
大
王
像
や
奪
衣
婆
像
や写真3－89依京寺境内の閻魔大王

地
蔵
菩
薩
像
な
ど
多
く
の
石
像
が
あ
る
。
観
音
の
大
祭
の
八
月

十
七
日
は
地
獄
の
釜
が
あ
く
日
と
さ
れ
、
閻
魔
の
口
を
封
じ
る

よ
う
に
団
子
を
三
つ
く
わ
え
さ
せ
て
か
ら
大
祭
参
加
者
が
石
仏

群
を
ひ
と
め
ぐ
り
し
、
本
堂
で
和
讃
を
あ
げ
る
。

参
考
文
献

「
葛
山
の
民
俗
』
（
調
査
報
告
害
一
）
裾
野
市
史
編
さ
ん
室
一
九
九

一
年
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第1節地理的概要

図表3－86金沢の位置
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か
ね
ざ
わ

金
沢
堤
と
東
金
沢
と
い
う
地
名
は
、
金
つ
ま
り
鉄
分
を
含

名
高
速
道
路
む
沢
が
あ
っ
た
の
で
こ
の
名
が
付
い
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
真
偽
は
と
も
か
く
、
金
沢
は
そ
の
名
の
通
り
沢

の
多
い
地
区
で
あ
る
。
一
度
、
谷
間
の
集
落
の
中
に
入
り
込
む

ふ
じ

と
、
県
道
富
士
・
裾
野
線
や
東
名
高
速
道
路
が
間
近
に
迫
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
落
着
い
た
景
観
を
持
つ
。
そ
れ
は
、

谷
の
奥
に
築
か
れ
た
金
沢
堤
や
堤
の
脇
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
浅

間
神
社
の
杜
も
同
様
で
あ
る
。
市
内
の
中
で
は
そ
れ
ほ
ど
広
い

範
域
を
持
た
な
い
地
区
で
は
あ
る
が
、
東
名
や
県
道
、
大
手
自

動
車
企
業
の
用
地
に
そ
の
周
り
を
囲
ま
れ
て
い
な
が
ら
、
村
落

と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
い
る
の
が
金
沢
で
あ
る
。

金
沢
は
裾
野
市
中
心
部
よ
り
北
方
に
位
置
し
、
東

位
置

西
約
一
・
一
言
假
、
南
北
約
一
・
九
降
服
の
広
さ
が
あ

み
し
ゆ
く

ご
て
ん
ぱ

い
ま
ざ
と

さ
の

る
。
東
は
御
宿
、
北
は
御
殿
場
市
、
西
は
今
里
お
よ
び
佐
野
川

ぜ
な
ざ
わ

か
ず
ら
や
ま

あ
げ
た

（
瀬
名
沢
）
を
境
に
し
て
葛
山
、
南
は
同
じ
く
葛
山
と
上
ヶ
田
に
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第19章金 沢

接
し
て
い
る
。

地
形
と
土
全
域
が
富
士
山
東
南
麓
の
末
端
に
あ
っ
て
、
東

地
利
用
南
に
枝
状
に
延
び
た
馬
の
背
の
よ
う
な
低
丘
陵

と
、
そ
の
間
に
狭
ま
れ
た
浅
い
谷
や
台
状
の
平
坦
な
傾
斜
地
か

ら
な
り
、
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
で
あ
る
。
低
丘
陵
は
雑
木
林
や

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
、
台
状
の
平
坦
地
は
火
山
砂
礫
と
火

山
灰
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
開
墾
さ
れ
て
畑
と
な
っ
て
い
る
。
丘

か
み
か
わ
よ
こ
や
ま
し
た

陵
と
台
地
に
挟
ま
れ
た
字
上
川
及
び
横
山
下
の
谷
頭
に
は
少
量

の
湧
き
水
が
あ
る
。
こ
の
上
川
に
は
古
く
か
ら
金
沢
堤
と
い
う

溜
め
池
が
あ
り
、
湧
き
水
と
共
に
浅
い
谷
間
に
広
が
る
水
田
の

用
水
源
と
な
っ
て
い
る
。
水
田
を
漉
水
し
た
あ
と
の
余
り
水
は
、

な
か
ざ
と

金
沢
川
に
合
流
し
て
葛
山
中
里
地
先
で
台
状
平
坦
面
を
深
く
浸

食
し
、
さ
ら
に
佐
野
川
へ
と
合
流
す
る
。
佐
野
川
は
、
こ
の
合

流
点
で
峡
谷
を
な
し
て
い
る
。
金
沢
の
集
落
は
、
ゞ
）
れ
ら
の
流

路
に
挟
ま
れ
た
台
状
地
の
裾
部
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
地
区
の
北
側
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
研
究
所
用
地
と
な
り
、

東
側
は
東
名
高
速
道
路
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
西
側
の
台
状
地

は
、
住
宅
地
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
る
。

丘
陵
部
の
谷
に
拓
県
道
富
士
・
裾
野
線
を
市
街
地
か
ら
上

か
れ
た
小
集
落
っ
て
い
き
、
東
名
高
速
道
路
の
ガ
ー
ド

を
く
ぐ
る
と
ま
も
な
く
上
ヶ
田
、
そ
し
て
す
ぐ
に
金
沢
が
道
路

右
手
に
現
れ
る
。
し
か
し
金
沢
の
集
落
の
中
心
は
、
県
道
を
通

っ
て
い
る
だ
け
で
は
ま
っ
た
く
見
え
な
い
。
県
道
か
ら
東
方
向

へ
と
入
る
と
、
す
ぐ
に
道
は
谷
間
へ
と
下
っ
て
い
く
。
金
沢
の

家
々
は
、
そ
の
谷
間
の
中
に
固
ま
っ
て
建
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

集
落
の
奥
に
進
む
と
、
金
沢
堤
が
目
の
前
に
開
け
て
く
る
。
そ

の
す
ぐ
東
側
に
は
、
東
名
高
速
道
路
が
通
っ
て
い
る
。

集
落
は
お
お
よ
そ
三
つ
の
地
域
に
分
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
一

つ
は
、
丘
陵
の
末
端
に
位
置
す
る
地
蔵
堂
の
周
辺
に
あ
る
地
域
、

次
に
金
沢
堤
の
西
側
に
あ
る
地
域
、
そ
し
て
集
落
の
幹
線
沿
い

に
立
地
す
る
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
集
落
の
境
に
は
そ
れ
ぞ
れ

重
要
な
構
築
物
が
あ
る
。
県
道
か
ら
の
西
の
入
口
に
は
公
民
館
、

そ
の
す
ぐ
北
側
の
丘
陵
裾
に
神
明
宮
と
山
の
神
、
集
落
の
北
、

金
沢
水
源
に
不
動
と
水
神
、
金
沢
堤
東
側
に
氏
神
の
浅
間
神
社
、
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第2節歴史概要

１
中
世
以
前

縄
文
遺
物
が
豊
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
に
、
金
沢
東

富
な
上
川
遺
跡
側
の
海
抜
二
六
九
届
の
上
川
丘
陵
南
部
を

横
断
す
る
道
路
工
事
で
、
縄
文
時
代
の
土
器
片
が
発
見
さ
れ
、

遺
跡
と
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
に
は
、
上
川
丘
陵
が
東
名
高

速
道
路
の
路
線
内
に
な
っ
た
た
め
、
同
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年
、

発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
こ
が
一
九
八
四
（
昭
和
五

十
九
）
年
、
東
名
高
速
道
路
裾
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
路
線

東
名
を
挟
ん
で
東
側
に
愛
宕
神
社
、
同
じ
く
東
名
西
側
、
集
落

の
南
端
に
庚
申
塚
。
こ
れ
ら
信
仰
対
象
物
な
ど
に
よ
っ
て
区
切

ら
れ
た
空
間
の
中
に
、
金
沢
と
い
う
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る

と
言
え
る
。

第
二
節
歴
史
概
要

敷
と
決
定
し
た
た
め
、
翌
八
五
（
昭
和
六
十
）
年
、
二
回
目
の
発

掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
表
土
下
に
厚
さ
六
○

膳
崎
の
火
山
灰
、
同
砂
礫
層
が
堆
積
し
、
そ
の
下
の
黒
褐
色
腐

土
層
中
か
ら
約
四
万
点
に
及
ぶ
縄
文
時
代
の
土
器
片
と
石
器
類

が
出
土
し
、
基
盤
の
黄
褐
土
居
を
掘
り
込
ん
で
住
居
趾
な
ど
の

遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

遺
構
は
縄
文
時
代
早
期
か
ら
中
期
前
半
ま
で
の
も
の
と
思
わ

れ
る
住
居
趾
一
六
軒
、
土
坑
七
、
石
皿
を
立
て
た
遺
構
一
、
集

石
趾
一
が
あ
り
、
縄
文
時
代
早
期
、
前
期
、
中
期
の
土
器
片
と

完
形
土
器
の
ほ
か
磨
製
と
打
製
石
斧
、
石
皿
、
多
量
の
磨
石
と

石
嫉
、
石
匙
、
石
錘
、
礫
器
、
装
身
具
の
決
状
石
器
な
ど
が
出

土
し
た
。
な
か
で
も
決
状
石
器
は
一
三
点
も
あ
り
、
そ
の
数
量

は
県
下
で
も
類
例
が
な
い
。

ゞ
）
れ
以
後
、
古
代
末
ま
で
遺
跡
の
資
料
は
な
く
不
明
で
あ
る
。

大
森
・
葛
山
系
図
に
よ
る
と
（
『
市
史
』
一
‐
付
録
系
図
集
）
、
初

か
ず
ら
や
ま
こ
れ
た
だ
か
げ
た
だ
こ
れ
か
げ

代
の
葛
山
惟
忠
の
三
男
景
忠
の
子
惟
景
は
金
沢
殿
と
い
い
、
金

沢
に
ち
な
ん
だ
名
前
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
惟
忠
の
長
男
は

839



第19章金 沢

２
近
世

今
里
村
の
東
部
に
、
御
宿
村
・
上
ヶ
田
村

近
世
の
金
沢
村
き

に
挟
ま
れ
る
よ
う
に
位
置
す
る
。
東
は
黄

せ

ふ
か
ら

お
お
の
は
ら

瀬
川
を
介
し
て
深
良
村
と
、
北
は
富
士
山
麓
大
野
原
に
面
し
て

い
る
。支

配
は
、
一
六
三
二
（
寛
永
九
）
年
以
降
幕
領
、
一
六
八
○

（
延
宝
八
）
年
以
降
小
田
原
藩
領
と
な
り
、
一
六
八
三
（
天
和
三
）

年
以
降
幕
領
に
戻
っ
て
い
る
。
一
六
九
八
（
元
禄
十
一
）
年
以
降

は
旗
本
松
平
家
の
支
配
で
幕
末
に
至
る
。
旗
本
松
平
氏
の
家
政

窮
乏
の
た
め
、
領
知
の
葛
山
・
金
沢
・
上
ヶ
田
村
の
半
分
は
そ

御
宿
、
三
男
景
忠
は
上
田
を
姓
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
葛
山

氏
は
初
期
の
段
階
で
、
こ
れ
ら
の
地
域
へ
勢
力
を
拡
大
し
て
い

っ
た
形
跡
が
み
ら
れ
る
。
中
世
後
半
ま
で
は
葛
山
氏
一
族
の
領

域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
五
六
九
（
永
禄
十
二
）
年
以

ご
ほ
う
じ
よ
う

降
、
葛
山
氏
の
後
退
と
入
れ
替
わ
っ
て
、
後
北
条
、
武
田
、
徳

川
氏
と
支
配
が
移
り
変
わ
り
近
世
を
む
か
え
る
。

の
訣
求
に
苦
し
ん
だ
。
一
六
七
二
（
寛
文
十
三
年
六
月
「
駿
州

す
る
が

駿
河
郡
葛
山
村
検
地
水
帳
」
が
あ
る
。

村
高
は
、
正
保
郷
帳
六
一
石
余
、
元
禄
郷
帳
・
天
明
高
帳
一

○
九
石
余
、
天
保
郷
帳
二
一
石
余
で
あ
る
。
田
方
反
別
一
町

七
反
余
・
一
八
石
余
に
た
い
し
、
畑
方
は
反
別
一
四
町
余
・
九

○
石
で
圧
倒
的
に
畑
勝
ち
で
あ
る
。
山
手
役
米
は
な
い
。
一
八

三
六
（
天
保
七
）
年
に
は
家
数
二
七
軒
（
内
二
軒
潰
れ
）
、
人
別

六
六
人
（
男
三
六
・
女
三
○
）
、
馬
二
疋
。
村
内
に
は
葛
山
村

と
金
沢
村
の
両
村
で
引
水
す
る
溜
井
が
一
つ
あ
る
。
寺
は
黄
檗

ま
ん
ぷ
く
じ
ま
つ
ま
ん
ね
ん
じ

宗
京
都
万
福
寺
末
万
念
寺
（
一
八
七
五
・
明
治
八
年
に
廃
寺
）
が
あ

る
が
、
金
沢
村
内
に
檀
家
は
な
い
。
ま
た
、
下
畑
二
反
余
の
富

む
ら
や
ま
ふ
じ
の
み
や

士
山
伏
免
御
除
地
が
あ
り
、
富
士
郡
村
山
村
（
富
士
宮
市
村
山
）

の
三
坊
に
よ
る
富
士
峰
修
行
の
後
、
八
月
八
日
よ
り
二
夜
三
日

当
村
浅
間
で
の
祈
念
の
賄
い
を
す
る
（
一
八
三
六
〈
天
保
七
〉
年

「
駿
東
郡
金
沢
村
反
別
並
銘
細
書
差
上
ヶ
帳
」
『
市
史
』
三
‐
五
八

号
）
。
こ
の
ほ
か
、
浅
間
神
社
・
神
明
社
・
愛
宕
神
社
な
ど
が

あ
る
。
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３
近
現
代

近
世
の
金
沢
村
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）

行
政
区
の
変
遷

年
の
大
区
小
区
制
の
導
入
に
よ
っ
て
第
一

大
区
五
の
小
区
へ
と
編
入
さ
れ
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
の
大

み
ず
く
ぼ

区
小
区
制
の
再
編
に
よ
り
、
市
域
の
水
窪
以
外
の
村
々
と
と
も

に
第
一
大
区
三
小
区
に
編
入
さ
れ
た
。
そ
し
て
ゞ
）
の
大
区
小
区

制
も
、
一
八
七
八
（
明
治
十
一
）
年
の
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
っ

て
廃
止
さ
れ
、
再
び
近
世
以
来
の
金
沢
村
に
民
選
の
戸
長
が
置

か
れ
る
》
｝
と
に
な
る
。
し
か
し
、
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
に

は
戸
長
公
選
制
を
廃
さ
れ
、
戸
長
の
官
選
と
戸
長
役
場
管
轄
区

域
の
改
定
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
黄
瀬
川
を
境
に
市
域
は

東
西
に
二
分
さ
れ
、
金
沢
は
「
御
宿
村
ほ
か
一
○
か
村
」
の
区

一
七
一
五
（
正
徳
五
）
年
、
組
頭
源
七
郎
の
私
欲
、
勝
手
に
よ

り
、
村
内
の
一
九
名
が
罷
免
を
願
い
出
て
い
る
。
ま
た
一
八
二

六
（
文
政
九
）
年
に
は
、
三
八
年
来
当
村
に
居
住
し
て
い
た
近
江

ひ
の

国
日
野
出
身
の
利
兵
衛
が
帰
国
を
願
い
出
て
い
る
。

域
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
戸
長
役
場
は
御
宿
村
に
置
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
、
市
制
町
村
制
の
公
布
に
よ
り
、

す
や
ま
と
み
お
か
ふ
か
な
み
こ
い
ず
み

翌
八
九
年
に
須
山
村
・
富
岡
村
・
深
浪
村
・
小
泉
村
と
い
う
四

つ
の
行
政
村
が
誕
生
し
、
金
沢
は
他
の
一
○
か
村
と
と
も
に
富

岡
村
に
属
す
こ
と
に
な
っ
た
。
財
産
規
模
の
小
さ
い
須
山
村
は

富
岡
村
と
町
村
組
合
を
設
け
て
、
須
山
村
富
岡
村
組
合
村
を
結

成
し
た
。
組
合
村
役
場
は
富
岡
村
に
置
か
れ
、
組
合
村
長
も
富

岡
村
出
身
者
が
務
め
た
。
そ
の
後
、
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）

年
に
町
村
組
合
を
解
消
し
、
富
岡
村
と
須
山
村
は
独
立
し
た
行

政
村
と
な
っ
た
。

い
ず
み

戦
後
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
小
泉
村
と
泉
村
が
合

併
し
て
裾
野
町
が
誕
生
し
た
。
さ
ら
に
、
一
九
五
六
（
昭
和
三

十
一
）
年
に
は
深
良
村
が
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
に
は
須

山
村
と
富
岡
村
が
裾
野
町
に
合
併
し
て
裾
野
町
と
な
り
、
一
九

七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
、
現
在
の
裾
野
市

と
な
っ
た
。
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図表3－87金沢の字

大
棚

大
久
保

上

川

西
久
保

西

又
ノ
倉

中
道

田
久
保

図表3－88金沢の字一覧

大久保(オオクポ）

大棚(オオダナ）

上川(カミカヮ）

田久保(タクポ）

手城山(テシロヤーマ）

中道(ナカミチ）

西久保(ニシクポ）

又ノ倉(マタノクラ）

横山上(ヨコヤマウエ）

横山下(ヨコヤマシタ）
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一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調

戸
数
と
人
口

査
」
に
よ
れ
ば
、
家
持
二
○
戸
、
人
口
二

七
人
（
男
六
○
人
、
女
五
七
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
一
八
八
八
（
明

治
二
十
一
）
年
頃
の
「
御
宿
村
ほ
か
一
○
か
村
、
自
地
区
造
成

写真3-90金沢堤

に
関
す
る
諸
表
」
で
は
、
二
七
戸
、
一
四
六
人
で
あ
る
（
『
市

史
』
四
三
四
二
号
）
。
ま
た
、
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
に
は

五
二
戸
、
四
○
○
人
で
あ
る
（
「
大
正
十
四
年
度
富
岡
村
事
務
報

告
」
）
。
ち
な
み
に
富
岡
村
の
人
口
は
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年

が
四
二
七
二
人
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
が
五
二
五
五
人
、
一

九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
が
六
一
七
六
人
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
二
一
四

世
帯
、
六
一
三
人
で
あ
る
。
ゞ
）
れ
は
、
一
八
七
五
年
の
統
計
に

比
べ
る
と
世
帯
数
で
は
約
六
倍
、
人
口
で
は
約
五
・
二
倍
の
増

加
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
一
九
九
五
年
に
は
、
二
四
五
世
帯
、

八
九
四
人
で
あ
る
。

農
業
と
竹
一
八
八
六
（
肌
治
十
九
）
年
の
「
地
誌
取
調
草

行
李
製
造
案
」
で
は
、
田
三
町
九
反
三
畝
一
七
歩
、
宅
地

一
町
四
反
九
畝
一
四
歩
、
畑
一
七
町
三
反
四
畝
一
歩
、
竹
林
一

反
一
四
歩
、
林
四
二
町
六
反
八
畝
二
七
歩
、
山
林
原
野
二
八
町

三
反
五
畝
九
歩
と
、
水
田
は
少
な
く
耕
地
の
多
く
は
畑
で
あ
る
。

ま
た
字
上
川
田
に
溜
池
（
金
沢
堤
）
が
あ
り
、
周
囲
お
よ
そ
一
五
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○
間
で
水
深
は
深
い
と
こ
ろ
で
一
丈
余
り
、
金
沢
の
用
水
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
「
小
区
表
編
立
調
査
」
の
職
分
表

で
は
、
農
業
に
従
事
す
る
も
の
は
六
五
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
前
述
の
「
地
誌
取
調
草
案
」
で
は
、
物
産
に
大
小
麦
・
蕎

と
う
も
ろ
こ
し

麦
・
玉
蜀
黍
・
炭
・
材
木
等
を
あ
げ
て
い
る
。
と
く
に
炭
と
玉

蜀
黍
の
産
出
額
が
多
く
、
や
や
時
期
は
下
る
が
大
正
初
期
に
編

ま
れ
た
『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
」
に
は
、
「
本
村
ハ
林
業
ト
シ
テ

ハ
炭
焼
キ
ヲ
業
ト
シ
一
ヶ
年
約
千
俵
ヲ
沼
津
三
島
二
売
リ
タ
リ

農
業
ハ
主
ト
シ
テ
玉
蜀
黍
ヲ
栽
培
セ
リ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

炭
の
産
出
額
は
年
間
二
五
○
○
俵
と
下
和
田
に
次
い
で
多
く
、

玉
蜀
黍
は
年
間
三
○
○
俵
、
四
○
戸
余
の
戸
数
で
一
戸
あ
た
り

平
均
七
、
八
俵
を
産
出
し
て
い
る
。
ま
た
同
書
に
は
、
一
八
九

一
（
明
治
二
十
四
）
年
頃
か
ら
須
山
村
よ
り
竹
行
李
製
造
が
伝
わ

り
、
金
沢
で
は
一
か
月
八
百
個
、
年
間
八
千
個
を
製
造
し
、
工

場
数
も
一
三
と
富
岡
村
中
で
最
も
多
く
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
学
制
が
頒
布
さ
れ
、
金

学
校
篭
ん
綴
、
こ
う

沢
は
上
ヶ
田
・
御
宿
・
葛
山
・
千
福
と
と
も
に
行

よ
し
や

と
み

餘
舎
を
設
立
す
る
。
さ
ら
に
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
に
は
、
富

ざ
わ
じ
よ
う
り
ん
じ
お
お
は
た

沢
・
定
輪
寺
・
大
畑
が
行
餘
舎
の
定
輪
寺
の
分
校
を
設
置
す
る
。

が
く

一
八
八
二
（
明
治
十
五
）
年
に
は
行
餘
舎
は
校
舎
を
新
築
し
、
嶽

な
ん南

小
学
校
と
改
名
し
た
。
〉
｝
の
経
費
の
う
ち
、
建
設
場
所
は
御

ゆ
や
ま
は
ん
し
ち
ろ
う

宿
の
湯
山
半
七
郎
家
の
所
有
地
を
借
用
し
、
費
用
も
各
村
の
代

表
者
の
寄
付
金
で
賄
う
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
新
築
費
用
は

当
初
の
予
算
を
上
回
り
莫
大
な
不
足
金
が
残
っ
た
。
そ
の
た
め
、

翌
年
に
は
上
ヶ
田
・
金
沢
・
葛
山
・
千
福
に
そ
れ
ぞ
れ
初
等
科

の
み
の
分
校
を
設
置
し
て
各
村
に
学
資
金
を
返
賦
し
、
分
校
の

運
営
維
持
を
各
村
に
任
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
初
等

科
の
み
の
分
校
は
千
福
と
葛
山
に
設
置
さ
れ
、
金
沢
の
児
童
は

葛
山
分
校
へ
、
上
ヶ
田
の
児
童
は
本
校
へ
通
う
こ
と
に
な
り
、

不
要
に
な
っ
た
本
校
の
南
北
両
袖
の
初
等
科
教
室
は
売
却
さ
れ

て
そ
の
代
金
で
不
足
分
を
賄
う
こ
と
が
考
案
さ
れ
た
。

一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
、
県
の
布
達
を
受
け
て
県
内
の
学
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し
も
わ
だ

区
が
大
幅
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
里
舎
と
下
和
田
の

か
い
し
よ
う
し
や

開
昇
舎
そ
し
て
須
山
学
校
が
嶽
南
学
校
に
統
合
さ
れ
た
。
通
学

の
困
難
を
考
慮
し
て
、
須
山
と
下
和
田
の
学
校
を
嶽
南
小
学
校

の
分
校
と
し
、
今
里
の
子
ど
も
た
ち
も
下
和
田
の
分
校
に
通
わ

せ
る
こ
と
と
し
た
。

一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
の
市
制
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
、

深
良
・
小
泉
・
富
岡
・
須
山
の
各
行
政
村
が
誕
生
し
、
須
山
は

嶽
南
小
学
区
か
ら
分
離
し
て
須
山
村
立
尋
常
小
学
校
を
設
立
。

嶽
南
小
学
校
の
下
和
田
分
校
は
そ
の
ま
ま
存
続
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
そ
の
後
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
に
下
和
田
と
今
里

を
学
区
と
し
た
下
和
田
尋
常
小
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
一

九
○
八
（
明
治
四
十
一
）
年
、
尋
常
小
学
校
の
修
業
年
限
を
六
年

に
延
長
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
翌
一
九
○
九
年
下
和
田
尋
常

小
学
校
を
廃
し
て
、
嶽
南
尋
常
小
学
校
の
四
か
年
の
分
教
場
と

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
分
校
の
生
徒
は
、
本
校
で
あ

る
嶽
南
小
学
校
へ
、
残
り
二
年
間
通
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、

小
学
校
よ
り
も
北
に
位
置
し
て
い
る
金
沢
と
葛
山
で
は
子
ど
も

の
通
学
に
不
便
を
感
じ
て
、
下
和
田
と
今
里
と
と
も
に
本
校
を

村
中
央
へ
移
転
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
し
か
し
費
用
の
問
題
も

あ
り
、
こ
の
移
転
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

一
九
○
○
（
明
治
三
十
三
）
年
に
小
学
校
令
が
改
正
さ
れ
、
尋

常
小
学
校
に
高
等
科
を
併
置
す
る
ゞ
）
と
と
な
り
、
嶽
南
小
学
校

に
は
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に
高
等
科
が
併
置
さ
れ
た
。
こ
れ

よ
り
前
、
一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
に
、
今
里
、
金
沢
、
葛
山
の

た
ぱ
つ
さ
わ

中
里
と
田
場
沢
の
住
民
が
協
力
し
て
中
里
に
分
校
を
設
置
し
た
。

こ
れ
は
、
嶽
南
小
学
校
へ
の
通
学
に
不
便
を
感
じ
て
い
た
地
区

が
行
っ
た
こ
と
だ
が
、
そ
の
後
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
に
駿

み
や
ば
ら

東
郡
長
か
ら
本
校
を
御
宿
の
宮
原
に
移
転
し
、
中
里
分
校
を
廃

す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
本
校
の
位
置
を
め
ぐ

っ
て
北
部
と
南
部
地
区
と
の
間
に
再
び
対
立
が
生
じ
た
。
県
学

務
部
長
地
方
課
事
務
官
の
調
停
に
よ
り
、
御
宿
内
の
若
干
北
よ

り
に
移
転
す
る
こ
と
で
合
意
が
成
立
し
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）

年
嶽
南
尋
常
高
等
小
学
校
が
移
転
改
築
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
い
く
度
か
の
制
度
的
変
更
、
名
称
変
更
が
あ
り
、
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「
農
業
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
る
と
、
一
九
六
○

農
業
の
変
化

（
昭
和
三
十
五
）
年
の
総
戸
数
は
五
三
戸
、
農

家
数
は
五
一
戸
と
ほ
と
ん
ど
が
農
業
に
従
事
し
て
い
た
。
し
か

し
、
一
九
九
○
年
に
は
総
戸
数
一
七
○
戸
を
三
倍
近
く
増
え
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
家
数
は
四
二
戸
と
や
や
減
っ
て
い

る
。
作
物
も
麦
類
・
雑
穀
や
い
も
類
が
多
か
っ
た
が
、
三
○
年

後
に
は
花
き
類
が
圧
倒
的
に
増
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
芝
生
の

栽
培
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

村
内
区
分
と
金
沢
は
現
在
二
一
の
組
に
区
分
さ
れ
て
い
る

区
の
役
職
が
、
そ
れ
以
前
は
上
と
下
の
二
つ
の
モ
ョ
リ

（
最
寄
）
に
分
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
最
寄
は
、
現
在
の
一

’
八
組
ま
で
に
あ
た
り
、
新
た
に
増
え
た
の
は
九
’
一
二
組
ま

現
在
の
裾
野
市
立
富
岡
第
一
小
学
校
と
な
っ
た
（
第
二
一
章
御
宿

参
照
）
。

第
三
節
地
域
社
会
と
生
活

で
で
あ
る
。
地
区
内
に
は
、
道
祖
神
が
一
基
ま
つ
ら
れ
、
サ
イ

ト
ャ
キ
も
公
民
館
下
の
グ
ラ
ン
ド
一
か
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。

近
世
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
戸
数
は
お
お
む
ね
二
○
戸
前

後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
金
沢
の
内
部
は
戸
数
が
増
え
た
こ
と
に

よ
っ
て
次
第
に
組
分
け
を
し
て
い
っ
た
経
緯
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
戦
前
、
分
家
は
本
家
と
同
じ
組
に
入
っ
て
い
た
と
い
う
。

区
の
役
職
に
は
、
顧
問
二
名
、
相
談
役
一
名
、
区
長
・
副
区

長
各
一
名
、
協
議
員
五
名
、
書
記
一
名
、
氏
子
総
代
三
名
、
会

計
監
査
二
名
（
う
ち
一
名
は
農
業
委
員
を
兼
務
）
、
自
警
団
長
・
体

育
部
長
・
部
農
会
長
・
子
供
会
長
・
勇
志
会
長
・
婦
人
会
長
・

土
地
改
良
議
員
・
防
災
指
導
員
・
交
通
指
導
員
・
老
人
会
長
・

財
産
区
長
各
一
名
、
各
組
組
長
一
名
（
計
一
二
名
）
な
ど
が
あ
る
。

あ
し
た
か

近
世
に
は
、
薪
竹
木
は
葛
山
の
つ
か
れ
沢
（
愛
謄

共
有
地

山
）
と
い
う
と
》
）
ろ
が
、
御
宿
・
上
ヶ
田
と
の
入

会
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
同
じ
く
、
茅
野
・
芝
野
は
大
野
原

（
富
士
山
麓
）
の
入
会
で
、
秣
刈
敷
苗
草
な
ど
を
刈
っ
て
い
た
。

こ
の
入
会
村
組
は
七
○
か
村
で
、
そ
の
う
ち
野
元
（
入
会
林
野
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第19章金 沢

い
ん
の
い
た
づ
ま
じ
ん
ぱ
こ
ま
か
ど
こ
う
や
ま

の
所
在
村
）
は
印
野
・
板
妻
・
神
場
・
駒
門
・
神
山
（
以
上
御
殿

ふ
か
や
ま

場
市
）
・
御
宿
・
深
山
（
須
山
）
・
下
和
田
・
今
里
・
金
沢
の
一

○
か
村
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
金
沢
は
小
あ
ら
し
か
ら
道
海

草
利
ま
で
が
入
会
地
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

入
会
地
は
、
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
の
官
民
有
区
分
に
よ
っ
て

い
ず
れ
も
官
有
地
に
編
入
さ
れ
、
入
会
権
を
持
つ
村
々
は
使
用

料
を
払
っ
て
官
林
を
拝
借
し
、
肥
草
の
刈
り
取
り
や
薪
の
採
取
、

開
墾
な
ど
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
愛
麿
山
の
う
ち
一
八
八
一

（
明
治
十
四
）
年
に
官
民
有
区
分
で
官
有
地
に
編
入
さ
れ
た
葛
山

す
が
ま
い
り

字
須
釜
入
三
四
町
歩
余
に
つ
い
て
、
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）

年
に
山
元
の
葛
山
と
御
宿
・
上
ヶ
田
・
金
沢
の
入
会
三
大
字
と

の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
を
明
確
に
す
る
契
約
が
交
わ
さ
れ
た
。

現
在
、
金
沢
区
の
共
有
財
産
は
浅
間
神
社
で
あ
る
。
な
お
、
金

沢
公
民
館
と
そ
の
敷
地
、
運
動
場
、
共
同
墓
地
、
地
蔵
堂
、
天

王
社
な
ど
は
旧
戸
の
共
有
財
産
で
、
財
産
区
に
ょ
っ
・
て
管
理
さ

た
く
ぼ

れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
上
ヶ
田
地
籍
の
田
久
保
に
も
植
林
地

が
五
反
歩
ほ
ど
あ
る
。

金
沢
堤
と
金
沢
堤
の
築
造
に
つ
い
て
は
、
一
八
一
三
ハ
（
天

灌
湖
用
水
保
七
）
年
の
明
細
書
上
帳
に
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。

是
ハ
百
六
拾
年
以
前
延
宝
六
午
年
野
村
彦
太
夫
様
御
支

配
之
節
方
溜
井
御
普
請
出
来
申
候
、
土
手
長
四
拾
八
間
・

敷
拾
弐
間
・
馬
ふ
み
六
間
之
土
手
二
御
座
候

こ
の
堤
の
水
掛
か
り
は
葛
山
村
と
当
金
沢
村
で
あ
る
。
金
沢

堤
に
は
湧
水
地
点
が
二
か
所
あ
っ
た
が
、
関
東
大
震
災
の
時
に

湧
水
量
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
深
い
と
こ
ろ
で
は
二
腕
ほ
ど
あ

り
、
灌
概
用
水
の
ほ
か
に
飲
料
用
水
と
し
て
も
利
用
し
て
き
た
。

水
の
使
用
料
は
、
神
社
の
祭
典
の
時
に
一
反
に
つ
き
一
升
の
米

を
奉
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
市
の
水
道
を
利
用
す
る
よ

う
に
な
り
、
堤
を
エ
ビ
網
の
養
殖
業
者
に
貸
し
て
い
た
が
、
餌

と
し
て
植
え
た
藻
が
増
え
て
、
七
月
の
河
川
敷
の
掃
除
で
刈
っ

て
い
る
。
堤
に
は
コ
イ
を
放
流
し
て
、
五
月
五
日
の
水
神
祭
り

か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
魚
釣
り
を
許
可
し
、
入
漁
料
を
と

っ
て
い
る
。
》
）
の
堤
の
管
理
は
、
区
長
が
行
う
。

848



第3節地域社会と生活

前
出
の
明
細
書
上
帳
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
灌
概
用
水
と
悪

水
（
配
水
）
に
つ
い
て
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
灌
概
用
水
と

し
ん
せ
ぎ

し
て
は
、
ま
ず
字
新
堰
か
ら
御
宿
・
上
ヶ
田
・
葛
山
・
千
福
・

金
沢
ま
で
の
五
か
村
が
か
か
る
箱
根
湖
水
（
深
良
用
水
）
が
あ
げ

こ
だ
な

ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
小
棚
・
田
久
保
な
ど
が
あ
る
。
小
棚

は
、
現
在
不
動
や
水
神
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
金
沢
水
源
を
さ
す

が
、
こ
の
水
路
を
小
棚
川
と
呼
ぶ
。
こ
の
小
棚
川
に
は
大
野
原

か
ら
悪
水
が
流
れ
こ
ん
で
く
る
た
め
、
悪
水
堀
を
村
中
に
通
し

流
末
は
葛
山
へ
と
落
ち
て
い
る
（
「
市
史
」
三
‐
五
八
号
）
。
現
在

も
小
棚
川
で
は
な
い
が
、
金
沢
川
に
は
大
野
原
の
泥
水
が
流
れ

込
み
、
灌
概
用
水
と
し
て
の
利
用
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

大
野
原
の
演
習
場
に
戦
車
が
入
っ
て
荒
れ
た
た
め
、
大
雨
の
度

に
泥
が
流
れ
込
む
か
ら
だ
と
い
う
。
金
沢
は
富
士
山
麓
の
末
端

に
あ
っ
て
、
砂
礫
土
壌
の
流
出
の
被
害
を
い
ま
だ
に
被
っ
て
い

る
と
言
え
る
。

浅
間
神
社
金
沢
に
は
、
お
も
な
神
社
が
二
社
ま
つ
ら
れ
て

と
神
明
宮
い
る
。
一
つ
は
金
沢
堤
の
東
、
丘
陵
の
末
端
に

浅
間
神
社
、
公
民
館
の
北
、
や
は
り
丘
陵
の
末
端
に
神
明
宮
でこ

の

あ
る
。
「
神
社
明
細
調
」
に
よ
れ
ば
、
浅
間
神
社
の
祭
神
は
木

は
な
さ
く
や
ひ
め
の
み
こ
と

花
開
耶
姫
命
、
創
建
は
一
七
五
七
（
宝
暦
七
）
年
四
月
十
四
日

で
、
一
八
七
五
（
明
治
八
）
年
に
村
社
に
列
せ
ら
れ
た
と
あ
る
。

一
方
、
神
明
宮
は
祭
神
が
天
照
大
神
と
豊
受
大
神
で
、
創
建
は

一
六
八
三
（
天
和
三
）
年
、
一
八
七
五
年
に
や
は
り
村
社
に
列
せ

ら
れ
た
が
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
十
一
月
五
日
に
浅
間
神
社

に
合
祀
さ
れ
た
と
あ
る
。
ま
た
『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』
に
よ
れ

ば
、
神
明
宮
は
一
七
五
五
（
宝
暦
五
）
年
に
創
建
さ
れ
た
と
あ
る
。

祭
日
は
、
浅
間
神
社
が
九
月
九
日
、
神
明
宮
が
六
月
十
六
日
と

九
月
十
六
日
で
あ
る
。
現
在
、
祭
り
は
浅
間
神
社
が
十
月
十
五

日
、
神
明
宮
が
五
月
五
日
に
行
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
神
明
宮
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
口
碑
が
あ
る

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
神
社
明
細
調
」
に
は
、
鍵
取
の
勝
又

車
三
郎
の
祖
先
か
ら
の
言
い
伝
え
と
し
て
上
ヶ
田
村
の
村
社
神

明
宮
か
ら
当
社
へ
遷
祀
し
た
と
あ
る
。
ま
た
『
駿
東
郡
富
岡
村

誌
」
に
は
、
「
真
田
兵
部
ノ
守
此
地
一
一
来
リ
シ
際
、
真
田
家
鎮
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護
ノ
為
メ
創
立
セ
ン
ト
、
元
勝
又
重
次
郎
氏
ノ
因
念
（
縁
）
柿
ノ

下
ニ
ァ
リ
シ
ヲ
長
田
喜
左
エ
門
寄
附
セ
ラ
レ
テ
現
今
処
一
一
安
置

セ
リ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
真
田
兵
部
守
は
、
同
書
に

「
真
田
兵
部
守
ノ
遺
趾
」
と
し
て
、
金
沢
の
南
方
に
尺
丸
石
を

よ
り
と
も

積
ん
だ
墳
墓
が
あ
り
、
頼
朝
の
富
士
裾
野
の
巻
狩
当
時
に
は
す

写真3-91浅間神社

地
蔵
堂
、
庚
申
塚
、
道
祖
神
な
ど
が
あ
る
。
愛
宕
神
社
・
堤
の

水
神
・
水
源
の
不
動
と
水
神
・
天
王
社
は
、
現
在
五
月
五
日
に

と
も
に
祭
り
を
行
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
愛
宕
神
社
が
三
月

と
九
月
の
中
旬
に
、
天
王
社
は
五
月
五
日
に
祭
り
を
行
っ
て
い

た
。
天
王
社
は
、
も
と
大
野
原
の
入
会
地
に
ま
つ
ら
れ
て
い
た

写真3－92神明宮

で
に
居
所
が
あ
っ
た
が
現
今
は
焼

失
し
て
伝
わ
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
鍵
取
を
し
て
い
る
勝
又

家
の
伝
承
と
し
て
、
神
明
領
に
な

っ
た
い
き
さ
つ
を
伝
え
た
も
の
で

あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
の
神
浅
間
神
社
と

社
と
寺
・
堂
神
明
宮
の
ほ

か
に
、
愛
宕
神
社
、
金
沢
堤
の
水

神
、
金
沢
水
源
の
不
動
と
水
神
、

そ
の
東
側
の
丘
陵
の
天
王
社
、
神

お
お
く
ぼ

明
宮
境
内
の
山
の
神
、
大
久
保
の

850



第3節地域社会と生沼

も
の
だ
が
、
軍
用
地
と
し
て
接
収
さ
れ
た
た
め
、
一
九
四
三

お
お
だ
な

（
昭
和
十
八
）
年
に
現
在
地
（
字
上
川
・
大
久
保
・
大
棚
の
境
）
に
移

転
し
た
。

山
の
神
は
、
現
在
神
明
宮
に
二
社
ま
つ
ら
れ
て
い
る
が
、
以

写真3 93水神の祭り

前
は
神
明
宮
と
浅
間
神
社
そ
れ
ぞ
れ
別
に
一
社
ず
つ
ま
つ
ら
れ

て
い
た
。
二
社
の
内
、
神
明
宮
の
山
の
神
を
西
の
宮
、
浅
間
神

社
の
山
の
神
を
東
の
宮
と
呼
び
分
け
て
い
た
と
い
う
。
浅
間
神

社
の
山
の
神
は
、
社
殿
の
裏
に
ま
つ
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
六

三
（
昭
和
三
十
八
）
年
に
東
名
高
速
道
路
の
敷
設
に
と
も
な
っ
て

移
転
し
た
。

地
蔵
堂
に
は
、
順
礼
供
養
塔
や
地
蔵
、
馬
頭
観
音
な
ど
が
ま

つ
ら
れ
、
七
月
二
十
三
日
に
祭
り
を
し
て
い
る
。
か
っ
て
中
道

に
観
音
堂
が
あ
り
、
青
年
倶
楽
部
と
し
て
利
用
し
て
い
た
が
、

一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年
に
旧
公
民
館
を
建
設
す
る
に
あ
た

っ
て
、
ま
つ
ら
れ
て
い
た
仏
像
は
地
蔵
堂
へ
遷
し
た
。

庚
申
塚
と
庚
申
塚
は
、
字
田
久
保
の
丘
陵
上
、
東
名
高
速

石
造
物
道
路
の
西
側
に
あ
る
。
こ
の
塚
に
は
不
動
一

基
・
馬
頭
観
音
一
基
・
順
礼
供
養
塔
三
基
・
庚
申
塔
二
基
の
計

七
基
の
石
造
物
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
丘
陵
近
く
の
三
辻

に
は
道
祖
神
も
ま
つ
ら
れ
、
庚
申
塚
の
直
下
の
道
は
甲
州
街
道

で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
二
基
の
庚
申
塔
の
内
、
一
六
六
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七
（
寛
文
七
）
年
銘
の
も
の
は
、
正
面
に
日
月
と
梵
字
、
卍
、
北

斗
七
星
、
そ
れ
に
手
を
合
わ
せ
た
二
匹
の
猿
が
彫
ら
れ
た
珍
し

い
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
金
沢
で
は
庚
申
請
は
行
わ
れ
て
い
な

い
が
、
街
道
の
際
に
築
か
れ
た
庚
申
塚
は
、
富
士
登
山
が
御
縁

年
と
呼
ば
れ
る
庚
申
年
に
盛
ん
で
あ
る
こ
と
と
関
わ
り
が
あ
る

金
沢
に
は
寺
が
な
い
が
、
『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』

ま
ん
ね
ん
じ

万
年
寺
（
万
念
寺
と
も
記
す
）
と
い
う
寺
が
あ
り
、
一

治
八
）
年
に
廃
寺
と
な
っ
た
と
あ
る
。
浄
土
宗
で
、

か
も
し
れ
な
い
。

に
よ
れ
ば

八
七
五
（
明

横
道
の
内

率
唾
一
八
番
、
御
詠
歌
に
も
詠
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
地
蔵
尊
は
万

魏

隠
一
鍼
年
寺
の
遣
尊
で
六
月
二
十
三
日
に
ま
つ
っ
て
い
る
と
あ
る
。
お

》
郡
そ
ら
く
、
こ
れ
が
現
地
蔵
堂
に
ま
つ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

骨
》
七
塔
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
は
堂
内
で
は
な
く
そ
の
参
道
に
二
基
の

恥
料
野
地
蔵
が
建
つ
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
金
沢
は
今
里
の
浄
土
院
と

じ
よ
う
ど
い
ん

》
辨
深
良
の
興
禅
寺
、
千
福
の
普
明
寺
の
檀
家
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
ぜ
ん
じ

ふ
み
よ
う
じ

一
軍
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図表3－90上ケ田の位置
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あ
げ
た

と
み
お
か

水
田
が
広
が
上
ヶ
田
は
山
が
ち
な
富
岡
地
区
の
中
で
も
水

る
上
ケ
田
田
地
帯
と
い
う
景
観
を
持
つ
。
「
平
坦
一
一
シ

テ
車
馬
二
便
ナ
リ
田
圃
一
面
盤
石
ヲ
布
ク
ヵ
如
ク
実
一
一
上
ヶ
旧

ノ
名
二
適
シ
タ
リ
ト
云
フ
ベ
シ
」
（
「
地
誌
取
調
草
案
」
）
と
あ
る
よ

き
せ
み
し
ゆ
く

う
に
、
黄
瀬
川
と
御
宿
の
山
に
制
約
さ
れ
な
が
ら
も
山
裾
に
湧

き
出
た
水
を
用
水
に
し
て
水
田
を
拓
い
た
地
区
で
あ
る
。

上
ヶ
田
は
裾
野
市
中
心
部
か
ら
北
の
方
向
に
位
置

位
置

し
、
東
西
六
一
○
脳
、
南
北
約
肩
假
の
広
さ
が

あ
る
。
さ
ら
に
北
約
二
○
○
脳
の
と
こ
ろ
に
、
東
西
約
一
二
○

脚
、
南
北
約
五
八
○
牌
の
広
さ
の
飛
地
が
あ
る
が
、
現
在
、
〉
）

こ
は
関
東
自
動
車
工
業
株
式
会
社
の
社
宅
地
と
東
名
高
速
道
路

と
な
っ
て
い
て
、
地
籍
図
で
確
認
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
東
と

か
ね
ざ
わ
か
ず
ら

北
東
及
び
南
は
御
宿
地
区
に
囲
ま
れ
、
北
と
西
は
金
沢
と
葛

や
ま山

に
接
し
て
い
る
。
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第20章上ケ田

み
し
ゆ
く
し
ん
で
ん

地
形
と
土
北
側
は
御
宿
新
田
の
台
状
地
形
末
端
の
急
斜
面

地
利
用
が
せ
ま
っ
て
お
り
、
西
と
そ
の
南
側
は
金
沢
か

ら
続
く
低
丘
陵
で
、
と
も
に
雑
木
林
と
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
植
林

地
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
は
黄
瀬
川
の
形
成
し
た
河
岸
段

丘
で
、
西
方
へ
向
か
っ
て
緩
や
か
に
傾
斜
し
、
大
部
分
が
御
宿

せ
ぎ

の
カ
ロ
ウ
ト
堰
用
水
に
よ
る
水
田
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
北
の

傾
斜
地
と
西
の
低
丘
陵
の
裾
部
は
湿
田
で
、
一
部
は
湧
き
水
が

あ
っ
て
池
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
辺
り
を
水
源
と
す
る

く
ぼ

久
保
川
が
浅
く
浸
食
し
て
低
地
を
形
成
し
、
南
へ
向
か
っ
て
流

出
し
て
い
る
。
こ
の
久
保
川
に
沿
っ
て
集
落
が
南
北
に
形
成
さ

れ
て
い
る
。

ま
え
の
た

集
落
の
中
心
は
、
前
ノ
田
と
呼
ば
れ
る
付
近
で
、

集
落

辻
に
は
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
の
道
祖
神
が
建
ち
、

そ
こ
か
ら
地
区
の
主
要
な
道
が
分
か
れ
る
。
と
く
に
北
か
ら
南

へ
と
向
か
う
道
に
は
、
旧
戸
と
呼
ば
れ
る
家
々
が
並
び
、
そ
の

南
端
で
西
に
折
れ
て
上
ヶ
田
地
区
集
会
所
お
よ
び
市
立
富
岡
保

育
園
へ
と
続
く
。
保
育
園
裏
に
は
共
同
墓
地
が
あ
り
、
現
在
、

じ
’
よ
う

区
で
整
理
を
し
て
造
成
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
も
と
浄

ね
ん
じ

念
寺
と
い
う
寺
が
あ
っ
た
。
集
落
の
東
側
に
は
黄
瀬
川
が
流
れ
、

ま
ち
あ
い
ま
ち
や
だ

そ
の
川
岸
に
は
待
合
（
字
待
谷
田
）
と
い
う
場
所
が
あ
る
。
こ
こ

に
も
旧
戸
が
集
ま
り
、
道
祖
神
も
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
上

写真3－95上ケ田全景

（左側に神明宮の森）
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第2節 歴史概要

ケ
田
の
氏
神
は
神
明
宮
で
あ
る
が
、
集
落
の
西
端
、
葛
山
境
近

く
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
。

せ
ん
ね
ん
じ

浄
念
寺
は
、
葛
山
仙
年
寺
末
の
浄
土
宗
の
寺
で
あ
っ
た
。
浄

い
ま
ざ
と
じ
よ
う
ど
い
ん
ち
ゅ
う
こ
う
か
い
ざ
ん
ぷ
ん
よ
し
よ
う
に
ん

念
寺
は
、
今
里
の
浄
土
院
の
中
興
開
山
文
譽
上
人
の
生
誕
の
地

と
伝
え
る
（
『
駿
東
郡
富
岡
村
誌
』
）
。
ま
た
共
同
墓
地
に
は
区
内

の
家
々
の
墓
が
あ
る
が
、
家
に
よ
っ
て
檀
那
寺
が
違
う
。
柏

せ
ん
ぷ
く
ふ

木
・
勝
又
家
は
葛
山
の
仙
年
寺
、
土
屋
・
八
木
家
は
千
福
の
普

み
よ
う
じ

明
寺
（
曹
洞
宗
）
、
杉
本
家
は
今
里
の
浄
土
院
（
浄
土
宗
）
と
な
っ

て
い
る
。

上
ヶ
田
の
原
始
。
古
代
ま
で
は
、
遺
跡
や

金
沢
手
城
山
跡

資
料
が
な
い
の
で
明
ら
か
で
な
い
。

げ
ん
た
か
い
ど
う

上
ケ
田
の
集
落
か
ら
葛
山
の
字
源
太
海
道
へ
出
る
中
程
に
、

1

第
二
節
歴
史
概
要

中
世

て
し
ろ
や
ま

手
城
山
と
い
う
金
沢
の
飛
地
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
か
つ
て
高

さ
約
二
五
腕
の
頂
部
の
平
ら
な
小
丘
が
あ
り
、
小
祠
を
ま
つ
っ

て
あ
っ
た
が
、
土
取
工
事
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
と
い

ぬ
ま
た
あ
い
ぞ
う

う
。
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
、
こ
こ
を
踏
査
し
た
沼
館
愛
三

は
、
葛
山
に
あ
る
葛
山
城
の
出
城
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
（
「
市

史
』
一
八
五
号
）
。

葛
山
氏
一
大
森
・
葛
山
系
図
に
よ
る
と
（
『
市
史
』
二
‐
付

こ
れ
た
だ

か
げ
た
だ

族
の
支
配
録
系
図
集
）
、
葛
山
氏
の
祖
惟
忠
の
三
男
景
忠

こ
れ
し
げ

は
上
田
殿
、
兄
惟
重
は
御
宿
殿
と
あ
る
か
ら
、
一
族
の
所
領
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
葛
山
氏
系
図
に
は
、
こ
の
ほ
か
金
沢

ほ
つ
き
よ
う
り
つ
し

殿
、
伊
豆
佐
野
・
土
倉
領
主
、
平
山
法
橋
、
平
山
律
師
、
中
里

小
五
郎
、
金
屋
宮
原
領
主
な
ど
、
一
族
に
は
こ
の
周
辺
の
地
名

に
ち
な
ん
だ
人
々
が
お
り
、
〉
）
れ
ら
の
地
域
を
開
発
し
て
土
着

し
領
主
と
な
っ
た
と
も
推
測
で
き
る
。

中
世
後
半
ま
で
は
葛
山
氏
一
族
の
領
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
資
料
が
な
く
不
明
で
あ
る
。
一
六
世
紀
の
後
半
、
葛

山
氏
の
転
退
後
、
後
北
条
、
武
田
、
徳
川
と
支
配
の
変
遷
が
あ
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